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第VI章 人骨の理化学的分析・形態分析

1概 要

小竹貝塚では平成 22 年度の調在で， 71 体の埋葬人骨が検出された。 このことを受け， 当財団は平

成 22 年11月 2 日に独立行政法人国立科学博物館人類研究部と「小竹貝塚出土人骨の研究に関する

連携• 協力協定」を締結し， 今後の調査研究を進めることとなった。 同年 12月には， 人類研究部研

究員から出土人骨の今後の整理方法及び取り扱いについて指導を受け， 同研究員らによるミトコンド

リアDNA分析と年代推定 ・ 食性分析のサンプルを採取している。 国立科学博物館は， 人骨の人類学

的 ・ 理化学的協力に要する経費を， 同館の基盤研究費（平成 23-25 年度の 3 年継続事業）と日本学

術振興会の科学研究費（平成 23年-26 年度の4年継続事業）で充当している。 研究課題は「北陸と

九州から大量出土した縄文時代早· 前期人骨の形態·DNA ・ 食性分析」とし． 研究組織は下の表の

とおりである。

平成 23年度は当事務所において． 人類研究部研究員による指導を受けて出土人骨のクリ ー ニング

を進め， 同年 10月には人類研究部へ人骨を搬送した。 その後， 同研究部において人骨の復元作業を

進め． 復元が完了した人骨から． 部位の同定， 性別， 年齢， 帰属年代の推定などの基礎分析を実施し

ている。 また， あわせてミトコンドリアDNA分析と年代推定 ・ 食性分析も進められた。

平成 25 年度は発掘調査報告書の刊行に合わせて原稿執箪を行い． 小竹貝塚出土人骨の人類学的 ・

理化学的分析結果が本章にとりまとめられている。 また， 小竹貝塚出土人骨と他地域の出土人骨との

比較分析は， 平成 26 年度に国立科学博物館から報告される予定である。 （島田美佐子）

氏 名 所 属 機 関 現在の専門・役割分担

研究代表者 坂上和弘 国立科学博物館人類研究部 法医人類学

形態計測・観察ならびに研究総括

研究分担者 米田 穣 東京大学総合研究博物館 先史人類学・年代学

放射性炭素年代測定室 人骨の年代推定ならびに食性分析

研究分担者 溝口優司 国立科学博物館人類研究部 形質人類学

骨計測値の統計学的分析ならびに

研究総括補助

連携研究者 篠田謙一 国立科学博物館人類研究部 分子人類学

人骨のDNA分析

連携研究者 海部陽介 国立科学博物館人類研究部 自然人類学

形態計測・観察

連携研究者 河野礼子 国立科学博物館人類研究部 自然人類学

三次元構造解析

連携研究者 斎藤めぐみ 国立科学博物館人類研究部 微古生物学

質量分析

研究協力者 茂原信生 京都大学名誉教授 人骨形態分析

＊この他に研究協力者として ， 堀内大介（富山市教育委貝会）， 島田• 町田（当財団）がいる。

表1 研究組織

ー



2 人骨発見小史

2人骨発見小史

2010 年， 富山市呉羽町北の小竹貝塚から， 公益財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所（以

下， 県埋文調査事務所） の発掘によって， 70 個体以上の縄文時代前期のものと思われる人骨が発見された。

本報告書に， この人骨資料についての人類学的観察結果が記載される。しかし， 小竹貝塚から人骨が発見

されたのは， これが初めてではない。

まず， 小竹貝塚自体は， 1910 年以前（北浦 1910, 林・溝口 1985) あるいは 1907 年（藤田 1986) にす

でにその存在が知られていたらしいがその後何度かの調査によって， 非常に大きく重要な貝塚遺跡で

あることが確認された（高瀬 1958, 岡崎 1966, 橋本 1972, 藤田 1974, 1986)。しかし， 人骨の発見に関し

ては， 半世紀以上， 待たなければならなかった。最初の発見は 1971 年である。その後， 1991 年， 2008 年

と追加発見が続き， 今回の 2010 年の発見に至るわけである。以下に それらの概要を記す。

(1) 1971年出土人骨

1971 年 3 月 7日， 富山県教育委員会社会教育課が， 縄文時代前期中頃の蜆ヶ森式土器などを含む貝層の

下から， 横臥屈葬位の頭部を欠く人骨を 1 体発見した（林・溝口 1985) 。発掘の様子や出土状態の図は橋

本 (1972) に報告されている。人骨は富山在住の人類学者， 林夫門が調査を依頼されて預っていたが， 国

立科学博物館の「日本列島の自然史科学的総合研究」プロジェクトの一員として1984年に富山を訪れた籠

者が林と会い， 共同で人骨の調査• 分析を行なうことになった。その形態学的観察・計測結果は林・溝口

(1985) に報告されている。 林・溝口 (1985) は， 四肢骨計測値の分析により， この個体を成人男性と判

定した。

なお， 橋本 (1972) によれば調査後 この個体 (1 号人骨） のものと考えられる下顎骨の一部が表採

されたというが， 今は所在不明である。

(2) 1991年出土人骨

1991 年 1 月上旬から 3 月末にかけて行なわれた小竹貝塚東側用水路改修工事の際に， 富山市教育委員会

がかなりの数の人骨破片を採集した（山内他 1993) 。その資料の一部については箪者が山崎 (1993) から

同定を依頼され， 結果が山崎によって動物遺存体のものと一緒に報告されている。その後， 更なる資料整

理の途中で人骨が追加発見されたが． これらについても， 最近， 策者が調査する機会を得たので， 改めて

そのすべてを観察・計測した。 結果の詳細は溝口(n.d.)に記載されているがここにその概略を紹介し

ておく。

まず， 山崎 (1993) が報告した籠者（溝口） の同定に一部間違いがあったことをお詫びし， 訂正してお

かなければならない（未成年の上腕骨骨頭としたものは成人個体の大腿骨骨頭であるらしいことが判明）。

また． 元富山医科薬科大学助教授の森沢佐歳が 1991 年出土人骨の全て， あるいは山崎 (1993) のものとは

別の一部あるいは山崎 (1993) のものも含む大半の人骨資料を簡易鑑定し， その結果を富山市教育委員

会埋蔵文化財センタ ー (2008) が記載しているが， この記載の検討も含めて， 今回改めて骨や歯の同一部

位がどのくらい認められるかを検討した結果， 右頭頂骨の前頭角付近が 2 個体分， 下顎体の正中部分が 2

個体分， 上顎左第三大臼歯が2本残存していることが判明した。また． 年齢・性別がほぼ間違いないと思

われるのは， 脳頭蓋後半部（男性， 成人） の 1 例のみである。以上のような再検討の結果， 結局， 1991 年

の調査時には， 成人男性 1 個体を含む， 少なくとも 2 個体分の成人人骨が出土していたことになる。 林・

溝口 (1985) が報告した 1971 年出土人骨も含めれば， 1991 年までに， 少なくとも 2 個体の成人男性を含

む， 合計3個体が小竹貝塚から発見されていたことになる。

2
 



第VI章 人骨の理化学的分析• 形態分析

(3) 2008年出土人骨

2008 年 10 月 6日から 18日の間に， 富山市教育委員会埋蔵文化財センタ ー (2008) は， 主に新鍛治川左

岸から． 少なくとも3個体分の縄文時代前期のものと思しき人骨を発掘した。発掘途中の 10 月15日， 同

センタ ーの藤田富士夫所長（当時） から筆者に人骨の調査依頼があり． その後． 古川知明所長・堀内大介

主任学芸員から関連資料等の提供も受けて， これらの人骨の観察・計測を行なった。この結果の詳細は溝

口(n.d)に記載されているが， ここでは， 最終的に決定された個体数などの情報を記しておく。

まず， 復元・観察の結果， 少なくとも次のような個体が区別された。 1号人骨（頭蓋のみ；女性， 熟年

～老年）， 2号人骨（全身骨格；女性， 熟年～老年）， 2号人骨周辺出土人骨（脳頭壺小破片；恐らく少年），

新鍛治川右岸出土人骨（左上腕骨；男性？， 成人）， 3-1 号人骨（脳頭蓋；女性？， 若年後半～壮年初め），

3-2号人骨（下顎体右半分；女性， 成人？） である。すなわち， 最小個体数は， 成人女性2個体を含む6

個体ということになった。

結局小竹貝塚からは. 1971 年から 2008 年までの間に． 少なくとも， 男女それぞれ 2 個体の成人を含

む， 計 9 個体が発見されていたことになる。なお. 1971 年の「1 号人骨」と 2008 年の「1 号人骨」は全く

別物であるので， 注意を要する。

(4) 2010年出土人骨

2010 年 4 月 21日から 9 月 28日の期間に， 県埋文調査事務所は． 遺跡の南側から， 縄文時代前期のもの

と思われる人骨を少なくとも 71 個体分発掘した。同年6 月4日， まだ発掘調査の途中であったが， 県埋文

調査事務所の岸本雅敏所長から筆者に人骨の調査依頼があった。発掘個体数が非常に多かったため， 調査

は国立科学博物館の人類研究部員のほか． 東京大学など外部の研究者の応援も得て行なうことにした。こ

れが． 本報告書で記載される人骨資料である。復元・観察の結果， 最終的に決定された個体数は当初伝え

られた数よりもはるかに多い。

なお， この 2010 年出土人骨の埋葬形態の概要は， すでに町田 (2011) によって報告されている。

以上， これまでに小竹貝塚から発見された人骨資料について， その概略を述べた。しかし， まだ， 遺跡

全体の1割程度しか調査が行なわれていない（町田 2011) とのことであるので， 今後， さらに標本が増え

るかもしれない。日本列島の人類集団成立史を明らかにするためにも， 将来の発掘に期待したい。

（溝口優司）
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3 DNA分析

3 DNA分析

古人骨に由来するDNAの分析は， 系統や血縁関係に関して多くの情報を提供するので，

現在では発掘人骨に対して形態学的な研究と共に用いられる技術となっている。 縄文人骨に

関しても宝来による最初の報告(Horai et al. 1989) 以来， いくつかの研究が行われてお

り(Shino da and K anai, 1999; Adachi et al. 2009, 2011). 形態学研究から導か れ た

日本人起源論(Hanih ara,1991) に再考を促すようなデー タ も得られている（篠田 ・ 安達

2010)。 ただしDNA分析はその歴史が短いこともあって， 1万2千年に及ぶ縄文時代の全体

をカバ ー するデー タ は蓄積されていない。 特にそもそも発掘事例の少ない縄文時代の早期か

ら前期に関しての人骨のDNAデー タ はほとんど無く， 縄文時代全体を通した遺伝的特徴を

捉えることはできていない。

このような状況の中で， 今回， 富 山 県 小 竹 貝塚から出土した縄文前期人のDNA分析を行

う機会を得た。 この遺跡からは， これまでに91 体の縄文前期人骨が発掘されている。 前期の

遺跡からこれだけの数の人骨が見つかった例はなく， 小竹貝塚は自然人類学の分野で重要な

意味を持つ遺跡となっている。 人骨の保存状態も比較的良好で， そこから抽出したDNAを

分析することで， 縄文前期人の遺伝的な特徴が明らかとなることが期待された。

人骨から抽出したDNAであっても， 理論的にはその人物が持っていた全ての遺伝情報を

含んでいる。 したがって現代人と同様のDNA分析が可能なはずだが， 実際には古人骨に含

まれるDNAは100 塩基以下の長さに断片化しており， 完全に失われている情報も多い。 そ

こで今回は核DNAを対象とせず， 解析のタ ー ゲットとしてミトコンドリアのDNAを選択

した。 ミトコンドリアDNAは， ひとつの細胞に2つのコピ ー しかない核DNAとは異なり

数百以上のコピ ー を持っており， 経年的な変成によっても破壊されないで残っている確率が

高い。 また， DJレ ー プと呼ばれる短い領域に多数の変異が蓄積しているので， 断片化されて

いる古人骨由来のDNAを分析するのに適している(Horai and Ha y as aka 1990 . Horai 

et al. 1996)。Dル ー プの分析か らは， 遺跡内 部 の 個 体 間 の血縁関係を知ることもできる。

実際， 日本で最初に行われた縄文人骨由来のDNA分析もミトコンドリアDNAを対象とし

ており， これまで行われた多くの古人骨のDNA分析も同様である。

更に， 今世紀になって現代人のミトコンドリアDNAの16,500 におよぶ全塩基配列を用

いた解析が進められ， ヒトのミトコンドリアDNAの遺伝子をコードしているコー デイング

領域には， 一塩基多型(SNP: Single Nucle oti de Polym orphism) と呼ばれる多型が大量

に存在していることが明らかとなっている。 同 一 の多型を持つ集合を専門用語で ハ プログル
ー プと呼ぶが， それは人類がアフリカから拡散する過程で各地域の集団に中に生じたものな

ので， ハ プログル ー プ間の系統関係を調べることによって， ヒトの拡散の様子や， 地域に特

有の ハ プログル ー プの誕生の時期や場所の推定 ， 更には地域集団間の関係などを知ることが

できる(Kivisild et al. 2002, Van Ov en M, 2009)。 そ の た め現在では 古人骨のDNA

分析でも， DJレ ー プの塩基配列を用いた個 体識別と， 集団を構成する ハ プログル ー プの種類

や頻度を用いた解析が行われるようになっている。 そこで本研究でも， 人骨から抽出したD

NAに対し， DJレ ー プ領域の塩基配列とS N P 解析による ハ プログル ー プの決定を試みた。
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第 VI 章 人骨の理化学的分析 • 形態分析

(1) 試料お よ び方法

( DNAの抽出）

古人骨DNA分析では， 歯を用いた場合に最も成績 が良いことが知られているが， 今回は

貴 重な サ ン プル ということもあり， 最初に 一 般的には形態学的な研究に 支 障 がないと考 えら

れている肋 骨を実験に用いることにした。 次に肋 骨での 実験結 果を見て， 歯を利 用できる個

体については 臼 歯を用いることにした。 臼 歯 はDNA実験後の形態学的な研究を可能にする

ため， 最初に各サ ン プル の 精 巧 な レ プリカを作成した。 その後， 歯 根 と 歯 冠 の間で切断し，

歯根部をDNA実験用の サ ン プル とした。 更に， 充分な大きさがある個体に関しては， 歯 冠

の内部を削 り取り， 歯 髄からもDNAを抽出した。 以上の 実験に用いた サ ン プル を 表 l に示

す。

外 在 性 のDNAの 影 響 （コン タ ミネ ー シ ョ ン ） を 防 ぐ ために， DNA抽出作 業 に 先 立って

すべての サ ン プル の表面をDNA除去剤(DNA Awa y )で洗 浄した。 ただし肋 骨は緻密 質 が

薄 く， 大 贔 のDNA 除 去 剤 を使った 洗 浄 が 難 しい。 そこで 表 面 をDNA 除 去 剤 で拭き取った

後 ， そ の 両 面 を U Vクロ ス リン カ ー を用いて 30 分 づつ U V 照 射した。 一 方 ， 臼 歯 は全体を

10 分以 上DNA 除 去 剤 に 漬 け ， その後多量 の 蒸 留 水で 水 洗 して乾 燥 させた後に U V 照 射を

行った。 歯根と肋 骨片は， マル チ ビ ー ズ シ ョ ッカ ー （ 安井 器機） を用いて粉砕し， サ ン プル

を 粉 末 状態にした。 こ の 粉 末 約0 . 5 g か ら 硬 組 織 か らDNAを抽出する キ ット( Qi a g en 社

Q I  A am p DNA Inv esti g at or kit )を用いてDNAを抽出した。

ドリル でくり抜いた歯 髄は， 0 . 5 M の EDTA 溶 液， 各10ml に潰けて， 56 ℃ オ ー バ ー ナ イ ト

で脱灰を行った後に遠 心 し， 上 澄 から同じ Qi a g en 社の キ ットを使ってDNAを抽出した。

これらの操作によって， 各サ ン プル20 µ 1 のDNA溶 液を得た。

( Dル ー プ領域の塩基配列の決定）

前述 したように， DJレ ー プ領域はミトコンドリアDNAの中でも特に変異が集中している

部分で， 多くの人間で異なる配列を持っている。 そのため 親子の 関 係の 有無（ミトコンドリ

アDNAは母系遺伝するので母子 関係） や， 親 族を調べる際に有効であることから， 今回も

解析のタ ー ゲットとして選定 した。DJレ ー プの全長は約千塩基あるが， 今回はその中でも特

に変異が集中するH V l 領域を解析することにした。 この領域を解析するために， 3カ 所の

増 幅 部 位を設 定し， 抽出DNAを テ ン プ レ ー トとして P C R 法によるDNA増幅を行った。

なお， 今回の増幅領域は， ミトコンドリアDNAの， 16121 -162 38,16209 -16 311,162 70 -16 366 

番で表される領域（数字はミトコンドリアDNAの標 準 番号， Andre ws et al. 1999 )である。

それぞれ100 -120 塩基程 度が増幅 されるが， 互 いに共通部分を含んでいるので， すべてで

増 幅 が可能であった場合にはH V l 領域の16121 -16 366 番までが増幅 されることになる。

P C R 反 応 は1 unit の Ta q p olym eras e (HotSt arTa q™ DNA p olym eras e; Qi a g en, 

G erm any ), O . l M の プ ラ イ マ ー ， l O Om M の de o x yri bonuclosi de tri p h os p  h at es に添付

されている P C R バ ッフ ァ ー ， それに2 µ 1 のDNA抽出溶 液を入れて総量2 5 µ 1 で行った。

P C R の 反 応 条 件は， 9 5 ℃1 5 分の イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン の後， 94 ℃ の 熱変性 ス テ ップ20 秒 ，

4 7 ℃ - 5 7 ℃ のア ニ ー リング 20 秒 ， 72 ℃1 5 秒の伸 長 反 応 の サ イ クル を 36 -4 5 回で行った。
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P C R 産 物は1 . 5 % のア ガロ ー ス ゲル による 電 気 泳 動 を行 っ て増幅を確認し， 増 幅 が 確 認

された サ ン プル に関しては， Qi a g en 社 の Q IAE X I I  a g aros e g el e xtracti on kit を使 っ

て精 製を行い， 塩基配列決定用の テ ン プ レ ー トとした。 塩基配列の決定は， 精 製 された各サ

ン プル6 µl を用い， AB I Bi g D y e  T erminat or v .1 .1 を使 っ た サ イ クル シ ー ク エ ン ス を行

っ て， 双 方 向 の ス ト ラ ンドの配列を決定した。 なお， シ ー ク エ ン サ ー は AB I M o del 31 30 

を使用し， プロ トコール に 従 っ て処理を行 っ た。 解析に用いた プ ラ イ マ ー の配列は， P C R

反 応 と塩基配列の決定の 双 方 で 共通で 表 2 の通りである。

（コー デイング 領域のSNP 解析； ハ プログル ー プの決定）

各サ ン プル の持つ ハ プログル ー プを決定するために， 最も状態が良いと考 えられる 歯 髄 か

ら抽出した DNAを使 っ て， 最 近 開 発 された PC R - L umine x 法( It oh et al. 200 5 )による

解析を行 っ た。 この手法は， ハ プログル ー プを規 定しているコー デ ィ ング 領域の部 位を P C

R 法で増幅し， 配列特異性のある オ リ ゴ ヌ ク レ オ チドプロ ー ブを ハ イ ブリ ダ イ ズ させて検出

するもので， マル チ プ レ ック ス P C R 法を用いることで， 複数箇 所のS N P を同時に検出す

ることが可能である。 今回用いた 方 法では， ミトコンドリア DNAの全塩基配列の中で， 日

本人に多い ハ プログル ー プを規定している28 カ 所の変異( S N P )を合計2 5 カ所の増幅部

位を設定して検出を試みている。 各 P C R 増幅に関しては， DNA が経年的な変成で断片化し

ていることを考慮 して， 増幅 産 物の全長が100 塩基以下になるようにプ ラ イ マ ー を設 計した。

なお， この実験は G & G サ イ エ ン ス 社 （ 福 島 ） で行 っ ている。

更に 結 果の再現性を確 認するためにハ プログル ー プを決定している11 ヶ 所のSNP と1 ヶ

所 の 9 塩基欠 損 を 検出する， APL P 法( Am pli fi e d Pro d uct - L ength Polym orphisms; 

Um ets u K et al. 200 5 ,  Adachi et al. 2011 )を用いた解析を行い， 双 方 の 結 果を比較した。

( 2 ) 結 果 と 考 察
（ 肋 骨 サ ン プル の分析）

DNA抽出を行 っ た 8 サ ン プル 全てで， Dル ー プ領域の 3カ 所 の 増 幅 を試みたが， いずれ

も 目 的の DNAを増幅 することができなか っ た。 従 っ て， この縄文前期人の肋 骨には解析可

能な形での ヒト DNAが残 っ ていなか っ たのだ ろ う。 肋 骨は採 取がしやすく形態学的な情報

をほとんど持たないので DNA分析のような破壊実験に用いるのには最適な部 位だが， 緻 密

質 がほとんどな < . DNAを保存する 条 件 を 備 えていないのだと考 えられる。 百年ほど前の

サ ン プル であれば ． 効率は 悪 いがある程度の DNAが残 っ ていることが確 認 されており（篠

田2008 ). DNA分析用の サ ン プル として利 用できる場合もあるが， 縄文のように時代を経

た サ ン プル では解析が 不 可能だと 判 断される。

（ 歯 根を用いた 実験）

DJレ ー プの塩基配列

歯 根 およ び 歯 骰を用いた 実験では， DNAの抽出から P C R 法 を用いたタ ー ゲット配列の

増 幅 ， 塩基配列の決定までの過程を独 立に2回以 上 繰り返し， 結 果の再現性を確 認すること
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に し た。 各 サ ンプル で P C R 反 応 を 確 認 し た数 を 表 3 に 示 す 。 こ の実 験で は 同 一 の D N A サ

ンプルか ら 最 大 5 回 の P C R 実験 を 行 っ て お り， 表か ら 各 サ ンプル に 残る D N Aの量 を あ る

程 度 類 推 す る こ とがで き る。

N o . 2 か ら N o . 9 ま での 5 個 体と No . 1 3 , 3 3 , 3 8 , 3 9 の 4 個 体 は， い ず れの部 位で も 増 幅 せ ず，

D N A が残 っ て い な い と判 断される。 ネ ア ンデル タ ー ル 人の D N A分析の結 果 な どで も， 同

ーの洞 窟 か ら 出 土 し た 人 骨 で あ っ て も D N A の残 り に は 偏 り が あ る こ とが 知 ら れ て い る

( K r a u s e 2 0 1 0 ) 。 こ れ は 埋葬 された場 所 の わ ずかな 環 境 の違 い が 影 響 し て い ると考 え ら れる

が， そ の要 因 に つ い て は 不 明 で あ る。 今 回 発掘 し た人 骨 で 見ると， D N A が残 っ て い な か っ

た個 体 は， 第 w 期 と第 m 期 の発掘 地 点 に 集 中 し て い る。 こ れ ら は 表層 に 近 い 地 点で あ り， 小竹

貝 塚で は 人 骨 の埋葬され て い た深 さと D N Aの残 り に 関 し て は 一 定の関 係 が あ ると考 え ら れ

る。

2 回 以 上 の P C R 反 応で 同 一 の D N A配列が 得 ら れた も の， も し く は 後 述 す るハ プ ロ グ ル
ー プの型か ら 見 て 妥 当 と考 え ら れる配列で あ っ た も の を 表 4 に 示 す 。 Dル ー プのい ず れかの

部 位で D N A配列を 決 定で き たの は 全 部 で 1 3 個 体 ( 3 8 . 2 % ) で あ る 。 P C R 反 応 の単 位で

見ると， 決 定で き たの は 1 7 部 位で 1 6 . 7 % に な る。 ま た 3 つ の部 位 全 て で配列決 定 がで き た

の は 2 個 体のみ で あ っ た。 こ れ ら の数 字 は 全体と し て も D N Aの残 量 が そ れ ほ ど 良 く な か っ

た こ と を 示 し て い る。 な お， Dル ー プの塩 基配列とハ プ ロ グ ル ー プの 間 に は 一 定の対 応 関 係

が あ る。 従 っ て こ の配列情 報 を も と に 各 個 体のハ プ ロ グ ル ー プ を 推 定 す る こ と も で き る。 そ

の結 果 も 表 4 に 併 せ て 記 載 し た。

小竹 人 骨 は縄文 前 期 の も ので あ る こ と を 考 え れ ば， こ の程 度 の成 功 率で あ る こ とは 悲 観 す

るべ き も ので も な い が， 縄文 の前 期 ま で 遡 れ ば D N A 分析の成 功 率 が 5 0 % を 切 るとい う こ

とが 一 般的 な 現 象で あ るとす ると， こ の時 代 の D N A情 報 を 収 集 す るた め に は， かな り の数

の人 骨 を 集 め る必 要 が あ る こ とに な る。

（ ハ プ ロ グ ル ー プの決 定 ）

APLP 法と PCR-Luminex 法 によるハ プ ロ グル ー プの決定のため の実験 は， 歯 髄 を 削 り だ し

たサンプル の 中 で Dル ー プの解析結 果 を 見 て， 成 功 の可能性の高 い も の を 選 んで 実 施 し た。

結 果 と し て 実 験 を 行 っ た 1 4 個 体の う ち 8 個 体 ( 5 7 , 1 % ) で ハ プ ロ グ ル ー プ を 決 定で き た。

ま た Dル ー プの配列か ら ハ プ ロ グ ル ー プ を 決 定 し た個 体 が 更 に 5 体 あ るので， 全体と し て 1

3 個 体で ハ プ ロ グ ル ー プ を 決 定で き た こ とに な る。 P C R-Luminex 法での詳細 な 分析結 果 は

表 5 に 示 す 。 な お， AP L P 法で N 9 ま で 分類 し た個 体 ( N o . 4 4 , 6 4 ,  7 6 ,  7 8 ) に つ い て は， Dル
ー プの配列と P C R - L u m i n e x 法か ら 更 に N 9 b で あ ると判 断 し た。 な お 双 方 の方 法 お よ び，

Dル ー プか ら の判 定の結 果 が 全 て 一 致 し た も の は N o . 4 4 ,  7 6 ,  7 8 の 3 体 だ っ た。

検 出 されたハ プ ロ グ ル ー プ は N 9b が 5 個 体で全体の 3 8 . 5 % を 占 め， 続 い て M 9 a が 3 個 体

( 2 3 . 1 % )  , AとM 7 が 2 個 体 づ つ ( 1 5 . 4% ) ' そ し て G 2 が 1 個 体 ( 7 . 7 % ) だ っ た。

( D N Aか ら 見た小 竹 貝 塚 人 の系 統 ）

前 述 し たよ う に， コ ー デ イ ン グ 領 域の解析結 果か ら 推 定される各 個 体のハ プ ロ グ ル ー プ は，

人類の世 界 拡 散の過程で地 域 集 団 の 内 部 に 起 こ っ た突 然 変 異 に よ っ て 生 じ た も ので， ハ プ ロ
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グル ー プ 間 の系 統 関係 や 地 域的 な 分布 は， 人類の拡 散の様子 を 再 現 し た も のとな る。 し たが

っ て そ こ から地 域 集 団 の系 統 を 読 み 解 く こ とが で き る。

図 l は 現代日本人と我 々 が こ れ ま でに解析 し た 中 期 以 降の関東の縄 文人， そ し て 今 回 の結

果を グラ フに し た も ので あ る。 一 見 し て 現代の日本人と縄 文人のハ プログル ー プに は 大 き な

違 い が あ る こ とが わ かる。 現代日本人で 最 も 大 き な 比 率 を 占 め るの は， ハ プログル ー プ D4

で あ り， H 本人のお よ そ 3 人に ひ と り が こ のハ プログル ー プに属 し て い る。 し か し 小竹 貝 塚

から は こ のハ プログル ー プ は 検 出 され て お らず， 関東縄文人で も 割 合 は 小さい 。 ハ プログル
ー プ D4 , 特に そ のサ ブグル ー プで あ る D4 a は， 日本 だ け で な く ， 朝 鮮 半 島 や 中 国 東 北 部に

多 く 存 在 し て い る。 D4 自 体の人 口に 占 め る割 合 は こ れ らの地 域 で 3 0 - 40 % とほ ぼ 同 じ で あ

り， そ の比 率 は 北 東 ア ジ ア や 東 南 ア ジ ア の集 団 で は小さ く な る ( T an a k a e t  a l2004 ) 。 渡 来

系 弥 生 人に ハ プログル ー プ D が 多 く 存 在 す る こ と を 示 す 研 究 も あ り ( S h i n o d a2 0 0 4 ) , ハ

プログル ー プ D4 a が 渡 来 系 弥 生人の主 体 を な し て い たと推 測 され て い る （ 篠田 2 0 0 7 ) 。 縄

文 前 期 人から こ のハ プログル ー プが検 出 され な か っ た こ とは， こ の仮 説 を 支 持 し て い る。

縄 文人に は 現代日本人に 占 め る割 合の小さい ハ プログル ー プが 多 く 存 在 し て い る。 こ れ は

現代日本人に は 弥 生 時代以 降に大 陸から も たらされた遺伝子の影 響 が 大 き く ， 総体と し て は

縄 文人の持 っ て い た遺 伝的 な 特徴の多 く が 共 有 され て い な い こ と を 示 し て い る。 小竹 貝 塚か

ら検 出 されたハ プログル ー プ も 同 様 で， い ず れのハ プログル ー プ も 現代日本人に 占 め る割 合

は小さい 。

こ れ ま で 行 わ れた縄 文人骨の D N A 分析 や， 現代日本人のハ プログル ー プの地 域 差 の検討

から， ハ プログル ー プ N 9 b とM 7 a が 縄 文 を 特 徴 付 けるハ プログル ー プ だ と捉 え られ て い る

( A d a c h i  e t  a l .  2 0 1 1 ) 。 M 7 a は 現代の沖 縄 県に 多 い こ とや， そ の近 縁 のハ プログル ー プ

で あ るM 7 b とM 7 c が 東 南 ア ジ ア から 中 国 南 部に多 い こ とな どから， 基 本的に は 南 方 系 のハ

プ ロ グ ル ー プ で あ る と考 え ら れ る （ 篠 田 2 0 0 7 ) 。 一 方， N 9 b は 現 代の 沿 海 州 先 住 民

( S t a r i k o v s k a y a  e t  a l .  2 0 0 5 ) や 北 海 道 の縄 文 人に 多 く 見 られ る ( A d a c h i 2 0 1 1 ) こ

とから， 基 本的に は 北 方 系 のハ プログル ー プと推 測 され て い る。 つ ま り， こ れ ま で の D N A

解 析 は， 縄 文人に は 大 き く 北 方の系 統と南 方の系 統 が あ っ た こ と を 示 し て お り ， 縄 文人 は 東

ア ジ ア の広 い 地 域からの遺伝子 を 受け 入 れ て 成 立 し た こ とが示 唆され て い る。 小 竹 貝 塚 で も，

こ の 2 つ のハ プログル ー プの 占 め る割 合 は 大 き く ， 特 徴 は 他の 中 期 以 降の縄 文人と共 通 で あ

る。 今 回 の分析 で 縄 文 前 期 人から も こ のハ プログル ー プが検 出 された こ とから， 縄 文 前 期 人

と中 後 晩 期 の集 団 との遺伝的 な つ な が り が確 認される こ とに な っ た。

次に小 竹 貝 塚人骨 が 持 つ ハ プログル ー プの う ち N 9 b とM 7 a を 除 く A , G , M 9 a に つ い

て， 現代の ア ジ アに お ける分布からそ の起 源 と日本に至る）レ ー ト を 考 察 し て み る。 ハ プログ

ル ー プ A と G は 共に分布 の 中 心 が 北 東 ア ジ アに あ り， 旧 石 器 時代にバイ カ ル 湖 周 辺 で 誕 生 し

たハ プログル ー プで あ ると考 え られ て い るので， こ の地 域から南 下 し たグル ー プが日本列島

に こ の ハ プログル ー プ を も た ら し たと推 測 され て い る ( K i v i s i l d e t  a l .  2 0 0 2 ) 。 従 っ て

系 統 と し て は N 9 b と同 じ 北 方 系 の遺 伝子と判 断 で き る。 た だ し， 列島 へ の流 入 が シ ベ リ ア

から樺 太 • 北 海 道 を 経 由 し た も の な のか， あ る い は 朝 鮮 半 島 を 経 由 し たのかは 定かで は な い 。

現 状 で は 北 海 道の縄 文人が 持 つ N 9 b に 多 様 性 が 大 き い こ とから， こ の地 域 を 経 由 し た こ と

が想 定されるが， 小 竹 貝 塚の地 理的 な 位 置 を 考 え れ ば， 日本海 を 経 由 す るル ー ト も 否 定 は で
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きないだ ろ う 。 こ の 問 題 の解決には更に多くの地域の縄 文 人 のDNA分析が 必 要となる 。
一 方 ， M9 a の人口に対する集積が 最も 大きいのは チ ベ ッ ト(19 .2 %, Zh a o  et al. 2009 ) 

で あ り ， そ の 周 辺 の ネ パ ール や シ ッ キ ム などでも10 % を 越 えている( F ornarino et al. 

2009 ; Ch andras ekar et al. 2009 )。 その他 の地域では， 日本や輯 国 ， モ ン ゴル など 中 国

を取り巻 く地域に数 パ ー セ ン トの 割 合で存在している( Tanaka et al. 200 4 )。 最 近 ， ミト

コンドリアDNAの 全 ゲ ノ ム を 使 っ た解析によって， M9 a の起源地 は 東 南アジアで あり，

最 終 氷期の末 にそこから 雲 南 ～ チ ベ ッ トと東アジアという ふ たつの異なる 方 向 への拡散した

という 仮 説 が提 唱 されている( Peng et al. 2011 )。 こ の 説 に 従 えば小竹貝塚に見 られるこ

の ハ プログル ー プは 南 方 から の 渡来が 示 唆され， M 7 a と同様のル ー トを通って日本列島に

たどり着 いたと考 え られる。

チ ベ ッ トに日本列島集団と近縁の ハ プログル ー プの集積があるものとして， 男性に継承さ

れる Y 染 色 体の ハ プログル ー プD が存在する。 Y 染 色 体の ハ プログル ー プD2 は， 日本では

人口の 3 割 程 度を 占 めているのにもかかわらず， 朝 鮮 半 島や中 国 にはほとんど存在しないが，

近縁な ハ プログル ー プD l が チ ベ ッ トに存在している(Shi et al. 2008 )。 こ の 分 布 の状

況は M9 a と同様で あり， あるいは 両 者 は 一 緒 に 動 い た の か も しれない。

小竹貝塚という縄文前期の遺跡で， すでに関東や北 海 道の縄文中 後 晩期を特徴付 けるDN

A型が存在していることが判 明したことで， 前期から 中 後 晩 期にかけての縄文人の遺伝的な

連 続 性 が 証明された。 更に時代と地域を拡大してDNAデー タ を蓄積していけば， 縄文人の

実体についての新たな知見を得ることができるだ ろ う。 またすでに縄文前期において， 南 方

と 北 方 という異なる起源地を持つ可能性のあるDNAの系統が 混在していることは， 従来の

単 純な 二 重構造 説に基づく縄文人の南 方起源 説 が成り立たないことを示 している。 小竹貝塚

人骨は， 縄文人の成 立について新たな学 説の構築 が 必 要であることを教 えている。

（血縁関係についての考察 ）

遺跡から出土した人骨の血縁関係は， 当時の社 会構成を考 える際に重要な情報を提供する。

形態学的な研究に比べて遥かに精 度の高い血縁情報を得ることのできるDNA分析は， この

分野でも大きな貢 献をしている(Shim a da et al. 200 4 )。 ミトコンドリアDNA分析の場

合， DJレ ー プのDNA配列が同 一 の個体があれ ば 母系でつながる血縁関係がある可能性 が

あるの で それをもとに埋葬 位 置 と母系の血縁を考察することができる。 しかし残念ながら

今回の解析では多くの個体でDNA配列を決定することができず， この情報から血縁と埋葬

位 置 の関係を考察 することはできなかった。
一 方 ， 精 度は 落 ちるが ハ プログル ー プが 一 致している個体同士に血縁関係があると判 断し

て考察を進めることも可能である。 この場合は結論にかなりの 曖 昧 さを残すことになるが，

ハ プログル ー プN9 b や M9 な ど 複 数 個 体が見つかっている ハ プログル ー プでは， その 限 界

を 踏 ま えて議論を進めることはできるだ ろ う。 今 後 の 課 題としたい。 （篠田 謙 一 ）
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番号
No.2 
No.3 
No.4 
No.7 
No.8 
No.9 
No, 1 1 
No. 1 2 
No. 1 3 
No. 1 4 
No.24 
No.25 
No.26 
No.28 
No.29 
No.30 
No.32 
No.33 
No.34 
No.36 
No.37 
No.38 
No.39 
No.41 
No.42 
No.44 
No.45 
No.48 
No.52 
No.55 
No.56 
No.6 1 
No.64 
No.67 
No.68 
No.70 
No. 7 1  
No.73 
No.76 
No.77 
No.78 

表 1

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
迂



3 D N A分析

表 2 D グル ー プの増 幅 に用 い た プ ラ イ マ ー の 配列
塩基配列 (5 ' -3' ) 増幅部位

HV1 -1 F TTACTGCCAGCCACCATGAA 1 6 1 2 1 - 1 6 1 38 
HV1 -1 R TGGCTTTGGAGTTGCAGTTG 

HV1 -2F CCCCATGCTTACAAGCAAG 1 6209-1 631 1 
HV1 -2R ACTATGTACTGTTAAGGGTG 

HV1 -3F CTAGGATACCAACAAACCTA 1 6270-1 6366 
HV1 -3R ATCTGAGGGGGGTCATCCAT 

表 3 DNA 分析の結果 (1 )
番号 HV1 -1 HV1 -2 HV1 -3 
No.2 

2 No.3 
3 No.4 
4 No.7 
5 No.9 
6 No , 1 1 ＊ ＊  ＊ ＊ ＊  
7 No. 1 2 ＊ 
8 No. 1 3 
， No. 1 4 ＊ ＊ ＊  ＊ 
1 0  No.25 ＊ ＊ ＊  ＊ ＊  ＊ ＊  
1 1  No.26 * * * ＊ ＊ 
1 2  No.28 ＊ ＊ ＊  
1 3  No.29 ＊ ＊  ＊ * * * 
1 4  No.30 ＊ 
1 5  No.32 ＊ ＊ ＊  * * * 
1 6  No.33 
1 7  No.37 ＊ ＊ ＊ ＊  
1 8  No.38 
1 9  No.39 
20 No.41 ＊ 
2 1  No.42 ＊ ＊  ＊ ＊  ＊ 
22 No.44 ＊ ＊ ＊  ＊ 
23 No.45 ＊ ＊  * * * ＊ ＊ ＊  
24 No.48 ＊ ＊  
25 No.52 ＊ ＊ ＊ 
26 No.55 ＊ ＊  ＊ ＊  
27 No.56 ＊ ＊ * * * 
28 No.64 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  
29 No.70 ＊ ＊ ＊  ＊ 
30 No. 7 1  ＊ ＊  ＊ ＊  
3 1  No.73 ＊ ＊ ＊ 
32 No.76 ＊ ＊ ＊  
33 No .77 ＊ ＊ ＊  
34 No.78 ＊ ＊  

＊ はPCRによる増幅が確認された数を示す 。
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表 4 DNA 分析の結果 (2)

D グルー プか ら
予 想 さ れ る ハ APLP PCR-

番号 HVl -1  HV1 -2 HV1 -3 プ ロ グル ー プ 分析 Luminex 

1 No.2 N.D. 

2 No.3 N.D. 

3 No.4 N .D .  

4 No.7 N.D.  

5 No.9 N.D.  

6 No, 1 1 223,234 N .D .  N .D .  M9a 

7 No. 1 2 N .D .  N .D .  

8 No. 1 3 N .D .  

， No. 1 4 N .D .  N .D .  N .D .  N .D .  

1 0  No.25 1 26 ,223,235 223 N .D .  A4 

1 1  No.26 223 N .D .  N .D .  N .D .  

1 2  No.28 223,234 3 1 6 ,362 M9a 

1 3  No.29 N .D .  N .D .  N .D .  N .D .  

1 4  No.30 N .D .  N .D .  

1 5  No.32 1 89 , 1 94, 1 95,223 223,278 362 G2 

1 6  No.33 N .D .  

1 7  No.37 223,234 N.D.  N .D .  M9a 

1 8  No.38 N .D .  N .D .  N9b 

1 9  No.39 N.D. 

20 No.4 1 N .D .  N .D .  N .D .  

2 1  No.42 N .D .  N .D .  N .D .  N .D .  

22 No.44 1 89 223,266 N .D .  N9b N9 N9b 

23 No.45 N .D .  N .D .  N .D .  N .D .  

24 No.48 N .D .  N .D .  M7  

25  No.52 N .D .  N .D .  N .D .  N .D .  N .D .  

26 No.55 N .D .  290,3 1 9  A A N .D .  

27 No.56 1 29,223 223,3 1 1 362 N .D .  N .D .  

28 No.64 1 89,223 N .D .  CRS N9b N9 N .D .  

29 No.70 N .D .  N .D .  N .D .  N .D .  N .D .  

30 No.7 1 N .D .  N .D .  N .D .  N .D .  

3 1  No .73 209 N .D .  N .D .  N .D .  N .D .  

32 No.76 1 89 362 N9b N9 N9b 

33 No.77 N .D .  324 M7a N .D .  M7a 

34 No.78 1 89,220 N9b N9 N9b 

"-" はPCR反応で増幅が確認できなかったもの 、 あるい は実験を行わなかったことを示す。

" N .D ." は結果が出 なかった事を示す 。

"CRS" はこの領域で標準配列 と 同 じであったことを示す。
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3 D N A分析

表 5 PCR-Lum i nex 法 に よ る 解析結果

SNP position 
D5 MIN MIN D4a MIN MIN 

No Haplogroup AI0397G A10398G Cl4000T Tl0410A Tl0873C A8701G 
38 N9b N.D. ND C N.D N.D. A 
44 N9b N.D. N.D. C N.D. T A 
55 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 
64 N N.D. N.D. C N.D. N.D. A 
76 N9b N.D. A C N.D. T N.D. 
77 M7a N.D. N.D. T N.D. C G 
78 N9b N.D. N.D. C N.D. T A 

SNP position 
F,B F F B(9bp de\) BS B4a 

No Haplogroup C12705A C3970T Gl03 1 0A 8272 T9950C G9123A 
38 N9b C C G not delete T N.D 
44 N9b C C G not delete T ND 
55 ND N.D. ND N.D N.D. N.D. N.D. 
64 N C C G N.D. T N.D. 
76 N9b C C G N.D T N.D 
77 M7a C C G not delete T N.D 
78 N9b C C G not delete T N.D 

SNP position 
B4bde B4bde B4c A MIO N9 

No Haplogroup A827C C15535T Gl5346A A663G T8793C G5417A 
38 N9b A N.D. N.D. A N.D. A 
44 N9b A C G A N.D. A 
55 N.D. A N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 
64 N A C N.D. A N.D. A 
76 N9b A N.D. G A N.D. A 
77 M7a A C N.D. A N.D. G 
78 N9b A C ND A ND. A 

SNP position 
N9a N9b Y,D4d2 D4h,Ml2  M9 M8 

No. Haplogroup G523 1A Al3 183G G8392A T3644G G4491A A471 5G 
38 N9b G G G T G A 
44 N9b G G G T G A 
55 ND. N.D. A N.D N.D. N.D. N.D. 
64 N N.D. G G T G A 
76 N9b G G G T N.D. A 
77 M7a G A G T G A 
78 N9b G G G T G A 

SNP position 
M8 M8a z C M7a M7a 

No. Haplogroup Al5487T G6179A A6752C A13263G T4386C C2772T 
38 N9b N.D. G N.D. A T C 
44 N9b N.D. G A A T C 
55 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 
64 N N.D. G A A T C 
76 N9b N.D. G A A T C 
77 M7a N.D. N.D A A C C 
78 N9b N.D. G A A T C 

SNP position 
M7b2 M7bc M7b2 D4kl G G 

No. Haplogr
o

up G4048A C4071T Tl28 1 1C  Cl2092T A4833G T5 108C 
38 N9b G C T C A T 
44 N9b G C T C A T 
55 N.D. N.D. ND N.D N.D. N.D. N.D. 
64 N G C T C A N.D. 
76 N9b G C T C A T 
77 M7a G C T C A N.D. 
78 N9b G C T N.D A T 

SNP position 
GI G2 D D D5ab D4 

No. ＂叩logr
oup T8200C Al3563G C4883T C5178A A91 80G G3010A 

38 N9b T N.D. C C A G 
44 N9b T A C C A G 
55 ND. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 
64 N T A C C A G 
76 N9b T A C C A N.D 
77 M7a T A C C A G 
78 N9b T N.D C C A G 

SNP position 
D4a D4b D4e 

No. Haplogroup T8473C G8020A C11215T 
38 N9b N.D. G C 
44 N9b T G C 
55 N.D ND. N.D ND. 
64 N N.D. N.D. C 
76 N9b T G C 
77 M7a N.D. G ND 
78 N9b T G C 

＊ ハプログループを決定するSNPは太字斜字体で示 してある。

* ND は実験結果が得られなかった事を示す。

* not delete は9塩基の欠損がなかったことを示す。
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小竹H 塚 I G I M7,M7a I M9a A N9b 
n = l 3  

Other  

関 虹 文人 ロM 7bMS I 
M I O  A N9b B I FI 

n,..55 
Z M IO 

紅 日 本 J c I 
D4,D5 IM7a � 軋I I L A I 乎 1 1 B I F 

n= l :3 1 2  M8 M9a N9b O t her ゜ 25 50 75 1 00 

図 1 小竹貝塚、 関 東縄文、 現代 日 本人のハ プ ロ グル ー プ頻度
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4 炭素 ・ 窒素安定 同 位体比 分析

( 1 ) は じ め に

狩猟・採集・漁榜活動を主たる生業とした縄文時代人は， 遺跡周辺の生態系を活用して， 日本列島

各地に多様な適応戦略を展 開したと考えられる。 その様相は， 動物遺存体がよく保存されている貝塚

遣跡を中心に明らかにされてきたが， 1990 年代から古人骨の安定同位体比という新しい指標に基づく

研究も進められ， 大きな成果をあげている（米田201 3)。 とくに， 考古学的な証拠からは推定するこ

とが難しい食料資源の量に関する情報について， 個体 ごとの推定が可能である点で， 骨の化学分析は

これまでにない情報を提供することが可能である。

本研究では， 富山県富山市に位置する小竹貝塚から出士した縄文時代前期の人骨群を対象に． 骨の

主要なタ ン パク質であるコラ ー ゲンを抽出して， その炭素・窒素同位体比から当時の人々 が利用した

食料資源を推定した。日本海沿岸には鳥浜貝塚や真脇遺跡など著名な貝塚遺跡があるものの， 保存状

態の良好な人骨は限られており， 小竹貝塚の人骨群は日本海沿岸における縄文時代人の採食戦略を明

らかにする上で極めて貴重な資料である。 太平洋沿岸と気候条件が大きく異なる日本海沿岸での縄文

時代人の生業研究は， 縄文時代人の文化的多様性や広域での文化交流を研究する上で重要な情報とな

る。

炭素 ・ 窒素 同位体比 に よ る 食性復元

炭素・窒素同位体による食性復元は骨組織の主要なタ ン パク質であるコラ ー ゲンで炭素と窒素の安

定同位体比を測定して， タ ン パク質を構成するアミノ 酸の由来を推定する手法である。 天然に存在す

る炭素と窒素には， 原子核に含まれる中性子の数が異なる 「同位体」 が存在する。 炭素で最も多く存

在する同位体は， 質量数12 の安定同位体である炭素12 ( 12c)である。 さらに安定同位体としては，

約1 .1 % の割合で炭素1 3( 13C)も存在する。 年代測定に使用される放射性炭素（炭素14 ; 14C)は現

代の炭素でもおよそ1 兆個に1 個の割合(1 x10 -10 %)でしか存在しない。

同じ元素の同位体では化学的性質は全く同じだが， 質量の違いによって反応速度がわずかに異なる

ため， 食料資源によって同位体の割合に特徴がある。 炭素の場合， 植物が行う光合成で炭素同位体に

大きな違いが発生する。 具体的には， 樹木をはじめとした多くの植物が属する C3 植物は ー22 %。から

- 3 5 %。という炭素同位体比を示すのに対し， ト ウ モロコシやサ ト ウ キ ビ， アワ ， ヒエ， キ ビなどの

C4 植物では ー8 %。から ー20 %。という炭素同位体比であり， より多くの 13C を含んでいる。 陸上植物は

大気中の二酸化炭素を炭素源にしているのに対し， 海洋生態系で光合成を行う植物プラ ンクトンや海

藻は， 海 水に溶解した無機炭素を炭素源とする。 大気中の二酸化炭素の炭素同位体比は約 ー 7%。であ

るのに対し， 表層海水に溶存する無機炭素の同位体比は0 %。であるため， 海洋の植物プラ ンクトンの

有機物にはより多くの 13C が含まれる。 この傾 向は， 食物連鎖を通じて海洋生態系全体に反映するの

で， 海産物では一般的に炭素同位体比が高い特徴がある。

生体の主要元素である窒素(N)では， 安定同位体の窒素14 ( 14N)が99 .6 % を占め， 0 .4 % の割合

で同じく安定同位体の窒素1 5 ( 15N)が存在する。 陸上の植物では， 窒素固定細菌の有無でその窒素

同位体比が異なることが知られている。 また， 窒素同位体比は動物体内に重たい同位体 15Nが濃縮す

るので， 食物連鎖にしたがって窒素同位体比が上昇する。 この同位体濃縮は食物連鎖を通じてほほー

定であり， 各栄養段階で約 3. 5 %。の濃縮があるとされている (Minagawa and Wada, 1984 )。 複雑な
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食物網を有する海洋の生態系では， 陸上に比べて非常に窒素同位体比が高い動物（海生哺乳類など）

が存在する。 したがって， 海洋の動物質食料は， 炭素同位体比も窒素同位体比も陸上の食料資源より

も高いとい う 特徴がある。

同位体比は， 標準物質における同位体存在比 Cl3C ;12c または 15N /14N) に対する試料の同位体存

在比の偏差を示す値であり， 以下の式により定義される b 値（ デル タ 値）を用 いて表される。

b X ( %。 ) = [ (Rsample / Rstandard) - 1 ] X 1 000 

X は質量数の大 き な同位体 (13C と 15N) を， Rsample と Rstandard はそれぞれ試料と標準物質におけ

る同位体存在比を表す。 単位には千分率（％。 ： パ ー ミル）を用 いる。 標準物質は， 炭素同位体比の場

合には米国サ ウ ス カ ロ ラ イ ナ 外! Pee Dee 層より産出するベ ル ム ナ イ ト化石 (PDB)を， 窒素同位体比

の場合には大気 中の窒素 ガス (AIR) を用 いる

古人骨に残存するコ ラ ー ゲンでは， 食品 中の タ ンパク質の同位体比と強 く 相関するが， 食物からコ

ラ ー ゲンが合成される際に炭素同位体が約 4.5%。， 窒素同位体が 3.5協上昇する (Amborosel993) 。

骨コ ラ ー ゲンで測定された炭素 ・ 窒素同位体比からこの濃縮分を補正した値が， 食物の タ ンパク質に

おける同位体比の平均値であると考 え られる。 骨組織の置換速度は比較的遅いので， 古人骨に反映す

る同位体の特徴は， 死 ぬ前のおよそ1 0 年間の食生活を平均したものと考 え られる。

( 2 ) 分析試料 と 方法
本研究では， 小竹貝塚で発掘された縄文時代人骨 71 点において， 骨 中に残存するコ ラ ー ゲンを抽

出して， 炭素と窒素の安定同位体比を測定した。 分析には（株）加速器分析研究所で放射性炭素年代

測定のために抽出されたゼ ラ チンから約 0.5mg を分取して， 分析に供した（加速器分析研究所 本巻）。

分取したコ ラ ー ゲンを錫箔に く る んで元素分析計 (Thermo Flash2000) で窒素と炭素の含有量を測

定したのち ， 発生した気体を連続 フ ロ ー 型同位体比質量分析装 置 (Thermo DeltaV) に導入して， 窒

素と炭素の同位体比をそれぞれ測定した。 測定精度は同時に測定した標準物質の測定結果から1 標準

偏差でそれぞれ 0.2協程度である。

( 3 ) 分析結果
コ ラ ー ゲ ン の保存状態

表1 に各 固体から抽出されたゼ ラ チンにおける炭素含有率 (%C) , 窒素含有率 (%N) とそれから

計算されたモ ル数による炭素 ・ 窒素比 (C/N 比）を示す。 抽出されたゼ ラ チンが生体に由 来するコ ラ

ー ゲンであった場合， 炭素含有率で 30% 以上， 窒素含有率で11 -1 6%を示すことが期待される (Van

Klink en 1 999) 。 本研究で分析した 71 個体の う ち ， C/N 比が生体で示される範 囲 (2.9 - 3.6; DeNiro 

1 985) の値を示したものは 29 個体であった。 その内の1 個体 (61 号人骨）は炭素 ・ 窒素ともに低い

含有量を示しているので， 念のために議論からは除外した。 残りの 42 個体は C/N 比が 3.6 よりも高

く ， 抽出されたコ ラ ー ゲンは変性しているか， 汚染の影響を受けている可能性があり， 同位体情報が

生体に 由 来しない可能性がある。 劣化 ・ 汚染している可能性がある 42 個体の う ち ， 1 5 個体では % C

および%N は上記の基準値 内 であるが， C/N 比は 3.7 から 3.9 を示している。 一方， 残りの 27 体で

は C/N 比が 4.0 以上で， %Nも11 % より小さ く なっており， より劣化 ・ 汚染が進行していると考 え ら

れた。

そこで， 抽出されたゼ ラ チンを保存状態に応 じて 3 群（①C/N 良好， ②C/N 変化， ③C/N 比変化 ＋ ％

1 7  



4 炭素 · 窒素安定同位体比分析

N 減少） に わけて 図 1 に示す。 劣化が最 も 進ん だと考 え ら れる③群 は保存状態が良好と考 え ら れる①

群 よ り も 炭素同位体比と窒素同位体比がとも に低い値 を 示す傾向がある。 比較的劣化・汚染の程度が

低い②群 は①群と近似する分布 を し め すが， 若干炭素同位体比が低 く な っ て いる。 本遺跡 で は炭素同

位体比と窒素同位体比が人骨のそれ ら よ り も 低い汚染物質が混入 し たと仮定すると， こ の変化 を シ ミ

ュ レ ー ト する こ とがで き る。 例 え ば ②群の平均値 （炭素同位体比 ー19.4%。 ， 窒素同 位体比10.9%。 ,

C/N 比 3.8) と仮想の汚染源 （炭素 ー 26.5%。 ， 窒素1%。 , C/N 比 40) を 混合 し たとき に期待される混

合 曲線 を 図 1 に示す。 ③群の分布とこ の今暁 曲 線が近似する こ とから ， 小竹貝塚出 土人骨 で見 ら れる

続成作用の影響 は， ②群 で観察とされた 時 間 経過 に よ るコラ ー ゲンの変性だけで は な く， C3 植物に

由 来する土壌有機物が完全 に 除去されて い な い こ とに 起 因 する可能性がある。 以下の食性 に 関 する検

討 で は ， C/N 比が良好であっ た 28 個体 を 対象とし た 。

集団の食性

図 2 に小竹貝塚から 出 土 し た 古人骨から 回収された 保存状態 が良好 な コラ ー ゲンで観察され た 炭

素・窒素同位体比 を ， 日本列島の主 な 食料資源と比較する。 食料から コラー ゲンが形成される過程で，

炭素同位体比で は 4.5協程度の濃縮， 窒素同位体比で は 3.5協程度の濃縮が起 こ るので， その濃縮 を 食

料資源の平均値 に加 え た も のを 1 標準偏差の範囲ととも に 四角 形で示 し て いる。 小竹貝塚人骨 は 海

生魚類と C3 植物の間 に分布 し て お り ， 陸上生態系と海洋生態系の双方 を利用 し て い たと考 え ら れる。

その個体間変動 はかな り 大 き い点が特徴的だ。 例 え ば， 32 号人骨 （成人・男 性 ？ ） は 非常 に 強 く C3

植物に依存 し た特殊 な 食生活 を 有 し て い たと考 え ら れる。 反対 に ， 45 号 (30 歳代・男性 ？ ） や 21 号

(3 歳前後・性別不 明） は 非常 に 高 い窒素同位体比 を 示 し て いる。 21 号 に つ い て は 3 オ程度の幼児と

推定されて いるので， 母親から 授乳されることに よ っ て窒素同位体比が 3 � 4%。上昇する現象のた め に

特異的 に 高 い窒素同位体比 を 示 し たと考 え ら れるが (Fogel et al. 1986; Katzenberg et al. 1996) , 45 

号 に つ い て は 集 団の他の個体 よ り も 多 く の海産物を 摂取する特殊 な 食性 を 有 し て い たと推定される。

男 女差

古人骨の化学分析 に よ る古食性復元で得 ら れる情報 は ， 個人レ ベル であるとい う 点 で ユ ニ ー ク であ

る。 こ こ で は ， 性別 が判 定された個体 に つ い て 比較 し た （ 図 2 参照 ； 男 性 を ▲， 女性 を ● ， 乳児 を x ,

不 明 を ◇で示す）。 ま ず， 個体間の変動が男 性で大 き い傾 向 が見て 取れる。 炭素同位体比で は F 検定

で等分散性が示された が (p=0.2937) , 窒素同位体比で は分散の大 き さが等 し く な い こ とが 5% 水準で

示された (p=0.0123) 。 Mann-Whitney U 検定で男 女の炭素同 位体比と窒素同 位体比 を 比較すると，

炭素同位体比 (p=l) で も窒素同位体比 (p=0.546) で も 男 女 は 同位体比の大 き さに は差が な い 。

( 4 ) 考察

本研究 で は ， 縄文 時代前期の小竹貝塚から 出 士 し た 71 個体から 有機物を 抽 出 し ， 炭素・窒素安定

同位体比 に 供 し た 。 そのう ち 古人骨 28 体 に つ い て ， 生前の食生活 を 反映 し たと評価 で き る炭素同 位

体比と窒素同位体比のデー タ を えるこ ととがで き た が， 外部から 混入 し た有機物が十分 に 除去されて

い な い可能性が多 く の個体で示された 。 こ れは ， 低湿地とい う 環境要 因 に よ っ て ， 通常のコラー ゲン

抽 出の手）,, 員で は 十分 な 汚染 除去がなされ なかっ た た めと考 え ら れる。 限外 ろ 過法や XRD 樹脂 に よ る
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追加的なコラ ー ゲン 精製を実施することで， 保存状態が悪いと判断された個体でも同位体に関する信

頼性の高いデータ を得られる可能性がある。

古人骨のコラ ー ゲンで示された炭素・窒素同位体比と食物中の同位体比と比較すると， 小竹貝塚に

埋葬された縄文時代前期の人々 は， 陸上生態系と海洋生態系を組み合わせた生業活動を有していたと

考えられる。 この傾 向は， 太平洋沿岸の貝塚遺跡の縄文時代人と近似する（米田 201 3)。 また， 個体

間の食生活の違いが， とくに男性で大きいことが示された。 この大きな変動の原 因のひとつとして，

食生活が時代とともに変化しており， その影響をうけた人骨群を同時に分析している可能性が考えら

れる。 そこで， 加速器分析研究所によって測定された放射性炭素年代（未較正） と炭素同位体比およ

び窒素同位体比を比較することで， 縄文時代前期における食生活の時代変化を検討した。 図3をみる

と放射性炭素年代で 5,500 年 B P 以降は明らかな傾 向を読み取れないが， 5,500 年 B P 以前では炭素・

窒素同位体比で時代とともに低下傾 向が見て取れる。 これは， より古い年代の個体がより多くの海産

物を摂取していたことと考えられる。

海洋に溶存する無機炭素は全球平均で約 400 年大気の放射性炭素年代よりも古い値を示すことが知

られており， 海洋リザ ーバ効果と呼ばれる(St uiv e r et al. 1986 )。 この現象は， 海産物摂取の割合に

応じて人骨にも反映することが知られており( Yone da et al. 200 2). 上で指摘した古い人骨がより多

くの海産物に由来している傾 向は海洋リザ ーバ効果によってもたらされた見かけ上の傾 向である可能

性がある。 ただし， 年代と同位体の関係は， 5,500 B P 以降には明らかでなくなるので， 見かけ上の時

代変化が示されるとしても人骨群のなかで比較的古い集団にのみ見られると考えられる。 従って， 放

射性炭素年代と炭素・窒素安定同位体比の比較から， 小竹貝塚では海産物の摂取量が時代とともに減

少する変化がおこっており， これが人骨群で大きな変動が観察された原 因の ひとつであると考えられ

る。

一方， 男女比較によって男性で食生活の変動が大きい傾 向が示されたが， 性別判定された個体の年

代では男女で明確な差異はないので（図3参照） ， 食生活の時代変化に起因する男女差ではなく， 当時

の社会では食料資源とくにタ ン パク質のアクセス について， 女性よりも男性で個体差が大きかったと

考えられる。 狩猟採集民では， 一般的に男性が動物性タ ン パク質を狩猟や漁榜で獲得することが多い

ことから， 男性の間で生業活動の内容に個人差があったことを示唆するのかもしれない。

本研究によって， これまで報告事例が極めて少なかった日本海沿岸の縄文時代人について， 食生活

に関する量的な情報をえることができた。 先行研究では， 縄文時代前期後葉の真脇遺跡から出土した

人骨で， また縄文時代前期初頭の三引遺跡から出土した人骨で炭素・窒素同位体比が報告されている

（米田 200 5 )。 いずれも， 今回分析した小竹貝塚の分布範囲のなかに位置していることが分かる（図

4 : ●三引遺跡， ▲真脇遺跡）。 両遺跡はイルカ骨が多数検出したことが知られるが， 今回示された小

竹貝塚の炭素・窒素同位体比とも近似することから， 必ずしも海獣類に特化した食生活だったのでは

ないと考えられる。 日本海沿岸では太平洋沿岸と同じく， 海産物と陸上の資源を組み合わせた生業戦

略が行われており， 時代や環境に即してその割合が変化していたものと考えられる。

（米田 穣）
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表 1 元素分析 お よ び炭素 ・ 窒素同位体比分析の結果
人 骨 番号 %C %N C/N が℃ ぶ 'N

1 可co 42 7 1 40 3 6 - 1 8 .7  1 2  2 
2 号 26 8 22 14 0 -26 . 1  48 
3 号 38 0 40 1 1  2 -26.2 84 
4 号 37 4 50 88 -24.4 97 
5 号 26 1 23 13 3 -26.2 5 1 
6 号 38 7 1 0  7 4 2  -20.7 1 1  5 
7 号 43 7 1 3  6 3 7 - 1 9 .3 1 1  0 
8 号 40 9 1 2  9 3 7 - 1 7 .9 1 2  6 
9 号 38.3 1 1 . 9 3 . 8  -20. 1 1 0 .2 
1 0 号 37 4 4 7  9 3  -24.6 8.7 
1 1 号 43 2 1 4  8 3 4  - 1 9.0 1 0  6 
1 2 号 41 .9 1 3 .2 3 .  7 ー 1 8 .5 1 1 . 9 
1 3 号 41 8 1 3  2 3 7 - 1 8 .8 1 1  4 
1 4 号 42 0 1 3  2 3 7 - 1 9 .7 9 .9 
1 5 号 36 2 1 0  0 4 2  - 1 9 .8 1 1  6 
1 6 号 42 6 1 5  0 3 3  - 1 5 .8 1 4  3 
1 8 号 42 9 1 3  8 3 6 - 1 9 .5 1 0  4 
1 9 号 41 7 1 2  4 3 9 -20. 1 1 0  0 
20 号 41 6 1 2  5 3 9 - 1 9 .6 1 1  5 
2 1 号 43.5 1 4 .5  3 .5  - 1 9 .3 9.8 
22 号 24 8 2 3  1 2  4 -25.7 6 .5 
24 号 27 5 56  5 7 -23 . 1  1 0  0 
25 号 43 6 1 5  5 3 3  - 1 9 .9 1 0  0 

26 号ー1 42 1 1 3  4 3 7 - 1 9 .7 1 0  5 
26 号ー2 4 1  2 1 2  6 3 8  - 1 9 .8 1 0  7 
27 号 41 .3 1 2  5 3 .9  - 1 9 6 1 0  5 
28 号 42.9 1 4.4 3.5 - 1 9 .5 9 .6 
29 号 43.8 1 5 .0 3.4 - 1 7 .9  1 1 .8 
30 号 20. 1 25 9 .6  -26 2 3.4 
3 1 号 33. 1 37 10 .5  -25 7 5.4 
32 号 42.3 1 4  6 3 .4 -2 1 1  3 .9 
33 号 42.6 1 3 .0 3 .8  - 1 8 .8 1 1 .8 
34 号 34.7 7.8 5 .2  -23 0 9 .8 
35 号 33.0 9.6 4.0 -20 . 1  1 0 .9  
36 号 42.5 1 4  5 3 .4 - 1 8 .8 1 0  7 
37 号 381  7 . 7  5 .8  -22 7 9 .6  
38 号 43.2 1 2 .9  3 .9  - 1 9 .6 1 1 .0 
39 号 29 5 4.9 7.0 -24 9 6 .8 
4 1 号 41 9 1 2  7 3 .9  - 1 9 6 9 .6  
42 号 43. 1  1 4.2 3 .5 - 1 8.4 9.9 
43 号 41 .8 1 3 .3 3.7 - 1 9 .4 1 0.8 
44 号 42.9 1 4.7  3 .4 - 1 8 .3 1 2 .6 
45 号 43.6 1 5 .0 3.4 - 1 5 .9 1 44 
46 号 43 2 1 5  0 3.4 - 18 2 1 1  6 
47 号 40.4 9.7 4.8 -20.5 1 2 .0 
48 号 42.8 1 5 .0 3.3 - 1 6 .9 1 2 .8 
49 号 35 6 7 .2 5 .8 -22 0 1 0  7 
50 号 1 9  3 2.3 9.9 -26 0 4.2 
5 1 号 27 . 7  4. 7 6 .9  -23.7 8 .7  
52 号 27 . 1  4. 1 7 . 7  -25.0 6 .9 
55 号 32.6 3.2 1 1 . 9 -26.4 4.2 
56 号 28 2 3 .7 9.0 -25 8 7 .8 
58 号 3 1  2 4.8 7 . 7  -25 4 5.6 
59 号 43.3 1 5 .2 3 .3 - 1 7 .3 1 1 .5 
60 号 42 8 1 4.8 3 .4 -20 5 7 .6 
6 1 号 25 0 9.6 3.0 - 1 9 6 1 0  2 
62 号 (50号） 25.4 2 .6 1 1 . 5 -25.7 4.5 
63 号 43 7 1 4.6 35 - 19 3 1 0 6  
64 号 44.2 1 5 . 1  3 .4 - 1 9 .7  9 .3  
65 号 3 1  7 2 .9 13 .0 -26 2 5 .3 
67 号 43 5 1 45 35 -20 1 8 .2 
68 号 42.6 1 5 .0 3 .3 - 1 7 .3 1 1 .9 
78 号 43 4 1 50 3.4 - 19 0 1 0  7 
70 号 25 8 4. 1 7 .3  -25 7 1 .5 
7 1 号 42 3 1 42 35 - 1 9 1  1 02 
72 号 42.5 1 4.8 3 .4 - 1 9 .2 9 .3 
73 号 43. 1  1 4.9  3 .4 - 1 9 .5 9 .9  
74 号 40 6 1 44 33 - 1 6 8 1 4  5 
75 号 3 1  8 5.8 6.4 -23 6 9 .9  
76 号 43 4 1 49 3.4 - 1 9 2 9 .7  
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小竹貝塚は富山市呉羽町北に位置する， 縄文時代前期前葉から末葉（約6 ,700 - 5 ,600 年前） に形成

された貝塚で， その貝種の大部分はヤ マ トシジミを中心とした汽水性の貝で 占められる。19 71 年から

2008 年までの間に小竹貝塚からは 9 個体の人骨が出土している。 北陸新幹線建設に伴う2010 年の 4

- 9 月までの調査でさらに多数の人骨が出土した。 発掘時， 埋葬状況に基づいた個体分けが行われ，

結果として 「79 」 の個体番号と 「4」 の土器棺番号が振り分けられた。

2011 年10 月， 人骨は国立科学博物館へ輸送され， 清掃• 修復・整理・同定が行われた。 発掘時に

行われた個体分けに基づいて整理が進められたが， 進行とともに主たる個体以外の人骨が複数個体混

入している場合が多く見られた。 これらの混入個体がどのように紛れ込んできたのかは不明であり，

個体属 性が明らかにできるほど保存状態が良好な混入個体は少ない。 そこで本報告書では， 発掘時の

個体番号を踏襲しつつ， 個体番号 ごとの最小個体数を算出し， 「 0 号 _O 」という枝番号を設定し， こ

の枝番号 ごとに記載を行った。各個体番号における最小個体数を算出するにあたり， 基本的には骨の

形態特徴から個体分けを行っているが， 骨の色調も考慮に入れた。 小竹貝塚で発掘された骨の色調は

大きく分類すると， 「暗褐色」 「茶褐色」 「黄褐色」 に分けられる。 個体分けが明確である個体において

異なる色調の骨が混在しているケ ー ス は殆どない。 従って 「 明らかに」骨の色調が異なる場合には別

個体と見なす根拠として用いた。

人骨の修復には B utv ar B76 のアセトン 希釈溶液を接着剤として用いた。 木材による裏打ち補強を

おこなったケ ー ス もある。 概して骨の断片化が著しく， 修復しても完形にならない場合が多かった。人

骨の同定は坂上が行った。 肋骨は断片化が激しく， 手および足の末節骨は同定が困難であることから，

これらの同定は行っていない。 頭蓋の撮影はキ ャ ノ ン EOS 1 Ds M arkill を用い， 2 メ ー トルの距離か

ら単焦 点1 3 5 mm レ ン ズで撮影した。 四肢骨は キ ャ ノ ン EOS 5 D  M ark II を用い， 1 .2 メ ー トルの距離

から100 mm マクロ レ ン ズにより撮影した。それ以外の部分的な写真は， Pent a x  5 II s を用い， 52 mm 

マクロ レ ン ズで近接して撮影した。本報告書における図版（図版 1 -72) では， 修復状況が良好な頭

藍は前面観• 上面観・側面観（基本的に左側）・後面観の 4 面を撮影し， それ以外の破片頭蓋や四肢骨

は1面のみ提示している。 人骨の計測は基本的に馬場(1991 )のマル チ ン法に従っているが， 上腕骨

中央周のみは本来の定義を用いていない。本来の定義では， 中央周の計測には 「上腕骨最大長」 が計

測できる必要があるが， 本遺跡出土人骨では上腕骨最大長を計測可能な個体は男性左側で9 体， 女性

左側で2 体と少数であった。 最大長が計測できるこれらの上腕骨で中央部に相当する場所は 「三角筋

粗面の隆起が終わる直下」であったため， 最大長が計測できない個体でも 「三角筋粗面の隆起直下」

の太さを計測することで 「中央周」 とみなした。 歯の残存状況は歯式で本文中に記した。 歯式の数字

は残存する歯を示し， 下線は形成途上を意味する。 また， 歯を拡大鏡で観察し， エ ナ メルの溶解が明

瞭に認められるものを鯖蝕と判断し， 丸数字とアルフ ァ ベット（咬合面 「o 上 頬側面 「b」， 舌側面 「l」 ,

隣接面 「C( 鯖歯が存在する側に表記）」， 歯槽膿漏 「p 」） で場所を示している。 また， ロ ー マ数字は

ブロカの咬耗度を示す。 咬耗が進行している個体が多いため， 歯の計測は行っていない。各個体の計

測値は表1-3に示し， 各変数の基礎統計量と比較対象である小片(1981 )の 「縄文早前期人」 およ

び「縄文中後晩期人」 のデータ は表 4 - 5 に示す。

各人骨番号の埋葬状況は出土時の写真から判断した。 また， 奈良(200 7)に従い， 埋葬が行われた

のは空隙環境であるか充填環境であるかも判断した。
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性別の判定方法としては， 骨盤の形態を主， 頭蓋の形態を従として判断した。 骨盤による性別判定

は， 大坐骨切痕の形態と腹側弓(v entral arc )および耳状面前溝の有無から判定した( B uikstra and 

Ubelaker, 1994 )。 頭骨による性別判定は， 眉 弓の有無および乳様突起の形態から判断した（坂上• 安

達2009 )。 また， 成人骨で骨体が非常に太いものは男性的， 非常に細いものは女性的とした。 骨盤で

性判定可能な場合や， 骨盤で性判定が困難であっても頭骨の眉 弓と乳様突起が同一の性を示す場合に

は 「男性」 または 「女性」 と判断し． 頭骨の眉 弓と乳様突起が一致しない場合や根拠が四肢骨の太さ

のみの場合には 「男性？」 または 「女性？」と判断し， 判断が難しいものや根拠が無い場合には 「不

明」 とした。集計の際には「 男性？」「 女性？」 はそれぞれ「男性」「女性」 として分類している。

成人の死亡時年齢推定方法としては， 恥骨結合面形態を用いたS uch e y -Bro oks 法(S uch e y and 

Bro oks 1998, S aka u e  2006 ). 耳状面形態を用いた B uckberry and Ch am berlain の方法( B uckberry 

and Ch am berlain 2002 ). そして大腿骨頭裔形態を用いた方法（坂上200 7)を利用した。 未成年の

年齢推定は歯の形成状況から判断する Ubelaker の方法( Ubelaker19 78 )を用いた。 また， 骨端の

癒合状況を用いた Mckern and St e wart の方法( Whit e ら2012 )も用いた。現代人で作成されたこ

れらの方法からの死亡時年齢が小竹貝塚出土人骨にそのまま適用できるとは考えにくい。 そこで， 大

雑把な年齢群を次のように設定した。

「老年」 ： 現代人では約 50 歳以上。恥骨結合面 ph as e 5 -6 .  耳状面 ph as e4 以上， 大腿骨頭裔 ph as e 5 。

「中年」： 現代人では約 30 -49 歳。 鎖骨胸骨雖が癒合完了し， 恥骨結合面は ph as e 3 -4, 耳状面は

ph as e 3, 大腿骨頭商 ph as e 3 -4 。

「青年」 ： 現代人では約1 5 -29 歳。 鎖骨胸骨端が未癒合または癒合完了。 恥骨結合面は ph as e 1 -2, 

耳状面は ph as e 1 -2 .  大腿骨頭窓は ph as e 1 -2 

「10 代前半」 ： 骨端の癒合状況から判断した。 四肢骨のサ イ ズも青年以降と比べるとやや小さい。

「10 歳前後」 ： 歯の形成状況を推定に用い， 比較の基準として 「44 _1 」 号も用いた。

「 5 歳前後」 ： 歯の形成状況を推定に用い， 比較の基準として「 72_1」 号も用いた。

「3歳前後」 ： 歯の形成状況を推定に用い， 比較の基準として 「3_2 」 号を用いた。

「1 歳前後」 ： 歯の形成状況を推定に用い， 比較の墓準として 「3号土器棺人骨」 を用いた。

「周産期」： 歯の形成状況と， 基準である「 11 _4 」 号との比較で推定した。

「胎児」 ：「11 _4 」 号との比較で推定した

胎児～小児(10 歳前後） の死亡時年齢を推定する方法には信頼できる方法は少ない。 また， 本遺

跡から出土した人骨は保存状況も悪 < . 歯が残存していない場合や骨幹長が計測できない場合が多い。

そこで， 全身骨の保存状況が良好で， かつ歯の形成状況から各年齢群を推定できる個体を基準として

選出し， その個体と比較することで， 死亡時年齢群を推定している。 「周産期」 の基準とした 「11 _4 」

号では歯が残存していないが大腿骨骨幹長の計測が可能であり， 左大腿骨骨幹長は6 7.8 mmである。

Sch e u er and Black (2000 )によれ ば この骨幹長は ヨ ーロ ッパ人胎児の骨標本では 36 -38 週， 超音

波画像からの計測では 34 -40 週に相当する。 また， 現代日本人の超音波画像における大腿骨骨幹長で

は 34 -42 週に相当する（日本超音波医学会200 3)。したがって， この個体を小竹貝塚出土人骨の周産期

の基準とみなし， この個体よりも極度に小さい個体を胎児， あまり差が見られないものを周産期と推定した。

身長の推定は藤井(1960 )の方法とHas e g a wa ら(2009 )の方法を用いた。過去の研究では日本

で出土した古人骨には藤井(1960 )の方法がよく利用されているが， この方法には基準として利用さ

れたサ ンプル サ イ ズが極めて小さいなどの問題点も多い。Has e g a wa ら(2009 )の方法は晒し骨を利
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用 し て い な い な どの問題点 も あるが， サンプルサイ ズ は大 き く (n=434) , 誤差 も 比較的少 な い 。 そ こ

で， 各方法（以 降 は 「藤井式」 ． 「長谷川 式」 と表記する） に お い て個 々 の四肢長骨長さから推定され

た身長 を 平均 した値 を 提示 し ． 最終的に は 両方法の平均値 を 推定身長とした。

ま た， 2011 年 10 月 以 降 発掘後の整理 中 に見い だされ， 追加とし て搬入された人骨群がある。 こ

れらの人骨群 は大 き く 分けて二種類あ り， 「 出土地点等から個体番号の候補がある も の」 と 「 出土情報

が限定的で個体番号の候補 も な い も の」 に分けられた。 こ れらの人骨群 は個体番号との対応 を 可能な

限 り 試みたが 大部分 は復元不可能であ っ た。 そ こ で， 追加人骨群と し て 整理番号 を 新たに作成 し，

リスト を 作成 した（表 9) 。 「個体番号の候補がある骨」 は 1 - 294 番， 「候補がな い骨」 は 1001 -

1391 番 ま でである。

1 号人骨

こ の人骨は仰臥屈 葬状態で出 土 した。 胸郭部と左前腕の上部 に 石 を 置かれた， い わ ゆる 「抱石葬」

である。 下部腰椎と仙骨が関節 し， 肘関節， 股関節および膝関節 も 関節 した状態 を 維持 し て いる。 従

っ て， 解剖 学的位置 を 保 っ たま ま 埋葬された一 次埋葬であ り， 充填環境で埋葬されたと推定される。

小竹貝 塚 に おける埋葬時期とし て は 皿 期 に 分類されて いる。 重複部位および色調 から， 主体である

「 l_l 」 と 「1_2」 に 分けた。

・ 「 l_l 」 （図版 1 )

「 1 _1 」 の保存状況

ほ ぼ全身が残存 し て お り， 色調 は 暗褐色で， 貝 に

由 来する も のと思 われる白 い色調が混 じる。

大坐骨切痕は狭 く 男性的である。 頭骨の眉 弓 は男

女の判 定が し に く い 中 間的な形状 を 示すが， 乳様突

起 は 発達 し男性的である。 従 っ て， 性別 は 「男 性」

と判 断 した。 本個体の恥骨結合面 は phase 1, 大腿

骨頭商 は phase 1, そ し て 耳状面 は phase 1 である。

ま た， 上腕骨骨頭 に骨端線が残存 し て お り 腸骨稜の

骨端が未癒合である。 以上のことから， 死亡時年齢

群 は 「青年」 と判 断 した。 左右上腕骨最大長， 左撓

骨最大長， 右大腿骨最大長， 右大腿骨 自 然位長から

計算された平均 身長は藤井式で 166.8 cm, 長谷川 式

で 174.4 cmであ り， 総合的な 平均推定身長 は 169.7

cmとな り， 縄文 時代人とし て は非常 に 高 身長の個体

と言 える。

頭蓋最大長 は 187.7 mmで， 小竹貝 塚男 性平均 (180.2 mm) や小片 (1981) の縄文 中 後晩期男 性平均

(182.8 mm) よ り 大 き い値 を 示す 。 ま た， 頭蓋最大幅 は 149.4 mmで， 小竹貝 塚男 性平均 (146.1 mm) や

中 後晩期男 性平均 (145.1 mm) よ り 大 き い 。 長幅示 数 は 79.6 で， か ろ う じ て 「 中 頭」 に 分類される。

上面観では頭頂結節の発達が強 く 卵型の輪郭 を示す。 後面観の輪郭 は， 頭頂結節 から緩や か に膨らみ

を 持 っ て 乳様突起 に 至る， 「気球型」 とで も 言 う べ き 形状 を 示 す 。 側 面観 は 頭蓋冠部が比較的低 < .
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前後が長く見える楕 円形である。 外後頭隆起の発達は中程度である。 外耳孔は円形に近く， 乳様突起

は発達しその先端は下方に向く。 乳突上陵は明瞭である。 輿味深いことに， 乳突上陵から連続する側

頭線は頭頂骨では非常に不明瞭であり， 側頭筋の付着領域が判然としない。 ただ， 前頭骨における側

頭線は明瞭である。 下顎商は深くかつ広い。 ブ レグ マ部では骨質がやや肥厚し， 多孔質状になってい

る（図版 73)。 これはブ レグ マ部における何らかの刺激により骨増殖が生じたと推測される。 この形

質は縄文時代人骨に広く認められるが， その詳細な分析報告はまだない。 おそらく頭上運搬などの風

習と関係があると推測される。

遊離歯が1 本存在しており， 保存状況は以下の通りである。

m 
2 

数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ペット は鯖蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 顛歯が存在する 銅に表記） 」 ， 歯槽塁漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

体幹骨は環椎の一部と第1 から第 5 腰椎が残存している。腰椎には骨棘（リッピング ） や変形性脊椎

症を疑わせる変形は認められない。

上腕骨は非常に長く（右 32 5 . 5 mm, 左 32 5 .3 mm). 上腕骨最大長が計測可能な小竹貝塚出土人骨

のうち最も大きい値を示す。 上腕骨の中央周は右68 . 5 mm, 左66 . 5 mmと小竹貝塚人骨の平均値（左

右ともに62 .9 mm)よりも大きいが 中後晩期男性平均( 71 .0 mm)よりも低い値を示している。 また．

最大長と骨幹最小周の比率である長厚示数は右19 .4, 左18 .1 と非常に低い値を示し， 中後晩期男性

平均(24 .4 )よりもかなり華奢であると言 える。 大胸筋付着部は強く隆起しているが， 三角 筋粗面の

レリーフは弱く． 隆起も弱い。 上腕骨肘頭商の外側壁に滑車後面の延長が認められることから， 肘を

伸展させて負荷を加える運動をよく行っていたと推測される（図版 73)。 撓骨の撓骨粗面は高く隆起

しており， 骨間縁の発達は中程度である。 撓骨頭の関節環状面は全局にわたって認められる。 円回内

筋の付着部（ 円回内筋粗面） の レリーフは不明瞭である。 尺骨の撓骨切痕の後縁は骨間縁と骨稜とし

て連続しており， 骨間縁の発達も中程度である。

右大腿骨最大長は460 . 5 mmであり， 計測可能な小竹貝塚出土人骨のうち最も大きい値を示す。 大

腿骨中央周は左右とも90 .0 mmと中後晩期男性平均(89 .2 mm)よりも僅かに大きい。 しかし． 最

大長自体が大きいことから， 頑丈示数は19 . 5 と中後晩期男性平均(21 .4 )よりも低い値を示す。 大腿

骨の殿筋粗面は陥 凹している。 大腿骨骨幹の後面にある粗線は強く発達し， 骨体中央示数は右12 7.2

左12 5 .2 と比較的高い値を示すことから， いわゆる柱状大腿骨であると言 える。 腔骨の前縁は鋭く，

その軌道はやや湾 曲している。 胚骨後面の ヒラ メ 筋線の発達は不明瞭で， 鉛直線も存在しない。 また，

腔骨の栄養孔位置における断面形状を示す腔示数は， 右69 . 5, 左 71 .3 と高い値を示すことから， 縄

文時代人骨の特徴と言われる「扁平腔骨」 ではない。 胚骨遠位端前面にある前下商は明瞭であり． 距

骨頸の上面に骨隆起があり， 滑車関節面の前方延長が認められること， そして内果関節面にも延長が

認められることから， いわゆる 「躁据姿勢」 を習慣的に行っていた個体であると推測できる。
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・ 「1 _2」 （図版1 )

残存している骨は極めて断片的である。 色調は茶褐

色で貝殻由 来と思われる 白 い色調は認められない。 こ

れらの骨が同一個体由 来であるかど う かは不明である。

上腕骨および撓骨の骨体は太 く ， 腔骨の骨端部も大

き いことから， 性別は 「男性 ？ 」 と推定した。 長管骨

の骨端部は癒合していることから， 死亡時年齢群は 「成

人（年齢不明）」 である。

左上腕骨の三角 筋粗面は強 く 隆起し， 撓骨の筋粗面

の発達も強い。

2 号人骨

「 1 _2」 の保存状況 この人骨は仰臥屈葬状態で出土している。 頻は左側

を下に， 脚は右側を下にしている。 顎関節， 左右肩 関

節 左右肘関節 左手関節， 左右股関節， 左膝関節， 左右足関節は関節状態を維持している。 肘関節

左膝関節， および足関節が関節した状態で強 く 屈 曲している。 従って， 解剖学的位置を保ったまま埋

非された一 次埋葬であり， 充填環境で埋葬されたと推定される。 埋葬時期はW期に分類されている。

重複部位および色調から， 主体である 「2_1 」 と「2_2」に分けた。

頭 蓋 最 大 長 は 1 7 8 . 2 mm で， 小 竹 貝 塚 男 性 平 均

(1 80 .2  mm ) や 中 後 晩期男 性平均 (1 82 .8 mm ) より

小さい。 また， 頭蓋最大幅は1 53.4 mm で， 小竹貝塚

男 性平均 (1 46.1 mm ) や 中 後晩期男 性平均 (1 45.1 mm ) 

より大 き い。 従って長幅示数は 86.1 と非常に大 き く ，

「短頭」に分類される。 上面観では頭頂結節の発達が

強 く 卵型の輪郭を示す。 側面観では頭蓋冠部が比較的低 く ， 前後が長 く 見 える楕 円形である。 外後頭

隆起の発達は弱い。 外耳孔は 円形に近 く ， 乳様突起は発達しその先端は下方に向 く 。 乳突上陵は明瞭

である。 側頭線は頭頂骨部では不明 瞭だが， 前頭骨部では明 瞭である。 ブ レ グマ部には骨肥厚が認め

られる。 下顎商は深 く 狭い。 下顎骨の上面観は オ ト ガ イ が前方にや や 突出しているが， 放物線状であ
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る 。 角 前切痕は存在 し な い 。 下顎枝 は低 く 細 い 。

歯の保存状況 は以下の通 り で あ る 。
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 数字は残存す る 歯を 示し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ペット は麟蝕とその場所を意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 IJ . 隣撞面 「 c ( 麟歯が存在する 側に表記） 」 ， 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はプ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯 の 咬耗 は 強度 で あ り ， 上顎右犬歯の 隣接面 に 麒蝕があ る 。

体幹骨 で 同 定可能 な 部位 は 環椎 の み で あ る が， 同 定不能の頸椎 （ お そ ら く 第 7 頸椎） の椎体で変性

が認め ら れ る た め ， 変形性頸椎症が疑 わ れ る （ 図版 73) 。

上腕骨 の大胸筋付着 部 は 強 く 隆起す る が， 三角筋粗面 の レ リ ー フ は弱 く ， 隆起 も 弱 い 。 外側上顆の

骨稜 は 明 瞭で あ る が， こ れ は外側上顆 に付着す る 腕撓骨筋， 回外筋， 手根伸筋群 と い っ た 手首 を 反 ら

し た り ， 外に 回 し た り す る 筋 肉 が発達 し て い た こ と を示唆す る 。 上腕骨肘頭裔の外側壁 に 滑車後面 の

延長が認め ら れ る 。 ま た ， 左上腕骨 の 内側上顆前面 に小 さ い骨隆起が存在す る （ 圏版 73) 。 こ れ は過

去 に 報告例 を 見 な い事例 で あ る が， 内側上顆 に は 円 回 内筋， 手根屈筋群 と い っ た 手首 を 曲 げた り ， 内

に 回 し た り す る 筋 肉 が付着 し て お り ， こ れ ら の筋 肉 の腱が石灰化 し て生 じ た も の が こ の骨隆起で あ る

と 思 わ れ る 。 椀骨 の骨 間縁の発達 は 中程度 で あ り ， 円 回 内筋粗面 の レ リ ー フ は 明瞭 で あ る 。 尺骨 の撓

骨切痕 は 骨 間縁 と 骨稜 と し て 連続 し て お り ， 骨 間縁の発達 も 中程度で あ る 。 こ れ ら の こ と か ら ， 本個

体 は 手首 の 運動 を 活発 に行 う ， 力 を 必要 と す る 手作業 に従事 し て い た と 思 わ れ る 。

大腿骨 の殿筋粗面 は 強 く 陥 凹 し て い る 。 骨体の 断面形状は粗線の み が後方 に や や突 出 し て お り ， 骨

体 中 央示数 も 右 115.1 , 左 113.8 と 前後径が大 き く ， や や柱状性 を 示 し て い る 。 上部骨体 の 形状 を 示

す骨体上 断面示数 は右 73.6, 左 72.7 と や や扁 平 で あ る 。 大腿骨骨体 に 血管溝が認め ら れ る が， こ れ

は骨膜 に存在す る 血管 に よ っ て つ く ら れた も の と 推測 さ れ る （ 図版 73) 。 こ の特徴 は縄文時代人 に は

散見 さ れ る が そ れ以外の 日 本の古人骨 で は 炎症や病変 な どの骨変化 に 伴 っ て の み聡め ら れ る 。 現在

の と こ ろ は そ の成 因 は不 明 で あ る 。 腔骨前縁 は鈍 < . そ の軌道 は や や湾 曲 し て い る 。 ヒ ラ メ 筋線 は 明

瞭 で ， 鉛直線が認め ら れ る 。 そ の た め ， 胚示数は右 62.9, 左 68.3 と や や小 さ い値 を 示 し て い る が，

「扁平腔骨」 と 言 え る ほ どで は な い 。 腔骨の前縁付近 に も 血管溝が認め ら れ る （ 図版 73) 。 大腿骨 の 血

管溝 と 同 じ く ， 腔骨 の血管溝 も 成 因 は不明 で あ る が， 他の縄文時代人 を 観察す る 限 り ， 大腿骨 よ り も

出現頻度が高 い 。 距骨頸 の上面 に 骨 隆起があ り ， 滑車関節面の前方延長が認め ら れ る こ と ， そ し て 内

果関節面 に も 延長が認め ら れ る こ と か ら ， い わ ゆ る 「蹄鋸姿勢」 を 習慣的 に行 っ て い た個体で あ る と

推測 で き る 。 第 1 中足骨 の 背面 に頭関節面か ら の延長 （脆座小面 ： 図版 73) があ る こ と か ら ， 中足骨

と 基節骨 と の 関節 （ 中足指節 関節） に お い て 強 く 屈 曲 （背屈） さ せ る 習慣があ っ た こ と を 示唆 し て い

る 。

・ 「2_2」 （ 図版 2)

極め て 断片 的 に残存 し て い る 。 重複す る 部位 は存在 し な い が， 「暗褐色」 と 「黄褐色」 の骨が存在す

る た め ， こ れ ら の骨が同 一個体由 来 で な い可能性があ る 。 い ずれ も 貝 由 来 と 推測 さ れ る 白色が混在 し

な い 。
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「2_2」 の保存状況

本人骨には性を推定で き る根拠はないため， 「不明」

に分類している。 また， 鎖骨胸骨端を含め， 観察可能な

骨端部はすべて癒合していることから， 死亡時年齢群は

「成人（年齢不明）」とした。

左上腕骨の三角 筋粗面は不明瞭で， 椀骨神経溝も不

明瞭である。

3 号人骨

この人骨は顔および脚の右側を下にした仰臥屈葬状

態で出土している。 顎関節． 左右肩関節， 左右肘関節，

左右股関節， 左右膝関節， 左右足関節は関節状態を維持

している。 左右肘関節および左右膝関節は強 く 屈 曲され

ている。 従って， 解剖学的位置を保ったまま埋葬された

一次埋葬であり． 充填環境で埋葬されたと推定される。

埋葬時期としてはW期に分類されている。 重複部位および骨形態から． 主体である 「3_1 」と， 「3_2」.

「3_3」. 「3_4」. 「3_5」に分けた。 人骨であるかは不明ではあるが， 焼骨の 小片が1 つ混在している

（図版 73) 。

「3_1 」 の保存状況

・ 「3_1 」（図版 3 )

下顎骨および主要な四肢長管骨が残存している。 骨の

色調は暗褐色で． 貝に山来するものと思われる白 い色調

が混 じる。

骨盤の大坐骨切痕は女性的である。 また， 妊娠経験

を示すと考 えられている耳状面前溝が存在する。 従って，

性別は 「女性」 と推定した。 恥骨結合面の形態は phase 1 ,  

大腿骨頭裔の形態は phase 2,  そして耳状面の形態は

phase 3 に分類される。 また， 鎖骨の胸骨端には骨端線

が残存している。 以上のことから， 死亡時年齢群は 「青

年」と判 断した。 四肢長管骨のう ち 最大長が計測可能で

あるのは左椀骨のみである。 身長推定式は藤井式のみ適

用可能であり. 1 46.2 cmと推定される。 ただし， 上肢の

しかも前腕骨からのみの推定であるため， この値の信頼

性は低い。

後頭骨の外後頭隆起の発達は弱い。 下顎骨の上面観は放物線状である。 角 前切痕は認められない。

下顎枝は比較的高 く 細い印象を受けるが， 筋突起は薄 く ， 前方に突出しないため下顎枝前縁は直線的

である。

歯の保存状況は以下の通りである。

30 



第 VI 章 人骨の理化学的分析 • 形態分析

II II I II II II II 
6 5 4 3 2 1 3 

7 6 5 4 3 2 2 4 5 6 7 8 

I II I I I II II I II II I I 

数字は残存す る 歯を 示し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は麒蝕とその場所を意味する （ 咬合面「o 」 ， 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 顧歯が存在す る 側に表記） 」 ， 歯槽隣漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯の咬耗度は全体的に弱い。 歯の表面に墨のよ う な黒色化が認められる。 これは東京都内で出土する

江戸時代人骨にも見られる現象であり． 泥質の中で長期間埋まっていたことによる続成作用によるも

のと考 えられる。 エ ナ メ ル質減形成が認められる。

体幹骨は断片的であり． 環椎． 軸椎． そして第 5 腰椎と仙骨の一部が同定可能であった。

上腕骨の中 央周は右 60.0 mm, 左 55.0 mmと 中後晩期女性平均 (60.7 mm) よりも僅かに細い程度である。

上腕骨の三角筋粗面の レリ ー フ は弱 く ， 隆起も弱い。 外側上顆の骨稜は明瞭で． 肘頭商の外側壁に関

節面の延長が認められる。 また． 滑車前面の上方に明瞭な撓骨商が認められる。 撓骨窟は肘関節を強

度に屈 曲した姿勢を習慣的に行 う ことで明 瞭になると考 え られる。 撓骨の撓骨粗面は不 明瞭で， 骨間

縁の発達は中程度である。 円 回 内筋粗面の レリ ー フ も不 明瞭であり， 華奢な印象を受ける。 尺骨の撓

骨切痕の後縁は骨間縁と骨稜として連続しているが， 骨間縁の発達は弱い。

大腿骨中 央周は右 77.5 mm. 左 77.0 mmと中後晩期女性平均 (79.8 mm) よりも 小さい。 大腿骨の

殿筋粗面は僅かに陥 凹している。 骨体の断面形状は粗線のみが後方にや や 突出しており， 骨体中 央示

数も右1 07.9 , 左1 04.4 と前後径が横径と ほ ぼ同 じであるため， 柱状大腿骨ではない。 骨体上断面示

数は右 79.6 , 左 80.0 であり． 上部骨体はやや扁平である。 大腿骨頸部にア レ ン頸商とい う 大腿骨頭

からの関節面延長が認められる。 これは座法などで股関節屈 曲位における姿勢の維持を習慣的に行っ

ていたためと考 えられる。 右大腿骨内側縁に線条痕があり． 人為的損傷の可能性がある（図版 73) 。

た。
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遊離歯が 1 本だけ残存している。 歯の保存状況は以下の通りである。

11
6

 

数字は残存する 菌を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ベット は麒蝕とその場所を意味する （ 咬合面「oJ , 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 I」 ， 隣接面 「 c ( 嗣菌が存在する 側に表記） 」 ， 歯槽膿涵「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯の咬耗は比較的弱い。

左上腕骨の肘頭裔の外側壁に関節面の延長は認められず， 椀骨裔も認められない。 尺骨の椀骨切痕

の後縁は骨間縁と骨稜として連続している。

距骨頸の上面に骨隆起があり， 内果関節面にも延長が認められる。 滑車関節面の前方延長は認めら

れないが， 躁据姿勢を習慣的に行っていた個体であると推測で き る。 また， 右距骨の下関節面の内側

後方に骨変形がある（ 図版 73) 。

「3_3」 の保存状況

・「3_3」（ 図版 3 )

左上腕骨の遠位端部分のみがこの個体に属する。 「3_1 」および 「3_2」と重複する。 色調は茶褐色

「3_4」 の保存状況

で， 白 い色調は混 ざらない。

性別は判定する根拠がないため， 「不 明」 であり， 骨端線は認められないことから， 死亡時年齢は

「成人（年齢不 明）」 である。

特記事項はない。

・ 「3_4」（ 図版 3 )

全身骨が部分的に残存している。 色調は黄褐色で， 白 い色調は混 ざらない。

歯の形成状況から， 死亡時年齢群は 「 3 歳前後」 と推定される。 幼少期の人骨であるため， 性別は

「不明」 である。
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永久歯の保存状況 は以下の通 り で あ る 。

6
 
I
O

 数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 嗣歯が存在する 割 に表記） 」 ， 歯槽鱗漏「p」 ) 。 ロ ーマ数字はプ ロ カ の咬耗度を 示す。

ま た ， 乳歯の保存状況 は 以下 の 通 り で あ る 。

I 
4 

4 5 
I I 

特記すべ き 形態特徴 は な い 。

骨 は 同 一個体由 来 で あ る と 推定 さ れ， 一 次埋葬 で あ る 可能性が高 い 。 こ の個体 と 「 3 号人骨」 の 主

体であ る 「3_1」 個体 と の 関係性 は不 明 で あ る が， 合葬で あ っ た 可能性 も 否定で き な い 。

・ 「4_1 」 （ 図版 4 )

全身の骨が部分的 に残存 し て い る 。 色調 は茶褐色 で， 白 い色調が混 じ る 。

大坐骨切痕は男性的で， 四肢骨 の 太 さ や筋付着部 は男性的 な 印象 を 受 け る 。 従 っ て ， 性別 は 「男性」

と 判 断 し た 。 左大腿骨頭商 は phase 4 で あ る 。 ま た ， 第 3 大 臼 歯 は 崩 出 し ， 咬耗が認め ら れ る 。 よ

っ て死亡時年齢群 は 「 中 年」 と 判 断 し た 。

外後頭隆起の発達は痕跡 的 で ， 下顎枝 は や や 高 く 細 い 印象 を 受 け る 。 右頭頂骨 に正 円形の骨欠損が

あ り ， 頭蓋の外板か ら 内板 に か け て広 が っ て い る 。 こ れ は 人為 的 な 穿孔の可能性があ る （ 図版 73) 。

歯の保存状況 は以下の通 り で あ る 。
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 数字は残存す る 歯を 示し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「 o 」 ， 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 1」 ， 隣接面 「 c ( 鯖歯が存在す る 側に表記） 」 ， 歯楕膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

「4!_1 」 の保存状況

「4_2」 の保存状況

歯の咬耗は全体的に弱い。 歯は部分的に黒色化 し て いる。

上顎右第 1 小臼歯の遠心部隣接部 に鯖蝕が認められる。

体幹骨は軸椎のみ 同定が可能であ っ た。

左上腕骨の大胸筋付着部 は強 く 隆起 し て いる。 椀骨の

撓骨粗面 は 明瞭で， 骨間縁の発達は強い。 ま た， 円 回 内

筋粗面のレ リ ー フ も 明瞭である。 尺骨の骨間縁 も 強 く 発

達 し て いる。

大腿骨の中 央周 は右 88.0 mm , 左 88.5 mmと小竹貝塚

男 性平均 （右 85.9 mm , 左 86.4 mm) よ り 大 き く， 中 後

晩期男 性平均 (89.2 mm) よ り も や や小さい値 を 示す 。

大腿骨の殿筋粗面は強 く 隆起 し て いる。 ま た， 骨体の断

面形状は粗線が後方 に 強 く 突出 し て お り， 骨体中央示数

も 右 138.2, 左 137.0 と前後径が横径 に 比 し て 大 き く，

い わ ゆる柱状大腿骨である。 骨体上断面示数は右 78.9,

左 83.9 と左右共 に 断面形状は丸 < . 右側のほ う がやや扁

平である。 胚骨遠位端の前下商 は明瞭であ り， 距骨頸の

骨隆起 滑車関節面の前方延長 お よ び内果関節面 に も

延長が認められることから， い わ ゆる躊据姿勢 を 習慣的

に行っ て いた個体であると推測される。

・ 「4旦」 （ 図版4 )

右大腿骨骨幹部のみが残存 し て いる。 色調 は茶褐色で，

白 い色調 は 混 ざらな い。 骨幹の太さは男性的であるこ と

から， 性別 は 「男性 ？ 」 と判 断 した。 年齢を推定する根

拠は な く， 死亡時年齢群 は 「不明 (lo 代後半～老年） 」

である。

大腿骨の骨表面 は細かい傷が多 く， その中 に は直線的

な傷 も 幾つか散見される （図版 74) 。 いずれ も フ レ ッ シ ュ

な も のでは な く， 人為的損傷である可能性がある。

5 号人骨

本人骨は散乱状態で出土 した。 観察可能な骨で関節状態 を 維持 し て いる も のは な い 。 ま た， 後述の
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ように複数個体存在する。 従って一次埋葬ではない。 ただ， 頭部に近接して大きい礫があり， 「抱石

葬」 の可能性があるため， 一次埋葬後に攪乱を受けた可能性は否定できない。 埋葬時期はW期に分類

されている。 重複部位および骨形態， そして色調から 「 5 _1 」, 「 5 _2 」, 「 5 _3」, 「 5 _4 」 ， そして 「 5 _ 5 」

に分けられた。 「 5 _1 」 は細く華奢で女性的， 「 5 _2 」は太く男性的， そして残りは極めて部分的な骨で，

左大腿骨の重複状態から別個体とした。各個体における人骨の同一個体性は不確定である。 また， 個

体属 性が不明である頭骨片多数と18 本の遊離歯が存在する。

「5_1 」 の保存状況

・「 5 _1 」（図版 5 )

この個体は頭骨および四肢長管骨が部分的に残存し

ており， 色調は茶褐色で， 白い色調が混じる。

細く女性的な骨を集めたもののため， 当然であるが

女性的である。 大坐骨切痕は女性的である。 頭骨の

眉 弓も女性的で， 四肢長管骨もまた女性的である。

四肢骨の骨端線は癒合しているため， 死亡時年齢群は

「成人（年齢不明）」 と判断した。

頭骨は部分的に残存している。 遊離歯のうち， この

個体に属すると判断できる歯はない。

「 5 号人骨」 には体幹骨が複数残存しているが， 根

拠をもってこの個体と同定できる骨はない。

上腕骨の中央周は右 59 .0 mm, 左60 .0 mmであり，

小竹貝塚人骨女性の平均値（右 56 .0 mm, 左 5 5 .9 mm) 

よりも大きく， 中後晩期女性平均(60 .7 mm)とほぼ

同程度である。 三角筋粗面の レリーフは明瞭で， 隆起も強い。 外側J:.顆の骨稜も明瞭である。 撓骨の

撓骨粗面は弱 < . 骨間縁の発達は中程度である。 尺骨の撓骨切痕の後縁は骨間縁と骨稜として連続し

ており， 骨間縁の発達は中程度である。

左大腿骨の中央周は 70 .0 mmであり， 小竹貝塚女性平均( 74 .7 mm)や中後晩期女性平均( 79 .8 mm) 

より小さい。 粗線の発達は極めて弱く， 骨体中央示数は91 .2 であることから， 前後径よりも横径の方

が大きく， 現代人的な形状を示す。 腔骨前縁は直線的で鈍い。 腔骨後面の ビ ラ メ 筋線は観察できない

が， 鉛直線は認められる。 左栄養孔位周(69 .0 mm)は小竹貝塚女性平均( 76 .4 mm)よりも小さい。

また腔示数は 59 .4 とかなり小さい値を示すため， 扁平腔骨であると言える。 腟骨の前縁付近に血管溝

が認められる。

・「 5 _2 」（図版 5 )

この個体の色調は暗褐色で， 白い色調が混じる。

大坐骨切痕は男性的であり， 四肢骨関節の形状や骨幹の太さ， 筋付着部の形状も男性的である。 従

って， 性別は「男性」 と判断した。 骨端線の癒合は完了していることから， 死亡時年齢群は「成人（年

齢不明）」 と判断した。

頭骨片では左上顎骨歯槽部と下顎骨の左側が男性的であり， この個体に属すると判断した。

歯の保存状況は以下の通りである。
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 数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は嗣蝕とその場所を意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 繭菌が存在する 側 に表記） 」 ， 歯栖膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

「5_2」 の保存状況

「5_3」 の保存状況

歯の一部が黒色化している。 歯の咬耗は比較的強 く ，

咬合面は平坦である。 左上顎犬歯の遠心部に鵬蝕が見

られる。

上腕骨の外側上顆は強 く 外側に張り出している。 肘

頭商の外側壁に関節面の延長が認められる。

大腿骨 中 央周は左右とも 84.0 mmであり， 小竹貝塚

男 性の平均（右 85.9 mm , 左 86.4 mm) や 中 後晩期男

性平均 (89.2 mm) より 小さい。 殿筋粗面の隆起は弱

い。 骨体後面では粗線が弱 く 突出しており， 骨体中 央

示数は右1 08.9 . 左1 07.7 と比較的 小さい値をしめす。

よって大腿骨の柱状性は弱い。 骨体上 断面示 数は右

83.4 とわずかに扁平である。 大腿骨の表面には血管溝

が認められる。 腔骨前縁は直線的で鈍い。 後面の ヒ ラ

メ 筋線は明瞭であるが． 鉛直線は認められない。 栄養

孔位周 は右 82 .0 mm , 左 82 .5 mmと 小竹貝塚男 性平均

（ 右 8 8 . 6 mm , 左 8 8 . 8 mm) よ りも 小 さ い。 腟 示 数は

右 69.5 , 左 76.4 であるため， 扁平胚骨とは言 えない。

腔骨前縁付近にも血管溝が認められる。 距骨頸の上面

に骨隆起は認められず． 滑車関節面の前方延長にもな

い。 しかし， 内果関節面にも延長が認められる。 この

ことから， 樽据姿勢を習慣的に行っていたと推測され

る。 大腿骨および腔骨の骨体が多孔質状になっている

（図版 74) 。 原 因は不 明であるが． 全身性の疾患に罹患

していた可能性がある。

・「5_3」（図版 5 )

「5_1 」および「5_2」 の残存部位と重複している人骨

をこの個体に属するとした。 色調は黄褐色で， 白 い色調

が混 ざっていない。

性を判定する根拠が残存していなかったため， 性別

は 「不明」であり， 死亡時年齢群も 「不明 (1 0 代後半～老年）」と判 断した。

大腿骨の殿筋粗而は強 く 陥 凹するが， 胚骨の ヒ ラ メ 筋線は不 明 瞭であり， 鉛直線は認められない。

36 



「5_4」 の保存状況

「5_5」 の保存状況

6 号人骨

第 VI 章 人骨の理化学的分析 • 形態分析

・ 「5_4」 （図版5 )

こ の個体 に属する人骨片 は 「 5 号人骨」 の他個体と重

複 し ている左大腿骨近位部のみである。 色調 は黄褐色で，

白い色調が混 ざっ ていない。

性 を 判定する根拠が残存 し ていなかっ たため ， 本人骨

の性別 も 「不明」 であ り ， 死亡時年齢群 も 「不明 Clo 代

後半～老年）」 と判 断 した。

大腿骨の殿筋粗面 は や や 陥 凹 し ている。

・ 「5_5」 （図版5 )

こ の人骨 も 「 5 号人骨」 の他個体と重複する左大腿骨

骨幹部のみである。 色調 は茶褐色で， 白い色調が混 ざっ

ていない。

骨体は太 く ， 男性的 な 印象 を 受 けるため ， 性別 は 「男

性 ？ 」 と判 断 した。 死亡時年齢群 は推定根拠がないため ，

「不明 (10 代後半～老年）」 と判 断 した。

大腿骨の栄養孔直下 に 明確 な 人為的損傷が 3 つ 認 め

られる （図版 74) 。 いずれ も 直線状の線条痕とそれに伴

う 平滑 な 面， お よ び切 り 口 (kerf) が存在 し て お り ， 破

損部 は フ レ ッ シ ュでは ない。 こ れらは骨体の長軸 に対 し

て 直角 方 向 に 加 え られた も のであ り ， 栄養孔直下の損傷

と， よ り 下方の損傷 は下方から上方 に 向 け て ， 最 も 下方

の損傷 は上方から下方 に 向 け て 加 え られている。 生前

に加 え られた も のか， 死後 に 加 え られた も のかは不 明

である。

こ の人骨は頭骨だ け が 出 土 し ているため ， 埋葬状態 は不 明である。 埋葬時期とし て は IIl 期 に 分類

されている。

・ 「6_1」 （ 図版6 )

頭蓋冠のみ残存 し ている。 色調 は茶褐色で， 白い色調が混 ざらない。

頭骨の眉 弓 は男性的であ り ， 乳様突起 も 男 性的である。 性別 は 「男 性」 と判 断 した。 死亡時年齢群

は 「成人 （年齢不 明）」 と判 断 した。
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・ 「7_1」 （図版 7 )

頭骨の一部と下半身が残存しており， 色調は暗褐色

で， 白い色調が混じる。

大坐骨切痕は一見すると女性的に見えるが， これは

破損のためであり， 本来は男性的であったと推定され

る。 乳様突起は男性的で， 四肢長管骨の形態も男性的

である。 従って 性別は「男性」 と判断した。本個体

の耳状面は phase 4 であるが， 右大腿骨頭商は phase2

で， 歯の咬耗は弱いことから， 死亡時年齢群は 「青年」

と判断した。 右大腿骨最大長 右大腿骨自然位長， 右

腔骨最大長から計算された平均身長は， 藤井式では

164.8 cm , 長谷川式では 167.0 cmであり， 総合的な平

均推定身長は 165.6 cmとなる。縄文時代人としては高

身長の個体である。

後頭骨の外後頭隆起は中程度に発達している。 外耳

孔は円形に近く， 乳様突起は発達し， 尖端は内側に向

く。 乳突上陵は明瞭である。 下顎骨の上面観はオ トガ イ が突出する放物線状である。

5 形態分析

「6_1 」 の保存状況

「7_1 」 の保存状況

歯の保存状況は以下の通りである。

外後頭隆起の発達は中程度であり， 乳様突起は発達

する。 乳突上陵も明瞭である。

7 号人骨

この人骨は下半身のみ屈葬状態で出士しており， 上

半身は試掘調杏の際に損壊したとされている。 ただし，

頭骨や体幹骨も部分的に残存している。 左右股関節，

左右膝関節， および左右足関節は関節した状態で屈 曲

し解剖 学的位置を保っており， 一次埋葬と考えられる。

埋葬時期としてはW期に分類されている。 重複部位お

よび骨形態， そして色調から， 主体である 「7_1」 と，

「7_2」. 「 7_3」 ， そして「 7_4」 に分けた。
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 数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧蝕とその場所を意昧する （ 咬合面「o」 ， 頬銅面

「 b」 ， 舌側面 「 1」 ， 隣捜面 「 c (麟歯が存在する 側に表記） 」 ， 111槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯の咬耗は全体的に弱い
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体幹骨は断片的であり， 環椎， 軸椎のみ同定可能であった。

肩 甲骨の関節商 中 央に骨吸収が存在する（図版 74) 。 また， 関節商の周 辺に堤状の骨増殖が見られ

ることから， 肩 関節の関節症が疑われる。 左尺骨の撓骨切痕の後縁は骨間縁と連続している。

右大腿骨最大長は 433.4 mmであり， 小竹貝塚出土の男性平均 (41 9.6 mm) や 中後晩期男性平均 (41 6.9

mm) よりも長い。 大腿骨中 央周は右 90.0 mm, 左 90.5 mmと 小竹貝塚男性平均（右 85.9 mm, 左 86.4 mm) 

や 中 後晩期男性平均 (89.2 mm) より大 き い。 また， 頑丈示数は 20.8 と中後晩期男性平均 (21 .4) より

も や や 小さい値を示す。 殿筋粗面の隆起は弱い。 骨体の断面形状は粗線部が強 く 後方に突出しており，

骨体中 央示数も右1 32.1 . 左1 32.4 と強い柱状性を示す。 骨体上断面示数は右 91 .4, 左 85.8 であり， 上

部骨体は扁平ではない。 大腿骨骨幹表面には血管溝が認められる。 膝蓋骨は逆三角 形ではな く ， 外側

上方の角が欠損しているよ う に見 え る（広筋切痕）。 右大腿骨の上部骨体後面にげっ歯類のものと思

われる食損がある（図版 74) 。 また， 右大腿骨骨頭の上面に平坦な面が形成されている（図版 74) 。

極めて珍しい事例であるが， 成 因は不 明である。 腟骨前縁は鋭 く ， その軌道はや や 湾 曲 している。

ヒ ラ メ 筋線は明瞭で， 鉛直線が認められる。 右腟骨の腔示数は 51 .4 と極めて扁平であることを示す。

右腔骨中 央周は 83.0 mmで， 小竹貝塚男性平均 (80.4 mm) よりも大 き い。 胚骨の前縁付近にも血管溝が

認められる。 腔骨遠位端の前下裔は 明 瞭であり， 距骨頸の上面に骨隆起があり， 滑 車関節 面の前

方延長が認められること， そして内果関節面にも延長

が認められることから， 路据姿勢を習慣的に行ってい

た個体であると推測で き る。

「7_2」 の保存状況

歯の保存状況は以下の通りである。

・ 「7_2」（固版 7 )

「7_1 」と重複する部位であり， 色調は茶褐色で，

白 い色調が混 ざらない。 当初骨幹中 央部のみ残存して

いたが， 試 掘で発掘された骨片の一部および「4号人

骨」 の骨片と接合した。 ただ， 「4号人骨」 に収納され

ていた部位と 「 7 号人骨」 に収納されていた部位は色

調および表面の破損状態が異なり， 接合した部分の破

断面も丸みを帯びている。 おそら く ， 両骨片は異なる

場所で続成作用を受けたと推測される。

四肢長管骨の形状は男性的であることから， 「男性 ？ 」

と判 断した。 推定根拠が存在しないことから， 死亡時

年齢群は 「不明 (1 0 代後半～老年）」 と判 断した。

7

II

 

6

II

 数字は残存する 歯を 示 し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ペット は麟蝕とその場所を意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面「 1」 ， 隣接面 「 c ( 嗣歯が存在する 側に表記） 」 ， 歯槽膿漏「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯の咬耗は弱い。 歯のエ ナ メ ル質は部分的に黒色化している。
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5 形態分析

「7_3」 の保存状況

「7_4」 の保存状況

8 号人骨

右大腿骨中央周は8 7.0 mmであり， 小竹貝塚男性

の平均(8 5 .9 mm)より大きく， 中後晩期男性平均

(89 .2 mm)より小さい値を示す。 殿筋粗面は強く隆

起している。 後面の粗線は中程度に発達しており， 骨

体中央示数は109 .0 であり， 柱状性は示していない。

膝蓋骨の関節面には多孔質になる部分があり， 変形性

膝関節症が疑われる。 距骨頸部に骨隆起があり， 内果

関節面にも延長が認められることから， 躁据姿勢を習

慣的に行っていた個体であると推測できる。

・ 「7_3」（図版 7 )

右距骨のみであり， 「7_1」 と重複するが， 「7_2」 と

は重複しない。 「7_2」 の左距骨とは明らかに形態が異

なるため， 別個体と判断した。色調は黄褐色で， 白い

色調が混 ざらない。

距骨頸の上面に骨隆起があり， 滑車関節面の前方延

長が認められること， そして内果関節面にも延長が認

められることから， 躁据姿勢を習慣的に行っていた個

体の距骨である。

・ 「7_4」（図版 7 )

右腔骨の遠位部のみ残存する。 小竹貝塚における周

産期の基準個体(「 1 1_4」） とほぼ同程度の大きさを示

すため， 死亡時年齢群は 「周産期」 と推定される。 色

調は黄褐色であり， 白い色調が混 ざらない。

特記事項はない。

この人骨は散乱状態で出土しており， 関節状態が維持された骨はない。 一次埋葬が出士場所かどう

か判断する根拠はない。埋葬時期はW期に分類されている。重複部位， 骨形態， および色調から， 「8 _1 」

と「8 _2 」 に分けられた。 これは便宜上の個体分けであり， 各個体における人骨の同一個体性は不確

定である。

・ 「8 _l」（図版 8 )

この個体は， 全身骨が部分的に残存しており， 色調は茶褐色で， 白い色調が混じる。

大坐骨切痕は男性的である。 乳様突起は中間的であるが， 四肢骨の形態は男性的である。 従って，

性別は「 男性」 と判断した。本個体の恥骨結合面は ph as e 3 で， 耳状面も ph as e 3 である。 また， 第
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3 大臼歯は萌出していることから， 死亡時年齢群は 「 中年」 と判 断した。

側頭骨の乳様突起の発達は弱 く ， 尖端は下方に向 く 。 乳突上陵は明瞭である。

歯の保存状況は以下の通りである。

II
3

 2

II

 

1

Il
 

|
 

11
2

 

I

4
 

11
3

 8
m
 数字は残存する 菌を 示 し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 麟菌が存在する 側に表記） 」 ， 菌槽膿漏「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯の咬耗は全体的に弱い。 下顎左第 2 大臼歯の頬側に鯖蝕が認められる。 また， エ ナ メ ル質減形成

が認められ， 歯石様のものが表面に固着している。

右上腕骨の 中 央周は 66.0 mmであり， 小竹貝塚人骨

男性平均値 (62.9 mm) より大き いが， 中後晩期男性平均

値 (71 .0 mm) よりも 小さい。 上腕骨の大胸筋付着部は

強 く 隆起しているが， 三角筋粗面のレリ ー フは弱 く ， 隆

起も弱い。 外側上顆の骨稜も不明瞭である。 尺骨の撓骨

切痕の後縁は骨間縁と骨稜として連続しているが， 骨間

縁の発達は弱い。

大腿骨 中 央周は右 89.0 mm , 左 90.0 mm , と 小竹貝塚

の男 性平均（右 85.9 mm , 左 86.4 mm) よりも大 き く ，

中後晩期男性平均 (89.2 mm) とほ ぽ同等である。 殿筋

粗面の隆起は弱 く ， 骨体の断面形状は粗線が中程度に後

方に突出する。 骨体 中 央示 数も右11 0.3 , 左1 04.7 と

や や柱状を示す。 骨体上 断面示 数は右 86.0 と左 82.5「8_1 」 の保存状況

「8_2」 の保存状況

と扁平ではない。 大腿骨頸部にア レン頸裔が認められ

る。 右上腕骨骨幹の遠位部と右大腿骨骨幹の遠位部に

は食肉 目 による食損が認められる（図版 74) 。 また，

右大腿骨後面に線条痕が認められる（図版 74) 。 これ

は人為的損傷の可能性がある。

・ 「8_2」（図版 8 )

この個体に属する人骨は 「8_1 」 と重複しており，

より華奢な骨である。 左寛骨と右大腿骨のみが残存

している。 色調は暗褐色で， 白 い色調が混 ざらない。

大坐骨切痕は女性的であり， 妊娠経験との関係性が

強いと考 え られている耳状面前溝が認められる。 従っ

て， 性別は 「女性」 と判 断した。 本個体の耳状面は
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5 形態分析

phase 1 で あ る こ と か ら ， 死亡時年齢群 は 「青年」 と 判 断 し た 。

右大腿骨 中 央周 は右 82.1 mm と 小竹貝 塚男 性 の 女性平均 (76.3 mm) よ り や や 大 き い が， 中 後晩期

女性平均 79.8 mm よ り は小 さ い 。 殿筋粗面 は 非常 に 弱 く 痕跡 的 で あ る 。 た だ， 骨体後面 の粗線 は 強 く

後方 に 突 出 し て お り ， 骨体中 央示数 も 121.1 と 高 い値 を 示 し て お り ， 柱状大腿骨 と 言 え る 。 骨体上断面

示数は 95.1 と 扁平で は な い 。

9 号人骨

こ の 人骨 は 仰 臥伸展葬状態 で 出 土 し て い る 。 左肘 関 節 は 強 度 に 屈 曲 さ せ て い る が， 左右股 関 節 は

伸展 さ せ て い る 。 こ の個体の胸部 に頭骨が乗 っ て お り ， こ の頭骨が仰臥伸展状態 の個体 に属 す る も の

か ど う か は不 明 で あ る 。 後述の よ う に 本号 の 人骨 は 3 体分存在 し ． そ の 内 の 2 個体 は頭骨が残存 し て

い る が， 発掘時の写真か ら は ど ち ら の頭骨が胸部 に乗 っ て い た も の か は不 明 で あ る 。 伸展状態 の 上 に

別個体が重 な っ て い た 可 能性があ る 。 埋葬時期 と し て は W期 に 分類 さ れて い る 。 重複部位お よ び骨形

態 ， そ し て色調か ら ． 主体で あ る 「9_1」 と ． 「9_2」 . 「9_3」 に 分 け て い る 。 手 の 骨 や 足 の 骨 は個体属

性が不 明 で あ る が， 最 も 保存状態 の 良 い 「9_1」 に 帰属 さ せ た 。

「9_1 」 の保存状況

・ 「9_1」 （ 図版 9 )

下腿 を 除 く 「 ほ ぼ全身」 が残存 し て お り ， 色調 は茶

褐色 で， 白 い色調が混 じ る 。

大坐骨切 痕 は 女性的で， 耳状面前溝 も 存在す る 。 頭

骨 の眉 弓 お よ び乳様突起 も 女性的で あ る 。 従 っ て ， 性

別 は 「女性」 と 判 断 し た 。 左大腿骨頭窃 は phase 4 で，

耳状面 は phase 4 で あ る 。 ま た ， 鎖骨 の胸骨端 は 閉 鎖

し ， 第 3 大臼歯 は 萌 出 し て い る 。 よ っ て死亡時年齢群

は 「 中年」 と 判 断 し た 。 左上腕骨最大長 と 左尺骨最大

長か ら 計算 さ れた平均 身 長 は藤井式 で は 150.6 cm , 長

谷川 式 で は 1 56 . 9 cmで ， 総合 的 な 平 均 推 定 身 長 は

152.7 cm と な る 。 こ れ は ， 縄文時代人女性 と し て は や

や 高 い 。

頭 蓋 最 大 長 は 1 7 7 . 6 mm で ， 小 竹 貝 塚 女 性 平 均

( 1 76 .9  mm ) や 中 後晩期 女性平均 ( 1 76 .6 mm ) と ほ ぼ

同 じ値 で あ る 。 ま た ， 頭蓋最大幅 は 140.9 mmで， 小竹貝 塚女性平均 (145.1 mm) よ り 小 さ く ， 中 後晩期

女性平均 ( 140.6 mm) と ほ ぽ 同 じ 値 で あ る 。 長幅示 数 は 79.3 で 「 中 頭」 に 分類 さ れ る 。 上面観で は ，

頭頂結節 の 発達が 中 程度 で 楕 円 形 の 輪郭 を 示 す 。 後面観 の 輪 郭 は頭頂結節 か ら 側壁 が垂直 に 下 が る

家型 を 示 す 。 側 面観 は脳頭蓋が比較的低 く 前後が長 い 楕 円 形 で あ る 。 外後頭 隆 起 の 発達 は 弱 い 。 外

耳孔 は 円 形 に 近 く ， 乳様突起 の 発達 は 弱 く ， 尖端 は 内 側 に 向 く 。 乳突上 陵 は 明 瞭 で あ る 。 側頭線は

頭頂骨 で は 不 明 瞭 で あ る が， 前頭骨 で は 明 瞭 で あ る 。 下顎裔 は 深 く 狭い 。 前頭骨 の 頬骨突起 は 外側

に 張 り 出 し ， 眼窟上縁 は 厚 い 。 下顎骨 の 上 面観 は オ ト ガ イ が突 出 し 三 角 形 で あ る 。 角 前切 痕 は 認 め

ら れ な い 。 オ ト ガ イ 部の斜め上方で歯槽部 の下方 に溝状の 窪 み （歯槽下溝） が認め ら れ る 。 下顎枝 は
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高く細い。 筋突起は厚 < . 下顎枝前縁は直線的である。

歯の保存状況は以下の通りである。

皿 m 
5 4 

m m m 
3 4 5 

4 5 6 ⑦b ⑧b 

m m m II II 
数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を意昧する 。 丸数字とアルファ ベット は麟蝕とその場所を 窟味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「b」 、 舌側面 「 1」 ． 隣接面 「 c ( 顧歯が存在する 側 に 表記） 」 ． 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯の咬耗は全体的に強い。下顎右第2大臼歯は生前脱落し， 歯槽は吸収 さ れている。下顎左第2大臼

歯および第3大臼歯の頬側に鯖蝕が認められる。

左上腕骨の最大長は280 .0 mmで， 中後晩期女性平均(2 72 .0 mm)よりやや長い。 上腕骨の中央周は

左右とも61 .0 mmであり， 小竹貝塚女性平均値（右 56 .0 mm, 左 5 5 .9 mm)や中後晩期女性平均(60 .7

mm)よりも大きい値を示している。 ただ， 頑丈示数は19 .6 とやや低い値を示し， 中後晩期女性平均

(24 .4 )よりも小 さ く華奢であると言 える。 大胸筋付着部は明瞭で， 三角筋粗面の レ リ ーフや隆起も

明瞭である。 外側上顆の骨稜は外側に強く張り出す。 肘頭裔の外側壁に関節面の延長が認められる。

また， 滑車上方に明瞭な撓骨商が認められる。 撓骨の撓骨粗面は明瞭で． 骨間縁の発達は中程度であ

る。 円回内筋粗面の レ リ ーフは不明瞭である。 尺骨の撓骨切痕の後縁は骨間縁と骨稜として連続して

おり， 骨間縁の発達も中程度である。 手の骨はこの個体に属するものか明確ではない。

大腿骨中央周は右 78 . 5 mm, 左 78 .0 mmと小竹貝塚女性平均（右 76 .3 mm, 左 74 .7 mm)よりやや大き

いが 中後晩期女性平均( 79 .8 mm)より小 さ い。 殿筋粗面の隆起は弱い。 骨体後面の粗線は中程度

に突出しているが， 骨体中央示数は右106 .7, 左104 .1 と小 さ く， 柱状性は弱い。 骨体上断面示数は

右 76 .7, 左 76 .0 とやや扁 平である。 距骨頸の上面に骨隆起があることから， 路鋸姿勢を習 慣的に

行っていた個体であると推測できる。

・「9 _2 」（図版 9 )

「9 _1 」にはやや劣るが， 全身骨が部分的に残存し

ている。 色調は「9 _1 」と異なり， 暗褐色を示し， 白

(1 76 .9 mm )や中後 晩期女 性 平 均(1 76 .6 mm)より

小 さ い。 頭蓋最大幅は149 .3 mmで， 小竹貝塚女性平

均(14 5 .1 mm)や中後 晩期女性平均(140 .6 mm)よ
「9_2」 の保存状況

り大きい。 従って， 長幅示数は86 .9 と大きく， 短頭で

ある。 上面観の輪郭では， 頭頂結節の発達が強く卵型を示す。 後面観の輪郭は， 頭頂結節から緩やか

に膨らみを持って乳様突起に至る気球型を示す。 側面観は頭蓋冠部が比較的低く， 前後が長く見える
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楕 円 形 で あ る 。 外後頭 隆起 の 発達 は 痕跡 的 で あ る 。 外耳孔 は 楕 円 形 で ， 長軸 が斜 め で あ る 。 乳様突

起の発達 は 弱 く ， 尖端 は下方 に 向 く 。 乳突上 陵 は 不 明 瞭で あ る 。 側頭線は頭頂骨 で は不明瞭で あ る が，

前頭骨 で は 明 瞭 で あ る 。 下顎臨 ば深 く 狭い 。 頬骨の縁結節 の発達 は 弱 い 。 前頭骨 の頬骨突起 は外側 に

張 り 出 す 。 眼商上縁 は 薄 い 。 眼商 の 天井 に は 多孔質状 の ク リ ブ ラ ・ オ ル ビ タ リ ア が認 め ら れ る 。

上腕骨 の 中 央周 は右 57.0 mm , 左 58.0 mm で あ り ， 小竹貝 塚女性平均 （右 56.0 mm , 左 55.9 mm) 

よ り や や 大 き い が， 中 後晩期 女性平均 (60.7 mm) よ り 小 さ い 。 三 角 筋粗面 の レ リ ー フ は 弱 く ，

隆起 も 弱 い 。 肘頭商 の外側壁 に 関節面の延長が認め ら れ る 。 尺骨 の椀骨切痕の後縁 は 骨 間 縁 と 連続 し

て い な い が， 骨 間縁の発達 は 強 い 。

左 大 腿 骨 中 央 周 は 7 8 . 5 mm と 小 竹 貝 塚 女 性 平 均

(74.7 mm) よ り 大 き い が， 中 後晩期女性平均 ( 79 . 8 mm ) 

よ り も 小 さ い 。 殿筋粗面 の レ リ ー フ は 弱 い 。 骨体後

面 で は粗線の み が後方 に わ ず か に 突 出 し て お り ， 骨体

中 央示 数 も 左 95.4 と 横径 の 方 が前後径 よ り も 大 き い と

い う 現代 人 の よ う な 形状 を 示 し て い る 。 骨体上 断面示

数は右 82.0, 左 82.4 と 扁 平 と は 言 え な い 。

・ 「9_3」 （ 図版 9 )

こ の 個 体 に 属 す る 人骨 は 「9_1 」 お よ び 「9_2」 と 重

複す る が， 本人骨 で の 同 一個体性 は 不確定で あ る 。 色

調 は茶褐色 で ， 白 い色調 は 混 ざ ら な い 。

「9_3」 の保存状況

性 を 判 定す る 根拠 と な る 部位が残存 し て い な い た め ，

性別 は 「不明」 で あ り ， 死亡時年齢群 は 「不明 ( 10 代

後半～老年） 」 と 判 断 し た 。

後頭骨 の外後頭隆起の発達 は 中 程度 で あ る 。

大腿骨 中 央周 は右 91 .0 mm と 小竹貝塚男 性平均 (85.9 mm) ま た は 女性平均 (76.3 mm) よ り も 太い 。

骨体の 断面形状 は粗線が強 く 後方 に 突 出 し て お り ， 骨体 中 央示数は右 1 19.7 と 高 い値 を 示 し ， 柱状

大腿骨 と 言 え る 。 大腿骨骨幹表面 に は 血管溝が認 め ら れ る 。

10 号人骨

こ の 人骨 は 散乱状態 で 出 士 し て い る 。 右肘関節部 と 左膝関節部が強 く 屈 曲 し た 状態 を 維持 し て い る 。

従 っ て ． 一 次埋葬 の 後 に 攪乱 を 受 け た 可 能性があ る 。 埋葬時期 は W期 に 分類 さ れて い る 。 重複部位

お よ び骨形態 か ら ， 主体 で あ る 「10_1」 と 「 10_2」 に 分 け た 。

・ 「 10_1」 （ 図 版 10)

頭骨の 一 部， 右上肢骨 ， そ し て左右下肢骨 が残存 し て い る 。 色調 は茶褐色 で ． 白 い色調が混 ざ る 。
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四肢骨の形態 は男性的である。 従 っ て ， 性別 は 「男

性 ？ 」 と判 断 した。 四肢骨の骨端線は癒合 し ているこ

とから， 死亡時年齢群 は 「成人（年齢不明）」 と判 断 し

た。

後頭骨の外後頭隆起の発達 は弱い。

右上腕骨の中 央周 は 66.0 mmであ り ， 小竹貝 塚男 性

平 均 ( 62 .9 mm ) よ り 大 き いが， 中 後 晩 期 男 性平均

( 7 1 .0 mm) よ り も 小さい。 三 角 筋粗面の レリ ー フ は

発達 し ， 隆起 も 強い。 外側上顆の骨稜 は 強 く 張 り 出

し ている。 肘頭裔の外側陛 に 関節面の延長 は 認 め られ

ないが， 滑車上方の椀骨裔 は 明 瞭である。 撓骨の撓骨

粗面 は 明 瞭で， 骨間縁の発達 は 中程度である。

「 1 0_ 1 」 の保存状況

大腿骨 中 央周 は 右 90.0 mm , 左 89.5 mmと小竹貝 塚

男 性平均（右 85.9 mm , 左 86.4 mm ) よ り 大 き く ， 中

後晩期男 性平均 (89.2 mm) とほ ぼ同程度である。 殿

筋粗面 は 陥 凹 する。 骨体の後面 は粗線がや や 突 出 し て お り ， 骨体 中 央示数 も 右 1 18.8, 左 1 15.7 と高

い値 を 示 し ている。 従 っ て柱状大腿骨と言 える。 骨体上断面示数は左 77.1 であ り ， 上部骨体は扁平で

あると言 える。 大腿骨骨幹表而 に は血管溝が認められる。 腟骨のヒ ラ メ 筋線は 明 瞭で， 鉛直線が認め

られる。

こ の個体 に属するかど う かは不明であるが， 骨折後 に 変形 し て 治癒 した痕 跡 （変形性治癒骨折）が

見られる肋骨がある（図版 74) 。 断片であるため ， 肋骨の同定は不可能である。

・ 「10_2」（図版 10)

「 1 0_2」 の保存状況

右下肢のみ残存 し ている。 非常 に細 く 華奢であ り ，

「 10_1 」 とは 容易 に 区分で き る。 色調 は 黄褐色で， 白

い色調が混 ざらない。

筋 肉付着部のレリ ー フ は弱 く ， 四肢長管骨は細い。

そのため ， 性別 は 「女性 ？ 」 と判 断 した。 年齢 を 推定

する根拠が残存 し ていないため ， 死亡時年齢群 は 「不

明 (10 代後半～老年）」 と判 断 した。

大 腿骨 中 央 周 は 右 6 7 . 5 mm と小 竹 貝 塚 女 性 平 均

( 76 .3  mm ) や 中 後 晩 期 女 性 平 均 ( 79 . 8 mm ) よ り も

はるかに細い。 殿筋粗面 は 弱 く 陥 凹 し て お り ， 筋 肉付

着部のレリ ー フ も 不明瞭である。 骨体の断面形状 は粗

線のみが弱 く 突 出 し ， 柱状性 は示さない。 ただ， 横径

が小さいため骨体 中 央示数は 1 16.0 と高い。 骨体上 断

面示数は 81.7 とや や扁平である。 腔骨前縁 は鈍 く 直線

的である。 腔骨後面のヒ ラ メ 筋線は不明 瞭であるが，

鉛直線が認め られる。 栄養孔位周 は右 73.5 mmと小竹貝 塚女性平均 (76.3 mm) よ り も 小さい。 ま た，
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胚示数は 73.9 で あ り ， 扁平腔骨 と は言 え な い 。

1 1 号人骨

こ の 人骨 は屈葬状態 で 出 土 し て い る が， 体幹部 の姿勢 は 不 明 で あ る 。 左右膝関節 は 関節状態 を 維持

し て い る が， 下肢の直下 に 上腕骨が位置 し て い る た め ， 一 次埋葬後 に攪乱 を 受 け た 可能性が高 い 。 埋

葬時期 と し て は IlI期 に分類 さ れて い る 。 重複部位お よ び

骨形態 そ し て色調か ら ， 主体であ る 「11_1」 と ， 「11_2」 ,

「 1 1_3」 . 「 1 1_4」 , 「 1 1_5」 に分け ら れた 。

「 1 1 _ li 」 の保存状況

歯の保存状況 は以下の通 り で あ る 。

m 
c⑤c 

11

3

 

・ 「 1 1_1」 （図版 11 )

全身骨が部分的 に 残存 し て い る 。 色調 は 黄褐色 で ，

白 い色調が混 ざ ら な い 。

頭骨 の眉 弓 は 中 間 的 で あ る が， 乳様突起 は女性的 で，

四肢骨 の筋付着部の レ リ ー フ や骨幹太 さ も 女性 的 で あ

る 。 従 っ て ， 性別 は 「女性 ？ 」 と 判 断 し た 。 大腿骨頭

裔 は phase 5 で あ り ， 第 3 大 臼 歯 は 萌 出 し 咬耗面が認

め ら れ る 。 よ っ て死亡時年齢群 は 「老年」 と 判 断 し た 。

外後頭隆起 は 痕跡 的 で あ る 。 外耳孔 は楕 円形で， 長

軸が斜め で あ る 。 乳様突起の発達 は 弱 く ， 尖端 は 内側

に 向 く 。 乳突上陵は不明瞭であ る 。 下顎商 は深 く 狭い 。

m m rr II II 
2

 
3

 
7

 
8

 
6

II
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II
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 数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は願蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ． 頗側面

「 b」 ， 舌側面 「 1」 、 隣接面 「 c ( 麟歯が存在す る 側に表記） 」 ， 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯 の 咬耗 は 全体的 に 強 い 。 上顎右第 2 小 臼歯 の 近心お よ び遠心の 隣接面 で麒蝕があ り ， エ ナ メ ル 質減

形成 も 認め ら れ る 。

体幹骨 は 断片 的 で あ り ， 環椎， 軸椎， お よ び第 3 頸椎以外の 同 定 は不可能で あ っ た 。 軸椎 の右下 関

節面 に象牙質化が認め ら れ る た め ， 変形性頸椎症 に 罹患 し て い た と 判 断 さ れ る （ 図版 74) 。

左上腕骨 の骨幹最小周 は 50.5 mmで あ り ， 小竹貝 塚女性平均 (53.2 mm) よ り 小 さ い 。 外側上顆の骨稜

は 明 瞭 で あ り ， 肘頭窟 の外側壁 に 関節面の延長が認め ら れ る 。 撓骨禽 も 明瞭 で あ る 。 椀骨 の撓骨粗面

は 明 瞭 で あ る が， 骨 間縁の発達 は 弱 い 。 椀骨頭 の 関節環状面 は 部分的 に狭 く な っ て い る 。 円 回 内筋粗

面 の レ リ ー フ は不 明 瞭 で あ る 。 尺骨 の撓骨切痕の後縁 は 骨 間縁 と 骨稜 と し て 連続 し て お り ， 骨 間縁の

発達 も 中 程 度 で あ る 。 右手 の 第 2 中節骨 と 末節 骨 が湾 曲 し て 癒合 し て お り ， 指節癒合症 と 判 断 さ れ

る （ 図版 74) 。
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大腿骨 中 央固 は左右と も 74.0 mmで， 小竹貝塚女性平均 （右 76.3 mm , 左 74.7 mm) に 近い値 を 示

す が， 中 後晩期女性平均 (79.8 mm) よ り も 細い。 殿筋粗面 は 陥 凹 し て お り ． 骨体後面の粗線 は 中 程

度 に 突 出 し ている 。 骨体 中 央示数は右 110.6. 左 110.0 と前後径が横径 に 比 し て 長 く ． や や柱状性を

で， 白い色調が混 じ る 。

四肢骨はかな り 太 く 男性的な 印象 を 受け る 。 従 っ て， 性別 は 「男性 ？ 」 と判 断 した。 年齢 を 推定す

る 根拠が残存 し ていないため， 死亡時年齢群 は 「不明 (10 代後半～老年）」 と判 断 した。

右腔骨の栄養孔位周 は 90.5 mmで， 小竹貝塚男性平均 (88.6 mm) よ り 大 き い。 胚骨前縁 は 鈍 < .

その軌道 は や や 湾 曲 し ている 。 腟骨後面のヒラメ 筋線は不明 瞭であ り， 鉛直線は認められず， 陥 凹 し

ている 。 右腟示数は 70.4 という 値 を 示 し， 扁平腔骨では ない。

「 1 1 _3」 の保存状況

・ 「11_3」 （ 図版 11)

右大腿骨骨幹部のみ残存 し て お り， 色調 は 黄褐色で，

白い色調 は混 ざらない。

四肢骨はかな り 太 く 男性的な 印象 を 受ける 。 従 っ て

性別 は 「男性 ？ 」 と判 断 した。 年齢 を 推定す る 根拠が

残存 し ていないため， 死亡時年齢群 は 「不明 (10 代後

半～老年）」 と判 断 した。

大腿骨の表面 は破損が激 し < . 計測 は不可能であ る 。

骨幹の近位部の内 側縁 に 複数の線条 痕 が認 め られ る

（ 図版 75) 。 こ れ は げ っ 歯類の食損で あ る 可能性が あ

る が， 人為的損傷であ る 可能性 も 否定で き ない。
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「 1 1 _4」 の保存状況

「 1 1 _5」 の保存状況

葬時期とし て は IlI 期 に分類されて いる。

・ 「12_1」 （ 図版 12)

・ 「11_4」 （ 図版 11)

左右側頭骨の岩様部と四肢骨骨幹が残存 し て いる。

骨の色調 は黄褐色で， 白 い色調 は混 ざらな い 。

骨幹の長さから， 死亡時年齢群 は 「周産期」 と判 断

した。 性別 は 「不明」 である。

四肢骨骨幹の形状や太さから， こ れらの骨 は同一個

体 由 来 と 判 断される。 「 1 1 号 人 骨 」 の主体で あ る

「11_1」 とこ の個体との関係性は不 明であるが， 残 り

に く い周 産期の骨が揃 っ て いる こ とから， 合葬であ っ

た可能性がある。

・ 「11_5」 （ 図版 11)

右上腕骨骨幹と右胚骨骨幹が残存 し て いる。 色調 は

黄褐色で， 白 い色調 は 混 ざらな い 。 骨幹の長さから，

死亡時年齢詳 は 「周産期」 と判 断 した。 性別 は 「不明」

である。 「11_4」 よ り も や や小さい 。 こ の個体は 部分

的 に しか残存 し て い な いため ， 「11_1」 や 「11_4」 と

の関係性 は不明である。

12 号人骨

こ の人骨 は脚 を 左側 に 倒 した仰臥屈 葬状態で出土 し

て いる。 下部胸椎と腰椎， 左右肘関節． 左右股関節， 左

右膝関節 左右足関節が関節状態 を 維持 し て いる。 従っ

て ， 解剖学的位置 を 保 っ たま ま 埋葬された一次埋葬であ

り ． 充填環境で埋葬されたと推定される。 胸部 に は石皿

が配置されてお り 「抱石葬」 であ ったと考えられる。 ま

た， 本人骨の脇 に 人骨 (13 号人骨） が集積 し て いる。 埋

ほ ぼ全身が残存 し て お り ， 色調 は 暗褐色で， 貝 に 由 来する も のと思 われる白 い色調が混 ざる。

大坐骨切痕は男性的である。 頭骨の眉 弓 や乳様突起 も 男性的である。 従 っ て ， 性別 は 「男 性」 と推

定 した。 本個体の恥骨結 合面 は phase 3,  大腿骨頭窟 は phase 2, そ し て 耳状面 は phase 5 である。 ま

た， 鎖骨の胸骨端 は癒合 し ， 第 3 大臼歯 も 萌 出 し て いる。 以上のこ とから， 死亡時年齢群 は 「 中 年」

と判 断 した。 左右上腕骨最大長， 右撓骨最大長， 左右大腿骨最大長， 左右大腿骨 自 然位長， そ し て左

右胚骨最大長から計算された平均 身 長 は藤井式では 150.0 cm , 長谷川 式で は 157.7 cmであ り ， 総合的
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「 1 2_ 1 」 の保存状況
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な 平均推定身長は 153.5 cmである。

頭 蓋 最 大 長 は 1 6 9 . 6 mmで， 小竹貝塚 男 性 平 均

(180 . 2  mm ) や 中 後 晩期 男 性 平 均 (182 .8 mm ) よ り

も 小さい 。 ま た， 頭蓋最大幅 は 138.7 mmで， 小竹貝

塚 男 性 平 均 (1 4 6 .1 mm ) や 中 後 晩 期 男 性 平 均

(145 .1 mm) よ り も 小さい 。 長 幅示 数 は 81.7 で 「 短

頭 」 を 示 す 。 バ ジ オ ン ・ ブ レ グ マ 高 は 比 較的高 く

(134.7 mm) . 小竹男 性平均 (130.7 mm) よ り 高 い が，

中 後晩期男性平均 (138.4 mm) よ り も 低い値 を示す。

頭 蓋 モ ズ ル ス は 147.7 と小竹貝塚男 性平均 (150 .0 )

や 中後晩期男 性平均 (155.2) よ り も 小さい 。 従 っ て，

本個体の頭骨 は全体的に小さい が高いと言 える。 頭骨

の前面観 は 幅広 く， 低顔である。 上面観 は頭頂結 節の

発達が中程度で楕 円形の輪郭 を示す。 後面観の輪郭 は，

頂結 節 から緩や かに膨らみ を 持 っ て乳様突起に至る気

球型 を示す。 側面観 は脳頭蓋が高 く， 前後が短い 円形である。 外後頭隆起の発達 は 弱 い 。 外耳孔 は楕

円形で． 長軸が斜めである。 乳様突起の発達は や や弱 く ． 尖端 は下方に向 く 。 乳突上陵は不明瞭である。

側頭線は頭頂骨では不明瞭であるが， 前頭骨で は 明 瞭である。 頬骨弓の下縁 は厚 < . 筋粗面 も 明瞭で

ある。 下顎商 は深 く 広 い 。 頬骨の縁結 節の発達 は弱 < . 前頭骨の頬骨突起 は外側に張 り 出 す 。 顔面の

正面観 は 四角 形で， 眼高 は上下に狭 く 四角形である。 眼裔上縁は厚 く 直線的である。 上顎骨の犬歯裔

は 弱 い 。 梨状口の下縁 は 鋭 < . 上顎骨 間 縫合部 は 平坦である。 下顎角 幅 は 112.3 mmと小竹貝塚男 性

平均 (101.9 mm) や 中 後晩期男 性平均 (103.2 mm) よ り も 大 き い 。 頭 骨 そ の も のが小さい こ とを 考

慮すると． 下顎角 がか な り 外側に広 が っ て いると言 える。 下顎骨の上面観 は オ ト ガイ部が突 出 し， 台

形である。 角 前切痕 は認められな い 。 下顎枝 は 広 く 高 い 。 筋突起 は厚 く 前方に突 出 するため ． 下顎枝

前縁 は湾 曲 し て いる。

歯の保存状況 は 以下の通 り である。

7 ⑥c 5 
II II II 

II 
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数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧餞とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 顧歯が存在する 側に表記） 」 ， 歯槽饂漏「p」 ) 。 ロ ーマ数字 はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯の咬耗 は犬歯～小臼歯部で強 い 。 下額右第 1 大臼歯の近心面に麒蝕が認められる。 ま た， エ ナ メ ル

質減形成 も 認め られる。 上顎右の中切歯～犬歯にかけての歯槽が吸収されて いる。

体幹骨 は部分的では あるが， 全ての頸椎と第 3 腰椎以外の4 つの腰椎が同定可能である。 第 5 頸椎

の下関節面と第 6 頸椎の上関節面に変性が認められるため， 変形性頸椎症が疑われる（図版 75) 。 ま た，

第 1 腰椎椎体の下面と第 2 腰椎椎体の上面にシ ュ モ ー ル結 節が懃め られる（図版 75) 。

上 腕 骨 の最 大 長 は 右 262 .0 mm , 左 265 .4 mmと小竹貝塚男 性 平 均（右 293 .9 mm , 左 289 .1 mm ) 

や 中 後晩期男 性平均 (291.1 mm) よ り も か な り 小さい値 を 示 す 。 上腕骨の中 央周 は 右 60.5 mm , 左
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5 形態分析

60 .0  mmであり． 小竹貝塚男 性平均（左右とも 62.9 mm ) や 中 後 晩期男 性平均 ( 71 .0 mm ) よりも細

い。 また， 頑丈示数は右 22.1 , 左 21 .1 と 中 後晩期男 性平均 (24.4) よりも華奢である。 大胸筋付着

部の発達は強いが， 三 角 筋粗面の レリ ー フ は弱 く ． 隆起も弱い。 外側上顆の骨稜は明瞭である。 肘頭

商の外側壁に関節面の延長が認められ， 滑車上方の撓骨商も認められる。 右上腕骨近位端の二頭筋腱

溝に膜状の骨増殖が認められる（ 図版 75) 。 これは二頭筋腱の炎症によって形成されたものと推測

される。 撓骨の撓骨粗面は明 瞭で， 骨間縁の発達は 中 程度である。 撓骨頭の関節環状面は全周にわた

って認められる。 円 回 内筋粗面の レリ ー フは明瞭である。 撓骨の遠位関節面にリ ッ ピングがわずかに

認められる。 尺骨の撓骨切痕と骨間縁との連続性は認められるが， 骨間縁の発達は弱い。 右手の第 3

基節骨の遠位部に骨増殖があり， 第 3 中節骨の近位端と骨増殖部で関節する（図版 75) 。 これは， 生

前に右 中 指の第 2 関節で脱臼しながらも動かしていたことを示唆する。

大腿骨最大長は右 381 .9 mm , 左 381 .3 mmであり， 小竹貝塚男 性平均（右 41 9.6 mm , 左 41 8.2 mm ) 

や 中 後 晩期男 性平均 (41 6 .9 mm ) よりも 小さい値を示す。 骨体 中 央周は右 80.0 mm , 左 81 .0 mmと

小竹貝塚男 性平均（右 85.9 mm , 左 86.4 mm) や 中 後晩期男 性平均 (89.2 mm) よりも 小さい。 ただし，

頑丈示数は右 20.9 , 左 21 .2 であり， 中 後晩期男 性平均 (21 .4) と ほ ぼ同 じ である。 殿筋粗面の隆起

は弱い。 骨体の断面形状 ば 粗線が中程度に後方に突出しており， 骨体中 央示数は右1 25.1 , 左11 7.6

と柱状性を示している。 骨体上 断面示数は右 75.3, 左 74.5 であり， 上部骨体が扁平であると言 え る。

大腿骨頸部にア レ ン頸窟が見られる。 腔骨最大長は右 31 4.5 mm , 左 31 4.0 mmであり． 小竹貝塚男 性

平均（右 349.5 mm , 左 342 .8 mm ) より短い。 栄養孔位周は右 82.0 mm , 左 82 .5 mmと 小竹貝塚男 性

平均（右 88.6 mm , 左 88.8 mm) よりも細 い。 腔骨前縁は鋭 く 直線的である。 腔骨後面の ヒ ラ メ 筋線

は明 瞭で， 発達した鉛直線が認められる。 そのため， 腔示数は右 61 .8 , 左 63.3 とい う 値を示し， 扁

平腔骨であると言 える。 腟骨の前縁付近にも血管溝が認められる。 胚骨遠位端の前下裔は明瞭であり，

距骨頸の上面に骨隆起があ り 滑車関節面の前方延長が認められること， そして内果関節面にも延長

が認められることから， 躁据姿勢を習慣的に行っていた個体であると推測で き る。 第1 中足骨の背面

に脆座 小面が認められることから， 中足指節 関節を強 く 背屈させる習慣もあった個体と推測される。

13 号人骨

この人骨は散乱状態で出土している。 大腿骨の遠位端と胚骨の近位端が近接しているが， 大腿骨の

近位端と腟骨の遠位婚も近接し， 結果として骨の長軸が平行に並ん だ状態にある。 頭骨は 「23 号人骨」

の左上肢に近接し， 下肢骨との位置関係は解剖学的な位置関係から逸脱している。 従って， 一次埋葬後

に攪乱を受けたものと判 断され， 恐ら く 「1 2 号人骨」を埋葬する際に先に埋葬されていた「1 3 号人

骨」 を整理したと推測される。 埋葬時期としては IlI期に分類されている。 重複部位および骨形態か

ら， 主体である 「1 3_1 」と， 「1 3_2」. 「1 3_3」に分けた。

・ 「1 3_1 」（図版1 3)

全身骨が部分的に残存しており， 比較的保存状態が良い。 色調は暗褐色で， 白 い色調は混 ざらない。

大坐骨切痕は男性的である。 頭骨の眉 弓 や乳様突起は共に男 性的である。 また， 四肢骨の形態も男

性的な印象を受ける。 従って， 性別は「男 性」 と判 断した。 本個体の大腿骨頭商は phase 3 であり．

第 3 大臼 歯は萌出し． かなり咬耗している。 以上のことから． 死亡時年齢群は 「 中年」と判 断した。
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「 1 3_ 1 」 の保存状況
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頭 蓋 最 大 長 は 1 7 4 . 9 mm で ， 小 竹 貝 塚 男 性 平 均

( 1 8 0 . 2  mm ) や 中 後 晩 期 男 性 平 均 ( 1 8 2 . 8 mm ) 

よ り 小 さ い 。 頭蓋最大幅 は 143.6 mm で ， こ れ も 小竹

貝 塚 男 性 平 均 ( 1 4 6 . 1 mm ) や 中 後 晩 期 男 性 平 均

( 145. 1  mm) よ り も 小 さ い値 を 示 す 。 長幅示 数 は 82. 1

で ， 短頭 を 示 す 。 ま た ． バ ジ オ ン ・ ブ レ グ マ 高 は

1 30 . 1 mm で あ り ， 小 竹 男 性平均 ( 1 30 . 7 mm ) と ほ ぼ

同 じ だが， 中 後晩期男 性平均 (138.4 mm) よ り も か な

り 低 い 。 頭蓋 モ ズ ル ス は 149.5 と 小竹貝 塚男 性平均

(150.0) や 中後晩期男 性平均 (155.2) よ り も 小 さ い 。

従 っ て ， 本個体の頭骨 は全体的 に小 さ い と 言 え る 。 頭

骨全体の前面観 は 幅広 く 四角 形であ る 。 上面観で は頭

頂結節 の発達が弱 く 細長い楕 円形の輪郭 を 示 す 。 前頭

骨 に は前頭縫合が残存 し て い る 。 後面観の輪郭は， 頭頂

結節か ら 緩やかに膨 ら み を持っ て乳様突起に至 る 気球型

を示す。 側面観は脳頭蓋が比較的高 く ， 前後が短い 円形であ る 。 外後頭隆起の発達は極め て弱 く 痕跡的で

あ る 。 大後頭孔の 辺縁 は粗 く 骨 隆起が見 ら れ る 。 ま た ， 後頭顆 は 湾 曲 が強 く 隆起 し て い る が， 関節延

長 は な い 。 外耳孔 は 円 形 に 近 く ， 乳様突起の発達 は 中程度で， 尖端 は下方 に 向 く 。 乳突上 陵 は 明瞭で

あ る 。 側頭線は頭頂骨 で は不明瞭で あ る が， 前頭骨 で は 明瞭で あ る 。 頬骨 弓 の下縁 は 太 < . 筋粗面 も

明瞭であ る 。 下顎商 は深 く 広 い 。 ブ レ グマ 部 に 骨 の肥厚が認め ら れ る 。 頬骨 の縁結節 の発達 は 弱 い 。

ま た ， 前頭骨 の頬骨突起 も 外側 に 張 り 出 す 。 顔面の前面観 は 四角 ＜ ， 眼裔上縁 は厚 く 直線的 で あ る 。

上顎骨 の 犬歯裔 は 浅 い 。 梨状口 の 下縁は鋭 < . 上顎骨 間縫合部 は平坦で あ る 。 ま た ， 梨状口外側縁の

前方への 突 出 は な い 。 下顎骨 の上面観 は オ ト ガ イ が突 出 し 三 角 形 で あ る 。 角 前切痕が認め ら れ る 。 下

顎枝 は低 く 広 い 。 筋突起 は厚 く 前方 に 突 出 す る た め ， 下顎枝の前縁 は 湾 曲 す る 。

歯の保存状況 は以下の通 り で あ る 。
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 数字は残存する 歯を 示 し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ペット は嗣蝕とその場所を 意味する （ 咬合面r o 」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面「 l」 ， 隣接面 「 c (顧歯が存在す る 悧に表記） 」 ， 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯 の 咬耗 は 全体的 に 強 い 。 上顎右第 2 小 臼歯か ら 第 3 大臼歯 ま で の 歯槽 に 歯槽膿漏 の痕跡が認め ら れ

る 。 エ ナ メ ル 質減形成 も 認め ら れ る 。

体幹骨 は 断片 的 で あ り ， 環椎， 軸椎以外で 同定は不可能 で あ っ た 。

上腕骨 の 中 央周 は 右 64.0 mm , 左 64.5 mm で あ り ， 小竹貝 塚男 性平均 （左右 と も 62.9 mm) よ り 大

き い が， 縄文 中 後晩期男 性平均 (71 .0 mm) よ り 小 さ い 値 を 示 す 。 大胸筋付着 部 は 強 く 隆起 し て い る

が， 三角筋粗面 の レ リ ー フ は 弱 く ， 隆起 も 弱い 。 外側上顆の骨稜 は 明 瞭で あ る 。 肘頭商 の外側壁 に 関

節面の延長が認め ら れ， 滑車上方 に撓骨商が認め ら れ る 。 撓骨 の骨 間縁の発達 は 弱 い が， 円 回 内筋粗

面 の レ リ ー フ は 明 瞭 で あ る 。 尺骨 の撓骨切痕の後縁 は 骨 間縁 と 連続 し て お ら ず， 骨 間縁の発達 も 弱 い 。
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下肢骨 も 部分的 に 残存 し て い る 。 大腿骨 の 骨体 中 央周 は右 87.0 mm , 左 90.0 mm と 小竹貝 塚男 性平

均 （右 85.9 mm , 左 86.4 mm ) よ り 大 き < . 中 後 晩期男 性平均 (89.2 mm) と ほ ぼ 同 程 度 で あ る 。 ま

た ， 左右 で太 さ が異 な る 。 大腿骨 の殿筋粗面 は 高 く 隆起 し て い る 。 骨体後面 の粗線は 中 程度突 出 し て

お り ， 骨体 中 央示 数 も 右 1 16. 1 , 左 1 13 .8 と 柱状性 を 示 し て い る 。 ま た ， 骨体上 断面示 数 は 右 77.5 ,

左 79.9 を 示 す た め ， 上部骨体 は 扁 平 で あ る 。 腔骨栄養孔位周 は 右 84.0 mm , 左 86.0 mm と 小竹貝 塚

男 性平均 （右 88.6 mm , 左 88.8 mm) よ り も 小 さ い 値 を 示 す 。 腔骨前縁 は 直線状 で鈍 い 。 後面 の ヒ ラ

メ 筋線 は 明 瞭 で ， 鉛直線が認め ら れ る 。 た だ ， 腔示数は右 67.5 , 左 60.8 と い う 値 を 示 し ， 左腔骨 は

「 1 3_2」 の保存状況

「 1 3_3 」 の保存状況
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扁 平 で あ る 。 大腿骨 も 胚骨 も 断面形状が左右 で異 な る

こ と か ら ， 下 肢 に 左 右 不 均 等 な 負 荷 が か か っ て い

た 可 能性があ る 。 腔骨遠位端 の前下腐 は 明 瞭 で あ り ，

距骨頸 の 上面 に 骨 隆起が あ り ， 滑車 関 節 面 の 前方延長

が認め ら れ， 内 果 関 節面 に も 延長が認 め ら れ る 。 従 っ

て ， 跨据姿勢 を 習 慣的 に 行 っ て い た 個体で あ る と 推測

で き る 。

・ 「 13_2」 （ 図版 13)

右大腿骨 の み残存 し て い る 。 色調 は 黄褐色 で ， 白 い

色調 は 混 ざ ら な い 。

大腿骨 の 筋 肉 付 着 部 や 太 さ は 男 性 的 な 印 象 を 受 け

る こ と か ら ， 性別 は 「男性 ？ 」 と 推定 し た 。 年齢 を 推定

す る 根拠が残存 し て い な い た め ， 死亡 時年齢群 は 「不

明 ( 10 代後半～老年） 」 と さ れ た 。

大腿骨 の後面の粗線は強 く 発達 し て お り ， 柱状大腿骨

と 推測 さ れ る 。 骨体後面 に線条痕 と 部分的 な平滑面があ

り ， 人為 的損傷 と 判 断 さ れ る （ 図版 75) 。

・ 「 13_3」 （ 図版 13)

左右側頭骨 の岩様部 と 右尺骨骨幹， 左大腿骨骨幹遠位

部お よ び左腔骨骨幹近位部が残存 し て い る 。 骨の色調 は

暗褐色 で ， 白 い色調 は 混 ざ ら な い 。

骨幹の長 さ や太 さ か ら ， 死亡時年齢群 は 「周産期」 と

判 断 さ れ， 性別 は 「不 明 」 で あ る 。

四肢骨骨幹 の 形状や 太 さ か ら こ れ ら の 骨 は 同 一個体

由 来 と 判 断 さ れ る た め ， 一 次埋葬 で あ る 可能性があ る 。

「13 号人骨」 の 主体であ る 「13_1」 や 隣接す る 「12_1」

と の 関係性は不明であ る 。 ま た ， 隣接 し て 出土 し た 「 4

号土器棺人骨」 と 同 一 個 体 由 来 で あ る 可能性があ る 。



第 VI 章 人骨の理化学的分析 • 形態分析

14 号人骨

この人骨は顔の左側を下にした仰臥屈葬状態で出土した。 左肘関節のみ 関節状態を維持している。

胸部に礫を配置した 「抱石葬」 であったと推定される。 写真で判 断する 限り， 右上腕骨は解剖 学的

位置から逸脱し， 左右大腿骨は平行に隣接し． 下腿骨は見られない。 よって． 一次埋葬後に攪乱を受

けたと推定される。 埋葬時期としては IlI期に分類されている。 重複部位および骨形態， そして色調

から， 主体である 「1 4_1 」 と， 「14_2」 . 「1 4_3」 に分けた。

「 1 4_ 1 」 の保存状況

・ 「1 4_1 」（図版1 4)

下腿骨を除 く ほ ぼ全身が残存しており， 色調は茶褐

色で， 白 い色調が混 じる。

大坐骨切痕は男性的であり， 頭骨の眉 弓 や 乳様突起

も男性的である。 従って， 性別は 「男性」 と判 断した。

第 3 大臼歯は萌出しており， 四肢骨の骨端線は閉鎖し

ていることから， 死亡時年齢群は 「成人（年齢不明）」

と判 断した。 左尺骨最大長 左大腿骨最大長， 左大腿

骨 自 然 位 長 か ら 計 算 さ れ た 平 均 身 長 は 藤 井 式 が

1 67.5 cm , 長谷川 式では 172.7 cmであり， 総合的な平

均推定身長は1 68.8 cmであ り 縄文時代人としては非

常に高 身長の個体である。

頭 蓋 最 大 長 は 1 8 7 . 6 mm で， 小竹貝塚男 性 平 均

(1 80.2 mm) や 中 後晩期男 性平均 (1 82.8 mm) よりも

大 き い値をとる。 それに対して， 頭蓋最大幅は1 43.2

mmで， 小竹貝塚男性平均 (1 46.1 mm) や 中後晩期男性

平均 (1 45.1 mm) より 小さい値を示すため， 長幅示数は 76.3 と 中 頭ではあるがや や 長頭に近い値を

示す。 上 面観では頭頂結節の発達が弱 く 細 長い楕 円 形を示す。 側 面観は脳頭蓋が比較的低 く ， 前

後が長い楕 円形を示す。 外後頭隆起は 中 程度に発達している。 外耳孔は 円形に近 く ， 乳様突起は発

達し， その尖端は下方に向 く 。 乳突上陵は明瞭である。 側頭線は頭頂骨では不明瞭であるが， 前頭骨

では明瞭である。 下顎商は深 く 狭い。 ブ レ グマ部に骨の肥厚が認められる。 眼商上縁は厚 く 直線的で

ある。 下顎骨の上面観はオトガイ 部がや や突出した放物線状である。 角 前切痕は認められない。 オト

ガイ 部の斜め上方に歯槽下溝が認められる。 下顎枝は高 く 広い。 筋突起は厚 く ， 下顎枝の前縁は直線

的である。

歯の保存状況は以下の通りである。

I I II II 
8 7 6 5 

7 6 

II I 

m m II II 
1 3 4 5 

3 4 5 6 7 8 

II II II II II I 

数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「b」 ． 舌側面 「 l」 ． 隣接面 「 c ( 麟歯が存在す る 側に表記） 」 ． 歯槽鱗漏 「p」 ) 。 ロ ーマ数字はプ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯の咬耗は全体的に弱いが， 上顎 中切歯および犬歯の咬耗は強い。
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5 形態分析

体幹骨 は 断片 的 で あ り ， 環椎， 軸椎以外で 同 定 は不可能 で あ っ た 。

右鎖骨 の 肩 峰端が骨体 に 対 し て 下垂 し て い る が， 左側 は 下垂 し て い な い （ 図版 75) 。 上腕骨 の 中 央

周 は 右 69.0 mm , 左 66.0 mm で あ り ， 小竹貝 塚男 性平均 （左右 と も 62.9 mm) よ り も 大 き い が， 中 後

晩期男 性平均 (71 .0 mm) よ り も 小 さ い 。 左右差が大 き く 右側 の 方が太い 。 ま た ， 骨体の形状 を 示す

骨体断面示数 も 右 72.8 , 左 82.7 と 左右 で異 な る 。 大胸筋付着部 は 強 く 隆起 し ， 三 角 筋粗面 の レ リ ー

フ も 明瞭で， 強 く 隆起す る 。 外側上顆 は外側 に 強 く 張 り 出 す 。 肘頭窃 の外側壁 に 関節面の延長 は 認 め

ら れず， 滑車上方の撓骨商 も 認め ら れ な い 。 撓骨 の椀骨粗面 は 明瞭で， 骨 間縁の発達 は 中程度で あ る 。

円 回 内筋粗面の レ リ ー フ は不 明 瞭 で あ る 。 尺骨の撓骨切痕 は 骨 間縁 と 連続 し て お り ， 骨 間縁の発達 は

強 い 。

左大腿骨最大長 は 45 1 .7 mm で あ り ， 小竹貝 塚男 性平均 （右 419.6 mm , 左 418.2 mm) , 中 後晩期 男

性平均 ( 4 1 6 .9 mm ) よ り も か な り 大 き い 値 を 示 す 。 骨体 中 央周 は 右 97.0 mm , 左 94.0 mm と 小 竹貝

塚男 性平均 （右 85.9 mm , 左 86.4 mm) や 中 後晩期男 性平均 (89.2 mm) よ り も 大 き い 。 ま た ， 上腕骨

と 同 様 に左右差が強 く ， 右 が太い 。 左大腿骨 の頑丈示 数 は 20.8 と 中 後晩期男 性平均 (21 .4) よ り も

や や華奢で あ る 。 殿筋粗面 は 陥 凹 し て い る 。 骨体後面 は粗線が強 く 後方 に 突 出 し ， 骨体 中 央示数 も 右

131 .9 ,  左 123.8 と 大 き な 値 を 示 し て い る 。 柱状性 の 強 い 大腿骨 で あ る と 言 え る 。 骨体上 断面示数 は

右 89.2, 左 87.2 で あ り ， 上部骨体 は 扁 平 で は な い 。 こ れ ら の示数が示す よ う に ， 大腿骨骨体の形状

も 強 い左右差 を 示 し て い る 。

以上 の こ と か ら ， 本個体 は他の小竹貝 塚出土人骨 と は異 な り ， 右上肢 を よ く 利用 し て お り ， 下肢 に

も 右側 に よ り 負荷 の か か る 状態 で あ っ た と 推測 さ れ る 。 右鎖骨肩 峰端 の 下垂が強度で あ る こ と か ら ，

右肩 に 強い負荷の か か る 動作， 例 え ば運搬 な ど， に 従事 し て い た 可能性があ る 。

.. 

・ 「 14_2」 （ 図版 14)

顔面頭蓋 の 一 部 と 左上腕骨 と 右大腿骨 が残存 し て い

る 。 こ れ ら の骨 は 「14_1」 と 重複 し て お り ， 骨 の 太 さ や

頑丈 さ か ら こ の個 体 に 属 す る と し た 。 色調 は茶褐色 で ，

白 い色調 は 混 ざ ら な い 。

四肢骨 の筋 肉付着部や 太 さ は男性的 で あ る 。 よ っ で性

別 は 「男性 ？ 」 と 判 断 し た 。 死亡時年齢 を 推定す る 部位

が な い た め ， 「不 明 (lo 代後半～老年） 」 と 判 断 し た 。

下顎左第 1 大臼 歯が生前 に脱落 し て い る 。

体幹骨 は 断片 的 で あ り ， 軸椎 の み残存 し て い た 。

左上腕骨 の 中 央周 は 62.5 mmで あ り ， 小竹貝塚男性平

晩期男 性平均 (71 .0 mm) よ り も 小 さ い値 を 示す 。 三角

「 1 4_2」 の保存状況 筋粗面 の レ リ ー フ は 明 瞭 で ， 強 く 隆起す る 。
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「 11 4_3」 の保存状況

「 11 5_ 1 」 の保存状況

第 VI 章 人骨の理化学的分析 • 形態分析

右 大 腿 骨 骨 体 中 央周 は 94 .0 mm で 小 竹 貝 塚男 性平

均 ( 8 5 . 9 mm ) や 中 後 晩 期 男 性 平 均 ( 8 9 . 2 mm ) よ り

も 大 き い 。 大腿骨 の殿筋粗面 は 強 く 隆起 し て い る 。 骨

体の粗線 は 強 く 後方 に 突 出 し て い る 。 骨体中 央示数は

右 120.3 と 前後径が横径 に 比 し て 大 き く ， 柱状性 を 示

し て い る 。 骨体上断面示数は 89.3 と 扁平で は な い 。

・ 「 14_3」 （図版 14)

部分的 な骨が残存 し て い る が， こ れ ら は 「14_1」 と

重複す る 。 「 14_2」 と は 重複 し な い が， 骨 の 太 さ や色

調 な ど か ら ， 「 14_2」 と は 別 個体 と し た 。 色調 は 黄褐

色 で ， 白 い色調が混 ざ ら な い 。

性 を 判 定す る 根拠 と な る 部位が残存 し て い な か っ た

た め ， 性別 は 「不 明」 と 判 断 し た 。 ま た ， 死亡時年齢

群 も 「不明 (10 代後半～老年） 」 と 判 断 し た 。

特記すべ き 事項 は な い 。

15 号人骨

こ の 人骨 は散乱状態 で 出 土 し た 。 四肢骨 の 関節状態

は 維持 さ れて い な い 。 埋葬時期 と し て は W期 に 分類

さ れて い る 。 重複部位お よ び骨形態． そ し て色調か ら

「15_1」 と ． 「15_2」 . 「15_3」 . 「15_4」 ． そ し て 「15_5」

に分け ら れた 。 こ れ は便宜上 の個体分 け で あ り ， 各個

体 に お け る 人骨 の 同 一個体性 は不確定で あ る 。

・ 「 15_1 」 （図版 15)

全身骨が部分的 に 残存 し て い る 。 色調 は 黄褐色 で ，

白 い色調が混 ざ ら な い 。

頭骨 の眉 弓 は男性的で， 乳様突起 も 男性 的 で あ る 。

四肢骨 の 形態 も 男性 的 で あ る た め ， 性別 は 「男性」 と

判 断 し た 。 第 3 大臼歯が萌 出 し て い る こ と か ら ， 死亡

時年齢群 は 「成人 （年齢不明） 」 と し た 。

側頭骨 の外耳孔 は 円 形 に 近 く ， 乳様突起 は発達 し ，

尖端 は下方 に 向 く 。 乳突上 陵 は 明瞭で あ る 。 ブ レ グマ 部 に 骨 の肥厚が認め ら れ る 。 下顎骨 の上面観 は

オ ト ガ イ が突 出 し 三 角 形で あ る 。 角 前切痕 は な く ， 寧 ろ 切痕郎位が凸状 に な る 「 ロ ッ カ ー ジ ョ ー 」 で

あ る （屈版 75) 。 ま た ， オ ト ガ イ 部の斜め 上方 で歯槽下溝が認め ら れ る 。 下顎枝 は 高 く 細 い が， 筋突

起 は 厚 く 上方 に 突 出 し て い る 。

歯の保存状況 は以下の 通 り で あ る 。
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5 形態分析

II
 

m 
8 5 

8 7 6 

m m m 

m m m m m 
c④ op 5 ⑥ op 7 8 

7 8 

m m 
数字は残存す る 歯を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ベット は鵬蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「oJ , 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 『 c ( 顧歯が存在す る 側に表記） 」 ， 歯梧膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

こ れ ら 以外 に も 同 定不能の遊離歯が 3 本あ る 。 歯 の 咬耗 は全体的 に 強 い 。 上顎左第 1 小 臼歯の近心隣

接面や咬合面 に 鯖蝕が認め ら れ る が， こ れ ら の鯖蝕 は つ な が っ て い る 。 上顎左第 1 大臼歯の咬合面 に

も 鯖蝕が認め ら れ る 。 ま た ， こ れ ら の歯 の 歯根部 に は膿漏が認め ら れ る 。

同 定で き な い頸椎 の 関節部 に 変性が見 ら れ， 変形性頸椎症 の 罹患 を 疑 わせ る 。

左上腕骨 の 中 央周 は 63.0 mmで あ り ， 小竹貝 塚男 性平均 （左右 と も 62.9 mm) よ り 大 き い が， 中 後晩

期男 性平均 (71 .0 mm) よ り も 小 さ い 。 三 角 筋粗面 の レ リ ー フ は 明 瞭 で ， 隆起 も 強 い 。 撓骨 の 骨 間縁

の発達 は 中程度であ り ， 尺骨 の 骨 間縁の発達 も 中程度であ る 。

右大腿骨 の 骨 体 中 央周 は 86.0 mm と 小竹貝 塚男 性平均 (85.9 mm) と ほ ぼ 同 じ で あ り ， 中 後晩期男

性平均 (89.2 mm) よ り も 小 さ い 。 大腿骨 の殿筋粗面 は 陥 凹 し て い る 。 骨体後面 の粗線 は 強 度 に 突 出

し て お り ， 骨体中央示数 も 126.7 と 高 い値 を 示す 。 柱状大腿骨 で あ る と 言 え る 。 骨体上断面示数 88.9

と 扁 平 で は な い 。 大腿骨頸部 に ア レ ン 頸裔 が認め ら れ る 。 右腔骨 の 栄養孔位周 は 89.0 mmで ， 小竹貝

塚男 性平均 (88.8 mm) よ り も 大 き い 。 腔骨前縁 は鈍 < . そ の軌道 は や や湾 曲 し て い る 。 腔骨後面 の

ヒ ラ メ 筋線 は 明 瞭 で ， 鉛直線が認 め ら れ る 。 腔示数 は

54.7 で あ り ， 骨体 は 極 め て 扁 平 で あ る 。 腔骨 の 前縁付

近 に 血管溝が認め ら れ る 。 腟骨遠位端 の前下裔 は 明 瞭

で あ り ， 距骨頸 の上面 に 骨 隆起があ り ， 滑車 関節面の

前方延長 と 内 果 関 節面 に も 延長が認 め ら れ る 。 習慣的

な 躁据姿勢 を 行 っ て い た と 推測 さ れ る 。

「 11 5_2」 の保存状況
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・ 「 15_2」 （ 図 版 15)

下顎骨 の 一 部 と 右尺骨肘頭部 の み で ， 「 15_1 」 と 重

複 し て い る 。 色調 は 暗褐色 で ， 白 い色 調 が混 ざ ら な い 。

性 ・ 年齢 を 判 定す る 根拠 と な る 部位が残存 し て い な

か っ た た め ， 性別 は 「不明」 ， 死亡時年齢群 も 「不明 (10

代後半～老年） 」 と し た 。

下額骨 の 角 前切痕 は 認 め ら れ な い 。 下顎枝 は 低 く 広

い 。 ま た ， 筋突起 は厚 く 前方 に 突 出 す る 。

歯 の 保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。
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1

6
 

8

I

 

7

I

 数字は残存す る 歯を 示し． 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ベット は麒蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ． 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 IJ . 隣接面 「 c (繭歯が存在する 側に表記） 」 ． 歯槽膿漏 「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

死

・ 「15_4」 （ 図版 15)

左側頭骨 の 岩様部 と 右大腿骨骨幹部 と 左腔骨骨幹部

が残存 し て い る 。 同 定 は不 能 で あ る が， 椎 骨 の 破片 も

複数存在す る 。 骨 の色調 は茶褐色 で ， 白 い色調 は 混 ざ

ら な い 。

「 11 5_4」 の保存状況

右側頭骨 の 岩様部 と 下肢骨骨幹の 一 部 が残存 し て い

る 。 色調 は 暗褐色で， 白 い色調 は混 ざ ら な い 。

骨 幹 の 長 さ か ら ， 死亡 時年齢群 は 「胎児 」 と 判 断 さ

れ， 性別 は 「不明」 と し た 。 こ れ ら の 骨 は 同 一個体由 来で あ る 可能性があ り ， あ る 程度揃 っ て い る こ

と か ら ， 一 次埋葬 で あ る 可能性があ る 。 「15_1 」 や 「15_4」 と の 関係性 は不明 で あ る 。
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5 形態分析

「 1 5_5」 の保存状況

「 1 6_ 11 」 の保存状況

1 6 号人骨

この人骨は散乱状態で出土しているが， 長管骨は平

行に並べられている。 画像から判断する限り， 右腔骨

と右排骨の関節状態は維持されているが， それ以外の

骨は関節しておらず， 明らかに一次埋葬ではない。 埋

非時期としては II 期に分類されている。 重複部位およ

び骨形態， そして色調から， 「16 _1 」と 「16 _2 」に分

けた。 これは便宜上の個体分けであり， 各個体におけ

る人骨の同一個体性は不確定である。

・「16 _1 」（図版16 )

色調は黄褐色で， 白い色調が混じる。

大坐骨切痕は中間的であるが． 四肢骨の形態は女性

的であるため． 性別は 「女性？」 と判断した。 四肢骨

の骨端部は癒合が完了しているため， 死亡時年齢群は

「成人（年齢不明）」 とした。 右大腿骨最大長， 右大腿

骨 自 然 位 長 か ら 計 算 さ れ た 平 均 身 長 は 藤 井 式 で

149 .0 cm, 長谷 川式で1 51 .8 cmであり， 総合的な平均

推定身長は149 .9 cmである。

右上腕骨外側上顆の骨稜は明瞭である。 肘頭裔外側

壁の関節面延長はない。 また， 滑車上方の撓骨商も認

められない。 尺骨の撓骨切痕と骨間縁の連続があり，

骨間縁の発達も中程度である。

右大腿骨最大長は 388 . 5 mmであり， 小竹貝塚女性

平均( 38 5 .7 mm)よりわずかに大きいが， 中後晩期女

性平均( 392 . 5 mm)より小さい。 骨体中央局は84 .0 mm 

と小竹貝塚女性平均( 76 .3 mm)や中後晩期女性平均

( 79 .8 mm)よりも大きい。 また． 頑 丈示数は21 .6 と

中後晩期女性平均(20 .1 )よりも高い値を示す。 殿筋

粗面は強く陥凹している。 骨体の粗線は強く突出し， 骨体中央示数も12 3.9 と高い値を示す． いわゆ

る柱状大腿骨である。 骨体上断面示数は 79 . 5 と上音M骨体が扁平である。 大腿骨骨幹表面には血管溝が．

大腿骨頸部にはア レ ン頸裔が認められる。 左膝藍骨は外側上方の角が欠損した形状を示し。 また， 膝

蓋骨の外側関節面辺縁に骨増殖があるため， 変形性膝関節症が疑われる。 腔骨の栄養孔位周は左右と

も8 5 .0 mmであり， 女性平均（右 76 .3 mm, 左 76 .4 mm)よりも大きい。 腔骨前縁は鈍く， その軌 道

はやや湾 曲している。 腔骨後面の ヒラ メ 筋線は不明瞭で， 鉛直線が認められる。 腟示数は右 58 .2, 左

60 .6 であり， 扁 平腔骨である。 腔骨の前縁付近にも血管溝が認められる。 腔骨遠位端の前下商は明瞭

であり， 距骨頸の上而に骨隆起があり内果関節面にも延長が認められることから， 躁鋸姿勢を習慣的
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に 行 っ ていた個体であると推測される。

「 1 6_2」 の保存状況

18 号人骨

第 VI 章 人骨の理化学的分析 • 形態分析

・ 「 16_2」（図版 16)

左大腿骨骨幹部のみ が こ の個体 に含 ま れる。 色調 は

茶褐色で， 白い色調が混 じる。

性別 • 死亡時年齢 を 推定する根拠がないため， 性 は

「不明 」 ． 死亡時年齢群 は 「不明 ( 10 代後半～老年） 」

とした。

左大腿骨の骨体 中 央周 は 89.5 mmで， 小竹貝 塚男

性平均 (86.4 mm) や 女性平均 (74.7 mm) よ り 大 き < .

中 後晩期男 性平均 (89.2 mm) や 女性平均 (79.8 mm) 

よ り も 大 き い。 骨体後面の粗線 は 中 程 度 に 突 出 し

て お り， 骨体中 央示数 も 115.7 と前後径が横径 に 比 し

て や や大 き く， や や柱状性 を 示す 。

こ の人骨 は散乱状態で発掘された。 画像から判 断する限 り， いずれの骨 も 関節状態 を 維持 し ていな

い。 埋葬 時期と し て は III 期 に 分類されている。 重複部位および骨形態から， 「 18_1 」 と 「 18_2」 に

分けた

「 1 8_ 1 」 の保存状況

・ 「 18_1」（図版 17)

右上肢骨と左右下肢骨が残存 し ている。 こ れらは 同

一個体 由 来と考 え て 矛盾 は ない。 色調 は 暗褐色で， 貝

に 由 来する も のと思 われる白い色調が混 じる。

大坐骨切痕 は男性的であるため， 性別 は 「男性」 と

判 断 した。 大腿骨頭裔 は phase 5, 耳状面 は phase 6 で

ある。 ま た， 四肢骨の骨端線は癒合完了 し ている。 以

上のこ とから， 死亡時年齢群 は 「老年」 と判 断 した。

右撓骨最大長から計算された推定身長は藤井式 によ り

161 .6 cmである。

右上腕骨の中 央周 は 60.0 mmで あ り， 小竹貝 塚男

性平均 (62.9 mm) や縄文 中 後晩期男 性平均 (71 .0 mm) 

よ り も 小さい。 上腕骨外側 上顆の骨稜 は 不明瞭であ

る。 肘頭窟への関節面延長 は ないが， 滑車上方の椀骨

裔 は 認められる。 撓骨の椀骨粗面 は 明瞭で， 骨 間縁の発達 は 中程度である。 円 回 内筋粗面のレリ ー フ

は不明瞭である。 尺骨の撓骨切痕 は 骨 間縁と連続 し ている。 骨 間縁の発達 は 弱い。 同 定 出 来 ないが，

手の基節骨と中節骨との関節 に 変性が見られる（図版 75) 。

右大腿骨骨体 中 央周 は 83.0 mmと小竹貝 塚男 性平均 (85.9 mm) , 中 後晩期男 性平均 (89.2 mm) よ
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5 形態分析

り も 小 さ い 。 大腿骨 の殿筋粗面 の 隆起 は 弱 い 。 骨体後面 の粗線 は 弱 く 突 出 し て お り ， 骨体 中 央示数 も

108.3 で あ り ， 柱状性 は 弱 い 。 骨体上 断面示数 は 76.8 で上部骨体 は 扁 平 で あ る 。 右胚骨 の 栄養孔位周

は 88.0 mm と 小竹貝 塚男 性平均 (88.6 mm) と ほ ぼ 同 じ で あ る 。 腔骨前縁 は 直線 的 で鋭 い 。 腔骨後面

の ヒ ラ メ 筋線は 明瞭で， 鉛直線が認め ら れ る 。 腔示数は 55.6 と 小 さ く ， い わ ゆ る 扁平腔骨 で あ る 。 距

「 1 8_2」 の保存状況

19 号人骨

骨頸の骨隆起， 距骨滑車の前方延長， そ し て 内果関節

面 の 延長が認め ら れ る こ と か ら ， 跡据姿勢 を 習慣的 に

行 っ て い た と 推測 さ れ る 。 ま た ， 第 1 中足骨 の 背面 に

脆座小面があ る 。 右踵骨 の 関節面 に 変形があ る （図版

75) 。 右腔骨 の 骨 幹 中 央部 に 線条痕があ り ， 人為 的損

傷の可能性があ る （岡版 76) 。

・ 「18_2」 （ 図版 17)

下肢骨が残存 し て い る 。 「18_1」 よ り も 若 い個体で

あ る た め ， 区別 は容易 で あ る 。 色調 は 暗褐色 で， 白 い

色調が混 じ る 。

四肢骨 の 骨端 が未癒合 で あ る た め ， 死 亡 時 年 齢 は

「10 代前半」 と し た 。 性別 は 「不明」 で あ る 。

特記事項 は な い 。

こ の 人骨 は ， 顔 は左側 を ， 脚 は右側 を 下 に し た仰臥屈 葬状態 で埋葬 さ れた と 推定 さ れ る 。 下顎骨 を

除 く 頭骨 と 左肩部分が残存 し て い な い 。 右肩 関節， 左右肘関節． 椎骨， 右股関節が関節状態 を 維持 し

て い る 。 従 っ て ， 解剖学的位置 を 保 っ た ま ま 埋葬 さ れた 一 次埋葬 で あ る が． 後 に 攪乱 を 受 け た と 考 え

ら れ る 。 埋葬時期 と し て は 皿 期 に 分類 さ れて い る 。

「 1 9_ 1 」 の保存状況
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・ 「19_1」 （ 図版 18)

頭蓋 を 除 く 全身骨が残存 し て い る 。 色調 は 暗褐色 で，

白 い色調が混 じ る 。

大坐骨切痕 は男性的 で あ る 。 ま た 四肢骨 の 形態 も 男

性的 で あ る こ と か ら ， 性別 は 「男 性」 と し た 。 本個体

の恥骨結合面 は phase 2, 大腿骨頭裔 は phase 2, そ し

て 耳状面 は phase 1 で あ る 。 四肢骨 の 骨婚線は癒合完

了 し ， 第 3 大臼歯が萌 出 し て い る 。 以上 の こ と か ら ，

死亡時年齢群 は 「青年」 と し た 。 右上腕骨最大長 と 右

椀 骨 最 大 長 か ら 計算 さ れ た 平 均 身 長 は 藤 井 式 で は

162.8 cm , 長谷川 式 で は 172.0 cm で あ り ， 総合 的 な 平

均推定 身 長 は 165.9 cmで あ る 。 縄文時代人 と し て は 高

身長の個体で あ る 。
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下顎骨 の 角 前切痕 は認め ら れ な い 。 下顎枝 は 高 く 広 い 。 筋突起 は厚 く ， 前方 に 突 出 す る た め ， 下顎

枝前縁 は 湾 曲 す る 。

歯の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。

3

11

 

4

11
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11
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I

 数字は残存する 歯を 示 し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧蝕とその湯所を意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 顧歯が存在する綱に表記） 」 ， 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はプ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯 の 咬耗 は 全体的 に 弱 い 。 エ ナ メ ル質減形成が認め ら れ る 。

体幹骨 は下部胸椎お よ び腰椎 の 同 定が可能で あ っ た 。

右鎖骨最大長 は 154.0 mmで ， 小竹貝 塚男 性平均 (147.3 mm) や 中 後晩期男 性平均 (149.4 mm) よ り

も 大 き い 。 右上腕骨 の 最大長 は 3 1 6 .4 mm で ， 小竹貝 塚男 性平均 (293.9 mm) や 中 後晩期男 性平均

(291 . 1  mm) よ り も 大 き い 。 中 央周 は 59.0 mm で ， 小竹貝 塚男 性平均 (62.9 mm) や 中 後晩期男 性平均

(71.0 mm) よ り も 小 さ い 。 結果 と し て ． 長厚示数 は 17.5 と ， 中 後晩期男 性平均 (24.4) よ り も か な り

華奢で あ る 。 大胸筋付着部 は 強 く 隆起 し て い る が， 三角筋粗面の レ リ ー フ は弱 く ， 隆起 も 弱 い 。 外側

上顆の骨稜は不明瞭で あ る 。 肘頭裔 の外側壁 に 関節面の延長が認め ら れ． 滑車上方 に 明瞭 な撓骨裔が

認め ら れ る 。 撓骨 の撓骨粗面 は 明瞭で， 骨 間縁の発達 は 中程度であ る 。 円 回 内筋粗面の レ リ ー フ は不

明 瞭 で あ る 。 尺骨 の撓骨切痕 は 骨 間縁 と 連続 し ． 骨 間縁の発達 も 中程度で あ る 。

右大腿骨 の 骨体 中 央周 は 82.0 mm と 小竹貝 塚男 性平均 (85 .9 mm) や 中 後晩期男 性平均 (89.2 mm) 

よ り も 小 さ い値 を 示す 。 殿筋粗面 の 隆起 は 弱 く ， 骨体後面 の粗線は 中程度で後方 に 突 出 し て い る 。 骨

体 中 央示数は 1 13.1 と や や柱状性 を 示 し て い る 。 骨体上断面示数は 77.3 で あ り ． 上部骨体 は 扁 平 で あ

る 。 大腿骨 頸 部 に ア レ ン 頸 裔 が 認 め ら れ る 。 左 腔 骨 栄 養孔位周 は 93.0 mm で ． 小竹貝 塚男 性平均

(88.8 mm) よ り も 大 き い 値 を 示 す 。 腟骨前縁 は 置線

的 で鋭 い 。 腟骨後面の ヒ ラ メ 筋線は不明瞭で， 鉛直線

は認め ら れな い 。 し か し ． 腔示数は 59.1 で あ り ． 扁平

腔骨 で あ る 。 腔骨 の前縁付近 に 血管溝が認め ら れ る 。

距骨頸 の骨隆起や 内果関節面 の 延長が認め ら れ る こ と

か ら ． 躁鋸姿勢 を 習慣的 に 行 っ て い た個体で あ る と 推

測 で き る 。 ま た ， 第 1 中足骨 の 背面 に 脆座小面があ る

こ と か ら ． 中足指節 関節 を 強 く 背屈 さ せ る 習慣があ っ

た個体 と 推測 さ れ る 。

「20_ 1 」 の保存状況

20 号人骨

こ の 人骨 は右側 を 下方 に し た側 臥屈葬状態 で埋葬 さ

れた と 推定 さ れ る 。 本人骨 の背側 方 向 に は 「42 号人

骨」 が， 脚部の下方 に は 「47 号人骨」 があ る 。 膝関
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5 形態分析

節が屈 曲 し ， 閑節状態が維持 さ れて い る 。 従 っ て ， 解剖 学的位置 を 保 っ た ま ま 埋葬 さ れた 一 次埋葬 と

考 え ら れ る 。 埋葬時期 と し て は II 期 に分類 さ れて い る 。 骨形態 か ら ， 主体で あ る 「20_1 」 と ， 「20_2」 ,

「20_3」 に 分 け た 。

・ 「20_1 」 （ 図版 19)

ほ ぽ全身の骨が残存 し て い る が， 極め て 断片化 し て い る 。 色調 は 暗褐色 で 白 い色調が混 じ る 。

頭骨の乳様突起 は女性的で， 四肢骨 の 形態 も 女性 的 で あ る 。 従 っ て ， 性別 は 「女性 ？ 」 と 判 断 し た 。

年齢 を 推定す る 根拠がな い た め ， 死亡時年齢群 は 「成人 （年齢不 明） 」 と 判 断 し た 。

頭骨の外後頭隆起の発達 は 痕跡 的 で あ る 。 乳様突起の発達 は 弱 い 。 下顎裔 は深 く 狭い 。

歯の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。

5

m

 

6

II

 

6

皿

5

皿

数字は残存する 歯を 示 し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ベット は麟蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬劃面

「 b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 鍼歯が存在する 側に表記） J ,  歯櫓膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

こ れ ら 以外 に 同 定不能 な 遊離歯が 1 本あ る 。 歯 の 咬

耗 は や や 強 い 。 上顎右第 1 小 臼 歯 の 歯槽が吸収 さ れて

い る 。

左上腕骨 の 中 央周 は 55.0 mmで あ り ， 小竹貝 塚女性

平均 (55.9 mm ) と ほ ぼ 同 じ で あ る が ， 中 後 晩期 女

性平均 (60.7 mm) よ り 小 さ い 。 上腕骨外側上顆 の 骨

稜 は 明 瞭 で あ る 。 尺骨 の撓骨切痕 は 骨 間縁 と 連続 し ，

骨 間縁の発達 も 中程度で あ る 。

右大腿骨 の 中 央周 は 78.0 mmで， 小竹貝 塚女性平均

( 7 6 . 3  mm ) よ り や や 大 き く ， 中 後 晩 期 女 性 平 均

(79.8 mm) よ り も や や小 さ い 。 大腿骨 の粗線 は 弱 く

突 出 す る 。 骨体 中 央示 数 も 107.2 と 柱状性 は 弱 い 。

・ 「20_2」 （ 図版 19)

左右側頭骨 の岩様部， 左右上腕骨骨幹， 右大腿骨骨

幹が存在す る 。 色調 は 暗褐色 で ， 白 い色調が混 じ る 。

骨端の癒合状況か ら ， 死亡時年齢群 は 「 10 歳前後」 で あ り ， 性別 は 「不 明」 で あ る 。

「20_2 」 の保存状況

特記事項 は な い 。

・ 「20_3」 （ 医版 19)

左側頭骨 の 岩様部， 下顎骨 ， 環椎， 左右大腿骨骨幹， そ し て左腔骨骨幹が残存 し て い る 。 色調 は 黄

褐色 で， 白 い色調が混 ざ ら な い 。
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骨端の癒合状況や歯の萌 出状況か ら ， 死亡時年齢群 は 「 3 歳前後」 と 推定 さ れ る 。

永久歯の残存状況 は 以下 の 通 り 。

6
 
I
O

 数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は麟蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 IJ . 隣接面 「 e ( 麟歯が存在す る 償に表記） 」 ， 歯槽膿漏 「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

ま た ． 乳歯 の保存状態 は 以 下 の 通 り で あ る 。 表記 は永久歯 と 同 じ で あ る 。

4 5 
I 0 

歯が部分的 に 黒色化 し て い る 。

特記事項 は な い 。

21 サ人骨

こ の 人骨 は散乱状態 で 出 土 し た 。 埋葬時期 は W期

に 分類 さ れて い る 。 重複部位お よ び骨形態 ， そ し て色

調か ら ， 「21_1」 と ， 「21_2」 , 「21_3」 に分け た 。 こ れは

便宜上 の個体分 け で あ り ， 各個体 に お け る 人骨 の 同 一

個体性 は不確定で あ る 。

・ 「21_1 」 （ 図版 20)

頭骨 の 一部 と 部分的 な 四肢骨が残存す る 。 色調 は 黄

褐色 で， 白 い色調 は 混 ざ ら な い 。� - 'ff 

「20_3」 の保存状況 頭骨 の眉 弓 は 中 間 的 な 形態 を 示す 。 従 っ て ． 性別 は

「不明」 で あ る 。 第 3 大臼歯が形成途上で あ る こ と か ら ． 死亡時年齢は 「青年」 と 判 断 し た 。

頬骨の縁結節 は 無い 。 下顎骨 の 角 前切 痕 は 無 く ， 下顎枝 は 高 く 広 い 。 筋突起 は厚 く ， 前方 に 突 出 す

る た め ． 下顎枝前縁 は 湾 曲 す る 。

歯の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。

8
 
I
O

 

6

I

 数字は残存する歯を示し 下線は形成途上を 怠味する 。 丸数字とアルファ ペット は麟蝕とその場所を 窯味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「 b」 ． 舌側面 「 l」 ． 隣接面 「 c (麒歯が存在する 鋼 に 表記） 」 ， 歯槽膿漏 「p」 ) 。 ロ ーマ数字 はブ ロ カ の咬耗度を 示す。
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5 形態分析

歯 の 咬耗 は 非常 に 弱 く ， 第 3 大 臼 歯 は 形成途上 で あ る 。

左胚骨 の 栄養孔位周 は 72.5 mm と 小竹貝 塚男 性平均 (88.4 mm) や 女性平均 (76.4 mm) よ り も 小

さ い 。 腔骨前縁 は 直線的 で鋭 い 。 後面 の ヒ ラ メ 筋線 は 不 明 瞭 で ， 鉛直線が認 め ら れ る 。 腔示 数 は

62.6 と い う 値 を 示 し ， 扁 平性 は 強 い と 言 え る 。 ま た ， 胚骨 の前縁付近 に 血管溝が認め ら れ る 。

「 2 1 _ 1 」 の保存状況 「2 1 _2 」 の保存状況

・ 「21_2」 （ 固版 20)

頭骨 の 一 部 と 左大腿骨 お よ び足根骨 の 一 部が残存 し て い る 。 「21_1 」 と 異 な り ， 色調 は 暗褐色 で ，

白 い色調 は混 ざ ら な い 。

大腿骨 の 形態 は男性的で あ る た め ， 性別 は 「男性 ？ 」 と 判 断 し た 。 頭蓋縫合 は 部分的 に 消 失 し て い

る こ と か ら ， 死亡時年齢群 は 「成人 （年齢不 明 ） 」 と 判

死亡時年齢群 は 「周 産期」 と 推定

さ れ る 。
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特記事項 は な い 。

22 号人骨

こ の 人骨 は頭部 と 断片 的 な 四肢骨片が出土 し て い る 。 調査区 の 端 に あ り ， 矢板 に よ っ て 大部分の 四

肢骨が損壊 さ れて い る 。 埋葬時期 と し て は W期 に 分類 さ れて い る 。

「22_ 1 」 の保存状況

た 。

前頭骨 の前頭結節 は 強 く 隆起 し て い る が， そ の 内板

は全体的 に 肥厚 し て お り ， 部分的 に 陥 凹 が認め ら れ る

（ 図版 76) 。 こ れ は な ん ら か の 病変 と 推測 さ れ る 。 外

後頭隆起 は 痕跡 的 で あ る 。 外耳孔 は 楕 円形で， 長軸が

垂直 に 近 い 。 乳様突起の発達 は 弱 < . 尖端 は 内側 に 向

く 。 乳突上陵 は不明瞭で あ る 。 頬骨縁結節 の発達 は 弱

ぃ 。 前頭骨 の頬骨突起 は外側 に 張 り 出 す 。 眼窟上縁 は

厚 く 直線的 で あ る 。 眼裔天井 に ク リ ブ ラ ・ オ ル ビ タ リ ア が痕跡 的 に認め ら れ る 。

体幹骨 は 断片 的 で あ り ， 環椎， 軸椎以外で 同 定 は不可能 で あ っ た 。

上腕骨 の 大胸筋付着部 は 強 く 隆起 し て い る が， 三 角 筋粗面の レ リ ー フ は 弱 く ． 隆起 も 弱 い 。

「24_ 1 」 の保存状況

24 号人骨

こ の 人骨 は散乱状態 で 出 土 し た 。 画像か ら 判 断す る

限 り ， 関節状態 を 維持 し て い る 骨 は な い 。 埋葬時期 と

し て は W 期 に 分類 さ れ て い る 。 重複部位 お よ び骨 形

態 そ し て色調 か ら ， 「24_1」 と 「24_2」 に分 け た 。

各個体 に お け る 人骨 の 同 一 個体性 は 不確定で あ る 。

・ 「24_1 」 （ 図版 22)

全身骨が断片 的 に残存 し て い る 。 色調 は 暗褐色 で，

白 い色調が混 じ ら な い 。

四肢骨 の 形態 か ら ， 性別 は 「男性 ？ 」 と 判 断 し た 。

四肢骨 の骨端は癒合完了 し て い る が， 鎖骨 の胸骨端 は
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5 形態分析

残存 し て い る こ と か ら ， 死亡時年齢群 は 「青年」 と 判 断 し た 。

歯の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。

6
m

 数字は残存する歯を示し 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ペット は顧蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬銅面

「 b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣撞面 「 c ( 鶴菌が存在す る 側に表記） 」 ， 菌槽巖漏 「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

左上腕骨 の 骨 幹最小周 は 53.5 mm で あ り ， 小竹貝 塚男 性平均 (58.7 mm) よ り も 細 い 。 た だ ， 大胸

筋付着部 は 強 く 隆起 し て い る 。 撓骨 の撓骨粗面 は発達 し ， 骨 間縁の発達 は 中程度で あ る 。 尺骨 の椀骨

切 痕 は 骨 間縁 と 連続 し ， 骨 間縁の発達 も 中 程度 で あ る 。

大腿骨 の殿筋粗面 は 陥 凹 し て い る 。

・ 「24_2」 （脳版 22)

四 肢 長 管 骨 が 部 分 的 に 残存 し て お り ， こ れ ら は

「 2 4_ 1 」 と 重 複 し ， よ り 細 い 。 色 調 は 黄 褐 色 で ，

白 い色調が混 ざ ら な い 。

四肢骨 の 形態 は女性的で あ る こ と か ら ， 性別 は 「女

性 ？ 」 と し た 。 上腕骨 の遠位骨端が完全 に 癒合 し て い

る こ と か ら ， 死亡時年齢群 は 「成人 （年齢不明） 」 と 判

断 し た 。

右 上 腕 骨 の 中 央周 は 53 .0 mm で ， 小 竹 貝 塚女性 平

均 ( 56 . 0 mm ) や 中 後 晩 期 女 性 平 均 ( 6 0 . 7 mm ) よ り

小 さ い 。 上腕骨 の三角筋粗面 の レ リ ー フ は弱 く ， 隆起

も 弱 い 。 外側上顆の骨稜 も 不明 瞭 で あ る 。

大腿骨 の 骨 体 中 央周 は 右 73 .0 mm , 左 7 1 . 0 mm と 小

竹 貝 塚女性平均 （ 右 76 .3 mm , 左 74 .7 mm ) や 中 後 晩

期 女性平均 (79 .8 mm) よ り も 小 さ い 値 を 示 す 。 殿筋

粗面 の 隆起 は 弱 く ， 痕跡 的 で あ る 。 骨体後面 の粗線の

突 出 は弱 く ， 骨体中央示数は右 104.9, 左 101.1 で あ り ， 柱状性 は示 さ な い 。 骨体上断面示数は右 76.9,

「24_2」 の保存状況

左 72.9 で あ り 上部骨体 は扁平で あ る 。 腔骨前縁 は鈍 く 直線的 で あ る 。 腔骨後面の鉛直線は認め ら れ

る 。 腔骨 の前縁付近 に は血管溝が認め ら れ る 。

25 号人骨

こ の 人骨 は左側 を 下 に 向 け た 側 臥屈葬状態 で 出 土 し た 。 左顎関節， 左股関節， 左膝関節が関節 し た

状態 で屈 曲 し て い る 。 従 っ て ， 解剖学的位置 を 保 っ た ま ま 埋葬 さ れた 一 次埋葬 で あ り ， 充填環境で埋

葬 さ れた と 推定 さ れる 。 埋葬時期 と し て は W期 に分類 さ れて い る 。 重複部位お よ び骨形態， そ し て色調か
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ら ， 主体で あ る 「25_1」 と ， 「25_2」 . 「25_3」 . 「25_4」 に 分 け た 。

・ 「25_1」 （ 図版 23)

「25_ 1 」 の保存状況

全 身 の 骨 が部分的 に 残存 し て い る 。 色調 は茶褐色

で ， 白 い色調 は 混 ざ ら な い 。

大坐骨 切 痕 は 女性 的 で あ り ， 耳 状 面 前 溝 も 認 め

ら れ る 。 頭骨 の 眉 弓 も 女性 的 で あ る が， 乳様突起 は

中 間 的 で あ る 。 従 っ て ， 性別 は 「女性」 と 判 断 し た 。

本個体の恥骨結合面 は破損 し て い る が， phase 2 � 4  

で あ り ， 大腿骨頭窟 は phase 2 で あ る 。 鎖 骨 の 胸 骨

端 は癒合完了 し ， 第 3 大 臼歯が萌 出 し て い る 。 従 っ

て ， 死亡時年齢群 は 「青年」 と 判 断 し た 。 左右大腿

骨 最 大 長 か ら 計 算 さ れ た 平 均 身 長 は 藤 井 式 で

145 .7  cm , 長谷川 式 で は 1 49 .3 cm で あ り ， 総合 的 な

平均推定身長 は 147.5 cmで あ る 。

頭 蓋 最 大 幅 は 1 4 8 . 4 mm で ， 小 竹 貝 塚 女 性 平 均

( 1 4 5 . 1 mm ) や 中 後 晩 期 女 性 平 均 ( 1 4 0 . 6 mm ) よ

り も 大 き い値 を 示す 。 後面観 の 輪郭 は ， 頭頂結節 か

ら 緩や か に膨 ら み を 持 っ て乳様突起 に 至 る 気球型 を 示 す 。 外後頭隆起の発達 は 痕跡 的 で あ る 。 外耳孔

は楕円形で， 長軸が斜め で あ る 。 乳様突起の発達 は 弱 く ， 尖端 は 内側 に 向 く 。 乳突上陵 は不明瞭であ

る 。 側頭線は頭頂骨 で は不明瞭で あ る が， 前頭骨 で は 明瞭であ る 。 下顎窟 は深 く 狭い 。 頬骨の縁結節

は存在 し な い 。 下顎骨 の上面観で は ， オ ト ガ イ の 突 出 は あ る が， 放物線形であ る 。 角 前切痕 は 認め ら

れ な い 。 下顎枝 は低 く 広 い 。 筋突起 は 薄 < . 下顎枝前縁 は 直線的 で あ る 。

歯の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。

I II II II II m m I II I I 

7 6 5 4 3 1 2 5 6 7 8 

⑧o ⑦ op ⑥o 5 2 4 5 ⑥o ⑦o ⑧o 

I I I IT I I II I I 

数字は残存する 菌を 示し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は麒蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「O」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 I」 ， 隣接面 「 c ( 嗣歯が存在する制に表記） 」 ， 歯槽歴漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯の咬耗 は切歯で は 強度で あ る が， そ れ以外は弱い。 下顎右第 2 大臼歯の咬耗度 は歯冠が破損 し て い る

た め不 明 で あ る 。 エ ナ メ ル 質 は 部分的 に 黒色化 し て い る 。 下顎 の左右第 1 - 3 大臼歯は鯖蝕が咬合面

に 見 ら れ る 。

撓骨 お よ び尺骨骨 間縁の発達 は 強 い 。

大腿骨最大長 は 右 377.2 mm , 左 377.6 mm で あ り ， 小竹貝 塚女性平均 （右 385.7 mm , 左 389.4 mm) 

や 中 後晩期 女性平均 ( 392 .5 mm ) よ り も 小 さ い 。 骨 体 中 央周 は 右 70.0 mm , 左 7 1 .0 mm と 小 竹 貝 塚

女性平均 （右 76.3 mm , 左 74.7 mm) や 中 後晩期 女性平均 (79.8 mm) よ り も か な り 小 さ い 。 頑丈示

数 は 右 18 .6 , 左 1 8 .8 と 中 後 晩期 の 平均 ( 2 1 .4 ) よ り も か な り 華 奢 な 大腿骨 で あ る こ と を 示 し て
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い る 。 大腿骨 の殿筋粗面 は 隆起が弱 く 痕跡 的 で あ る 。 骨体後面 は粗線の み が隆起 し て い る 。 骨体中 央

示数で も 右 101 .7 , 左 103.5 と 前後径が横径 と ほ ぼ同 じ で あ り ， 柱状大腿骨 で は な い 。 ま た ， 骨体上

断面示数は左右 と も 81 .3 と や や扁 平 な 上部骨体 で あ る こ と を 意味 し て い る 。 左腔骨 の 栄養孔位周 は

75.5 mm と 小竹貝塚女性平均 (76.4 mm) よ り も や や小 さ い 。 腔骨前縁 は 鋭 く ， そ の 軌道 は や や 湾 曲 し

て い る 。 ヒ ラ メ 筋線 は 不 明 瞭 で ， 鉛直線が見 ら れ な い 。 胚示数 は 55.4 と 低い値 を 示 し ， 扁 平腔骨 で

あ る 。

・ 「25_2」 （図版 23)

非常 に 断片 的 で ， 「25_1」 と 重複 ま た は 矛盾す る 部位 を 集 め た個体で あ る 。 色調 は 黄褐色 で ， 白 い

色調 は 混 ざ ら な い 。

性別 を 判 定す る 根拠 と な る 部位が残存 し て い な い た め ， 性別 は 「不 明」 で あ る 。 第 3 大臼歯が萌 出

し て い る た め ， 死亡時年齢群 は 「成人 （年齢不 明 ） 」 で あ る 。

遊離歯 の 保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。

II

2

 

I

5

 8

I

 数字は残存す る 歯を 示し 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧蝕ともD場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「 b」 ． 舌側面「 l」 ． 隣接面「 c (鍼歯が存在する側に表記） 」 、 歯槽鱗漏「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯 の 咬耗 は 全体的 に 弱 い 。

右手の 第 2 中節骨の遠位関節面 に 変性が生 じ て い る （図版 76) 。

「25_2」 の保存状況

・ 「25_3」 （医版 23)
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右 側 頭 骨 の 岩様部 と 左腔 骨 骨 幹部 の み 残存 し て い る 。 色 調 は 黄褐色 で ， 白 い 色 調 が混 ざ ら な い 。

岩様部 と 腔骨 の サ イ ズ か ら ， 死 亡 時年齢群 は 「5 歳前後」 と 推定 さ れ る 。 性別 は 「 不 明 」 で あ る 。

特記事項 は な い 。

「25_4」 の保存状況

・ 「25_4」 （ 図版 23)

前頭骨， 後頭骨， 側頭骨， 蝶形骨 の 一部が残存 し て

お り ， 左右大腿骨 お よ び腔骨 の骨幹部が残存 し て い る 。

色調 は茶褐色 で， 白 い色調が混 ざ ら な い 。

頭蓋骨お よ び骨幹の大 き さ か ら ， 死亡時年齢群 は 「周

産期 」 と 推定 さ れ， 性別 は 「不 明」 で あ る 。 色調や骨

形態 か ら ， こ れ ら の 骨 は 同 一個体由 来 と 考 え ら れ る 。

保存状態が良好で あ る た め ， 一 次埋葬 で あ る 可能性が

あ る 。

26 号人骨

こ の 人骨 は右 を 下 に し た 側 臥屈葬状態 で 出 土 し た 。

左肩 関節， 左肘関節， 左股関節， 左右膝関節が関節状

態 を 維持 し て い る た め ， 解剖学的位置 を 保 っ た ま ま 埋葬 さ れた 一 次埋葬で あ り ． 充填環境で埋葬 さ れ

た と 推定 さ れ る 。 埋葬時期 と し て は W期 に 分類 さ れて い る 。 重複部位お よ び骨形態 か ら ． 主体で あ る

「26_1」 と 「26_2」 に 分 け た 。

「26_ 1 」 の保存状況

・ 「26_1」 （ 図版 24)

体幹骨 を 除 く ほ ぽ全身が残存 し て お り ， 色調 は茶褐

色 で ， 白 い色調が混 じ る 。

大坐骨切痕 は男性的 で あ り ， 頭骨 の眉 弓 や乳様突起

も 男 性 的 で あ る 。 従 っ て 「男性」 と 判 断 さ れ る 。 本個

体の恥骨結合面 は phase 2, 大腿骨頭窟 は phase 2, そ

し て 耳状面 は phase 3 で あ る 。 鎖骨 の胸骨端 は 癒合完

了 し て お り ， 第 3 大臼歯が萌 出 し て い る 。 以上 の こ と

か ら ， 死亡時年齢群 は 「青年」 と 判 断 し た 。 右上腕骨

最大長， 左椀骨最大長， 右大腿骨最大長 右大腿骨 自

然位長 左右腟骨最大長 左誹骨 か ら 計算 さ れた平均

身長は藤井式で 156.8 cm, 長谷川 式 で 165.2 cmで あ り ，

総合的 な 平均推定身長 は 159.8 cmで あ る 。

頭 蓋 最 大 長 は 1 7 4 . 4 mm で ， 小 竹 貝 塚 男 性 平 均

( 1 80 .2  mm ) , 中 後 晩 期 男 性平均 ( 1 82 .8 mm ) よ り 小 さ い 値 を 示 す 。 ま た ， 頭 壷 最 大 幅 は 145 .0 mm 

で ， 小竹貝 塚男 性平均 ( 1 46. 1 mm ) や 中 後晩期男 性平均 ( 145 . 1 mm ) と 近 い 値 を 示 す 。 そ の 結 果 ，

長幅示数は 83.1 で 「短頭」 で あ る 。 上面観で は ， 頭頂結節 の発達が中程度で楕 円形の輪郭 を示す。 側
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5 形態分析

面観で は脳頭蓋が比較的低 く ， 前後が長い 楕 円 形で あ る 。 外後頭隆起 は 中程度 に発達す る 。 外耳孔 は

円 形 に 近 い 。 乳様突起 は発達 し ， 尖端 は下方 に 向 く 。 乳突上 陵 は 不 明 瞭で あ る 。 側頭線は頭頂骨 で は

不 明 瞭で あ る が， 前頭骨 で は 明瞭で あ る 。 下顎商 は深 く 狭い 。 ブ レ グマ 部 に 骨 の肥厚が認め ら れ る 。

頬骨 の縁結節 は存在せず， 前頭骨 の頬骨突起 は外側 に 張 り 出 す 。 眼裔上縁 は厚 く 直線的 で あ る 。 梨状

口下縁 は 鋭 い 。 下顎骨 の上面観で は オ ト ガ イ の 突 出 は あ る が， 放物線形であ る 。 角 前切痕は認め ら れ

な い 。 オ ト ガ イ 部 の斜め上方 に 歯槽下溝が認め ら れ る 。 下顎枝 は低 く 広 い 。 筋突起 は厚 く 前方 に 突 出

す る た め ， 下顎枝前縁 は 湾 曲 す る 。

歯の保存状況 は以下の通 り で あ る 。

II II II II II m m II I I II II 
7 6 5 4 3 2 3 4 5 6 7 

8 7 6 5 4 2 1 3 4 5 6 8 

I I I II II II II II II II II I 

数字は残存する 歯を 示し． 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ペット は嗣蝕とその場所を 怠味する （ 咬合面「o」 ． 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 r c ( 顕歯が存在す る 側に表記） 」 ， 歯槽屡漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯 の 咬耗 は 全体的 に 弱 い が， 前歯で や や 強い傾向 に あ る 。

左鎖骨最大長 は 147.0 mm で ． 小竹貝 塚男 性平均 ( 146.5 mm) よ り も や や 大 き い が， 中 後晩期男 性

平均 ( 149.4 mm) よ り も 小 さ い 。 右上腕骨 の最大長 は 290.5 mm と ， 小竹貝塚男性平均 (293.9 mm) よ り

も や や小 さ く ， 中 後晩期男 性乎均 (29 1 . 1 mm) と ほ ぼ 同 じ で あ る 。 上腕骨 の 中 央周 は 右 62.5 mm , 左

63.0 mm と ， 小竹貝塚男性平均 （左右 と も 62.9 mm) と 同程度で， 中後晩期男性平均 (71.0 mm) よ り も 細い。

ま た ， 右上腕骨 の 長厚示数は 20.7 と 中後晩期男性平均 (24.4) よ り も 華奢で あ る と 言 え る 。 大胸筋付

着部 は 強 く 隆起 し て お り ， 三角筋粗面 の 隆起 も 強 い 。 外側上顆の骨稜 は不明瞭で あ る 。 肘頭裔外側壁

の 関節面延長や ， 滑車上方に撓骨裔が認め ら れ る 。 撓骨 の撓骨粗面 は 明瞭で， 骨 間縁の発達 は 中程度

で あ る 。 ま た ， 円 回 内筋粗面の レ リ ー フ は不 明 瞭 で あ る 。 尺骨 の撓骨切痕 と 骨 間縁 と の 連続性は認め

ら れ， 骨 間縁の発達 は 中程度で あ る 。

右大腿骨最大長は 411.4 mmであ り ， 小竹貝塚男性乎均 (419.6 mm) や 中後晩期男性平均 (416.9 mm) よ

り も 小 さ い値 を 示す 。 骨体中 央周 は右 82.0 mm, 左 82.5 mm と 小竹貝 塚男性平均 （右 85.9 mm, 左 86.4 mm) 

や 中 後晩期男 性平均 (89.2 mm) よ り も 細 い 。 頑丈示数は 19.9 と 中 後晩期男 性平均 (21 .4) よ り も 華奢

で あ る こ と を示す。 殿筋粗面の 隆起 は 弱 く ， 骨体後面 の粗線の 突 出 も 弱 い 。 骨体 中 央示数 も 右 106.0 ,

左 101 .2 と 前後径 と 横径が ほ ぼ同 じ 大 き さ で ， 柱状性 は 認 め ら れ な い 。 骨体上断面示数 は右 79.9 ,

左 84.7 と ， 上部骨体 は や や 扁 平 で あ る 。 腔骨最大長 は右 339.2 mm , 左 339.6 mmで あ り ， 大腿骨 と 同 じ

く ， 小竹貝塚男性平均 （右 349.5 mm. 左 342.8 mm) よ り 小 さ い。 栄養孔位周 は右 86.0 mm, 左 90.0 mm と 小

竹貝 塚男 性平均 （右 88.6 mm , 左 88.8 mm) よ り も や や小 さ い 。 胚骨前縁 は 直線的 で鈍 い 。 ヒ ラ メ 筋線

は 明 瞭 で あ る が， 鉛直線 は 認 め ら れ な い 。 腔示数は右 71 .4 , 左 68.1 と い う 値 を 示 す こ と か ら ， 扁平

で は な い 。 腔骨 の前縁付近 に 血管溝が認め ら れ る 。 左排骨 の 骨体 中 央 に 骨増殖があ り ， や や肥厚 し て

い る 。 骨膜炎 と 推定 さ れ る （ 図版 76) 。 腟骨遠位端の前下商 は 明瞭であ り ， 距骨頸の骨隆起， 滑車関節

面 の前方延長， そ し て 内果関節面の延長が認め ら れ る こ と か ら ， 跡据姿勢 を 習慣的 に行 っ て い た個体

で あ る と 推測 さ れ る 。
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・「26 _2 」（図版24 )

「26_2」 の保存状況

第 VI 章 人骨の理化学的分析 • 形態分析

部分的な上肢骨と左大腿骨および右腔骨と排骨がこ

の個体に含まれる。 「26 _1 」 と重複する部位で， これ

らの骨が同一個体由来であるかどうかは不明である。

色調は茶褐色で白い色調が混じる。

四肢長管骨の形態は男性的であるため， 性別は 「男

性？」とした。本個体の大腿骨頭商は ph as e 1 であり，

四肢骨の骨端線は癒合している。 よって死亡時年齢群

は 「青年」 と判断した。 左大腿骨最大長， 左大腿骨自

然位長， 右腔骨最大長から計算された平均身長は藤井

式では1 5 5 .7 cm, 長谷川式では16 3.9 cmであり， 総合

的な平均推定身長は1 59 .0 cmである。

尺骨の撓骨切痕の後縁は骨間縁と骨稜として連続し

ている。

左大腿骨最大長は 399 .6 mmであり， 小竹貝塚男性

平均(418 .2 mm). 中後晩期 男性平均(416 .9 mm)よ

り小さい。 骨体中央周は81 . 5 mmと小竹貝塚男性平均(86 .4 mm)や中後晩期男性平均(89 .2 mm) 

よりも細い。 また， 頑 丈示数は20 .4 と中後晩期男性平均(21 .4 )よりも小さいため， やや華奢で

あると言 える。 殿筋粗面の隆起は弱く， 骨体後面の粗線の突出も中程度である。 骨体中央示数は

112 .1 と前後径が横径に比してやや大きく， 柱状性は弱い。 骨体上断面示数は80 .6 と上部骨体は

やや扁 平である。 大腿骨骨幹後面の遠 位端に多孔質な窪 みがあり， 線維性骨皮質欠損と推測され

る（図版 76 )。 腔骨最大長は 34 5 .0 mmであり， 小竹貝塚男性平均( 349 . 5 mm)より小さい。 栄養孔位周

は88 .0 mmと小竹貝塚男性平均(88 .6 mm)とほぼ同じである。 腔骨前縁は直線状で鋭い。 腟骨後

面の ヒラ メ 筋 線は明瞭で， 鉛直 線が認められる。 また， 腔示数は62 .1 であることから， 本個体

「27_ 1 」 の保存状況

の腔骨はやや扁平である。 腔骨の前縁に血管溝が認め

られる。 腔骨遠位端の前下窟は明瞭で， 距骨頸の骨隆

起があり， 内果関節面の延長が認められることから，

躁据姿勢を習慣的に行っていた個体であると考えられ

る。

27 号人骨

この人骨は散乱状態で見つかっており， 骨の関節状

態は維持されていない。 埋葬時期としてはW期に分

類されている。 重複部位， 骨形態， および色調から，

「2 7_1 」 と「2 7_2 」に分けた。各個体における人骨の

同一個体性は不確定である。
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5 形態分析

・ 「27_1」 （ 医版 25)

断片的な骨が残存 し て お り， 色調 は茶褐色 で， 白 い色調が混 ざらな い 。

大坐骨切痕 は女性的で あ り， 耳状面前溝が認められる。 従 っ て ． 性別 は 「女性」 と判 断 し た 。 本個

体の左大腿骨頭裔 は phase 2, 耳状面 は phase 2 で ある。 ま た， 四肢骨の骨端線は癒合完了 し て お り，

第 3 大臼歯 も 萌 出 し て いる。 以上のこ とから， 死亡時年齢群 は 「青年」 と判 断 し た 。

歯の保存状況 は 以下の通 り で ある。

I 

5 

⑦o ⑧o 
I I 

数字 は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ペット は顧蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬Ill面

「b」 ， 舌側面 「 1」 ， 隣接面 「 c ( 嗣歯が存在する 側に表記） J, 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯の咬耗 は全体的に弱 い 。 下顎左第2 お よ び第 3 大臼歯の咬合面に麒蝕が認められる。

右上腕骨の中 央周 は 54.0 mmで， 小竹貝 塚女性平均 (56.0 mm) や 中 後晩期女性平均 (60.7 mm) よ り

も 小 さ い 。

左大腿骨の骨体 中 央周 は 68.0 mmと小竹貝 塚女性平均 (74.7 mm) や 中後晩期女性平均 (79.8 mm) よ

り も 小 さ い 。 殿筋粗面 は 強 く 隆起 し て いる。 骨体後面の粗線 は 中 程度に突 出 し て いる。 骨体 中 央示

数は 1 12.1 で あ り， や や柱状性 を 示す大腿骨 で ある。 骨体上断面示数は 70.6 で あるた め， 上部骨体 は

「2 7_2」 の保存状況
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扁 平 で ある。 左胚骨の栄養孔位周 は 75.5 mmと小竹貝 塚

女性平均 （左 76.4 mm) よ り も や や小 さ い 。

腔骨前縁は直線状で鋭い 。 腟骨後面のヒ ラ メ 筋線は明瞭

で， 鉛直線が認められる。 ま た， 腔示数は 55.4 と小 さ い

値 を 示す た め， 扁平腔骨であると言 える。 遠位端の前下

商 は 明瞭であるこ とから， 跡据姿勢 を 習慣的に行 っ て い

た可能性がある。

・ 「27_2」 （図版 25)

頭蓋骨と左右腔骨骨幹部がこの個体に属する。 「27_1」

とほとん ど重複 は し な いが， こ ち らは若年個体であるこ

とから， 容易に区分 さ れた 。 色調 は黄褐色 で， 白 い色調

が混 じる。

歯の形成状況から， 死亡時年齢群は 「10 歳前後」 と推

定 さ れた 。 性別 は 「不明」 で ある。

永久歯の保存状況は以下の通 り である。
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゜ I ゜ ゜ ゜ I I ゜ ゜ ゜ ゜ I ゜
l 6 1 � 2. 1 1 2. J 1 .5. 6 l 

l 6 1 2 1 1 2 � 1 §_ 6 I � ゜ I I I I I ゜ ゜ ゜ I ゜ ゜
数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は戴蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面「 l」 ， 隣接面 「 c ( 麒歯が存在する 側に表記） 」 ， 歯槽膿漏 「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

また， 乳歯の保存状況は以下の通りである。

m 
4 

5 
m 

永久歯の咬耗は全体的に弱いが， 乳歯の咬耗は強 度である。

28 号人骨

この人骨は仰臥屈葬状態で埋葬されていた。 顎関節． 左右肩関節， 左右肘関節． 左右手関節， 左右

股関節， 左右膝関節， 左右足関節は関節状態を維持している。 従って， 解剖学的位置を保ったまま埋

葬された一次埋葬であり， 充填環境で埋葬されたと推定される。 埋葬時期は II 期に分類されている。

重複部位． 骨形態および色調から， 主体である「 28 _1 」 と「 28 _2 」 に分けた。

「28_ 1 」 の保存状況

・「28 _1 」（図版26 )

ほぼ全身骨が残存している。 色調は茶褐色で， 白い

色調は混 ざらない。

大坐骨切痕は男性的で， 恥骨前面の腹側弓も認めら

れない。 頭骨の眉 弓， 乳様突起も男性的である。 従っ

て， 性別は「男性」 と推定した。本個体の恥骨結合面

は ph as e 3, 大腿骨頭裔は ph as e 2, そして耳状面は

ph as e 2 である。 また， 鎖骨の胸骨端は癒合完了し，

第3大臼歯が萌出している。 以上のことから， 死亡時

年齢群は 「青年」 と判断した。 左右上腕骨最大長， 右

撓骨最大長， 右尺骨最大長 左右大腿骨最大長， 左右

大腿骨自然位長， 左腟骨最大長から計算された平均身

長は藤井式では1 54 .7 cm, 長谷川式では162 .1 cmであ

り， 総合的な平均推定身長は1 5 7.3 cmである。

頭 蓋 最 大 長 は182 .6 mm で ， 小 竹 貝 塚 男 性 平 均

(180 .2 mm)よりやや大きく， 中後晩期男性平均(182 .8 mm)とほぼ同じである。 頭蓋最大幅は

14 7.9 mmで， 小竹貝塚男性平均(146 .1 mm)に近く， 中後晩期男性平均(14 5 .1 mm)よりも大きい。

長幅示数は81 .0 で， 小竹男性平均(81 .1 )と同じく短頭である。， バジオ ン ・ ブ レグ マ 高は124 .8 mm 
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と 低 く ， 小竹男 性平均 ( 1 30.7 mm) や 中 後晩期男 性平均 ( 1 38.4 mm) よ り も 低 い 値 を 示 す 。 頭蓋 モ

ズ ル ス は 151 .8 と 小竹貝 塚男 性平均 ( 1 50.0) よ り も や や大 き い が， 中 後晩期男 性平均 ( 1 55.2) よ り

も 小 さ い 。 頭骨 の前面観 は顔が細 く ， 逆三角 形 に 見 え る 。 上面観 で は 頭頂結節 の発達が強 く 卵型の輪

郭 を 示す 。 ブ レ グ マ 部 に 骨 の肥厚が認め ら れ る 。 後面観の輪郭 は ， 頭頂結節 か ら 緩や か に膨 ら み を 持

っ て 乳様突起 に 至 る 気球型 を 示 す 。 側面観は頭蓋冠部が比較的低 < . 前後が長 く 見 え る 楕 円形であ る 。

外後頭隆起の発達 は 弱 い 。 大後頭孔の 辺縁 は粗 く 骨 隆起が見 ら れ る 。 後頭顆 は 湾 曲 が強 く ， 高 く 隆起

し ， 関節面 は延長 し て い る 。 外耳孔 は 円 形 に 近 い 。 乳様突起 は発達 し ， 尖端 は 下方 に 向 く 。 乳突上陵

は 明 瞭 で あ る 。 側頭線はすべて の領域で 明 瞭 で あ る 。 頬骨 弓 下縁 は太 く ， 筋粗面 も 明瞭で あ る 。 下顎

窟 は深 く 狭い 。 前頭骨 の頬骨突起 は外側 に 張 り 出 し て い る 。 眼裔上縁 は厚 く 直線的 で， 眼裔 は上下 に

狭 く ， 四 角 形 で あ る 。 下顎骨 の上面観 は オ ト ガ イ が突 出 し 三 角 形で あ る 。 角 前切痕 は認め ら れ な い 。

オ ト ガ イ 部の斜め上方 に 歯槽下溝が認め ら れ る 。 下顎枝 は 高 く 広 い 。 筋突起 は 薄 く ， 前方 に 突 出 す る

た め ， 下顎枝の前縁 ぱ湾 曲 す る 。

歯の保存状況 は以下の通 り で あ る 。
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 数字 は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ペット は顧蝕ともD場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬樹面

「 b」 ， 舌側面 「 1」 ， 隣接面 「 c (麒歯が存在する 側 に表記） J, 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯 の 咬耗 は 全体的 に 弱 い 。 エ ナ メ ル質減形成が認め ら れ る 。 上顎の左右側切歯が生前 に 脱落 し ， 歯槽

が吸収 さ れて い る （ 図版 76) 。 こ れ は抜歯風習 に よ る も の で あ る 可能性が高 い 。

第 2 腰椎の左上関節面 に軽度の変性が見 ら れ． 第 4 と 第 5 腰椎 の椎体上縁 に リ ッ ピ ン グが見 ら れ る こ

と か ら ． 変形性腰椎症 で あ っ た 可 能性があ る 。

鎖骨最大長 は 右 149.8 mm , 左 148.8 mm で ， 小竹貝 塚男 性平均 （右 147.3 mm , 左 146.5 mm) よ り 大

き く ， 中 後晩期男 性平均 ( 149.4 mm) に 近 い 。 右肩 甲 骨 の 関 節 裔 の 後方 部 に 骨増 殖 が 認 め ら れ る 。

ま た ， 右上腕骨 の 骨頭 関節面 と 二頭筋腱溝 の境界部分で も 骨増殖が認め ら れ る 。 こ れ ら の骨増殖が対

応 し て い る か ど う か は不 明 で あ る が， 関係があ る 可 能性があ る 。 上腕骨 の 最大長 は右 283.2 mm , 左

281 .6 mm と ， 小竹貝 塚男 性平均 （右 293.9 mm . 左 289 .1  mm) や 中 後晩期男 性平均 (291 . 1 mm) よ り

も 低 い値 を と る 。 上腕骨 の 中 央周 は右 58.0 mm , 左 56.0 mm と ， 小竹貝 塚男 性平均 （左右 と も 62.9 mm) 

や 中 後晩期男 性平均 (71.0 mm) よ り も 小 さ い 。 中 央周 は わ ず か に 右 が大 き く ． 上腕骨 の 骨体断面示

数 も 右 84.6 , 左 90.5 と 左右 で や や 異 な る 。 こ れ ら 上腕骨の左右差が肩 関節部 の 変形 と 関係があ る 可

能性があ る 。 ま た ， 最大長 と 骨幹最小周 の比率 で あ る 長厚示数は右 19.8 . 左 19.5 と い う 値 を 示す こ

と か ら ， 中 後晩期男 性平均 (24.4) よ り も 華奢で あ る と 言 え る 。 大胸筋付着部 は 強 く 隆起 し て い る が，

三角筋粗面の レ リ ー フ は弱 く ， 隆起 も 弱い （図版 76) 。 外側上顆の骨稜 は 明瞭であ る 。 肘頭商 の外側墜

に 関節面の延長が認め ら れる 。 椀骨の撓骨粗面 は 明瞭であ る が， 骨 間縁の発達は弱い 。 椀骨頭の 関節環

状面 は全周 に わ た っ て認め ら れる 。 円 回 内筋粗面の レ リ ー フ は 明瞭であ る 。 尺骨 の撓骨切痕 と 骨 間縁 は

骨性 に 連続 し て い る が， 骨 間縁の発達 は 弱 い 。

大腿骨最大長 は 右 397. 1 mm . 左 397.3 mm で あ り ， 小竹貝 塚男 性平均 （右 4 1 9 .6 mm , 左 4 1 8.2 mm ) 
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や 中 後 晩 期 男 性平均 ( 4 1 6 .9 mm ) よ り 小 さ い 値 を 示 す 。 骨 体 中 央周 は 右 78.0 mm , 左 78 .5 mm と 小

竹 貝 塚男 性平均 （右 85.9 mm , 左 86.4 mm ) や 中 後 晩 期 男 性平均 ( 89 .2 mm ) よ り も 小 さ い 。 ま た ，

頑丈示 数 は ， 右 19.6 , 左 19.8 と 中 後晩期男 性平均 (21 .4) よ り も 小 さ い値 を 示す 。 大腿骨 の殿筋粗

面 は 強 く 隆起 し て い る 。 骨体後面 の粗線は 中程度 に 突 出 し て お り ， 骨体 中 央示数は右 1 10.5, 左 107.2

で あ り ， 柱状性がやや認め ら れ る 。 骨体上断面示数は左右 と も 83.1 で あ り ， 上部骨体 は や や扁 平 で あ

る 。 大腿骨頸部 に ア レ ン 頸裔 が認 め ら れ る 。 左腔骨最大長 は 337.0 mm で あ り ， 小竹貝 塚男 性平均

( 342 .8  mm ) よ り 小 さ い 。 栄 養孔 位 周 は 右 8 7 . 5 mm , 左 84 .0 mm と 小 竹 貝 塚男 性平 均 （ 右 88 .6 mm , 

左 88.8 mm) よ り も 小 さ い 。 腔骨前縁 は 直線状で鈍い 。 胚骨後面 の ヒ ラ メ 筋線は極め て 明 瞭 で ， 鉛直

「28_2」 の保存状況

「29_ 1 」 の保存状況

線が認め ら れ る 。 腟示 数 は 右 75.2 , 左 69.0 で あ る た

め ， い わ ゆ る 扁平胚骨 で は な い 。 胚骨 の前縁 に 血管溝

が認め ら れ る 。 腔骨遠位端の前下裔 は 明 瞭で， 距骨頸

の骨隆起があ り ， 滑車関節面が前方 に 延長 し ， 内果関

節面 に も 延長が認め ら れ る 。 跡据姿勢 を 習慣的 に 行 っ

て い た個体であ る と 推測 で き る 。

・ 「28_2」 （ 図版 26)

断片 的 な 四肢骨が残存 し て い る 。 こ れ ら は大部分が

「28_1」 と 重複 し ， 色調 は 黄褐色 で ， 白 い色調が混 ざ

ら な い 。

性 を 判 定す る 根拠 と な る 部位が残存 し て い な か っ た

た め ， 性別 は 「不 明」 で あ る 。 上腕骨 の骨端 に は骨端

線が残存 し て い な い た め ， 死亡時年齢群 は 「成人 （年

齢不明 ） 」 と し た 。

29 号人骨

こ の 人骨 は散乱状態 で 出 士 し て い る 。 頭蓋 と 下顎骨

の 関節状態 は維持 さ れて い る が， そ の す ぐ脇 に大腿骨

や腔骨が位置 し て い る 。 従 っ て ， 一 次埋葬後 に攪乱 を

受 け て 四肢骨が動 い た と 考 え ら れ る 。 埋葬時期 と し て

は W 期 に 分類 さ れ て い る 。 盾複部位 お よ び骨形態 ，

そ し て色調か ら ， 「29_1 」 . 「29_2」 . 「29_3」 . 「29_4」 ,

「29_5」 に 分 け ら れた 。 各個体 に お け る 人骨 の 同 一個

体性 は不確定で あ る 。

・ 「29_1」 （ 図版 27)

頭骨 の 一部 と 四肢骨 の 一部が残存 し て い る 。 こ れ ら

の骨は同一個体由来の も の と す る 明確な根拠はない。 色調は
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5 形態分析

茶褐色 で 白 い色調が混 ざる 。

頭骨の眉 弓 は 女性 的 で あ り ， 乳様突起 も 女性的 で あ る 。 四肢骨 の 形態 も 女性的 で あ る た め ， 性別 は

「女性」 と 判 断 し た 。 上腕骨 に は 骨端線が残 っ て い な い 。 ま た ， 下顎骨 の 第 3 大 臼 歯 は 萌 出 し て い な

い が， 歯 の 咬耗 は 激 し い 。 よ っ て死亡時年齢群 は 「成人 （年齢不 明 ） 」 と 判 断 し た 。

外後頭隆起の発達 は 痕跡 的 で あ る 。 外耳孔 は 円 形 に 近 い 。 乳様突起の発達 は 弱 < . 尖端 は 内側 に 向

く 。 眼窃上縁 は 薄 く 直線的 で あ る 。 下顎骨 の 角 前切痕は認め ら れ な い 。 オ ト ガ イ 部上方の歯槽下溝が

認め ら れ る 。

歯の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。

c⑦b 

II 
5

m
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m

 数字は残存する 菌を 示し． 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は嗣蝕とその場所を意味する （ 咬合面「o」 ． 頬側面

「b」 ． 舌側面 「 l」 ． 隣接面 「 c ( 顧歯が存在す る 側に表記） 」 ． 歯槽磨漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯 の 咬耗 は 全体的 に 強 い 。 下顎左右第 3 大臼 歯 は 萌 出 し て い な い 。 右第 1 小臼歯～第 1 大臼歯， 左 中

切歯～犬歯 ま で歯槽膿漏が見 ら れ る 。 下顎右第 2 大臼歯の遠心面 と 頬側面 に鯖蝕が見 ら れ る 。

第 1 か ら 第 6 頸椎が残存 し て い る 。

右肩 甲 骨肩 峰の 関節面が多孔質化 し て い る 。 ま た ， 肩 甲棘の基部がわずか に 湾 曲 し 表面 に 骨増殖が

見 ら れ， 関節商 の後方 に 三 角 形 の 陥 凹 があ る （固版 76) 。 こ れ ら か ら ， 肩 甲棘の 変形性治癒骨折が疑

わ れ る 。 右上腕骨 の 骨幹最小周 は 48.0 mm と ． 小竹貝 塚女性平均 (52.6 mm) よ り も 小 さ い 。 大胸筋

付着部 は 不 明 瞭 で あ る が． 三 角 筋粗面 の レ リ ー フ は 明 瞭で， 隆起 も 強 い 。 椀骨 の 円 回 内筋粗面 の レ リ

ー フ は 明 瞭 で あ る 。

大腿骨 の 骨体 中 央周 は左右 と も 75.5 mm で あ り ， 小竹貝 塚女性平均 （右 76.3 mm . 左 74.7 mm) と

近 い 値 を 示 し ． 中 後晩期 女性平均 (79.8 mm) よ り も

小 さ い 。 骨体後面 の粗線は 中 程度 に 突 出 し ， 骨体中 央

示 数 も 右 1 1 5.3 , 左 1 15.9 と や や柱状性 を 示 す 。 骨体

上断面示数は左 97.5 と 高 い値 を 示す。 膝蓋骨 は逆三角

形で は な く ， 広筋切痕が見 ら れ る 。 腔骨前縁 は鈍 < .

そ の軌道 は や や 湾 曲 し て い る 。 腔骨後面 の ヒ ラ メ 筋線

は 明 瞭で， 鉛直線が認め ら れ る 。 腟示数は左 60.3 と い

う 値 を 示す た め ， 扁平胚骨 と 言 え る 。 腔骨 の前縁 に 血

管溝が認め ら れ る 。

「29_2」 の保存状況
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・ 「29_2」 （ 図版 27)

四肢骨 が部分的 に 残存 し て い る 。 「29_1」 と 重複 し

て い る 骨 で あ り 「29_1 」 よ り も や や 太 く 頑 丈 な 印象

を 受 け る 骨 を こ の個体 に 分 け た 。 こ れ ら の骨が同 一個

体由 来 と し て も 矛盾 は な い が， 色調 は 暗褐色 と 茶褐色
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の も の があ る た め ， 別個体由 来 で あ る 可能性 も あ る 。

性 を 判 定す る 根拠 と な る 部位が残存 し て い な い た め ， 性別 は 「不明」 で あ る 。 鎖骨の胸骨端が癒合

し て い る こ と か ら ， 死亡時年齢群 は 「成人 （年齢不 明） 」 と 判 断 し た 。

右上腕骨 の 中 央周 は 57.0 mm と 小竹貝塚男 性平均 (62.9 mm) と 女性平均 (55.9 mm) の 中 間 で あ る 。

三 角 筋粗面 の 隆起 は 強 く ， 椀骨神経溝が明 瞭 で あ る 。 尺骨 で は撓骨切痕 と 骨 間縁は連続 し ， 骨 間縁の

発達 は 強 い 。

大腿骨 の 骨体後面 で は粗線の み が後方 に や や 突 出 し て お り ， 骨体 中 央示数は左 105.0 と 矢状径 と 横

径 は ほ ぼ同 じ 長 さ で あ り ， 柱状大腿骨 で は な い 。 腔骨前縁 は 直線的 で鈍 い 。 後面 に 鉛直線は な い 。 腔

示数は計算不能 で あ る が， 扁 平で は な い 。

「29_3」 の保存状況

「29_5」 の保存状況

「29_4」 の保存状況

・ 「29_3」 （ 図版 27)

「29_1 」 お よ び 「29_2」 と 重複す る 左大腿骨骨幹近

位部 の み が こ の個体 に 属 す る 。 色調 は茶褐色 で 白 い色

調が混 ざ ら な い 。 表面 の磨滅が激 し い 。

性 • 死亡時年齢 を 判 定す る 根拠 と な る 部位が残存 し

て い な い た め ， 性別 は 「不明 」 ， 死亡時年齢群 は 「不明

(10 代後半～老年） 」 と 判 断 し た 。

左大腿骨 の 骨体上断面示 数 は 85.7 と 比較 的大 き な

値 を 示 し ， 上部骨体 は扁平で は な い 。

・ 「29_4」 （ 図版 27)

左側頭骨 の 岩様部 と 右大腿骨 お よ び右腔骨 の骨幹近

位部が残存 し て い る 。 骨 の色調 は 黄褐色 で， 白 い色調

は 混 ざ ら な い 。
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骨幹のサ イ ズから， 死亡時年齢群は「 胎児」とし， 性別は「 不明」とした。

特記事項はない。

・「 29 _ 5 」（図版2 7)

左右左側頭骨の岩様部のみで， 「29 _4 」 よりもやや小さい。 骨の色調は黄褐色で． 白い色調は混 ざ

らない。

骨幹のサ イ ズから． 死亡時年齢群は「 胎児」で， 性別は「 不明」とした。

特記事項はない。

30 号人骨

この人骨は脚を左側に倒した仰 臥屈葬状態で出土している。 また， 胸部に礫を置いた「 抱石葬」

でもある。 右肩関節， 右肘関節， 右股関節， 右膝関節は関節状態を維持している。 従って， 解剖学的

位置を保ったまま埋葬された一次埋葬であり， 充填環境で埋葬されたと推定される。 小竹貝塚の他個

体と比べると， 股関節の屈 曲 がより強いため， 足を抱 え込むような姿勢である。 埋葬時期はW期に

分類されている。 重複部位および骨形態， そして色調から， 主体である「 30 _1 」 と， 「30 _2 」 に分けた。

「30_ 1 」 の保存状況

・「 30 _1 」（図版28 )

全身が部分的に残存しており， 色調は茶褐色で， 白

頭 蓋 最 大 長 は1 7 7 . 7 mm で， 小 竹 貝 塚 男 性 平 均

(180 .2 mm), 中後 晩期男性平均(182 .8 mm)よりも

小さく， 頭藍最大幅は14 3.3 mmで， 小竹貝塚男性平

均(146 .1 mm)や中後 晩期男性平均(14 5 .1 mm)より

も小さい。 長幅示数は80 .7 で， 中頭に近い短頭である。

上面観では頭頂結節の発達が中程度で楕 円 形の輪郭を

示す。 後 面 観の輪 郭は， 頭頂結節 から緩やかに膨 らみを持って乳様突起に至る気 球型である。

側面観では脳頭蓋が比較的低 < . 前後が長い楕 円形である。 外後頭隆起の発達は中程度である。 外耳

孔は円形に近く， 乳様突起は発達し， 尖端は内側に向く。 乳突上陵は明瞭である。 側頭線は頭頂骨で

は不明瞭であるが， 前頭骨では明瞭である。 下顎窟は深く狭い。 頬骨の縁結節の発達は弱い。 前頭骨

の頬骨突起は外側に張り出す。 眼裔上縁は厚いが直線的ではない。 ブ レグ マ部に骨の肥厚が認められ

る。 下顎骨の上面観は， オ トガ イ の突出はあるが放物線形である。 角前切痕は認められない。 下顎枝

は高く細い。 筋突起は厚く前方に突出しているため， 下顎枝前縁は湾 曲する。

歯の保存状況は以下の通りである。
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II II II II II II II m m m 
3 2 1 1 2 3 5 6 ⑦p ⑧p 

8 ⑦p 5 3 2 1 2 7 

II II II II II II II II 
数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ベット は願蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 麒歯が存在する 側に表記） 」 ， 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯の咬耗は全体的にやや弱い。 強 度のエ ナ メル質減形成が認められる。 下顎骨の右第2大臼歯歯槽部

に膿漏がある。 また， 下顎左第1小臼歯と左第1大臼歯， 上顎左第2大臼歯と第3大臼歯の歯槽は吸

収されている。

体幹骨は断片的であり， 環椎， 軸椎のみ同定は可能であった。

右鎖骨最大長は 146.5 mmで， 小竹貝塚男性平均 ( 1 47.3 mm)や中後晩期男性平均 ( 149.4 mm)より

も小さい。 上腕骨の中央周は左右とも 62.0 mmであり， 小竹貝塚男性平均（左右とも 62.9 mm)に近く，

中後晩期男性平均 (71 .0 mm)よりも小さい。 上腕骨の大胸筋付着部は強く隆起しているが， 三角筋粗

面の レリーフは弱 < . 隆起も弱い。 また， 外側上顆の骨稜は明瞭である。 肘頭商の外側壁に関節面の

延長が認められる。 また， 滑車上方に明瞭な撓骨商も認められる。 滑車上孔が存在する。 撓骨の撓骨

粗面は明瞭で， 骨間縁の発達は中程度である。 円回内筋粗面の レリーフも明瞭である。 尺骨の撓骨切

痕の後縁は骨間縁と骨稜として連続し， 骨間縁の発達も中程度である。

大腿骨の骨体中央周は右 83.5 mm, 左 80.0 mmで， 小竹貝塚男性平均（右 85.9 mm, 左 86.4 mm)や中

後 晩 期 男性平均 (89 .2 mm)よりも細い。 大腿骨の殿筋粗面は陥 凹 している。 骨体後面の粗線は

中程 度に突出している。 骨体中央示数は右 1 1 3.5 , 左 109.6 であり． やや柱状性を示している。 骨体

上断面示数は右 79.9, 左 75.6 で， 上部骨体は扁 平である。 大腿骨骨幹表面には血管溝が認められる。

「30_2」 の保存状況

膝蓋骨は逆三角形ではなく， 広筋切痕が見られる。

腔 骨の 栄 養 孔 位 周は 左 右 共に 97.0 mmであり． 小竹

貝塚男性平均（右 88.6 mm, 左 88.8 mm)よりも大きい。

腔骨前縁は直線的で鋭い。 腔骨後面の ヒラ メ 筋線は明

瞭であるが， 鉛直線は認められない。 腔示数は右 69.5,

左 71 .3 であることから， 扁平腔骨ではない。

・「30_2」（図版 28)

全身の骨が断片的に残存しており， 「30_1 」 と重複

する。 色調は黄褐色で， 白い色調が混 ざらない。

頭骨の眉 弓は女性的であり， 四肢骨の形態も女性的

である。 従って， 性別は「 女性？」とした。本個体の

鎖骨胸骨端は閉鎖していることから， 死亡時年齢群は

「成人（年齢不詳）」 とした。

遊離歯の保存状況は以下の通りである。
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歯 の 咬耗 は 強 い 。

m m 
1 I 1 

数字は残存す る 歯を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ベット は嗣蝕とその場所を 意味する （ 咬合面 「 o 」 ， 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 I」 ， 隣接面 『 c ( 麒歯が存在す る 側に表記） 」 ， 歯糟膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

左上腕骨 の 中 央周 は 54.0 mm で あ り ， 小竹貝 塚女性平均 (55.9 mm) や 中 後晩期 女性平掏 (60.7 mm) 

よ り 小 さ い値 を 示す 。 上腕骨 の大胸筋付着部 は不明瞭で， 三 角 筋粗面 の レ リ ー フ は弱 < . 隆起 も 弱 い 。

従 っ て 華奢 な 印象 を 受 け る 。 撓骨骨 間縁の発達 は 中程度であ る 。

左大腿骨 の 骨体 中 央周 は 72.5 mm と 小竹 貝 塚女性平均 (74 .7 mm ) や 中 後晩期 女性平均 (79 .8 mm ) 

よ り も 小 さ い 。 殿筋粗面 は 強 く 陥 凹 し て い る 。 骨体後面 の粗線は 中程度突 出 し て お り ， 骨体中 央示数

も 1 14.4 で あ る 。 よ っ て や や柱状性 を 示す大腿骨 で あ る 。 左腔骨 の 栄養孔位周 は 78.0 mm と 小竹貝 塚女

性平均 (76.4 mm) よ り も や や大 き い値 を 示 す 。 腟骨前縁 は鈍 く ， そ の 軌道 は や や 湾 曲 し て い る 。 腔骨

後面 の ヒ ラ メ 筋線は不明瞭で， 鉛直線が認め ら れ る 。 胚示数は 53.4 と 小 さ い値 を 示 し ， い わ ゆ る 扁平

腔骨 で あ る 。 胚骨 の前縁付近 に 血管溝が認め ら れ る 。

31 号人骨

こ の 人骨 は 散乱状態 で発掘 さ れた 。 関節状態 は 維持 さ れて い な い 。 埋葬時期 と し て は W期 に 分類 さ

れて い る 。 推定 さ れ る 死亡時年齢な どの骨形態 か ら ， 「31_1 」 , 「31_2」 , 「31_3」 に 分 け ら れた 。 各個

体 に お け る 人骨 の 同 一個体性 は 不確定で あ る 。

「3 1 _1 」 の保存状況

・ 「31_2」 （ 図版 29)
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・ 「31_1」 （ 図版 29)

左腟骨の み こ の個体に属す る 。 色調 は茶褐色で， 白 い

色調が混 じ る 。

腔骨の筋付着部の形態 は男性的 な 印象 を 受け る が， 骨

体は細い。 よ っ て ， 性別 は 「不明」 と 判 断 し た 。 骨端 は

癒合 し て い る た め ， 死亡時年齢群は 「成人 （年齢不明） 」

と 判 断 し た 。

胚骨の近位端は破損 し て い る た め ， 長 さ は計測で き な

いが， 非常 に細長い 印象 を 受 け る 。 栄養孔位周 は 81.0 mm 

と 小竹貝塚男性平均 (88.4 mm) よ り も 小 さ く ， 女性平均

(76.4 mm) よ り 大 き い 。 腟骨前縁は鋭 く ， 軌道は や や湾

曲 し て い る 。 腔骨後面の ヒ ラ メ 筋 線 は 明 瞭 で ， 鉛直線

が認 め ら れ る 。 腔示 数 は 59.2 と 小 さ い値 を 示す こ と

か ら ， 扁 平腔骨 で あ る と 言 え る 。 腔骨遠位端の前下寓

は 明瞭であ る こ と か ら ， 躊据姿勢 を習慣的 に 行 っ て い た

可能性があ る 。



第 VI 章 人骨の理化学的分析 • 形態分析

右頬骨， 左右上顎骨が残存 し ， 色調 は茶褐色 で， 白 い色調が混 ざ ら な い 。

歯の形成状態 か ら ， 死亡時年齢は 8 歳前後 と 推定 さ れ る 。 従 っ て死亡時年齢群 は 「10 歳前後」 と し

た 。 性 は 「不明」 で あ る 。

歯の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。 永久歯 し か残存 し て い な い 。

g゚ 
7 5 

0 0 

「3 1 _2」 の保存状況

「32_1 」 の保存状況

数字は残存する 歯を 示 し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は麒蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 1」 ， 隣接面 「 c ( 嗣歯が存在する 側に表記） 」 ， 歯栖膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

「3 1 _3」 の保存状況

・ 「31_3」 （ 図版 29)

左腔骨骨幹部 の み残存 し ， 色調 は 黄褐色 で， 白 い色

調が混 ざ ら な い 。

腔骨骨幹の サ イ ズ か ら ． 死亡時年齢群 は 「周 産期 」

と 推定 さ れ る 。 従 っ で性 は 「不 明」 で あ る 。 特記事項

は な い 。

32 号人骨

こ の 人骨 は散乱状態 で 出 土 し て い る 。 左顎関節 の み

関節状態 を 維持 し て い る こ と か ら ， 一 次埋葬後 に攪乱

を 受 け た 可 能性があ る 。 埋葬時期 と し て は m 期 に 分類

さ れて い る 。 こ れ ら の 人骨 の 同 一個体性 は 不 明 で あ る 。
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5 形態分析

・「32_1 」（図版 30)

頭骨と右上腕骨骨幹， そして足根骨が残っている。 色調は黄褐色で， 白 い色調が混 じらない。

頭骨の乳様突起は男性的であるため， 性別は 「男性 ？ 」と判 断した。 第 3 大臼歯は残存していない

が， 下顎骨に第 3 大臼歯の歯槽があることから， 第 3 大臼歯は萌出している。 よって死亡時年齢群は

「成人（年齢不 明）」 とした。

側頭骨の外耳孔は 円形に近い。 乳様突起は発達し， 尖端は内側に向 く 。 乳突上陵は明瞭である。 下

顎商は深 く 狭い。 下顎骨の上面観は オ ト ガ イ の突出はあるが， 放物線形である。 角 前切痕は認められ

ない。 オ ト ガ イ 部上方の歯槽下溝が認められる。 また， 下顎骨の歯槽部舌側に下顎隆起が認められる

（図版 76) 。 歯の保存状況は以下の通りである。
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数字は残存す る 歯を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ベット は麟蝕とその場所を意味する （ 咬合面「o 」 ， 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 I」 ， 隣接面 「 c ( 誡歯が存在する 側 に表記） 」 ， 菌摺膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯の咬耗は非常に強い。 下顎右第 2 小 臼 歯には特殊な咬耗が認められ， 舌側から頬側にかけて緩やか

な凸状にすり減っている（図版 76) 。 これは縄文時代早前期人の下顎切歯に見られる咬耗で， 小竹貝塚

出土人骨では唯一この歯にのみ認められた。 また， 下顎骨の左 中切歯， 右側切歯， そして右第 1 小 臼

歯の歯槽が吸収されている。

右上腕骨の中央周は 58.5 mmで， 小竹貝塚男性平均 (62.9 mm) や 中 後晩期男性平均 (71 .0 mm) よりも

小さい。 三角 筋粗面は高 く 隆起している。 外側上顆の骨稜は明 瞭である。

「33_ 1 」 の保存状況
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33 号人骨

この人骨は散乱状態で出土している。 関節状態はい

ずれも維持されていない。 埋葬時期はW期に分類され

ている。 これらの人骨の同一個体性は不確定である。

・「33_1 」（図版 31 )

頭骨と右上肢骨および左下肢骨が残存している。 関

節部は残存していないため， 同一個体性は不確定であ

るが， 矛盾はしない。 色調は暗褐色で， 白 い色調が混

じらない。

頭骨の眉 弓 や乳様突起は男性的である。 四肢骨の形

態も男 性的である。 従って， 性別は「男性」と判 断し

た。 第 3 大臼歯は萌出していることから， 死亡時年齢

群は 「成人（年齢不明）」 と判 断した。
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後頭骨 の外後頭隆起の発達 は 弱 い 。 外耳孔 は楕円形で． 長軸が斜め で あ る 。 乳突上陵 は 明瞭で あ る 。

側頭線は全域 で 明 瞭 で あ る 。 そ の走行 は頭頂結節 の 下方 を 通 り ， 人字縫合 に接 さ な い 。 下顎商 は深 く

狭 い 。 前頭骨 の頬骨突起 は外側 に 張 り 出 す 。 眼高上縁 は厚 く 直線的 で あ る 。 下顎骨 の 角 前切痕は認め

ら れ な い 。 下顎枝 は 高 く 細 い 。

歯の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。
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m m 
数字は残存す る 歯を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ペット は嗣蝕とその場所を意味する （ 咬合面「o」 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 l」 ． 隣接面 「 c ( 顧歯が存在する側に表記） 」 ． 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯 の 咬耗 は 全体的 に 強 い 。 歯が一部黒色化 し て い る 。 下顎左第 3 大臼歯の頬側 に 鯖蝕があ る 。

右上腕骨 の 中 央周 は 59.5 mm で あ り ， 小竹貝 塚男 性平均 (62.9 mm) , 中 後晩期男 性平均 (71 .0 mm) 

よ り 小 さ い 。 三 角 筋粗面 の レ リ ー フ は 明 瞭 で ， 隆起 も 強 い 。

左大腿骨 の 骨 体 中 央周 は 80.0 mm と 小竹貝塚男 性平均 (86.4 mm) . 中 後晩期男 性平均 (89.2 mm) よ り

も 小 さ い 。 殿筋粗面 の 隆起 は 弱 い 。 骨体後面 の粗線 は 中 程度 に 突 出 し ， 骨体 中 央示数 も 1 14.4 と ，

や や柱状性 を 示す大腿骨 と 言 え る 。 骨体上断面示数は 78.5 で あ り ， 上部骨体 は 扁 平 で あ る と 言 え る 。

34 号人骨

死 亡 時 年齢群 は

の縁結節 は発達 し て い な い 。

歯の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。
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m

6
 

6
m

 

数字 は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ベット は麒蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 1」 ， 隣接面 「 c (顧歯が存在す る 側に表記） J, 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

同 定可能 な椎骨 は 第 7 頸椎 の み で あ る 。 第 7 頸椎 の椎体 は や や多孔質 に な っ て お り ， 変性 し て い る 。

変形性頸椎症 で あ る 可能性があ る 。

「34_2」 の保存状況

「34_3」 の保存状況
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上腕骨 の滑車上 方 に 撓骨裔が認め ら れ る 。 撓骨の撓

骨粗面 は 強 く ， 骨 間 縁 は 強 く 発達 し て い る 。 円 回 内筋

粗面 の レ リ ー フ は 明 瞭 で あ る 。 尺骨 の椀骨切痕 と 骨 間

縁 は 連続 し て お り ， 骨 間縁の発達 も 強 い 。 尺骨 の骨幹

遠位部 に変形性治癒骨折が認め ら れる （図版 76) 。 尺骨

の 遠位端が手背側 に転位 し た状態 で変形治癒 し て い る 。

右大腿骨 の 骨体 中 央周 は 80.0 mmで ， 小竹貝 塚男 性

平均 (85.9 mm) や 中 後晩期男 性平均 (89.2 mm) よ り

も 小 さ い 。 殿筋粗面 は 強 く 陥 凹 し て い る 。 骨体後面 の

粗線 は 中 程度 に 突 出 し て い る 。 骨体 中 央示 数 も 111.2

で あ り ， や や柱状性 を 示 す 。 骨体上断面示数 は 71.2

で あ り ， 上部骨体 は扁平 と 言 え る 。 距骨頸 に 骨 隆起が

あ り ， 滑車 関節面の前方延長があ り ， そ し て 内果関節

面 に も 延長が認め ら れ る こ と か ら ， 跡艇姿勢 を 習慣的

に 行 っ て い た個体で あ る と 推測 で き る 。

・ 「34_2」 （ 図版 32)

足根骨 の み が こ の個体 に 属 し ， 「34_1」 と 重複す る 。

色調 は 暗褐色 で， 白 い色調が混 ざ ら な い 。

性 • 死亡時年齢を推定す る 根拠が残存 し て い な い た め ，

性別 は 「不明」， 死亡時年齢は 「不明 (10 代後半～老年） 」

と し た 。 特記事項 は な い 。

・ 「34_3」 （ 図版 32)

右上腕骨骨幹部の み残存す る 。 色調 は暗褐色で， 白 い

色調が混 ざ ら な い 。

上腕骨 の形状や大 き さ か ら ， 死亡時年齢群 は 「胎児」

と 推定 さ れ る 。 従 っ で性 は 「不明」 で あ る 。 特記事項

は な い 。
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35 号人骨

こ の人骨 は 散乱状態 で 出 士 し ている。 関節状態 はいずれ も 維持されていない。 下肢骨が相 互 に 近接

し ， 且つ骨の長軸がほ ぼ平行状態 で配置 し ているため ． な んらかの意 図 を も っ て人為的に 整理された

可能性が高い。 ま た， 頭部の上 に ミ ニ チ ュ ア 土器が載 っ ていた。 以上のこ とから， 二次埋葬である可

能性がある。 埋葬時期とし て は 皿 期 に 分類されている。

・ 「35_1 」（図版 33)

全身骨が部分的に残存 し て お り ， 色調 は 暗褐色 で，

白い色調が混 ざらない。

頭骨の眉 弓 は女性的であるが， 乳様突起 は 中 間的で

ある。 ま た四肢骨の形態 は女性的な 印象 を 受ける。 従

っ て ， 性別 は 「女性 ？ 」 と判 断 した。 四肢骨 に 骨端線

が認め られず， 第 3 大臼歯が萌 出 し ているこ とから，

死亡時年齢群 は 「成人（年齢不明） 」 と判 断 した。

後頭骨の外後頭隆起 は痕跡 的である。 外耳孔 は 円形

に 近い。 乳様突起の発達 は弱 く ， 尖端 は 内側 に 向 く 。

乳突上陵 は不明瞭である。 側頭線は頭頂骨 で は不明瞭

であるが， 前頭骨 で は 明瞭である。 下顎商の前方 にあ

る関節結節の表面 に 多孔質の部分が認められる こ とか

ら， 顎 関節症である可能性がある（図版 76) 。 こ れ は

下顎骨の歯が生前脱落 し ， 下顎骨が退縮 し ているこ とと関係 し ている可能性がある。 下顎商 は深 く 狭

「35_1 」 の保存状況

い。 下顎骨の角 前切痕 は認められ ない。 下顎枝 は低 く 細い。 後頭骨の内 面 に は複数の人為的損傷が存

在 し ている（図版 77) 。

歯の保存状況 は 以下の通 り である。

II II 
⑧ C C⑦c 

IV
5
 

ふ一

数字は残存する 菌を 示し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は麟蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 願歯が存在する制に表記） 」 ， 歯槽蹂漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯の咬耗 は前歯が強いが大臼 歯 は 弱い。 残存 し ているすべての歯 に鯖蝕が認められる。 歯のエ ナ メ ル

質 は 部分的に 黒色化 し ている。 ま た， 下顎骨の右大臼歯部の歯槽 は 吸収されている。

体幹骨 は 断片的であ り ， 環椎のみ 同 定可能であっ た。

左上腕骨の中 央周 は 55.0 mmであ り ， 小竹貝塚女性平均 (55.9 mm) とほ ぼ同程度であるが， 中 後晩期

女性平均 (60.7 mm) よ り も 小さい。 三角 筋粗面のレリ ー フ は 弱 く ， 隆起 も 弱い。 撓骨の骨 間縁の発達

は 中 程度 である。 尺骨の撓骨切痕と骨 間縁 は 連続 し て お り ， 骨 間縁の発達 は 強い。

右大腿骨の骨体 中 央周 は 80.0 mmと小竹貝塚女性平均 (76.3 mm) よ り も 大 き < . 中 後晩期女性平
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均 (79.8 mm) と ほ ぼ同程度であ る 。 殿筋粗面 の 隆起 は 弱 い 。 骨体後面 は粗線が 中程度突 出 し て お り ，

骨体 中 央示数 も 1 16.8 で あ る 。 や や柱状性 を 示す大腿骨 と 言 え る 。 骨体上 断面示数 は右 77.7 , 左 77.9

で あ り ， 上部骨体 は や や扁平で あ る 。 右大腿骨骨幹の前面 に線条痕があ り ， 人為 的損傷 と 判 断 さ れ る 。

左腔骨 の 栄養孔位周 は 78.0 mm と 小竹貝 塚女性平均 (76.4 mm) よ り も や や 大 き い 。 腔骨前縁 は 直線状

に 鈍 い 。 胚骨後面 の ヒ ラ メ 筋線 は 不 明 瞭 で ， 鉛直線が認め ら れ る 。 腔示数 は 62.7 と い う 値 を 示 し ，

扁平腔骨 と 言 え る 。 腟骨 の前縁 に 血管溝が認め ら れ る 。

36 号人骨

こ の 人骨 は仰臥屈非状態 で 出 土 し た 。 右肩 関節， 右股関節が関節状態 を 維持 し て い る 。 た だ， 左上

肢の 関節や膝関節の 関節状態 は維持 さ れて い な い こ と か ら ， 一次埋葬後 に攪乱 を 受 け た と 考 え ら れ る 。

埋葬時期 は 皿 期 に 分類 さ れて い る 。 重複部位お よ び骨形態 ， そ し て色 調 か ら ， 主体で あ る 「36_1」

と ， 「36_2」 , 「36_3」 に 分 け た 。

「36_ 1 」 の保存状況

・ 「36_1」 （ 図版 34)

「 ほ ぼ全身」 が残存 し て お り ， 色調 は茶褐色 で ， 白

い色調が混 じ る 。

大坐骨切痕 は男性的 で あ る 。 ま た ， 四肢骨 の 形態 も

男 性 的 で あ る こ と か ら ， 性別 は 「男 性」 と し た 。 鎖骨

胸骨端 に 骨端線は残存 し て い な い た め ， 死亡時年齢群

は 「成人 （年齢不明） 」 と し た 。

後頭骨の外後頭隆起 は 痕跡 的 で ， 大後頭孔の 辺縁 は

粗 く 骨 隆起が見 ら れ る 。 後頭顆の湾 曲 は 弱 く 平坦で，

関節面 は延長 し て い る 。

体幹骨 は 断片 的 で あ り ， 環椎， 軸椎， 第 7 頸椎 の み

同 定が可能で あ っ た 。 軸椎 の右下関節面 に 多孔質状の

変形が認め ら れ る た め ， 変形性頸椎症が疑 わ れ る 。

右 鎖 骨 最 大 長 は 1 46 . 4 mm で ， 小 竹 貝 塚男 性 平 均

( 147.3 mm) や 中 後晩期男 性平均 ( 149.4 mm) よ り も 小 さ い 。 上腕骨 の 中 央周 は右 65.0 mm , 左 66.0 mm 

で あ り ， 小竹貝 塚男 性平均 （左右 と も 62.9 mm) よ り 大 き < . 中 後晩期男 性平均 (71 .0 mm) よ り 小

さ い 。 大胸筋付着部 は 強 く 隆起 し て お り ， 三 角 筋粗面 の レ リ ー フ は 明 瞭で， 隆起 も 強 い 。 外側上顆の

骨稜 は外側 に 強 く 張 り 出 す 。 滑車上方 に 明 瞭 な 撓骨窟が認め ら れ る 。 上腕骨 の滑車小頭面の縁 に 骨性

の縁取 り が形成 さ れて い る （図版 77) 。 こ れ は ， 変形性肘関節症 の 罹患 を 疑 わせ る 。 撓骨 の撓骨粗面

は 明 瞭 で あ る 。 尺骨 の撓骨切痕 は 骨 間縁 と 連続 し て い な い 。 尺骨骨 間縁の発達 は 強 い 。

大腿骨 の 骨体 中 央周 は 右 90.0 mm , 左 93 .5 mm で ， 小 竹 貝 塚男 性平均 （右 85.9 mm , 左 86.4 mm ) 

や 中 後晩期男 性平均 (89.2 mm) よ り も 大 き い 。 殿筋粗面 は 強 く 隆起す る 。 骨体後面 の粗線 も 強 く 隆

起 し て い る 。 骨 体 中 央示数は右 1 16.4, 左 1 18.6 と や や 大 き い値 を 示す こ と か ら ， 柱状大腿骨 と 言 え

る 。 骨体上 断面示数は右 88.5 , 左 94. 1 で あ る た め ， 上部骨体 は 扁 平 で は な い 。 大腿骨 の 遠位 関 節 面

に は骨性の縁取 り があ り 変形性膝関節症 で あ る 可能性 を 示唆 し て い る （図版 77) 。 右腟骨 の 栄養孔
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位周 は 92.0 mm と 小竹貝 塚男 性平均 (88.6 mm ) よ り も 大 き い 値 を 示 す 。 腔骨前縁 は 直線状 で鈍 い 。

腔骨後面 の ヒ ラ メ 筋線は 明瞭で， 鉛直線は認め ら れ な い 。 胚示数 は 65.4 で あ る こ と か ら ， 扁平腔骨 と

は 言 え な い 。 腔骨 の前縁付近 に 血管溝が認め ら れ る 。 腔骨遠位端 の前下裔 は 明 瞭 で あ る こ と か ら ， 踪

据姿勢 を 習慣的 に行 っ て い た 可能性があ る 。

「36_2」 の保存状況 「36_3」 の保存状況

・ 「36_2」 （ 図版 34)

左寛骨 と 右大腿骨 の 一部が残存 し て い る 。 色調 は茶褐色 で， 白 い色調 は混 ざ ら な い 。

大坐骨切痕 は 女性的 で ， 耳状面前溝があ る 。 従 っ て ， 性別 は 「女性」 と 判 断 し た 。 本個体の 耳状面

は phase 5 で あ る た め ， 死亡時年齢群 は 「老年」 と 判 断 し た 。

大腿骨殿筋粗面 の 隆起 は 弱 い 。

「3 7_ 1 」 の保存状況

・ 「36_3」 （ 図版 34)

右大腿骨骨幹部 の み残存 し ， 色調 は 黄褐色 で， 白 い

色調が混 ざ ら な い 。

大腿骨の形状や大 き さ か ら ， 死亡時年齢群は 「 1 歳前

後」 と 推定 さ れ， 性 は 「不明」 で あ る 。

特記事項 は な い 。

37 号人骨

こ の 人骨 は左側 を 下 に し た側 臥屈葬状態 で 出 土 し た 。

右股関節 と 右膝関節お よ び右足関節が関節状態 を維持 し

てい る 。 従っ て一次埋葬であ る と 考え ら れる 。 た だ， 下顎

骨 は左側 を 上方 に 向 け ， 左尺骨が頭骨 の横 ま で移動 し
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ていることから， 攪乱を受けた可能性も否定できない。 埋葬時期としてはm期に分類されている。

・「37_1 」（図版 3 5 )

保存状態は悪いが， ほぼ全身の骨が残存している。 色調は茶褐色で， 白い色調が混じる。

大坐骨切痕は女性的で， 耳状面前溝が認められる。 従って， 性別は「女性」 とした。本個体の耳状

面は p has e 6 であり， 第3大臼歯は萌出している。 よって， 死亡時年齢群は 「老年」 と判断した。

前頭骨の眼商上縁は薄く直線的である。 頬骨の縁結節は発達が弱い。 下顎骨の角前切痕は認められ

ない。 下顎枝は高く細い。 また， 筋突起は薄 < . 下顎枝前縁は直線的である。

遊離歯の保存状況は以下の通りである。

7

11

 数字は残存する 歯を 示し． 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は麟蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「 b」 ． 舌側面 「 I」 ， 隣接面 『 c ( 顧歯が存在する 側に表記） 」 ． 菌槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

撓骨の骨間縁の発達は中程度である。 尺骨の撓骨切痕と骨間縁は連続しておらず， 尺骨骨間縁の発

達も弱い。

右大腿骨の骨体中央周は 78 . 5 mmで， 小竹貝塚女性平均( 76 .3 mm)より大きく， 中後晩期女性平

均( 79 .8 mm)よりも小さい。 殿筋粗面は痕跡的で， 骨体後面の粗線は中程度に隆起している。 骨体

中央示数は 113.2 と比較的闇い値を示すことから， やや柱状性が見られる大腿骨と言 える。 骨体上断

面示数は 79 .1 であり， 上部骨体はやや扁平である。 胚骨前縁は直線状で鋭い。 腔骨後面の ヒラ メ 筋線

は不明瞭で， 鉛直線が認められる。 腔骨の前縁付近に血管溝が認められる。 腔骨遠位端の前下窟は明

瞭であることから， 跨据姿勢を習慣的に行っていた個体であると推測できる。

「38_ 1 」 の保存状況
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38 号人骨

この人骨は， 脚を右側に倒した仰臥屈葬状態で出士

した。 右肩関節， 右肘関節， 右股関節， 右膝関節が関

節状態を維持している。 左上肢骨および左下肢骨は部

分的にしか残存していない。特に左上腕骨， 左撓骨．

左尺骨が無いが， 肩 甲骨と手の骨は残存している。 ま

た， 左胚骨は無いが， 左大腿骨の遠位部と膝蓋骨は残

存している。 左右とも足の骨が残存していない。 従っ

て， 一次埋葬後に攪乱を受けたと考えられる。 埋葬時

期は 皿期に分類されている。 重複部位および骨形態，

そして色調から， 主体である「38_1」 と 「 38_2」. 「38_3」

に分けた。

・「 38 _1 」（図版 36 )
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左上肢骨 お よ び左下肢骨 を 除 き ， 全身骨が残存 し て い る 。 色調 は茶褐色 で あ り ， 白 い色調が混 じ る 。

大坐骨切痕 は 男 性的 で あ る 。 頭骨 の眉 弓 お よ び乳様突起 は 男 性的 で あ る 。 従 っ て ， 性別 は 「男性」

と 判 断 し た 。 本個体の大腿骨頭高 は phase 2, そ し て 耳状面 は phase 4 で あ る 。 ま た ， 鎖骨 の胸骨端 は

癒合完了 し て お り ， 第 3 大臼 歯 は 萌 出 し て い る 。 よ っ て死亡時年齢群 は 「 中 年」 と 判 断 し た 。 右上腕

骨最大長， 右大腿骨最大長， 右大腿骨 自 然位長， 右腔骨最大長， お よ び右排骨最大長か ら 計算 さ れた

平均 身長は藤井式で 159.0 cm, 長谷川 式 で 167.3 cmで あ り ， 総合的 な 平均推定身長 は 162. 1 cmで あ る 。

頭骨 は 歪 み が激 し い た め ， 計測 を 行 っ て い な い 。 上面観 で は 頭頂結節 の発達が強 く 卵型 の輪郭 を 示

す 。 後面観の輪郭 は ， 頭頂結節 か ら 側壁が垂直 に 下 が る 家型 を 示 す 。 側面観 は脳頭蓋が比較的低 く ，

前後が長い楕円形で あ る 。 外後頭隆起 は 痕跡 的 で あ る 。 後頭顆 は弯 曲 が強 く ， 隆起 し て い る が， 関節

延長 は な い 。 外耳孔 は 円形であ る 。 乳様突起 は発達 し ， 尖雖 は下方 に 向 く 。 乳突上陵 は 明 瞭 で あ る 。

側頭線は頭頂骨 で は不明瞭であ る が， 前頭骨 で は 明瞭で あ る 。 下顎裔 は深 く 狭い 。 ブ レ グ マ 部 に 骨 の

肥厚が認め ら れ る 。 前頭骨 の頬骨突起 は外側 に 張 り 出 す 。 眼商上縁 は 厚 く 直線的 で あ る 。 犬歯商 は無

ぃ 。 梨状 口下縁は二重で あ る 。 下顎骨 の上面観 は オ ト ガ イ の 突 出 は あ る が， 放物線形であ る 。 角 前切

痕 は 認め ら れ な い 。 筋突起 は厚 < . 下顎枝前縁 は 直線的 で あ る 。

歯の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。

I II II II 皿 m II 
7 6 5 4 3 1 6 

⑦b 3 2 3 4 5 6 ⑦o 

II m m m II II II II 
数字は残存する 菌を 示し， 下線は形成途上を 怠味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 麒歯が存在す る 側に表記） 」 ， 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はプ ロ カ の咬耗度を 示す。

こ れ ら 以外 に も 同 定不能 の遊離歯が 1 本あ る 。 下顎左右第 2 大臼歯 に麟蝕があ る 。 下顎骨 の左右第 3

大臼歯の歯槽が吸収 さ れて い る 。

体幹骨 は 環椎 ， 軸椎 ， 第 10 - 12 胸椎 ， 第 1 - 5 腰椎 が 同 定可 能 で あ っ た 。 腰椎 に は軽度の リ ッ

ピ ン グが見 ら れ る 。

右鎖骨最大長 は 149.8 mm で ， 小竹貝 塚男 性平均 ( 147.3 mm) や 中 後晩期男 性平均 (149.4 mm) よ り

も 大 き い 。 右上腕骨 の 最 大長 は 296.0 mm で ， 小 竹 貝 塚男 性平均 (293 .9 mm ) や 中 後晩期男 性平均

29 1 . 1  mm ) よ り も 長 い 。 中 央周 は 65 .5 mm で あ り ， 小 竹 貝 塚男 性平均 ( 62 .9 mm ) よ り 大 き く ， 中

後晩期男 性平均 (71 .0 mm) よ り 小 さ い 。 長厚示 数 は 20.8 と 中 後晩期男 性平均 (24.4) よ り も 小 さ

く ， よ り 華奢で あ る と 言 え る 。 上腕骨 の大胸筋付着部 は 強 く 隆起 し て お り ， 三 角 筋粗面 の レ リ ー フ は

明瞭で， 隆起 も 高 い 。 外側上顆の骨稜 は 明 瞭 で あ る 。 肘頭商 の外側壁 に 関節面延長が認め ら れ る 。

撓骨骨 間縁の発達 は 強 い が， 円 回 内筋粗面 の レ リ ー フ は不 明 瞭 で あ る 。 尺骨 の撓骨切痕 は 骨 間縁 と 連

続 し ， 骨 間縁の発達 は 強 い 。 右鎖骨肩 峰端の 関節面が一部多孔質状 に な り ， 右肩 甲 骨肩 峰が非常 に肥

厚 し て い る （閃版 77) 。 ま た ， 上腕骨 の骨頭関節面 と 二頭筋腱溝 の境界部分 も 多孔質状 に な る 。 こ れ

ら は ， 右肩 甲 骨肩 峰 に お け る 骨折 と そ れ に伴 う 変形が疑 わ れ る 。

右大腿骨最大長 は 425.3 mmで あ り ， 小竹貝 塚男 性平均 (419.6 mm) や 中 後晩期男 性平均 (416.9 mm) 

よ り 大 き い 。 骨 体 中 央周 は 83.0 mm で ， 小竹貝 塚男 性平均 (85.9 mm) や 中 後晩期男 性平均 (89.2 mm) 

よ り も か な り 小 さ い 。 そ の結果， 頑丈示数は 19.5 と 中 後晩期男 性平均 (21.4) よ り も 小 さ い値 を 示 す 。
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大腿骨 の殿筋粗面 は 陥 凹 す る 。 骨体後面 の粗線 は 中 程度 に 突 出 し て お り ， 骨体 中 央示数 も 1 14.7 で あ

る 。 従 っ て や や柱状性 の 強 い大腿骨 と 言 え る 。 骨体上断面示数は 83.0 と や や扁平 で あ る 。 大腿骨骨幹

表面 に は血管溝が認め ら れ る 。 大腿骨頸部 に ア レ ン 頸商が認め ら れ る 。 膝藍骨 は 逆三 角 形で は な く ，

広筋切痕が見 ら れ る 。 右腟骨最大長 は 348.8 mm で あ り ， 小竹貝 塚男 性平均 (349.5 mm) と ほ ぼ 同程

度 で ， 中 後晩期男 性の平均 (351.6 mm) よ り も 短い。 栄養孔位周 は 91.0 mm と 小竹貝 塚男 性平均 (88.6

mm) よ り も 大 き い 。 腔骨前縁 は 直線的 で鋭い 。 腟骨後面 の ヒ ラ メ 筋線は不明瞭で， 鉛直線が認め ら れ

る 。 腔示数は 61.2 と い う 値 を 示す こ と か ら ， 扁平腔骨 と 言 え る 。 腔骨 の前縁付近 に 血管溝が認め ら れ

る 。 腔骨遠位端 の前下商 は 明 瞭 で あ る こ と か ら ， 躁据姿勢 を 習慣的 に 行 っ て い た個体で あ る と 推測 で

き る 。

「38_2」 の保存状況 「38_3」 の保存状況

・ 「38_2」 （圏版 36)

左右上腕骨 の 骨片 と 右撓骨 の み が残存 し て い る 。 色調 は茶褐色 で， 白 い色調が混 ざ ら な い 。

性や死亡時年齢 を 推定す る 根拠が残 っ て い な い た め ， 性別 は 「不 明 」 ， 死亡時年齢群 も 「不 明 ( 10

代後半～老年） 」 と 判 断 し た 。

・ 「38_3」 （図版 36)

頭骨の 一部， 左尺骨， 左右寛骨， そ し て左大腿骨 の 一部が残存 し て い る 。 色調 は 暗褐色 で， 白 い色

調が混 ざ ら な い 。

歯 の 形成状況か ら ， 3 歳前後 と 推定 さ れ る 。 大腿骨 の 形状や大 き さ か ら ， 死亡時年齢群 は 「 1 歳前

後」 と 推定 さ れ る 。 性 は 「不明」 で あ る 。

永久歯 の保存状態 は 以下 の 通 り で あ る 。
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6
 
l
o

 数字は残存す る 菌を 示し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は願蝕とその場所を意味する （ 咬合面「o 」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 鰯歯が存在する Illに表記） 」 ， 歯楕饂漏 「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はプ ロ カ の咬耗度を 示す。

ま た ， 乳歯の保存状態 は 以下 の 通 り で あ る 。
0 0 

� 

0
4-

0
5＿

 
5 ゜

歯 は 一部黒色化 し て い る 。

こ れ ら の骨 は 同 一個体由 来 と 考 え ら れ る こ と か ら ， 本個体 は 一 次埋葬 で あ る 可能性が高 い 。 「38 号

人骨」 の 主体で， 男 性 と 推定 さ れた 「38_1」 と の 関係性は不明 で あ る 。

39 号人骨

こ の 人骨 は右側 を 下 に し た側 臥屈葬状態 で 出土 し た 。 左肘関節 と 右股関節が関節状態 を 維持 し て い る 。

左下肢骨 は足の 骨 や 断片 的 な 排骨があ る に も かか わ ら ず， 大腿骨 や腔骨がな い 。 ま た ， 右上肢骨 も ほ

と ん ど残存 し て い な い 。 従 っ て ， 一 次埋葬後 に 攪乱 を 受 け た と 考 え ら れ る 。 埋葬時期 は 皿 期 に 分類

さ れて い る 。 重複部位お よ び骨形態 そ し て色調か ら ， 主体であ る 「39_1」 と ， 「39_2」 , 「39_3」 , 「39_4」

に 分け た 。

「39_ 1 」 の保存状況

・ 「39_1」 （ 図版 37)

全身骨が部分的 に残存 し て い る 。 色調 は 暗褐色 で，

白 い色調が混 じ る 。

大坐骨切痕 は 中 間 的 で あ る が， 頭骨 の眉 弓 や乳様突

起 は 女性的 で あ り ， 四肢骨 の 形態 も 女性的 で あ る 。 従

っ て ， 性別 は 「女性」 と し た 。 四肢骨 に 骨端線は残存

し て い な い こ と か ら ， 死亡時年齢群 は 「成人 （年齢不

明） 」 と し た 。

側頭骨 の外耳孔 は 円 形 に 近 い 。 乳突上陵 は不明瞭で

あ る 。 側頭線は頭頂骨 で は不明瞭で あ る が， 前頭骨 で

は 明 瞭 で あ る 。 頬骨 の縁結節 は認め ら れ な い 。 前頭骨

の頬骨突起 は外側 に 張 り 出 す 。 眼窟上縁 は 薄 く 直線的

で あ る 。 ブ レ グマ 部 に 骨 の肥厚が認め ら れ る 。 下顎枝

は 高 く 細 い 。 筋突起 は 薄 く ， 下顎枝前縁 は 直線的 で あ

る 。
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歯の保存状況は以下の通りである。

m 

数字は残存す る 歯を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ベット は麒蝕とその場所を意味する （ 咬合面「o」 ， 頬Ill面

「 b」 ， 舌側面 「 I」 ， 隣接面 『 e (顕歯が存在する 側に表記） 」 ・ 111槽膿漏 「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

体幹骨は断片的であり， 環椎， 第3� 4 頸椎． および第2腰椎が同定可能であった。 環椎の下関節

面には象牙質化が認められる（図版 77)。 また， 第3頸椎の下関節面と第 4 頸椎の上関節面が多孔質

状であり， 変形性頸椎症が疑われる（図版 77)。 第2腰椎の椎体上面にはシ ュ モ ール結節が認められ

る（図版 77)。 また， 同定不能であるが， 腰椎の椎体に大きい骨棘が形成されている。

鎖骨の 円 錐靭 帯圧 痕部が隆起している。 右上腕骨の中央周は 56 .0 mmであり， 小竹貝塚女性平均

( 56 .0 mm)と同じ値を示し， 中後 晩期女性平均(60 .7 mm)より小さい。 大胸筋付着部は強 く 隆起

しているが， 三角筋粗面の レリーフは弱 く ， 隆起も弱い。 外側上顆の骨稜は不明瞭である。 撓骨の骨

間縁の発達は中程度であるが， 尺骨の骨間縁は弱い。

右大腿骨の骨体中央周は82 .0 mmと小竹貝塚女性平均( 76 .3 mm)や中後晩期女性平均( 79 .8 mm) 

よりも大きい。 殿筋粗面の隆起は弱い。 骨体後面の粗線は弱 く 突出している。 骨体中央示数も106 .3

と前後径と横径がほぼ同じであり， 柱状性は見られない。 骨体上断面示数は82 .4 と上祁骨体はやや扁

平である。 右腔骨の栄養孔位周は 76 . 5 mmと小竹貝塚女性平均( 76 .3 mm)と同程度である。 腔骨前縁

は鈍 く 直線的である。 胚骨後面の ヒラ メ 筋線は明瞭で， 鉛直線は認められない。 胚示数は 72 .3 という

値を示すことから， 扁 平腔骨とは言えない。 腔骨の前縁付近に血管溝が認められる。 腔骨の骨幹中央

部に骨性の隆起が認められる（図版 77)が これは骨腫瘍と推測される。 また， 排骨の遠位関節面

直上に陥 凹が認められるが． これが何に起因するかは不明である。 腔骨遠位端の前下裔は明瞭で， 距

「39_2」 の保存状況
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骨頸に骨隆起があり， 滑車 関節面の前方延長が認めら

れ， 内果関節面にも延長が認められることから， 躁据

姿勢を習慣的に行っていた個体であると推測できる。

・「 39 _2 」（図版 37)

右上肢長管骨と左右大腿骨および右足根骨が残存し

ている。 「39 _1 」 と重複し， かつ 「39 _1 」 よりも太い。

これら骨が同一個体由来かどうかは不確定である。 色

調は茶褐色で， 白い色調が混じる。

四肢骨の形態から， 性別は 「男性？」 と判断した。

左上腕骨の遠位端に骨端線が残存していないことから，

死亡時年齢群は「 成人（年齢不明）」と判断した。

左上腕骨の中央周は60 . 5 mmであり， 小竹貝塚男性

平均(62 .9 mm)や中後晩期男性平均( 71 .0 mm)よりも

小さい。 三角筋粗面の隆起は強い。
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肘頭裔の外側壁に関節面延長が認められる。 また， 滑車上方に明瞭な椀骨窟が認められる。 椀骨の骨

間縁の発達は中程度である。 尺骨の撓骨切痕は骨間縁と連続 しており， 骨間縁の発達も中程度である。

大腿骨の骨体中央周は右 88.0 mm, 左 99.0 mmと小竹貝塚男性平均（右 85.9 mm, 左 86.4 mm)より大

きく， 中後晩期男性平均 (89.2 mm)と同程度である。 ただ， 左右で大きさが異なることから， これら

が別個体由来である可能性もある。 大腿骨の殿筋粗面は強く隆起 している。 骨体後面の粗線は強く後

方に突出 している。 骨体中央示数は右 125.5, 左 116.2 と大きい値を示すことから， 柱状大腿骨と言

える。 骨体上断面示数は右 93.9, 左 86.6 であり， 上部骨体は扁 平ではない。 距骨頸の上面に骨隆起

があることから， 躁鋸姿勢を習慣的に行っていた可能性がある。

「 39_3」 の保存状況 「39_4」 の保存状況

・「39_3」（図版 37)

部分的な右鎖骨， 右肩 甲骨， 左撓骨， 右大腿骨が残存 しており， 色調は黄褐色で， 白い色調が混 ざ

らない。 「39_1」および「 39_2」と重複 し， 色調と大きさが異なる。 これらが同一個体由来かどうか

は不明である。

性および死亡時年齢を推定する根拠は残存 していないため， 性は「 不明」， 死亡時年齢群も「不明

(10 代後半～老年）」 と した。

骨表面が破損 しており， 断片的であることから， 計測ならびに特記事項はない。

・「39_4」（図版 37)

右大腿骨骨幹のみがこの個体に属する。 「39_1」 . 「 39_2」, 「39_3」と重複する。 色調は茶褐色で，

白い色調が混じる。

大腿骨の形態は男性的であるため， 性は「男性？」 と推定 した。 死亡時年齢群は「 不明(10 代後半

～老年）」 である。

大腿骨の表面は破損が激 しい。 骨体後面に複数の線条痕が認められるが， これらは人為的損傷と判

断される。
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40 号人骨

この人骨は散乱状態で出士している。 関節状態は維持されていない。 埋葬時期としては II 期に分類

されている。 重複部位および骨形態， そして色調から「40_1 」, 「40_2」, 「40_3」, 「40_4」の4個体

に分けた。 各個体における人骨の同一個体性は不確定である。

・「40_1 」（図版 38)

右椀骨， 左右寛骨の一部 右大腿骨の一部， 左右足の骨がこの個体に属する。 色調は茶褐色で 白 い

色調が混 ざらない。

性推定する根拠が残存していないため， 性別は「不 明」とした。 遊離歯に第 3 大臼歯が含まれるた

め， 死亡時年齢群は「成人（年齢不明）」 とした。

歯の保存状況は以下の通りである。

11

8

 

11

5

 

数字は残存す る 歯を 示し． 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は麟蝕とその場所を意味する （ 咬合面「o」 ， 頬劉面

「 b」 ． 舌側面 「 I」 ． 隣接面 『 c ( 顧歯が存在す る 側に表記） 」 ． 歯檜膿漏 「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯の咬耗は比較的に弱い。 遊離歯が 3 本あり， う ち 1 本が強度の咬耗のため同定不能である。 上顎

左第 2 大臼歯が強度の鯖蝕で， 近心 ・ 遠心の両隣接面から頬側まで孔となっている。

撓骨の骨間縁は強 く発達する。 円 回 内筋粗面の レリ ー フ は明瞭である。

距骨頸の骨隆起があり， 滑車関節面が前方に延長し， 内果関節面にも延長が認められることから，

躊据姿勢を習慣的に行っていた個体であると推測で き る。

「40_ 1 」 の保存状況
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・ 「40_2」 （ 図版 38)

「40_1」 よ り や や細い骨である 。 色調 は茶褐色 で， 白 い色調が混 ざらな い 。

四肢骨の形態 は女性的である ため ， 性別 は 「女性 ？ 」 とした。 死亡時年齢群 は 「不明 (10 代後半～

老年）」 とした。

左上腕骨の中 央周 は 53.5 mmと小竹貝塚女性平均 (55.9 mm) や 中 後晩期 女性平均 (60.7 mm) よ

り 小さい 。 上腕骨の大胸筋付着部 は 強 く 隆起 し て お り ， 三角 筋粗面のレ リ ー フ も 明瞭で， 隆起 は 強 い 。

撓骨の骨 間縁の発達 は 強 い 。 円 回 内筋粗面のレ リ ー フ は不明瞭である 。

「40_3」 の保存状況 「40_4」 の保存状況

・ 「40_3」 （ 図版 38)

左肩 甲 骨の関節部のみ が こ の個体 に 属 す る 。 色調 は茶褐色 で， 白 い色調が混 ざらな い 。

肩 甲 骨の骨端 は 未癒合である 。 四肢骨のサイズから， 死亡時年齢群 は 「 3 歳前後」 と推定され る 。

性 は 「不 明」 である 。 特記事項 は な い 。

・ 「40_4」 （ 図版 38)

右上腕骨骨幹， 右大腿骨骨幹， そ し て左右胚骨の骨幹が こ の個体 に 属 す る 。 色調 は 暗褐色で， 白 い

色調が混 ざらな い 。

四肢骨のサイズ は ， 基準とし て い る 「 1 1_4」 よ り 細 く 小さい こ とから， 死亡時年齢群 は 「胎児」 と

した。

形態 や色調から， こ れらの骨 は同一個体由 来と考 え て 矛盾 は な い 。 よっ て 一次埋葬 である 可能性が

ある 。

41 号人骨

こ の人骨 は脚の右側 を 下 に した仰 臥屈 葬状態 で 出 土 した。 胴体部 に 大 き な 石皿が置かれた 「抱石

葬」 である 。 左足関節のみ 関節状態 を 維持 し て い る が， 他の関節 は維持されて お らず， 骨 は解剖 学的

位置から移動 し て い る 。 従 っ て ， 一 次埋葬後 に 攪乱 を 受けたと考 え られ る 。 埋葬 時期と し て は 皿 期
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「-4 1 _ 11 」 の保存状況

に 分類 さ れて い る 。

・ 「41_1 」 （ 図版 39)

全身骨が部分的 に残存 し て お り ， 色調 は黄褐色 で，

白 い色調が混 じ る 。

大坐骨切痕 は男性的で， 乳様突起 も 男 性 的 で あ る 。

従 っ て 「男 性」 と 推定 さ れ る 。 四肢骨 の骨端線は残存

し て い な い こ と か ら ， 死亡時年齢は 「成人 （年齢不明） 」

で あ る 。

上面観で は頭頂結節 の発達が 中程度で楕 円 形の輪郭

を 示す 。 後面観の輪郭 は ， 頭頂骨が張 り 出 し ， 底部が

狭 い 五角 形 を 示 す 。 側 面観 は 脳 頭 蓋 が比 較 的 低 く ，

前後が長い楕 円形であ る 。 外後頭隆起 は 中程度 に発達

す る 。 外耳孔 は楕円形で， 長軸が垂直 に 近 い 。 外耳孔

の 壁 で あ る 鼓室部が全体的 に肥厚 し て お り ， 外耳道骨

腫が疑 わ れ る （図版 77) 。 乳様突起 は発達 し ， 尖端 は下方 に 向 く 。 乳突上陵 は 明瞭であ る 。 側頭線は頭

頂骨 で は不 明 瞭 で あ る が， 前頭骨 で は 明 瞭で あ る 。 頬骨の縁結節 は 弱 い 。 前頭骨 の頬骨突起 は外側 に

張 り 出 す 。 眼闊上縁 は厚 く 直線的 で あ る 。 ブ レ グマ 部 に 骨 の肥厚が認め ら れ る 。 下顎骨 の 角 前切痕 は

認め ら れ な い 。 下顎枝 は 高 く 細 い 。 下顎枝内面 の 内側翼突筋付着部が高 く 隆起 し ， 内側方 向 に 突 出 し

て い る （ 図版 77) 。

歯の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。

7
m

 

5
m

 数字は残存する 歯を 示し． 下線は形成途上を怠味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 願歯が存在す る 側に表記） J, 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯 の 咬耗 は 強 い 。 エ ナ メ ル質が黒色化 し て い る 。

体幹骨 は 断片 的 で あ り ， 環椎， 軸椎 の み 同 定可 能 で あ っ た 。

左上腕骨 の 中 央周 は 65.0 mmで あ り ， 小竹貝 塚男 性平均 (62.9 mm) よ り 大 き く ， 中 後晩期男 性平均

(71 .0 mm) よ り 小 さ い 。 三 角 筋粗面 の 隆起 は 強 い 。 外側上顆の骨稜 は 明 瞭 で あ る 。 肘頭商 の外側壁 に

関節面の延長 は 認 め ら れ な い 。 滑車上方 に 明 瞭 な 撓骨商が認め ら れ る 。 撓骨の撓骨粗面 は 明 瞭で骨 間

縁の発達 は 中程度 で あ る 。 尺骨 の撓骨切痕 は 骨 間縁 と 連続 し ， 骨 間縁の発達 は 強 い 。

大腿骨 の骨体 中 央周 は左右 と も 90.0 mm と 小竹貝 塚男 性平均 （右 85.9 mm, 左 86.4 mm) , 中 後晩期男 性

平均 (89.2 mm) よ り も 大 き い 。 殿筋粗面 の 隆起 は 弱 い 。 骨体後面 の粗線 は 後方 に 強 く 突 出 し ， 骨体

中 央示数は右 138. 1 , 左 143.4 と 極 め て 大 き い 。 従 っ て柱状性 の 強 い 大腿骨 と 言 え る 。 骨体上 断面示

数 は 右 98. 5 , 左 9 1 .8 で あ り ， 上 部 骨 体 の 断面 は 円 形 に 近 い 。 大腿骨頸 部 に ア レ ン 頸 商 が 認 め ら

れ る 。 胚骨 の 栄養孔位周 は左右 と も 89.0 mm と 小 竹貝 塚男 性平均 （右 88.6 mm . 左 88.8 mm ) よ り も
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大 き い 。 胚骨前縁 は 直線的で鋭 い 。 腔骨後面 の ヒ ラ メ 筋線は 明瞭で， 鉛虹線が認め ら れ る 。 腔示数は

右 66.9, 左 68.3 で あ り ， 扁乎腔骨 と は 言 え な い 。 腔骨遠位端 の前下裔 は 明 瞭 で あ り ， 距骨頸 に 骨 隆

起があ り ， 滑車 関節面 に前方延長が， そ し て 内果関節面 に 延長が認め ら れ る こ と か ら ， 躁据姿勢 を 習

慣的 に行 っ て い た個体で あ る と 推測 で き る 。 第 1 中足骨 の 背面 に脆座小面があ る た め ， 中足指節 関節

を 強 く 背屈 さ せ る 習慣があ っ た推測 さ れ る 。

42 号人骨

こ の 人骨 は顔 と 脚 を 右側 に 倒 し た 仰 臥屈 葬状態 で 出 土 し た 。 ほ ぽ全身 の 関節状態 を 維持 し て い る 。

小竹貝塚人骨 の他の屈葬個体 よ り も 股関節の屈 曲 が強度で あ る 。 体幹部 に石皿が配置 さ れた 「抱石非」

で あ る 。 解剖学的位置 を 保 っ た ま ま 埋葬 さ れた 一 次埋葬で あ り ， 充填環境で埋葬 さ れた と 推定 さ れ る 。

埋葬時期 と し て は I 期 に分類 さ れて い る 。

・ 「42_1」 （ 図版 44)

ほ ぽ全身骨が残存 し て お り ， 色調 は茶褐色 で ， 白 い

色調が混 じ る 。

大坐骨切痕は男性的 で あ る 。 頭骨 の眉 弓 や乳様突起

も 男 性 的 で あ る 。 従 っ て ， 性別 は 「男性」 と 判 断 し た 。

本個体の大腿骨頭窃 は phase 5 で， 鎖骨胸骨端 は癒合

が完了 し て い る 。 ま た ， 第 3 大 臼 歯 も 萌 出 し て い る 。

よ っ て死亡時年齢群 は 「老年」 と 判 断 し た 。 左上腕骨

最大長， 右大腿骨最大長， 右大腿骨 自 然位長か ら 計算

さ れ た 平 均 身 長 は 藤 井 式 で 1 5 7 . 6 cm , 長 谷 川 式 で

165.2 cm で あ り ， 総合 的 な 平均推定身 長 は 160.6 cm で

あ る 。

頭蓋最大長 は 180.8 mmで， 小竹貝 塚男性平均 (180.2

mm ) と ほ ぼ 同 じ で ， 中 後 晩 期 男 性平均 ( 1 82 .8 mm ) 
「42_ 1 」 の保存状況

よ り 小 さ い 。 ま た ， 頭蓋最大幅 は 139.5 mm で ， 小竹

貝 塚男 性平均 ( 146. 1 mm) や 中 後晩期男 性平均 ( 145 .1 mm) よ り 小 さ い 。 従 っ て ， 長 幅示 数 は 73.6

と 小竹男 性平均 (81 . 1 ) よ り 小 さ く ， 長頭 に 分類 さ れ る 。 バ ジ オ ン ・ ブ レ グ マ 高 は 133. 1 mm と ，

小竹男 性平均 ( 1 30.7 mm) よ り 高 い が， 中 後晩期男 性平均 ( 1 38.4 mm) よ り も 低 い 値 を 示 す 。 頭蓋

モ ズ ル ス は 1 5 1 . 1 と 小竹貝 塚男 性平均 ( 1 50.0) と 同 程度 で あ る が， 中 後晩期男 性平均 ( 1 55.2) よ

り も 小 さ い 。 従 っ て ， 本個体 の 頭骨 は 全体 的 に 小 さ く 長頭 で 高 い 。 こ れ は 「全体 的 に 小 さ く 短頭

で低 い 」 と い う 小竹 貝 塚男 性 の 典型 を 示 す も の で は な い 。 上 面 観 で は 頭頂結節 の 発達が弱 く ， 細

長 い 楕 円 形 の 輪 郭 を 示 す 。 後面観 の 輪 郭 は ， 頭頂結節 か ら 側 壁 が垂 直 に 下 が る 家型 を 示 す 。 側 面

観で は脳頭蓋が比較的高 く ， かつ前後が長い楕 円形であ る 。 外後頭隆起 は 中程度 に発達す る 。 大後頭

孔 の 辺縁 は粗 く 骨 隆起が見 ら れ る 。 後頭顆 は 強 く 湾 曲 し ， 関 節 面 は 延長 し て い る 。 外耳孔 は 円 形

に 近 い 。 乳様突起 は発達 し ， 尖端 は下方 に 向 く 。 乳突上陵 は 明 瞭 で あ る 。 側頭線は頭頂骨 で は不 明 瞭

で あ る が， 前頭骨 で は 明 瞭 で あ る 。 下顎席 は深 く 狭い 。 前頭骨 の頬骨突起 は外側 に 張 り 出 す 。 眼商 は

97 



5 形態分析

上下に狭く四角形で， 眼裔上縁は厚く直線的である。 眼裔間隙は狭く高い。 鼻根部の陥 凹は顕著であ

る。 上顎骨の犬歯裔は弱い。 梨状口は上下に高く狭い。 梨状口下縁は鋭い。 ブ レグ マ部に骨の肥厚が

認められる。 下顎骨の上面観はオ トガ イ が突出し三角形である。 角前切痕は認められない下顎枝は高

く細い。 筋突起は薄く， 下顎枝前縁は直線的である。

歯の保存状況は以下の通りである。

7 6 4 
m m 皿

m m m m 
6 7 8 

3 6 7 
m m m 

数字は残存する 歯を 示 し． 下線は形成途上を怠味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧蝕とその場所を 怠味する （ 咬合面 「 o J , 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 麟歯が存在する 側 に表記） 」 、 歯槽鱗漏「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯の咬耗は全体的に強い。 下顎左右第1大臼歯および右第2大臼歯は頬側近心が斜めにすり減る傾斜

咬耗に見える（固版 78 )。 下顎右第2小臼歯は生前脱落し， 歯槽が吸収されている。 下顎右第3大臼

歯歯槽の外側後方に窪みがあるが， 理由は不明である。

体幹骨は第1- 7 頸椎． 第1-2胸椎， 第3- 5 腰椎が同定可能であった。 環椎を除く頸椎および

胸椎には関節面の多孔質化や椎体の骨棘形成が認められることから， 変形性脊椎症が疑われる。特に

下部頸椎では椎間孔に骨棘が突出しており， 腕神経叢が圧迫される頚肩腕症候群が疑われる（図版 78 )。

また， 腰椎の椎体に強 度の骨棘が形成されている（図版 78 )。 同定不能であるが， 上部胸椎の上下の

椎体が骨性に癒合し（胸椎癒合症）， 下方の肋骨頭の上方に骨隆起が形成され， 上方の肋骨と偽関節を

形成している（図版 78 )。

右鎖骨骨幹の肩 峰端付近に骨表面の変形と湾 曲の強調が認められ（図版 78 ). 軽度の骨折が疑われ

る。 また． 右肩 甲骨の関節裔後縁部に骨の陥 凹と変形が認められる（図版 78 )。 原 因は不明であるが，

鎖骨の骨折に伴う変形である可能性がある。 左上腕骨の最大長は291 .9 mmと， 小竹貝塚男性平均

(289 .1 mm)よりもやや長く． 中後晩期男性平均(291 .1 mm)と同程度である。 中央周は66 . 5 mmであ

り， 小竹貝塚男性平均(62 .9 mm)より大きいが． 中後晩期男性平均( 71 .0 mm)よりも小さい。 また長

厚示数は20 .9 と， 中後晩期男性平均(24 .4 )よりも華奢であると言 える。 大胸筋付着邪は強く隆起

しており， 三 角 筋粗面の レリー フは明瞭で， 隆起も強い。 外側上顆の骨稜は外側に強く張り出す。

左上腕骨の骨頭の辺縁に堤 防状の骨増殖が認められ， 小結節の表面にも骨棘が形成されている

（図版 78 )。 肘頭商の外側壁に関節 面延長が． 滑車上方に明瞭な撓骨商が認められる。 撓骨の撓骨

粗面は明瞭で， 骨間縁の発達は強 度である。 椀骨頭の関節 環状面は全周にわたって認められる。

円回内筋粗面の レリー フは明瞭である。 尺骨の撓骨切 痕は骨間縁と連続し， 骨間縁の発達も強い。

右大腿骨最大長は419 .3 mmであり， 小竹貝塚男性平均(419 .6 mm)と同程度であるが， 中後晩期

男性平均(416 .9 mm)よりも大きい。 骨体中央周は右86 .0 mm, 左8 5 . 5 mmと小竹貝塚男性平均（右

8 5 .9 mm, 左86 .4 mm)と同程度であるが， 中後晩期男性平均(89 .2 mm)よりも小さい値を示す。

頑丈示数は20 . 5 と中後晩期男性の平均(21 .4 )よりも小さい。 殿筋粗面の隆起は弱く， 骨体後面の粗

線は中程度に突出する。 骨体中央示数も右119 . 5 . 左122 .4 という値を示すことから， やや柱状性が

ある大腿骨と言 える。 骨体上断面示数は右80 .0, 左86 .1 と左右差が認められ， 右は扁 平であるが，

左は扁平ではない。 大腿骨骨幹表面には血管溝が， 大腿骨頸部にはア レン頸商が認められる。 遠位の外
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側顆関節面 に 多孔質状の 変形が認め ら れ， 膝蓋骨 の 関節面 に も 同様の 変形が見 ら れ る （ 図版 78) 。 し

た が っ て 変形性膝 関 節 症 に罹患 し て い た と 考 え ら れ る 。 胚骨 の 栄養孔位周 は 右 89.0 mm , 左 88.0 mm 

と 小竹貝 塚男 性平均 （右 88.6 mm , 左 88.8 mm) よ り も 大 き い 。 腔骨前縁 は 鈍 く ， そ の 軌 道 は や や 湾

曲 し て い る 。 胚骨後面 の ヒ ラ メ 筋線 は 明 瞭 で ， 鉛直線が認め ら れ る 。 腔示数は右 65.0 左 60.5 と い う

値 を 示す こ と か ら ， や や扁 平傾 向 に あ る と 言 え る 。 大腿骨 の上部骨体 と 同 じ く ， 胚骨 に も 左右差が見

ら れて い る 。 腔骨 の前縁付近 に 血管溝が認め ら れ る 。 腔骨遠位端 の前下商 は 明 瞭 で あ り ， 距骨頸 の骨

隆起， 内果関節面の延長が認め ら れ る こ と か ら ， 蹄据姿勢 を 習慣的 に 行 っ て い た個体で あ る と 推測 で

き る 。

「43_ 1 」 の保存状況

「43_2 」 の保存状況

43 号人骨

こ の 人骨 は散乱状態 で 出 土 し た 。 右上腕骨 と 尺骨，

左寛骨 と 左大腿骨が近接 し て い る が， 関節状態 は維持

さ れて い な い 。 左大腿骨 の 長軸 の 延長上 に左上腕骨 お

よ び左尺骨 が ほ ぼ直線状 に位置 し ， 左寛骨 と 右上腕骨

遠位端が左大腿骨長軸 の横 に並 ん で位置 し て い る 。 一

次埋葬後 に攪乱 を 受 け ， 人為 的 に並べ ら れた と 推測 さ

れ る 。 埋葬時期 は m 期 に分類 さ れて い る 。 重複部位

お よ び骨形態 か ら ， 「43_1 」 と 「43_2」 に分 け た 。

・ 「43_1 」 （ 図版 41)

頭骨， 左右上肢骨 ， 左下肢骨 の 一部が残存 し て い る 。

色調 は 黄褐色 で， 白 い色調が混 ざ ら な い 。

大坐骨切痕 は男性的で， 四肢骨形態 も 男 性的 で あ る 。

よ っ で性別 は 「男 性」 と 判 断 し た 。 四肢骨 に 骨端線は

残存 し て お ら ず， 下顎骨 に 第 3 大臼歯の歯槽が残存 し

て い る た め ， 死亡時年齢群 は 「成人 （年齢不明） 」 と 判

断 し た 。

下顎骨 の上面観で は ， オ ト ガ イ の 突 出 は あ る が放物

線形で あ る 。 左右 中切歯が生前脱落 し ， 歯槽が吸収さ

れ， 歯はいずれ も 保存 さ れて い な い。 ま た右側切歯歯槽

が回旋 し て い る （図版 78) 。

左上腕骨 の 中 央周 は 62.0 mm で あ り ， 小竹貝 塚男 性

平均 (62 .9 mm) と 同 程度 で あ る が， 中 後晩期男 性平

均 (71 .0 mm) よ り 小 さ い 。 大胸筋付着部 は 不 明 瞭 で

あ る が， 三角筋粗面 の レ リ ー フ は 明瞭で， 隆起 も 強 い 。

撓骨 の撓骨粗面 は 明 瞭 で あ る 。 尺骨 の撓骨切痕 は 骨 間

縁 と 連続 し て い な い。 尺骨骨間縁の発達は 中程度であ る 。
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左大腿骨の骨体 中 央周 は 89.5 mm と 小竹貝 塚男 性平均 (86.4 mm) よ り も 大 き く ， 中 後晩期男 性平均

(89.2 mm) と ほ ぼ同程度である。 殿筋粗面 は 強 く 隆起 し ている。 骨体後而の粗線 は 強 く 後方 に 突 出 し

てお り ， 骨体中央示数は 126.7 と 高い値 を 示 す 。 従 っ て柱状大腿骨 と 言 える。 骨体上 断面示数は 83.4

と や や扁平である。

・ 「43_2」（図版 41)

右上肢骨の一 部が こ の個体に属 する。 「43_1」 と 重複 し ている。 色調 は 黄褐色で， 白い色調が混 ざ

らない。

性 • 死亡時年齢 を 推定する根拠が残存 し ていないため ， 性別 は 「不明」 ， 死亡時年齢は 「不明 (10 代

後半～老年）」 と した。

左上腕骨の中 央周 は 62.0 mmであ り ， 小竹貝 塚男 性平均 (62.9 mm) と ほ ぼ同程度であ り ， 女性平均

(55.9 mm) よ り 大 き い。 ま た， 中 後晩期男 性平均 (71.0 mm) よ り も 小さ く ， 中 後晩期 女性平均 (60.7

mm) よ り も 大 き い。 上腕骨の三角 筋粗面のレリ ー フ は弱い。

44 号人骨

「4!4_ 1 」 の保存状況
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こ の人骨 は右側 を 下 に した屈葬状態で出土 し ている。

胴体部 は残存 し ていないため ， 仰 臥か側 臥かは不 明で

ある。 左股関節， 左膝関節 は 関節状態 を 維持 し ている。

頭骨 に 隣接 し て 上肢骨 や肋骨が集積されている。 従 っ

て ， 解剖学的位置 を 保 っ たま ま 埋葬された一次埋葬で

あるが， その後攪乱 を 受けた と 推定される。 埋葬時期

は I 期 に分類されている。 主体 と なる 「44_1」 以外 に

も 成人骨の断片が混入 し ているが， そ れらは 同 定不能

であるため個体番号 を 作成 し ていない。

ほ ぼ全身骨が残存 し てお り ． 色調 は茶褐色で． 白い

色調 は混 ざらない。

歯の形成状況から． 死亡時年齢は 「10 歳前後」 と 推

定された。 性別 は 「不明」 である。

永久歯の保存状況 は 以下の通 り である。

2

I

 

王
I

1

6
 

0

7-

0

2―-
2

I
 

数字は残存する歯を示し 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ペット は麒蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ． 頬倶面

「 b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c (銀歯が存在す る 側に表記） J, 歯槽歴漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

乳歯の保存状況 は 以下の通 り である。
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II II 
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3 4 5 
II II II 

前頭骨の眼裔天井にクリ ブ ラ ・ オ ル ビ タ リアが認められる（図版 78) 。

45 号人骨

この人骨は， 頭を左側に， 脚を右側に倒した仰臥屈葬状態で出士した。 左肩 関節， 左肘関節， 胸椎

と腰椎， 右股関節， 右膝関節， 右足関節が関節状態を維持している。 左肘関節が直角に屈 曲しており，

右膝関節が強 く 屈 曲している。 従って解剖学的位置を保ったまま埋葬された一 次埋葬であり， 充填環

境で埋葬されたと推定される。 ただ， 右頭頂骨と右側頭骨， 左大腿骨骨幹部と左腔骨および誹骨が存

在していない。 これが埋葬後の攪乱によるものかは不 明である。 埋葬時期は I 期に分類されている。

・ 「45_1 」（図版 43)

全身骨が残存してお り 色調は茶褐色で， 白 い色調が混 ざらない。

大坐骨切痕は男性的である。 また， 頭骨の眉 弓 や乳様突起は男性的である。 従って， 性別は「男性」

と判 断した。 本個体の耳状面は phase 5 であるが， 鎖

骨の胸骨端が癒合途上であることから， 死亡時年齢群

は 「青年」 と判 断した。 左上腕骨最大長， 左尺骨最大

長， 右排骨最大長から計算された平均 身長は藤井式で

1 56.7 cm , 長谷川 式で1 63.9 cmであり． 総合的な平均

推定身長は1 54.8 cmである。

後頭骨の外後頭隆起は痕跡的である。 外耳孔は 円形

に近い。 乳様突起は発達し， 尖端は下方に向 く 。 乳突

上陵は明 瞭である。 側頭線は全域で比較的明 瞭であり，

その軌道は 小さ く ， 頭頂結節の下方を通り， 人字縫合

に接さない。 下顎裔は深 く 狭い。 頬骨の縁結節は弱い。

前頭骨の頬骨突起は外側に張り出す。 眼商上縁は厚 く

直線的である。 ブ レ グ マ部に骨の肥厚が認められる。

下顎骨の上面観はオ ト ガ イ の突出はあるが． 放物線形「45_ 1 」 の保存状況

である。 角 前切痕は認められる。 下顎枝は高 く 細い。

筋突起は厚 < . 前縁は直線的である。 右筋突起の内面に複数の線条痕が認められる（図版 78) 。 げっ

歯類の食損によるものの可能性はあるが， 人為的損傷である可能性もある。

歯の保存状況は以下の通りである。
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I II I I II II I II I 

8 7 6 5 3 2 4 6 7 

7 6 5 4 3 3 4 5 6 7 8 

I II II II II I I I II I I 

数字 は残存する 歯を 示し． 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ベット は麒蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「oJ , 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 誠歯が存在する 側 に 表記） 」 ， 菌槽膿漏 「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯の咬耗は全体的に弱い。 上顎左側切歯は生前に脱落し， 歯槽が吸収されている（図版 78) 。 習慣的

抜歯の可能性があるが， 上顎右側切歯歯槽は残存していないため， 不確定である。

椎骨は第 3 胸椎以外が残存している。

鎖骨最大長は右1 36.0 mm , 左1 46.2 mmで ， 小竹貝塚男 性平均（右1 47.3 mm , 左1 46.5 mm) より小

さ く ， 中後晩期男 性平均 (1 49.4 mm) よりも 小さい。 右鎖骨の骨幹下面に骨隆起が存在する（図版 79) 。

本来ならばこの骨隆起のより近位に存在する肋鎖靭帯圧痕が存在していない。 従って， なんらかの理

由で肋鎖靭 帯の付着部が変性したと推測される。 左上腕骨の最大長は 284.8 mmと 小竹貝塚男 性平均

(289.1 mm) や 中 後晩期男性平均 (291 .1 mm) よりも 小さい。 上腕骨の中 央周は右 60.5 mm, 左 58.0 mmで

あり， 小竹貝塚男 性平均（左右とも 62.9 mm) や 中 後晩期男 性乎均 (71 .0 mm) よりも 小さい。 また，

長厚示数は左1 9.7 と中後晩期男性平均 (24.4) よりも 小さ く ， 華奢であると言 える。 大胸筋付着部は

強 く 隆起しているが， 三角 筋粗面の レリ ー フ は不 明 瞭で， 隆起も弱い。 外側上顆の骨稜は不明 瞭であ

る。 肘頭窟の関節面延長は右側では見られないが左側では認められる。 滑車上方に明瞭な撓骨商が認

められる。 撓骨の撓骨粗面は明瞭で， 骨間縁の発達は強い。 円 回 内筋粗面の レリ ー フ は不 明 瞭である。

尺骨の撓骨切痕は骨間縁と連続し， 骨間縁の発達は強い。 左手の第 四基節骨と中節骨の関節面に変性

が認められ（図版 79) , 変形性関節症である可能性が疑われる。

右大腿骨の骨体 中 央周 は 74.5 mmと 小竹貝塚男 性平均 (85.9 mm ) や 中 後晩期男 性平均 (89.2 mm ) 

よりも 小さい。 殿筋粗面の隆起は弱い。 骨体後面は粗線だけが後方に突出する。 骨体中 央示数は1 09.5

「4!6_ 11 」 の保存状況
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であり， 前後径と横径とが同程度である。 従って柱状

大腿骨とは言 えない。 骨体上 断面示数は 82.4 とやや扁

平である。 右腔骨の栄養孔位周は 84.0 mmと 小竹貝塚

男 性平均 (88.6 mm) よりも 小さい。 胚骨前縁は直線

状で鈍い。 後面の ヒ ラ メ 筋線は不 明瞭で， 鉛直線が認

められる。 腔示数は右 65.5 であるため， 扁平腔骨では

ない。 腔骨遠位端の前下商は明 瞭であり， 距骨頸の骨

隆起， 滑車関節面の前方延長， そして内果関節面の延

長が認められることから， 躁据姿勢を習慣的に行って

いた個体であると推測で き る。

46 号人骨

この人骨は頭骨のみ出土している。 下顎骨や 四肢骨

が残存していないため， 二次埋葬と判 断される。 埋葬
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時期 と し て は II 期 に分類 さ れて い る 。 重複部位お よ び骨形態 か ら 「46_1」 と 「46_2」 に 分 け た 。

・ 「46_1」 （ 図版 44)

頭藍冠部が残存 し て い る 。 色調 は 黄褐色 で， 白 い色調が混 ざ ら な い 。

頭骨 の眉 弓 は男性的で， 乳様突起 も 男 性的で あ る 。 よ っ て ， 性別 は 「男性」 と 判 断 し た 。 縫合の状

況 な どか ら ， 死亡時年齢群 は 「成人 （年齢不 明） 」 と 判 断 し た 。

頭蓋最大長 は 1 88.4 mm で ， 小竹貝 塚男 性平均 ( 1 80.2 mm) や 中 後晩期男 性平均 ( 1 82 .8 mm ) よ り

大 き い 。 頭蓋最大幅 は 147.8 mm で ， 小竹貝 塚男 性平均 046. 1 mm) や 中 後晩期男 性平均 ( 145. 1 mm) 

よ り 大 き い 。 長幅示数は 78.7 で 「 中頭」 に 分類 さ れ る 。 上面観で は ， 頭頂結節 の発達が弱 く 細長い楕

円 形の輪郭 を 示 す 。 後面観の輪郭 は ， 頭頂結節 か ら 緩や か に膨 ら み を 持 っ て乳様突起 に 至 る 気球型 を

特記事項 は な い 。
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下肢長管骨のみがこの個体に含まれる。 色調は暗褐色で， 白い色調が混じる。 これらの四肢骨の筋

付着部や形態から， 同一個体性に矛盾はない。

四肢骨の形態は男性的であるため， 性別は 「男性？」 と判断した。 右大腿骨の骨端には骨端線が残

存していないため， 死亡時年齢群は「 成人（年齢不明）」と判断した。

大腿骨の骨体中央周は右8 7. 5 mm, 左88 .0 mmと小竹貝塚男性平均（右8 5 .9 mm, 左86 .4 mm)より大

きく， 中後晩期男性平均(89 .2 mm)よりやや小さい値を示す。 殿筋粗面は強く隆起する。 骨体後面の

粗線は強く後方に突出しており， 骨体中央示数も右129 .8, 左1 32 .2 と高い値を示す。 従って柱状大

腿骨と言 える。 骨体上断面示数は右89 .7, 左86 .9 と高い値を示すため， 上部骨体は扁 平ではない。

左腔骨の栄養孔位周は86 . 5 mmと小竹貝塚男性平均(88 .8 mm)よりも小さい。 腟骨前縁は直線状で鈍

い。 後面の ヒラ メ 筋線は明瞭で， 鉛直線が認められる。 腔示数は6 3.6 という値を示すことから， 胚骨

の扁平性は弱い。 腔骨の前縁付近に血管溝が認められる。

48 号人骨

この人骨は， 顔を左側に， 脚は右側に倒した仰臥屈葬状態で出土した。 体幹部に礫が配置されてお

り， 「抱石葬」 である。 ほぼすべての関節が維持されている。 従って， 解剖学的位置を保ったまま埋葬

された一次埋葬であり， 充填環境で埋葬されたと推定される。 埋葬時期としては II 期に分類されてい

る。 重複部位および骨形態， そして色調から， 主体である「 48 _1 」 と， 「48 _2 」,「 48 _3」 に分けた。

「-48_ 11 」 の保存状況

・「 48 _1 」（図版46 )

全身骨が残存しており， 色調は黄褐色で， 白い色調

が混じる。

大坐骨切痕は男性的である。 頭骨の眉 弓， 乳様突起

も男性的である。 よって， 性別は「 男性」 と判断した。

本個体の恥骨結合面は ph as e 3, 大腿骨頭商は ph as e 2, 

そして耳状面は ph as e 3 である。 鎖骨の胸骨端は癒合

が完了しており， 第3大臼歯も萌出している。 以上の

ことから． 死亡時年齢群は 「中年」 と判断した。 左上

腕骨最大長 左撓骨最大長 左尺骨最大長 右大腿骨

最大長． 左腔骨最大長から計算された平均身長は藤井

式で1 56 .3 cm, 長谷川式で16 3.4 cmであり， 総合的な

平均推定身長は1 59 .0 cmである。

頭 蓋 最 大 長 は1 76 . 7 mm で， 小 竹 貝 塚 男 性 平 均

(180 .2 mm)や中後 晩期男性平均(182 .8 mm)よりも

小さい値を示す。 また， 頭蓋最大幅は149 .6 mmと， 小竹貝塚男性平均(146 .1 mm)や中後晩期男性

平均(14 5 .1 mm)よりも大きい値を示す。 従って， 長幅示数は84 .6 と大きい値を示し， 短頭に分

類される。 後面観の輪郭は， 頭頂結節から緩やかに膨らみを持って乳様突起に至る気球型を示す。 側

面観は， 頭蓋冠部が比較的低く前後が長く見える楕 円形である。 外耳孔は円形に近い。 乳様突起は発

達し， 尖端は下方に向く。 乳突上陵は明瞭である。 側頭線は頭頂骨では不明瞭であるが， 前頭骨では
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明瞭である。 頬骨弓下縁は太く筋粗面も明瞭である。 下顎裔は深く狭い。 顔は逆三角形に近く， 顔の

幅が狭く高い。 上顔高（マル チ ン ） を中顔幅で割った ウ ィル ヒョ ウ 上顔示数は69 .2 であるが， 早前期

男性平均(6 3. 5 )や中後晩期男性平均(6 7.3)よりも大きい。 頬骨の縁結節は弱い。 前頭骨の頬骨突

起は外側に張り出す。 眼窟上縁は厚いが直線的ではない。 眼裔天井にわずかではあるが， クリブ ラ ・

オル ビタ リアが見られる。 犬歯窃の陥 凹は弱い。 梨状口の下縁は鋭く， 上顎骨間縫合部は平坦である。

下顎骨の上而観はオ トガイ 部が突出しているが， 放物線状である。 角前切痕はなく， 寧 ろ 切痕部位が

凸状になる 「ロ ッカージ ョ ー 」である（図版 79 )。 下顎枝は高く細い。 また， 筋突起は薄く， 下顎枝

前縁は直線的である。

歯の保存状況は以下の通りである。

I II II II II II m m 皿 m II II II II II II 
8 7 6 5 4 3 2 1 1 2 3 4 5 6 7 8 

8 7 5 4 3 2 1 1 2 3 4 5 6 7 8 
II II II II II m m m m m II II II II II 

数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ペット は甑蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面「 l」 ， 隣接面 「 c ( 鯖歯が存在する 側に表記） 」 ， 菌槽膿漏「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

エ ナ メル 質減形成が見られる。

右鎖骨最大長は148 .4 mmで， 小竹貝塚男性平均(14 7.3 mm)より大きく， 中後晩期男性平均(149 .4 mm) 

よりやや小さい。 左上腕骨の最大長は284 .8 mmで小竹貝塚男性平均(289 .1 mm)や中後晩期男性平均

(291 .1 mm)よりも小さい。 上腕骨の中央周は右62 .0 mm, 左61 . 5 mmであり， 小竹貝塚男性平均（左右と

も62 .9 mm)と同程度であるが， 中後晩期男性平均( 71 .0 mm)より小さい。 長厚示数は左19 .8 と中後晩

期男性平均(24 .4 )よりも小さく華奢であると言える。 大胸筋付着部は不明瞭で， 三角筋粗面の レリー

フも不明瞭だが， 隆起は強い。 外側上顆の骨稜は明瞭である。 肘頭裔の外側壁に関節面延長が認めら

れる。 滑車上孔が存在する。 撓骨の撓骨粗面は明瞭であるが， 骨間縁の発達は弱い。 円回内筋粗面の

レリーフは不明瞭である。 尺骨の撓骨切痕は骨間縁と連続しない。 尺骨骨間縁の発達は中程度である。

右大腿骨最大長は 39 5 .9 mmであり， 小竹貝塚男性平均(419 .6 mm)や中後晩期男性平均(416 .9 mm) 

よりも小さい。 骨体中央周は8 3.0 mmと小竹貝塚男性平均(8 5 .9 mm)や中後晩期男性平均(89 .2 mm) 

よりも小さい。 ただ， 頑丈示数は21 .0 と中後晩期男性の平均(21 .4 )と同程度である。 殿筋粗面は強

＜ 隆起している。 骨体後面の粗線は中程度に突出しており， 骨体中央示数も111 .0 と， やや柱状性を

示す。 骨体上断面示数は 79 .8 であり， 上部骨体は扁平と言える。 大腿骨頸部にア レ ン 頸寓が見られる。

また， 大腿骨骨幹表面には血管溝が認められる。 大腿骨骨幹後面の遠位端に多孔質な窪みがあり， 線

維 性骨皮質欠損と推定される。 左腔骨最大長は 342 .2 mmであり， 小竹貝塚男性平均( 342 .8 mm)と

同程度であるが， 中後晩期男性平均( 3 51 .6 mm)よりも小さい。 栄養孔位周は左91 .0 mmと小竹貝

塚男性平均(88 .8 mm)よりも大きい。 胚骨前縁は直線状で鋭い。 後而の ヒラ メ 筋線は明瞭で， 鉛直

線が認められる。 腔示数は左60 .2 という値を示すことから， 扁平胚骨であると言える。 腔骨遠位端の

前下裔は明瞭であり， 距骨頸の骨隆起， 滑車関節面の前方延長， そして内果関節面の延長が賂められ

ることから， 跡据姿勢を習慣的に行っていた個体であると推測できる。 また， 第1中足骨の背面に脆

座小面があることから， 中足指節 関節を強く背屈させる習慣があったと推測される。
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「48_2」 の保存状況 「48_3」 の保存状況

・ 「48_2」（図版 46)

四肢骨が部分的 に残存 し て いる。 色調 は茶褐色 で． 白 い色調 は 混 ざらな い 。

四肢長管骨の骨端 は 未癒合であ り， 骨盤 を構成する腸骨， 坐骨， 恥骨が癒合 し て い な い 。 そのため，

死亡時年齢群 は 「10 代前半」 と した。 若年個体であるため ． 性別 は 「不明」 である。

色調や骨形態から． こ れらの骨 は 同 一個体由 来 と 考 え られる。 そのため ． 一 次埋葬である可能性が

ある。 男 性である 「48_1」 と の関係性 は不明 である。 特記事項 は な い 。

・ 「48_3」（図版 46)

四肢骨が部分的 に残存 し て いる。 こ れらは 「48_1」 と は重複 し． 「48_2」 と は異な り， 成人の骨片である。

「49_1 」 の保存状況
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こ れらの骨が同一個体由来であるかど う かは不明である。

色調 は茶褐色 で． 白 い色調 は 混 ざらな い 。

推定する根拠が残存 し て い な いため， 性別 は 「不明」

である。 左大腿骨の大腿骨頭商 は phase 4 である こ と

から． 死亡時年齢群 は 「 中年」 と 判 断 した。

尺骨の撓骨切痕 は 骨 間縁 と 連続する。

49 号人骨

こ の人骨 は散乱状態 で 出土 した。 人骨の同 一個体性

は不明 である。 埋葬時期 は m 期 に分類されて いる。

・ 「49_1 」（図版 47)

四肢骨が断片 的 に 残存 し て いる。 色調 は茶褐色 で，
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白 い色調 は混 ざ ら な い 。

性 ・ 死亡時年齢 を 推定す る 根拠は残存 し て い な い た め ． 性別 は 「不明」 ． 死亡時年齢群 は 「不明 (10

代後半～老年） 」 と し た 。 断片 的 で あ る た め ． 特記事項 は な い 。

50 号人骨

こ の 人骨 は脚 を 左側 に倒 し た 側 臥屈 葬状態 で 出 土 し た 。 右肘関節， 左股関節の 関節状態が維持 さ れ

て い る 。 た だ， 下肢骨 は散乱 に 近い状態で集積 し て い る 。 従 っ て ， 一 次埋葬後 に攪乱 を 受 け た と 考 え

ら れ る 。 埋葬時期 と し て は 皿 期 に 分類 さ れて い る 。 重複部位お よ び骨形態 ， そ し て色調 か ら ， 主体で

あ る 「50_1」 と 「50_2」 に 分け た 。

「50_1 」 の保存状況

・ 「50_1」 （ 図版 48)

発掘時の番号で は ， 頭骨 と 右上肢骨 は 「62 号人骨」．

残 り は 「50 号 人 骨 」 と 分 け ら れ て い た 。 50 号 の 出

土時写真 に お け る 頭骨 の破断面 と 上肢骨 の左右 の類似

性 を 調べた と こ ろ ， 同 一個体 と し て 矛盾 は な い た め ，

両人骨 を 統合 し ， 「50_1」 と し た 。 ほ ぼ全身骨が残存

し て お り ． 色調 は茶褐色 で， 白 い色調が混 じ る 。

大坐骨切痕 は男性的で， 頭骨 の眉 弓 や乳様突起 も 男

性 的 で あ る 。 従 っ て ， 性別 は 「男性」 と 判 断 し た 。 本

個体の大腿骨頭裔 は phase 2. 耳状面 は phase 3 で あ る 。

ま た ， 四肢骨 の骨端線は癒合が完了 し て お り ， 第 3 大

臼歯 も 萌 出 し て い る 。 以上の こ と か ら ， 死亡時年齢群

は 「青年」 と 判 断 し た 。 左上腕骨最大長 と 左大腿骨最

大長か ら 計算 さ れた平均 身 長 は藤井式で 156.7 cm , 長

谷川 式 で 1 64.8 cm で あ り ． 総合 的 な 平均推 定 身 長 は

160.7 cmで あ る 。

頭蓋最大長 は 188.3 mm で ， 小竹貝 塚男 性平均 ( 180.2 mm) や 中 後晩期男 性平均 ( 1 82.8 mm) よ り 大

き い 。 ま た ， 頭蓋最大幅 は 151.9 mmで， 小竹貝 塚男 性平均 ( 146. 1 mm) や 中 後晩期男 性平均 ( 145.1 mm) 

よ り も か な り 大 き い 。 長幅示 数 は 80.7 で あ る た め ， 短頭 で あ る 。 上面観 は 頭頂結節 の発達が強 く ，

卵型の輪郭 を 示 す 。 側面観は脳頭蓋が比較的高 く 前後が短い 円形で あ る 。 外後頭隆起 は 強 く 発達す る 。

外耳孔 は 楕 円 形で長軸が斜め で あ る 。 乳様突起 は発達 し ， 尖端 は下方 に 向 く 。 側頭線は頭頂骨 で は不

明 瞭 で あ る が， 前頭骨 で は 明 瞭 で あ る 。 下顎商 は深 く 狭い 。 頬骨の縁結節 は 弱 い 。 前頭骨の頬骨突起

は外側 に張 り 出す。 眼裔上縁は厚いが直線的 で は な い 。 眼窟天井 に痕跡的 な ク リ ブ ラ ・ オ ル ビ タ リ ア が

見 ら れ る 。 下顎枝 は 高 く 細 い 。 筋突起 は 薄 く ， 下顎枝前縁 は 直線的 で あ る 。 歯の保存状況 は以下の

通 り で あ る 。
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II

6-
6

II
 

4

I

 

II I 
6 7 

7 8 

I I 

数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬測面

「 b」 ， 舌側面 「 I」 ， 隣接面 『 c ( 麒歯が存在す る 側に表記） 」 ， 歯槽膿漏 「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

左上腕骨の最大長 300.0 mm は小竹 貝 塚男 性平均 (289 . 1 mm) や 中 後晩期男 性平均 (29 1 . 1 mm ) よ

り も 大 き い。 上腕骨の中 央周 は右 69.5 mm , 左 66.0 mmであ り， 小竹貝 塚男 性平均（左右とも 62.9 mm) 

よ り 大 き く， 中 後晩期男 性平均 (71 .0 mm) よ り も 小さい。 長厚示数 は 20.5 と小さな 値 を 示 し， 中 後

晩期男 性平均 (24.4) よ り も 華奢であると言 える。 大胸筋付着部 は 強 く 隆起 し ているが， 三角筋粗面

の レリ ー フ は不 明 瞭で， 隆起 も 弱い。 外側上顆の骨稜 は 明瞭である。 肘頭裔外側壁の関節面延長 は右

側では認め られるが， 左側では認め れらない。 撓骨の椀骨粗面 は 明 瞭で， 骨 間縁の発達 は 中程度であ

る。 撓骨頭の関節環状面 は全周 に わたっ て認められる。 円 回 内筋粗面のレリ ー フ は不 明 瞭である。 尺

骨の撓骨切痕 は 骨 間縁と連続 し， 骨 間縁の発達 も 中程度である。

左大腿骨最大長 は 408.0 mmであ り， 小竹貝 塚男 性平均 (418.2 mm) や 中 後晩期男 性平均 (416.9 mm) 

よ り も 小さい。 骨体 中 央周 は 右 84.0 mm , 左 83.0 mmと小竹貝 塚男 性平均（右 85.9 mm , 左 86.4 mm) 

や 中 後晩期男 性平均 (89.2 mm) よ り も 小さい。 よっ て左頑丈示数は 20.3 と中 後晩期男 性平均 (21 .4)

よ り も 小さい値 を 示す 。 殿筋粗面の隆起 は 弱い。 骨体後面の粗線は 中程度 に 突 出 し， 骨体中 央示数 も

右 1 12.4, 左 109. 1 とや や柱状性 を 示 す 。 骨体上 断面示数は右 82.2, 左 80.7 とや や扁 平であると言 え

る。 大腿骨頸部 に ア レン頸腐が認 め られる。 胚骨の栄養孔位周 は右 92.5 mm , 左 91 .0 mmと小竹貝 塚

男 性平均（右 88.6 mm , 左 88.8 mm) よ り も 大 き い値 を 示 す 。 腔骨前縁 は 直線的で鈍い。 後面の ヒ ラ

メ 筋線 は 不 明 瞭で， 鉛直線が認 め られる。 胚示数は右 72.3 , 左 76.4 と高い値 を 示 し， 扁 平腔骨とは

言 え ない。 右腔骨の骨 幹 中 央部 に小さ な 骨 隆起が形成され ている（図版 79) 。 こ れ は 「39_1 」 と同

じ く， 骨腫瘍と推測される。 腟骨遠位端の前下窟 は 明

瞭であ り， 距骨頸の骨 隆起， 滑車 関節面の前方延長，

そ し て 内果関節面の延長が認め られるこ とから， 躁据

姿勢 を 習慣的に行 っ ていたと推測で き る。

「50_2」 の保存状況
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・ 「50_2」（図版 48)

右頬骨と部分的な 四肢骨が こ の個体に属する。 こ の

骨 片 は 「50 号 も し く は 5 1 号」 とい う 袋 に 収容され

てお り， 前述の 「50_1 」 と 「5 1 号人骨」 の個体とは

いずれ も 同一個体性 を確認する こ とがで き なかっ た。

したがっ て， 便宜上， こ れらの人骨 は 「50 号人骨」

に 属 するとみ な し， 「50_2」 と した。 こ れらの骨の同
一個体性 は不確定である。 色調 は 黄褐色で， 白い色調

は混 ざらない。

性・死亡時年齢 を 推定する根拠 は残 っ ていない。 し
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た が っ て ， 性 は 「不明 」 ． 死亡時年齢群 は 「不 明 (10 代後半～老年） 」 と し た 。

左上腕骨 の 中央周 は 59.5 mmで あ り ． 小竹貝 塚男性平均 (62.9 mm) よ り 小 さ い が． 女性平均 (55.9 mm) 

よ り 大 き い 。 ま た ， 中後晩期 の男 性平均 (71.0 mm) や 女性平均 (60.7 mm) よ り 小 さ い 。

右大腿骨 の 骨 体 中 央周 は 87.0 mm と 小竹貝 塚男 性平均 (85.9 mm) や 女性平均 (76.3 mm) . 中 後晩期

女性平均 (79.8 mm) よ り 大 き い が， 中後晩期男 性平均 (89.2 mm) よ り 小 さ い 。 殿筋粗面 の 隆起 は 弱 い 。

骨体後面 の粗線 は 強 く 後方 に 突 出 し て お り ， 骨体 中 央示数 も 126.4 と 高 い値 を 示す た め ， 柱状大腿骨

と 言 え る 。 骨体上断面示数は 76.4 と 小 さ い た め ． 上部骨体は扁平であ る と 言 え る 。 腔骨後面 に は鉛直

線が認め ら れ る 。

51 号人骨

「5 1 _ 1 」 の保存状況

こ の 人骨 は脚 を 左側 に倒 し た仰臥屈葬状態 で 出 土 し

た 。 ほ ぼすべて の 関節で 関節状態 を 維持 し て い る 。 「3

0 号人骨」 と 同 じ く 股関節の屈 曲 が非常 に 強 い た め ．

足 を 抱 え 込む よ う な 姿勢 に な っ て い る 。 一 次埋葬で あ

り ， 充填環境で埋葬 さ れた と 推定 さ れ る 。 埋葬時期 は

w期 に分類 さ れて い る 。 重複部位お よ び骨形態， そ し

て色調 か ら ， 主体で あ る 「51_1」 と ， 「51_2」 . 「51_3」

に 分け た 。

・ 「51_1」 （ 図版 49)

全身骨が残存 し て お り ， 色調 は茶褐色 で． 白 い色調

が混 ざ る 。

大坐骨切痕 は男性的 で あ る 。 頭骨 の眉 弓 と 乳様突起

も 男 性 的 で あ る 。 よ っ て ． 性別 は 「男性」 と 判 断 し た 。

本個体の恥骨結合面 は phase 3 ,  大腿骨頭商 は phase 3 

で あ る 。 四肢骨 の骨端線は癒合が完了 し て お り ， 第 3 大臼歯が萌 出 し て い る 。 以上 の こ と か ら ， 死亡

時年齢群 は 「 中 年」 と 判 断 し た 。 左大腿骨最大長 と 左大腿骨 自 然位長か ら 計算 さ れた 平均 身長 は藤井

式で 159.4 cm , 長谷川 式で 165.6 cmで あ り ， 総合的 な 平均推定身長は 161.5 cmで あ る 。

外後頭隆起 の発達 は 弱 い 。 外耳孔 は楕円形で， 長軸 が斜め で あ る 。 乳様突起 は発達 し ， 尖端 は下方

に 向 く 。 乳突上 陵 は 明 瞭 で あ る 。 下顎腐 は 深 く 狭い 。 眼裔上縁 は 直線状で厚い 。 上顎骨 間縫合部 は平

坦 で あ る 。 下額骨 の上面観 は オ ト ガ イ が突 出 し 三 角 形 で あ る 。 角 前切痕が認め ら れ る 。 オ ト ガ イ 部 の

斜め上方 に 歯槽下溝が認め ら れ る 。 下顎枝 は細 く 高 い 。 筋突起 は厚 く 前方 に 突 出 す る た め ， 下顎枝前

縁 は 湾 曲 す る 。

歯の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。
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I II II II II 皿
1

I 
皿

: 

II II II II II I 
7 6 4 3 2 2 3 5 6 7 8 

7 6 c⑤ 4 2 3 4 5 6 7 8 
I II I II II II m II II II II I 

数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧蝕とも”昌所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 1」 ， 隣接面 「 c (鯖歯が存在す る 側に表記） 」 ， 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

エ ナ メル質減形成が認められる。 下顎右第2小臼歯の遠隣近接面に鯖蝕がある。 下顎右第2大臼歯の

咬合面と下顎左第2大臼歯の咬合面に微小な陥 凹が認められ， 鯖蝕である可能性がある。

上腕骨の中央固は右66 .0 mm, 左6 5 .0 mmであり， 小竹貝塚男性平均（左右とも62 .9 mm)より大きく，

中後晩期男性平均( 71 .0 mm)より小さい。 上腕骨の大胸筋付着部は強く隆起している。 三角筋粗面の

レリーフも明瞭で， 隆起も強い。 外側上顆の骨稜は明瞭である。 撓骨の撓骨粗面は明瞭で， 骨間縁の

発達は中程度である。 円回内筋粗面の レリーフは不明瞭である。 尺骨の撓骨切痕は骨間縁と連続し，

骨間縁の発達も中程度である。

左大腿骨最大長は422 .9 mmであり， 小竹貝塚男性平均(418 .2 mm), 中後晩期男性平均(416 .9 mm) 

よりも大きい値を示す。 骨体中央周は右8 5 . 5 mm, 左8 5 .0 mmと， 小竹貝塚男性乎均（右8 5 .9 mm, 左86 .4

mm)や中後晩期男性平均(89 .2 mm)よりも小さい。 したがって， 頑丈示数は20 .1 と小さく， 中後晩期

男性の平均(21 .4 )よりも華奢である。 殿筋粗面は陥凹している。 骨休後面の粗線は中程度に突出し

ており， 骨体中央示数も右12 3.9, 左11 5 .4 と前後径が横径に比して大きい値を示す。よって， やや柱

状性を示すと言える。 骨体上断面示数は右 76 .2, 左 70 . 5 であり， 上部骨体は扁平である。 大腿骨頸部

にア レ ン頸商が認められる。 胚骨の栄養孔位周は， 右90 .0 mm, 左89 .0 mmと小竹貝塚男性平均（右88 .6

mm, 左88 .8 mm)よりも大きい。 胚骨前縁は鈍く直線状である。 腔骨後面の ヒラ メ 筋線は明瞭で， 鉛直

線が認められる。 胚示数は右 56 .3, 左 56 .7 という値を示すことから， 扁平腔骨であると言える。 この

個体の大腿骨の断面形状には左右差が認められるが， 頸骨には見られていない。 距骨頸の骨隆起， 滑

車関節面の前方延長， そして内果関節面の延長が認められることから， 跡据姿勢を習慣的に行ってい

た個体であると推測できる。

・「 51 _2 」（図版49 )

頭骨と下肢骨の一部がこの個体に属する。 色調は茶褐色で白い色調が混 ざる。

四肢骨の形態は男性的であるため， 性は「男性？」 とした。 また， 四肢骨の骨端線は残存していな

いため， 死亡時年齢群は 「成人（年齢不明）」 とした。

右側頭骨の外耳孔は円形に近い。

遊離歯の保存状況は以下の通りである。
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数字 は残存する 歯を 示 し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ベット は麒蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 1」 ， 隣接面 「 c ( 顧歯が存在する 側に表記） 」 ， 歯梧膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。



歯 の 咬耗 は 強 い 。

「5 1 _2」 の保存状況

第 VI 章 人骨の理化学的分析 • 形態分析

「5 し3」 の保存状況

右大腿骨 の 骨 体 中 央周 は 88.0 mm と 小竹 貝 塚男 性平均 (85.9 mm) よ り 大 き く ， 中 後晩期 男 性平均

(89.2 mm) よ り や や小 さ い 。 骨体後面 の粗線 は 中 程度 に 突 出 し て お り ， 骨体 中 央示 数 も 125.4 と や

や大 き い値 を 示す 。 や や柱状性が強 い 大腿骨 と 言 え る 。 右腔骨 の 栄養孔位周 は 92.5 mm と 小竹貝 塚男

性平均 (88.6 mm) よ り も 大 き い値 を 示す 。 腟骨前縁 は鋭 < . そ の 軌道 は や や 湾 曲 し て い る 。 腟骨後

面 の ヒ ラ メ 筋線 は 明 瞭で， 鉛直線が認め ら れ る 。 腔示数は 72.0 と い う 値 を 示す こ と か ら ， 扁平腔骨 と

は 言 え な い 。 胚骨 の前縁付近 に 血管溝が認め ら れ る 。 腔骨遠位端の前下商 は 明 瞭 で あ り ， 距骨頸 の骨

隆起が認め ら れ る こ と か ら ， 躊据姿勢 を 習慣的 に行 っ て い た 可 能性があ る 。

・ 「51_3」 （ 図版 49)

こ の 個 体 に 属 す る の は 遊離歯 1 本の み で あ る 。 形成途上 で あ る こ と か ら ， 成 人 で あ る 「51_1 」 や

「51_2」 と 分け た 。

上顎 中切歯の形成状況か ら ， 死亡時年齢は 8 歳前後 と 推定 し た 。 従 っ て死亡時年齢群 は 「10 歳前

後」 と し た 。 性 は 「不明 」 で あ る 。

歯の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。
0

1-

数字は残存す る 歯を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ペット は顧蝕とその場所を 意味する （ 咬合面 「 o 」 ， 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 鯖歯が存在する 備に表記） 」 ， 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

上顎左 中 切 歯 は 歯根が形成途上 で あ り ， 歯冠 の エ ナ メ ル質表面 に は マ メ ロ ン が存在 し て い る 。
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5 形態分析

「52_ 1 」 の保存状況

゜

8 

8 7 

0 I 

6

I
 

4

I
 

52 号人骨

この人骨は散乱状態で出土した。 関節状態はいずれ

も維持されていない。 埋葬時期としては m期に分類

されている。 重複部位および骨形態， そして色調から，

「52_1 」, 「52_2」, 「52_3」, 「52_4」に分けた。

・「52_1 」（図版 50)

頭骨と四肢長管骨の一部が残存している。 色調は暗

褐色で， 白 い色調は混 ざらない。

四肢骨の骨端は癒合していない。 また， 歯の形成状

況から， 死亡時年齢群は 「1 0 歳前後」と推定した。 若

年であるため， 性は 「不 明」 である。

永久歯の保存状況は以下の通りである。

ー I

4-
4

I
 

3

11

 

1

6
 

数字は残存す る 歯を 示し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧蝕とその場所を意味する （ 咬合面「oJ , 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 麟歯が存在する 側に表記） 」 ， 歯槽屡漏「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

また， 乳歯の保存状況は以下の通りである。

5

II

 

5

11

 
エ ナ メ ル質減形成が認められる。 歯のエ ナ メ ル質は部分的に黒色化している。

・ 「52_2」（図版 50)

頭骨および四肢骨が部分的に残存する。 色調は茶褐色で， 白 い色調が混 じる。 これらの骨は 「52

号人骨」の う ち 「茶褐色のや や細い成人骨」 とい う 条件で集めたため， 同一個体性は不確定である。

頭骨の乳様突起は 中 間的な形状を示し， 四肢骨の形態は女性的な印象を受ける。 従って， 性は 「不

明」とした。 下顎骨に第 3 大臼歯の歯槽が形成されていることから， 死亡時年齢群は「成人（年齢不

明）」とした。

後頭骨の外後頭隆起は痕跡的である。 外耳孔は楕 円形で， 長軸が斜めである。 乳様突起の発達は弱

く ， 尖端は下方に向 く 。 下顎骨の角 前切痕はな く ， 「ロ ッ カ ー ジ ョ ー」である。 下顎枝は低 く 広い。 筋

突起は厚 < ' 下顎枝前縁は直線的である。

遊離歯の保存状況は以下の通りである。
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6
11

 数字は残存する 歯を 示 し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は繭蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「 b」 ． 舌側面 「 l」 ． 隣接面 「 c ( 願歯が存在する 側に表記） 」 ， 歯槽犀漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はプ ロ カ の咬耗度を 示す。

「52_2」 の保存状況

右上腕骨の中 央周 は 58.0 mm であ り， 小竹貝 塚男 性

平均 (62.9 mm) よ り 小さ < . 女性平均 (56.0 mm , 55.9 

mm) よ り 大 き い 。 ま た， 中 後晩期男 性平均 (71 .0 mm) 

や 女性平均 (60.7 mm) よ り 小さい 。 上腕骨の大胸筋

付着部 は不明 瞭であ り， 三角筋粗面のレリ ー フ も 弱 く，

隆起 も 弱 い 。 尺骨の撓骨切痕 は 骨 間縁 と 連続する。

左大腿骨の骨体 中 央周 は 78.0 mm と 小竹 貝 塚男 性

平 均 ( 86 .4 mm ) よ り 小さ く ， 女 性 平 均 ( 74 . 7 mm ) 

よ り 大 き い 。 ま た， 中 後晩期 男 性平均 (89.2 mm) や

女性平均 (79.8 mm) よ り も 小さい 。 殿筋粗面 は 陥 凹

し て いる。 骨体後面 は粗線のみ が後方 に や や 突 出 し て

お り， 骨体中 央示数 も 104.5 と 前後径 と 横径が ほ ぼ同

じ であるため， 柱状大腿骨 と は言 え な い 。 骨体上 断面

示 数 は右 83.9 , 左 85.0 と や や 扁 平 である。 右大腿骨

の後面 に 複数の線条痕 と 平滑面があ り， 人為的損傷 と 判 断される （ 図版 79) 。

・ 「52_3」 （ 図版 50)

頭骨お よ び四肢骨が部分的に残存 し て いる。 色調 は茶褐色で， 白 い色調が混 じる。 こ れらの骨 は 「5

2 号人骨」 のう ち 「茶褐色 で太 く 男 性的な成人骨」 と い う 条件で集めたため， 同一個体性 は不確定で

ある。

四肢骨の形態 は男 性的であるため， 性 は 「男性 ？ 」 と した。 四肢骨の骨端線は消失 し て お り， 第 3

大臼歯が萌 出 し て いるため， 死亡時年齢群 は 「成人 （年齢不 明） 」 と 判 断 した。

右側頭骨の外耳孔 は楕円形で， 長軸が垂直 に 近 い 。 乳様突起 は発達 し， 尖端 は下方 に 向 く 。 下顎商

は深 く 狭い 。 下顎骨の角 前切痕 は認められる。 下顎枝 は 高 く 広 い 。 筋突起 は 薄 く 前方 に 突 出 するため，

下顎枝前縁 は 湾 曲 する。

歯の保存状況 は 以下の通 り である。
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6

m

 

7

m

 

8

11

 数字は残存す る 歯を 示し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は麟蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「oJ , 頬側面

「b」 ， 舌側面「 l」 ， 隣接面 「 c ( 鼠歯が存在する 側に表記） 」 ， 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

小竹貝 塚男 性平

右鎖骨 と 左大腿骨 の 一部 の み残存 し て い る 。 色調 は 暗

後 に 5 2 

は 別 箱 に 収納 さ れ て お り ， 前 述 の 通 り 「52 号 人 骨 」

は 主体が若年個体で計 4 個体含 ま れて お り ， 「52_1 」 以外 は 同 一個体性す ら 疑 わ し い 。 そ れ に対 し て

「53 号人骨」 に は 後述 の よ う に 2 個体含 ま れ る が， そ の う ち の 1 個体 は 左右 の 形状か ら 同 一個 体 由

来の成人骨 と 考 え て 矛盾せず， 「52 号人骨」 の個体 と 重複す る 部位 を 持つ た め ， 明 ら か に 別個体で あ
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る 。 以上の理 由 か ら ， こ こ で は 「53 号人骨」 を 欠番 と せず使用 し て い る 。 出 土状況 は 「52 号人骨」

の 出 土 時 の 写真 の な か で ， 関節状態 を 維持 し て い る 大腿骨 と 腔骨が こ の個体の も の で あ る 。 従 っ て ．

「52 号 人 骨 」 と 「53 号 人 骨 」 で は ， 「53_ 1 」 が主体 で あ り ， こ の 人骨 が攪乱 お よ び混 入 を 受 け て

現状 に な っ た と 推測 さ れ る 。 埋葬時期 と し て は 皿 期 に 分類 さ れ る 。 骨形態 か ら ． 主体 で あ る 「53_1」

と 「53_2」 に 分 け た 。

「53_ 1 」 の保存状況

・ 「53_1」 （ 図版 51)

部分的 な 全身骨が残存 し て お り ， 色調 は茶褐色 で，

白 い色調が混 じ る 。

四肢骨の形態 は男性的であ る た め ， 性別 は 「男性 ？ 」

と し た 。 四肢骨 の骨端線は消失 し て い る こ と か ら ． 死

亡時年齢群 は 「成人 （年齢不 明） 」 と し た 。

遊離歯が 1 本残存 し て い る が． 強度の咬耗 の た め ，

同 定不能で あ る 。

大腿骨 の 骨 体 中 央周 は 左右 と も 89 .0 mm と 小 竹 貝

塚男 性平均 （右 85 .9 mm , 左 86 .4 mm ) よ り 大 き く ，

中 後晩期男 性平均 (89.2 mm) と ほ ぼ同程度であ る 。

殿筋粗面 の 隆起 は 弱 い 。 骨体後面 の粗線は 強 く 後方 に

突 出 す る 。 骨体 中 央示 数 も 右 123.0 , 左 120.5 と 大 き

い値 を 示す た め ， 柱状大腿骨 と 言 え る 。 骨体上断面示

数は左 90.3 と 高 い値 を 示 し ， 上部骨体 は扁平で は な い 。 大腿骨頸部 に ア レ ン 頸裔が認め ら れ る 。 右胚

骨 の 栄養孔位周 は 88.0 mm と 小竹貝 塚男 性平均 (88.6 mm) と ほ ぼ 同 程度 で あ る 。 胚骨前縁 は 直線的

で鈍い 。 腔骨 の前縁 に は小 さ な 骨 隆起が存在 し て い る

（ 図 版 79) 。 こ れ は 「39_ 1 」 や 「50_ 1 」 と 同 じ く ，

骨腫瘍 と 推測 さ れ る 。 腔骨後面 の ヒ ラ メ 筋線 は 明 瞭で，

鉛旗線が認め ら れ る 。 腔示数は右 68.6 と い う 値 を 示す

こ と か ら ， 扁平胚骨 と は 言 え な い 。 胚骨遠位端 の前下

商 は 明 瞭 で あ り ， 距骨頸 の骨隆起， 滑車 関節面の前方

延長， そ し て 内果関節面の延長が認め ら れ る こ と か ら ，

孵据姿勢 を 習慣的 に行 っ て い た個体であ る と 推測 で き

る 。

・ 「53_2」 （ 図版 51)

左撓骨 お よ び断片 的 な左右下肢骨が残存 し て い る 。

若年個体で あ り ， 重複部位が な い た め ， 「52_1 」 と 同
一個体由来で あ る 可能性があ る 。 た だ， 同 一個体 と す

「53_2 」 の保存状況 る 根拠がな い た め ， こ こ で は 「53_2」 と し て い る 。 色

調 は 暗褐色 で， 白 い色調が混 ざ る 。

四肢長管骨 の 骨端 は 未癒合で あ る 。 サ イ ズ か ら ， 死亡時年齢群 は 「 10 代前半」 と 推定 し た 。 若年
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5 形態分析

個体で あ る た め ， 性別 は 「不明」 で あ る 。

特記事項 は な い 。

55 号人骨

こ の 人骨 は散乱状態 で 出 土 し た 。 関節状態 は い ず れ も 維持 さ れて い な い 。 埋葬時期 と し て は I 期 に

分類 さ れて い る 。

・ 「55_1」 （図版 52)

頭骨お よ び上肢骨 の 一部が残存 し て い る 。 色調 は茶褐色 で， 白 い色調 は混 ざ ら な い 。

頭骨の眉 弓 は 中 間 的 で あ る が， 乳様突起 は女性 的 で あ る 。 従 っ て ， 性別 は 「女性 ？ 」 と 判 断 し た 。

四肢骨 の骨端線は消失 し て お り ， 右第 3 大臼歯が未萌 出 で あ る た め ， 死亡時年齢群 は 「青年」 と し た 。

た だ し ， 後述の よ う に 歯 の 咬耗 は 強 い こ と か ら ， よ り 高齢であ っ た 可能性 も あ る 。

後頭骨の外後頭隆起 は痕跡 的 で あ る 。 外耳孔 は 楕 円形で， 長軸が斜め で あ る 。 乳様突起 は発達 し ，

尖端 は 内側 に 向 く 。 歯の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。
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 数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ベット は嗣蝕とその場所を意味する （ 咬合面「o」 ， 頬剰面

「 b」 ， 舌側面 「 I」 ， 隣接面 「 c ( 麟歯が存在する側に表記） 」 ． 琶槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯 の 咬耗 は 全体的 に 強 い 。

椀骨骨 間縁の発達 は 弱 い 。 尺骨 の撓骨切痕 は 骨 間縁 と 連続 し ， 骨 間縁の発達 は 強 い 。 左上腕骨 の後

面 に ス リ ッ ト 状の 穿孔が 3 つ 認め ら れ る （図版 79) 。 こ れ ら は 人為 的損傷の可能性があ る 。

「55_ 1 」 の保存状況
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56 号人骨

こ の人骨は散乱状態で出士 した。 右膝関節郭のみが関節状態 を 維持 し ているが， 他の骨は 散乱状態

であ り， 下顎骨と寛骨が隣接 し て 出土 し ている。 よ っ て， 一次埋葬後に攪乱 を 受けたと考 え られる。

埋葬時期 は W期に分類されている。

・ 「56_1」 （ 図版 53)

下顎骨お よ び四肢長管骨の一部が残存 し ている。 色調 は茶褐色で， 白い色調が混 じる。

大坐骨切痕は男 性的であるこ とから， 性別 は 「男性」 と判 断 した。 本個体の大腿骨頭裔 は ph as e 4 

であ り， 四肢骨の骨端線は消失 し ている。 よ っ て死亡時年齢群 は 「 中 年」 と判 断 した。

歯の保存状況 は 以下の通 り である。

11

6

 5

IV

 数字は残存す る 菌を 示し， 下縁は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ペット は麒蝕とその場所を意味する （ 咬合面「o 」 ， 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接iii 「 c ( 麒歯が存在する 甕に表記） 」 ， 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

下顎左右 中切歯お よ び側切歯が生前脱落 し て お り （ 図版 79) , 風習的な抜歯の可能性がある。

上腕骨の中 央周 は左右と も 61.0 mmであ り， 小竹貝 塚男 性平均 （左右と も 62.9 mm) や縄文 中 後晩

期男 性平均 (71.0 mm) よ り 小さい。 三角 筋粗面の レ リ ー フ は 明 瞭で， 隆起 も 強い。 外側 上顆の骨稜

は 明 瞭である。 肘頭腐の外側壁に関節面延長が認 め られる。 滑車上方に明 瞭 な 撓骨窟が認 め られる。

撓骨の骨間縁の発達 は 中程度である。 円 回 内筋粗面の レ リ ー フ は不明瞭である。 尺骨の骨間縁 は 強 く

発達する。

「58_ 1 」 の保存状況

右大腿骨の骨体 中 央周 は 80.0 mmと小竹貝 塚男 性

平 均 (85 . 9 mm ) や 中 後 晩 期 男 性 平 均 (89 . 2 mm ) よ

り も 小さい。 殿筋粗面 は 陥 凹 し ている。 骨体後面の粗

線は 弱 く 突 出 し ている。 骨体中 央示数は右114.3 と前

後径が横径に比 し て や や 大 き い。 や や柱状性が強い大

腿骨と言 える。 骨体上 断面示 数 は 右 87.4 である こ と

から， 上部骨体は扁平では ない。 大腿骨骨幹表面には血

管溝が認められる。 右大腿骨の外側顆に多孔質状の変

性が認められる （ 図版 79) 。 ま た， 腔骨の近位 関節面

に も 同様の変性が認められるため， 変形性膝関節症 を

罹患 し ていた可能性がある。 腔骨前縁 は 直線状で鈍い。

胚骨後面に鉛直線が認め られる。 距骨頸の骨隆起， 滑

車関節面の前方延長， そ し て 内果関節面の延長が認め

られるこ とから， 跡据姿勢 を 習慣的に行 っ ていた可能

性がある。
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58 号人骨

この人骨は仰臥屈葬状態で出土した。 右肩 関節， 右肘関節， 右股関節は関節状態を維持していたが，

それ以外は骨も残存していない。 従って， 解剖学的位置を保ったまま埋葬された一 次埋葬であると推

定され， 攪乱を受けたかど う かは不 明である。 埋葬時期としては I 期に分類されている。 重複部位

および骨形態， そして色調から， 主体である 「58_1 」 と， 「58_2」 , 「58_3」 に分けた。

・「58_1 」（図版 54)

頭骨および四肢骨の一部が残存している。 色調は黄褐色で． 白 い色調が混 じる。

頭骨の乳様突起は女性的で． 四肢骨の形態も女性的である。 従って， 性別は「女性 ？ 」 と判 断した。

四肢骨の骨端線は癒合して消失している。 また下顎骨には第 3 大臼歯の歯槽がある。 以上のことから，

死亡時年齢群は 「成人（年齢不 明）」 と判 断した。

外後頭隆起は痕跡的である。 外耳孔は楕 円形で． 長軸が垂直に近い。 乳様突起の発達は弱 く ， 尖端

は内側に向 く 。 頬骨の縁結節は弱い。

歯の保存状況は以下の通りである。
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 数字は残存す る 歯を 示し． 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ペット は麒蝕とその場所を意味する （ 咬合面「o」 、 頬債面

「b」 ． 舌側面 「 l」 、 隣接面 「 c ( 麟歯が存在する 側に表記） 」 ． 歯櫓屡漏「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

「58_2」 の保存状況
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右上腕骨の中 央周は 50.0 mmであり， 小竹貝塚女性

平均 (56.0 mm) や女性平均 (60.7 mm) より 小さい。

肘頭商の外側壁に関節面延長が認められる。 滑車上孔

が存在する。 撓骨の骨間縁の発達は 中程度である。 円

回 内筋粗面の レリ ー フ は不 明 瞭である。 尺骨の撓骨切

痕は骨間縁と連続しない。 骨間縁の発達は強い。

右大腿骨の骨体 中 央周 は 71 .5 mmと 小竹貝塚女性

平均 (76 . 3 mm ) や 中 後 晩期女性平均 (79 .8 mm ) よ

りも 小さい。 殿筋粗面の隆起は弱い。 骨体後面の粗線

は強 く 後方に突出する。 骨体中 央示数も右1 25.4 と大

き い値を示すため， 柱状大腿骨と言 える。 骨体上断面

示数は右 72.3 と 小さ く ， 上部骨体が扁平であることを

示す。 大腿骨骨幹表面には血管溝が認められる。 腔骨

前縁は直線状で鈍い。 滑車 関節面の前方延長， そして

内果関節面の延長が認められることから， 躁鋸姿勢を

習慣的に行っていたと推測される。
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・「58_2」（図版 54)

右鎖骨， 左右肩 甲 骨， および右距骨の一部が残存している。 色調は暗褐色で， 白 い色調は混 ざらな

い。 鎖骨はかなり太 く ， 四肢骨が細い「58_1 」 とは別個体である可能性が高 く ， 肩 甲骨と距骨は重複する。

性 ・ 死亡時年齢を推定する根拠が残存していないため， 性別は「不 明」， 死亡時年齢は「不 明 (1 0

代後半～老年）」 と判 断した。

右鎖骨の肩 峰端が骨体に対して下垂している（図版 79) 。 これは， 「1 4_1 」と同様である。

「58_3」 の保存状況

59 号人骨

距骨の距骨頸に骨隆起が認められることから， 眸据

姿勢を習慣的に行っていた可能性がある。

・「58_3」（図版 54)

左右側頭骨の岩様部と四肢骨骨幹が残存している。

骨の色調は茶褐色で， 白 い色調は混 ざらない。

骨幹のサイ ズから， 死亡時年齢群は「周 産期」で，

性別は「不明」 である。

四肢骨骨幹の形状や太さから， これらの骨は同一個

体由来と判断される。「58 号人骨」の主体である， 「58_1 」

の女性個体との関係性は不 明 であるが， 残りに く い

周 産期の骨が比較的揃っていることから， この個体が

一 次埋葬であった可能性がある。

この人骨は左側を下にした側臥屈葬状態で出土した。 右肘関節， 左右股関節， 左右膝関節， 左右足関節は

「59_ 1 」 の保存状況

関節状態を維持している。 従って， 解剖学的位置を保

ったまま埋葬された一 次埋葬であり， 充填環境で埋葬

されたと推定される。 「30 号人骨」 や「51 号人骨」

と同 じ く ， 股関節の屈 曲が非常に強 く 足を抱 え 込むよ

う な姿勢になっている。 埋葬時期は I 期に分類されて

いる。 重複部位と骨形態から， 主体である「59_1 」 と，

「59_2」 . 「59_3」に分けた。

・「59_1 」（図版 55)

ほ ぼ全身が残存しており， 色調は黄褐色で， 白 い色

調が混 じる。

大坐骨切痕は女性的である。 頭骨の眉 弓は女性的で

あり， 乳様突起は 中 間的である。 従って， 性別は「女

性」 と判 断した。 本個体の耳状面は ph as e 7 である。

また， 四肢骨の骨端線は消失していることから， 死亡
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時年齢群 は 「老年」 と 判 断 し た 。

側頭骨 の外耳孔 は 円 形 に 近 い 。 乳様突起の発達 は 弱 く ， 尖端 は下方 に 向 く 。 眼窟上縁 は厚 く 直線的

で あ る 。

歯の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。

m m 
5 4 

数字は残存する 歯を 示し． 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「 b」 ． 舌側面 「 I」 ． 隣接面 「 c ( 麒菌が存在す る 側に表記） 」 ， 菌槽膿漏「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯種 同 定不能の遊離歯が 3 本あ り ， そ の 内 の 2 本 に は鯖蝕が認め ら れ る 。

体幹骨 は 断片 的 で あ り ， 環椎， 軸椎 の み 同 定可 能 で あ っ た 。

上腕骨 の 中 央周 は右 55.0 mm, 左 55.5 mm と ， 小竹貝 塚女性平均 （右 56.0 mm, 左 55.9 mm) や 中 後晩期

女性平均 (60.7 mm) よ り 小 さ い。 大胸筋付着部 は 強 く 隆起 し ， 三角筋粗面の レ リ ー フ は 明瞭で， 隆起 も

強 い 。 外側上顆の骨稜は外側 に 強 く 張 り 出 す 。 肘頭商 の外側壁 に 関節面延長が認め ら れ る 。 滑車上方

に 明 瞭 な 撓骨商が認め ら れ る 。 撓骨骨 間縁の発達 は 中 程度で あ る 。 円 回 内筋粗面 の レ リ ー フ は 明 瞭で

あ る 。 尺骨 の撓骨切痕 は 骨 間縁 と 連続 し ， 骨 間縁の発達 は 強 い 。

大腿骨 の 骨体 中 央周 は 右 73.0 mm , 左 73.0 mm と 小竹 貝 塚女性平均 （右 76.3 mm , 左 74.7 mm) や 女

性平均 (79.8 mm) よ り も 小 さ い 。 殿筋粗面 は 陥 凹 し て い る 。 骨体後面 は粗線の み がや や 突 出 し て

お り ， 骨体 中 央示 数 も 右 103.8 , 左 106.3 と 小 さ い 値 を 示 す 。 し た が っ て 柱状性大腿骨 で は な い 。

骨体上 断面示 数 は 右 74. 1 , 左 72.3 で あ る た め ， 上部骨体 は 扁 平 で あ る 。 大腿骨 骨 幹表面 に は 血管

溝が認め ら れ る 。 左腔骨 の 栄養孔位周 は 74.0 mm と 小竹 貝 塚女性平均 (76.4 mm) よ り も 小 さ い 。 胚

骨前縁 は 直線状 で鈍 い 。 腔骨後面 の ヒ ラ メ 筋線 は 明 瞭 で ， 鉛直線が認 め ら れ る 。 腟 示 数 は 左 60. 1

と い う 値 を 示す こ と か ら ， 扁平腔骨 で あ る と 言 え る 。 胚骨 の前縁付近 に 血管溝が認め ら れ る 。 距骨頸

「59_2 」 の保存状況 「59_3」 の保存状況
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の骨隆起 滑車関節面の前方延長， そして内果関節面の延長が認められることから， 路鋸姿勢を習慣

的に行っていた個体であると推測で き る。

・「59_2」（図版 55)

左手と左下肢の一部が残存しており， 色調は黄褐色で， 白 い色調が混 ざる。 「59_1」とは太さや頑

丈さが異なる。

性別を推定する根拠がないため， 性別は「不 明」 と判 断した。 大腿骨頭商は phase 1 であり， 大腿

骨の骨端線は消失していることから， 死亡時年齢群は「青年」と判 断した。

大腿骨の殿筋粗面は強 く 陥 凹している。 骨体上断面示数は 75.7 と上部骨体は扁平である。 左腟骨の

栄養孔位周は 76.0 mmと 小竹貝塚男性平均（左 88.8 mm) や女性平均（左 76.4 mm) よりも 小さい。

腔骨前縁は直線的で鋭い。 腔骨後面の鉛直線が認められる。

・「59_3」（図版 55)

左大腿骨骨幹のみ残存している。 色調は黄褐色で， 白 い色調は混 ざらない。

骨幹のサイ ズから， 死亡時年齢群は「周 産期」， 性別は「不 明」とした。 特記事項はない。

60 号人骨

「60_ 1 」 の保存状況

61 号人骨

この人骨は散乱状態で出土している。 排水溝 掘削時

に下半 身を損壊している。 出土時に撮影された画像で

は四肢骨が複数含まれるが， 現状では ほ ぼ頭骨のみ残

存している。 埋葬時期としては I 期に分類されている。

・「60_1」（図版 56)

頭骨と左右足の骨が残存しており， 色調は黄褐色で，

白 い色調は混 ざらない。

頭骨の乳様突起は女性的であるため， 性別は 「女性 ？ 」

と判 断した。 推定する根拠が残っていないため， 死亡

時年齢は「不明 (1 0 代後半～老年）」 とした。

後頭骨の外後頭隆起は痕跡的である。 外耳孔は楕 円

形で， 長軸が斜めである。 乳様突起の発達は弱 く ， 尖

端は内側に向 く 。 梨状口下縁は鋭い。

この人骨は右を下にした側 臥屈葬状態で出土している。 顎関節は関節状態を維持しているが， 左肩

甲 骨は胸部中 央に移動し， 左上腕骨は関節から逸脱している。 また， 左右下肢長管骨は一見関節状態

を維持しているよ う に見 え るが， 全ての骨の長軸は ほ ぼ平行で， 且つ密稽した状態になっている。 こ

れは大腿や下腿の筋 肉が付着している状態では実現しに く い配置である。 従って一 次埋葬後に攪乱を
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受けたと推定される。 この個体は一次埋葬である 「48

号人骨」 の直下に位置していたため， 「 48 号人骨」

を埋葬する際に人為的に動かされたと推測される。 埋

葬時期は 1I 期に分類されている。

・「61 _1 」（図版 5 7)

全身骨が残存しており， 色調は黄褐色で， 白い色調

は混 ざらない。

大坐骨切痕は女性的であり， 耳状面前溝がある。 頭

骨の眉 弓や乳様突起も女性的である。 従って， 性別は

「女性」 と判断した。 四肢骨の骨端線は消失しており，

第3大臼歯が萌出していることから， 死亡時年齢群は

「成人（年齢不明）」 と判断した。 右上腕骨最大長， 右

尺骨最大長， 左胚骨最大長から計算された平均身長は

藤井式で1 52 .3 cm , 長谷川式で1 59 .3 cmであり， 総合

的な平均推定身長は1 5 5 .1 cmである。

頭蓋最大長は182 .7 mmで， 小竹貝塚女性平均(1 76 .9 mm)や中後 晩期女性平均(1 76 .6 mm)より

かなり大きい。 また， 頭蓋最大幅は146 .8 mmと， 小竹貝塚女性平均(14 5 .1 mm)や中後晩期女性平

「61 _ ll 」 の保存状況

均(140 .6 mm)よりやや大きい。 長幅示数は80 .3 であるため， 短頭である。 上面観は頭頂結節の発

達が弱く細長い楕 円形の輪郭を示す。 後面観の輪郭は， 頭頂結節から緩やかに膨らみを持って乳様突

起に至る気球型を示す。 側面観は脳頭蓋が比較的低く， 前後が長い楕 円形である。 外後頭隆起は痕跡

的である。 外耳孔は円形に近い。 乳様突起の発達は弱 < . 尖端は内側に向く。 乳突上陵は不明瞭であ

る。 側頭線は頭頂骨では不明瞭であるが， 前頭骨では明瞭である。 下顎商は深く狭い。前頭骨の頬骨

突起は下垂している。 眼商上縁は丸みを帯 びて厚い。 下顎骨の上面観は オ ト ガ イ が突出し三角形であ

る。 角前切痕が認められる。 下顎枝は低く広い。 筋突起は厚く前方に突出するため， 下顎枝前縁は湾

曲する。

歯の保存状況は以下の通りである。
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 数字は残存す る 歯を 示し． 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「oJ . 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 鯖歯が存在す る 側に表記） 』 ， 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

下顎左第3大臼歯の咬合面に薗屑蝕があり， 歯根まで貫通するトン ネルを形成している。 歯の咬耗は

局 所的に強く， 左右下顎第3大臼歯の遠心と右第2小 臼 歯およ び左第1大臼歯の近心が斜めにす

り減っている（図版 79 )。 これは早前期によく見られる， いわゆる鞍状咬耗である。 また， 咬耗のた

め同定不能の遊 離歯が 5 本ある。 下顎左右中切 歯， 左右第1小 臼 歯， 左第2小 臼 歯は生前に脱

落し， 歯槽が吸収されている。 これは風習的な抜歯による可能性もあるが強度の咬耗や破損に伴う歯
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の脱落である可能性もある。

体幹骨は断片的であり， 環椎， 軸椎， および第1 胸椎のみ同定可能であった。

右上腕骨の最大長は28 7 .4 mmと中後晩期女性平均(2 72 .0 mm)よりも大きい。 上腕骨の中央周は

右 51 .0 mm, 左 50 .0 mmであり， 小竹貝塚女性平均（右 56 .0 mm, 左 5 5 .9 mm)や女性平均(60 .7 mm) 

より小さい。 また， 長厚示数は右1 7.0 と中後晩期女性平均(24 .4 )よりも華奢であると言える。 上腕

骨の大胸筋付着部は強く隆起し， 三角筋粗面の レリーフは明瞭で， 隆起も強い。 外側J:.顆の骨稜は外

側に強く張り出す（図版80 )。 肘頭商の外側壁に関節面延長が認められる。 椀骨の撓骨粗面は明瞭で，

骨間縁の発達は中程度である。 尺骨の撓骨切痕は骨間縁と連続し， 骨間縁の発達も中程度である。 右

撓骨の骨幹遠位部に変形性治癒骨折が見られ， 撓骨の遠位端が手背側に転位し治癒している， いわゆ

るコー レ ス 骨折である（図版80 )。 また， 右鎖骨の肩 峰への湾 曲部に骨の肥厚と変形がみられ（図版

80 ), 右上腕骨の二頭筋腱溝に骨増殖が認められる。 これらの骨変化は同時に生じた複合骨折であっ

た可能性が疑われる。 右尺骨は左尺骨よりもかなり細く， 骨間縁の発達も弱い。 これは骨折によって

右前腕を使わなくなった， 廃用萎縮である可能性がある。 また， 左上腕骨の滑車上方に滑車上孔が存

在し， その内側に大きな陥 凹があり， 肘関節を強 度に屈 曲させた際， ここには尺骨の鉤状突起が入り

込む（図版80 )。 さらに， 左第 4 中手骨にも変形性治癒骨折が認められる（図版80 )。 これらが右前

腕の骨折と直接関係するのか， それとも骨折後の左腕使用に伴うものかは不明である。

大腿骨の骨体中央周は右 71 .0 mm, 左69 . 5 mmと小竹貝塚女性平均（右 76 .3 mm, 左 74 .7 mm)や女性

平均( 79 .8 mm)よりも小さい値を示す。 殿筋粗面の隆起は右は痕跡的だが， 左では強い。 骨体後面の

粗線の突出は右が弱く， 左はやや強く突出している。 骨体中央示数も右は101 .6 と前後径と横径がほ

ぽ同じであるが， 左側は11 3.2 とやや柱状性を示している。 骨体上断面示数は右66 . 5, 左66 .2 と左右

ともかなりの扁 乎 性を示している。 左大腿骨の後 面 遠 位部に線維 性骨皮 質 欠損が認められる。

左 腔 骨最大長は 3 39 .8 mmであり， 小竹貝塚 女 性 平 均 （ 左 の み 318 .8 mm )や中 後 晩期 女 性 平 均

( 32 3 . 5  mm)よりも大きい。 栄養孔位周は右 74 .0 mm, 左 73 .0 mmと小竹貝塚女性平均（右 76 .3 mm, 

左 76 .4 mm)よりも小さい値を示す。 腔骨前縁は鈍く， その軌道はやや湾 曲している。 腔骨後面の ヒ

ラ メ 筋線は不明瞭で， 鉛直線が認められる。 腔示数は右6 7.7, 左64 .0 という値を示すことから， 右側

は扁平腔骨とは言えない， 左はやや扁平である。 腟骨の前縁付近に血管溝が認められる。 腟骨遠位端

の前下裔は明瞭であり， 距骨頸に骨隆起が認められることから， 路鋸姿勢を習慣的に行っていたと推

「63_ 1 」 の保存状況

測できる。 また， 第1 中足骨の背面に脆座小面がある

ことから， 中足指節関節を強く背屈させる習慣もあっ

たと推測される。 左右大腿骨の骨幹遠位部前面に膜状

の骨増殖が認められ， 右腔骨の骨幹遠位部の外側面に

も同様の骨増殖が認められる（左胚骨の該当部位は破

損している） ことから， 何らかの全身性疾患も疑われ

る（図版80 )。 下肢骨骨幹部の断面形状に左右差が見

られたこと（右の方がより円形に近い） や， 右前腕骨

の骨折との関連性は不明である。

63 号人骨

この人骨は散乱状態で出土している。 大腿骨， 腔骨，

および寛骨が地面に直立し， 明らかに関節状態は失わ
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れている。 ただ， 関節面の形状などの骨形態から， これらの人骨は同一個体由来である可能性が裔い。

よって， 一次埋葬の人骨を攪乱し， 人為的に並べて直立させた可能性が高い。 埋葬時期としては1II期

に分類されている。

・「 6 3_1 」（図版 58 )

左下肢骨が残存しており， 色調は茶褐色で， 白い色調は混 ざらない。 左腔骨は遠位端が破損してお

り， 「 6 3 号人骨」 には収容されていなかったが， 「18 号人骨」に収容されていた左腔骨の遠位端と

接合した。「7_2 」 の場合と同様に， これらの骨片は表面の色調が異なり， 破断面もやや丸みを帯 びて

いる。 よって異なる場所で続成作用を受けたと考えられる。 この場所がこの人骨の一次埋葬の場所で

あり「 18 号人骨」 の場所に一部が移動したのか， それとも「 18 号人骨」 の場所が一次埋非で， 「6 3 号

人骨」 の場所に移動したかは不明である。

大坐骨切痕は男性的で， 四肢骨の形態も男性的であるため， 性別は 「男性」 と判断した。本個体の

大腿骨頭裔は ph as e 2, 耳状面は ph as e 4 であり， 四肢骨の骨端線は残存していない。 従って死亡時年

齢群は「中年」 と判断した。 左胚骨最大長から計算された推定身長は藤井式で1 59 .8 cm, 長谷川式で

168 .9 cmであり， 総合的な平均推定身長は164 .3 cmである。

左大腿骨の骨体中央周は8 5 .0 mmと， 小竹貝塚男性平均(86 .4 mm)や中後晩期男性平均(89 .2 mm) 

よりも小さい。 殿筋粗面の隆起は弱い。 骨体後面の粗線は中程度に突出している。 骨体中央示数は左

110 . 5 とやや柱状性を示す。 骨体上断面示数は8 5 .1 で

あり， 扁平ではない。 大腿骨頸部にア レ ン頸商が認め

られる。 左腔骨最大長は 348 .4 mmであり， 小竹貝塚

男性平均( 349 . 5 mm)や中後晩期男性の平均( 3 51 .6 mm) 

より短い。 左腔骨栄養孔位周は9 3. 5 mmと小竹貝塚

男性平均(88 .8 mm)よりも大きい。 腔骨前縁は直線

状で鋭い。 腔骨後面の ヒラ メ 筋線は明瞭で， 鉛直線が

認められる。 腔示数は左69 .3 と比較的大き く ， 扁 平腔

骨ではない。 胚骨の前縁付近に血管溝が認められる。

64 号人骨

この人骨は脚を左側にした仰臥屈葬状態で出土した。
「64_ 1 」 の保存状況 胸郭の上に大きい礫が配置された「 抱石葬」 である。

左右肩関節 左右肘関節． 左右股関節， 左右膝関節が関節状態を維持している。 従って， 解剖学的位

置を保ったまま埋葬された一次埋葬であり， 充填環境で埋葬されたと推定される。 埋葬時期としては

II 期に分類されている。 重複部位および骨形態から， 主体である 「64 _1 」 と， 「64 _2 」, 「64 _3」 に分

けた。

・「 64 _1 」（図版 59 )

全身骨が残存しており， 色調は茶褐色で白い色調が混じる。

大坐骨切痕は男性的である。 頭骨の眉 弓や乳様突起も男性的である。 従って， 性別は「男性」 と判
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断した。本個体の恥骨結合面は ph as e 2, 大腿骨頭商は ph as e 2, そして耳状面は ph as e 4 である。 ま

た， 鎖骨の胸骨端は癒合完了している。 よって死亡時年齢群は 「青年」 と判断した。 ただ， 後述のよ

うに歯の咬耗が強 度であることから， より高齢であった可能性もある。 左大腿骨最大長， 左大腿骨自

然位長から計算された平均身長は藤井式で 167.9 cm, 長谷川式で 174. 1 cmであり， 総合的な平均推定

身長は 170.0 cmである。縄文時代人としては非常に高身長の個体である。

後頭骨の外後頭隆起の発達は弱い。 後頭顆は湾 曲が強く隆起し， 関節面は延長している。 外耳孔は

楕 円形で， 長軸が斜めである。 乳様突起は発達し， 尖端は下方に向く。 乳突上陵は明瞭である。 側頭

線は頭頂骨では不明瞭であるが， 前頭骨では明瞭である。 下顎裔は深く狭い。 頬骨の縁結節は無い。

前頭骨の頬骨突起は外側に張り出す。 梨状口下縁は二重で， 上顎骨間縫合部は平坦である。 眼商上縁

は厚く ブ レグ マ部に骨の肥厚が認められる。 下顎骨の上面観は オ ト ガ イ の突出はあるが， 放物線形で

ある。 角前切痕は認められない。 下顎枝は高く細い。

歯の保存状況は以下の通りである。
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数字は残存す る 歯を 示し． 下線は形成途上を 怠味する 。 丸数字とアルファ ベット は顛蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ． 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 IJ . 隣接面 「 c (麟歯が存在する 側に表記） 」 ． 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字 はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

上顎右犬歯， 左第 1 大 臼 歯， 下顎左第 2 と第 3 大 臼 歯には鯖蝕が認められる。 下顎右第 1 小臼歯か

ら第 1 大臼歯にかけて傾斜咬耗が見られる（図版 80) 。 下顎左第 1 大臼歯が生前に脱落し， 歯槽が吸収

されている。

体幹骨は断片的であり， 環椎， 軸椎， および第 5 腰椎のみ同定可能であった。 腰椎の椎体にはやや

リッピ ング が見られる。

鎖骨の筋付着部は不明瞭である。 上腕骨の中央周は左右とも 65.0 mmと小竹貝塚男性平均（左右と

も 62.9 mm)より大きく， 中後晩期男性平均 (71.0 mm)よりも小さい。 大胸筋付着部は強く隆起して

おり， 右側よりも左側の方が強い。 三角筋粗面の レリーフは明瞭で， 隆起も強い。 外側上顆の骨稜は

明瞭であるが， 左側の方が強く張り出す。 肘頭商の外側壁に関節面延長が認められる。 滑車上方に明

瞭な撓骨商が認められる。 撓骨の骨間縁の発達は中程度である。 円回内筋粗面の レリーフは不明瞭で

ある。 尺骨の撓骨切痕は骨間縁と連続し， 骨間縁の発達は強い。 右第3中手骨に変形性治癒骨折が見

られる（図版 80) 。 骨折部が肥厚しており， 中手骨にしては太く見えるが， 骨端部の形態から右手第3

中手骨と同定した。 また， 右手の舟状骨の関節面に変性が認められ（図版 80) , 左尺骨肘頭の上腕三頭

筋付着部に骨隆起がある（図版 80) 。これら上肢骨の左右差は， 骨折により右手が利用困難になったた

め， 左側を良く利用することで生じたと推測される。

左大腿骨最大長は 457.2 mmであり， 小竹貝塚男性乎均 (418.2 mm), 中後晩期男性乎均 (416.9 mm)よ

りも非常に大きい。 骨体中央周は右 92.0 mm, 左 92.5 mmと， 小竹貝塚男性平均（右 85.9 mm, 左 86.4

mm)や中後 晩期男 性 平 均 ( 8 9 .2 mm)よりも大きい。 頑 丈示 数は左 20.2 と中後 晩期男性の平均

(21.4) よりも華奢であることを示す。 殿筋粗面は陥 凹している。 骨体後面の粗線は中程度に突出す

る。 骨体中央示数も右 114.2 , 左 111 .1 とやや柱状性を示す。 骨体上断面示数は右 79.6, 左 75.9 であ

るため， 上部骨体は扁 平であると言 える。 大腿骨骨幹表面には血管 溝が認められる。 大腿骨頸部
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5 形態分析

にはア レ ン 頸商が認められる。 膝蓋骨は逆三角形ではなく， 広筋切痕が見られる。 腔骨の栄養孔位周

は右91 . 5 mm , 左94 .0 mmと小竹貝塚男性平均（右88 .6 mm , 左88 .8 mm)よりも大きい値を示す。 腔骨

前縁は鈍く， その軌道はやや湾 曲している。 腔骨後面の ヒラ メ 筋線は明瞭で， 鉛直線が認められる。

腔示数は右 52 .7, 左 54 .4 という値を示すことから， 扁平腟骨であると言える。 腔骨の前縁付近に血管

溝が認められる。 腔骨遠位端の前下裔は明瞭であり， 距骨頸の骨隆起， 滑車関節面の前方延長， そし

て内果関節面の延長が認められることから， 路据姿勢を習慣的に行っていたと推測される。

・「 64 _2 」（図版 59 )

上肢骨および下肢骨の一部が残存してお り 「64 _1 」 と重複する。 これらの骨が同一個体由来であ

るかどうかは不明である。 色調は黄褐色で， 白い色調が混 ざらない。

「64_3」 の保存状況

四肢骨の形態は男性的であるため， 性別は「男性？」 と判断した。 鎖骨の胸骨端に骨端線は残存し

ていないため， 死亡時年齢群は 「成人（年齢不明）」 と判断した。

右上腕骨の中央周は 54 .0 mmであり， 小竹貝塚男性平均(62 .9 mm)より小さい。 三角筋粗面の レリーフ

の隆起は強い。

左大腿骨の骨体中央周は94 .0 mmと小竹貝塚男性平均(86 .4 mm)中後晩期男性平均(89 .2 mm)より

も大きい。

骨体後面の粗線は強く突出しており， 骨体中央示数も12 5 .9 と大きい値を示す。 従って柱状大腿骨

と言える。

・「 64 _3」（図版 59 )

左上腕骨骨幹と右大腿骨骨幹が残存している。 色調は茶褐色で， 白い色調は混 ざらない。
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「65_ 1 」 の保存状況

「67_ 1 」 の保存状況

・ 「67_1」 （ 図版 61)

第VI章 人骨の理化学的分析 • 形態分析

死亡時年齢は四肢骨のサイ ズから周 産期と推定され

る。 幼年であるため， 性別は 「不 明」である。 同一個

体 由 来であるかど う かは不明である。 特記事項はない。

65 サ人骨

この人骨は散乱状態で出土した。 関節状態はいずれ

も維持されていない。 埋葬時期としては 皿期に分類

されている。

・ 「65_1」 （ 図版 60)

上肢骨および下肢骨の一部が残存している。 色調は

茶褐色で， 白 い色調は混 ざらない。

四肢骨の骨端が未癒合であり， 基準となる 「72_1」

よりわずかに大 き い程度であることから， 死亡時年齢

群は 「 5 歳前後」である。 性別は 「不明」である。 特

記事項はない。

67 号人骨

この人骨は脚を左側に倒した仰臥屈葬状態で出土し

た。 左右肩関節， 左右肘関節， 左股関節， 左膝関節が関節

状態を維持している。 ただ， 頭骨はまった く 残ってお

らず， 右膝蓋骨および右足の骨は残存しているにもか

かわらず右大腿骨と右腟骨および右排骨の大部分が残存し

ていない。 従って， 一 次埋葬後に攪乱を受けたと推定

される。 しかも頭骨と大腿骨および胚骨とい う 大 き く

かつ断片が残存しやすい骨がまった く 無いことから，

人為的にこれらの骨が抜 き 取られた可能性がある。 骨

形態や色調から， 主体である 「67_1」と 「67_2」に分

けた。

頭骨と右下肢の長管骨を除いた全身骨が残存している。 色調は黄褐色で， 白 い色調は混 ざらない。

大坐骨切痕は男性的であることから， 性別は 「男性」 と判 断した。 本個体の恥骨結合面は phase 1 ,  

大腿骨頭窟は phase 2, そして耳状面は phase1 である。 また， 上腕骨の骨頭に骨端線が一部残存して

いる。 以上のことから， 死亡時年齢群は「青年」と判 断した。 左右上腕骨最大長， 左大腿骨最大長，

左大腿骨 自 然位長から計算された平均 身長は藤井式で 153.4 cm , 長谷川 式で 162.3 cmであり， 総合的

な平均推定 身長は 157.2 cmである。
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5 形態分析

体幹骨 は 第 1 � 5 腰椎が部分的 に残存 し て い る 。

鎖 骨 の 筋付着部 は 不 明 瞭 で あ る 。 上腕骨 の 最大長 は 右 283.7 mm , 左 282.6 mm と ， 小竹貝 塚男 性平

均 （右 293.9 mm , 左 289.1 mm) や 中 後晩期男 性平均 (291 . 1 mm) よ り も 小 さ い 。 中 央周 は右 60.0 mm , 

左 60.5 mm で あ り ， 小 竹 貝 塚男 性平均 （左右 と も 62.9 mm ) や 中 後晩期男 性平均 ( 7 1 . 0 mm ) よ り 小

さ い値 を 示 す 。 ま た ， 長厚示数 も 右 19.7 , 左 19.8 と 小 さ い 値 を 示 し ， 中 後晩期男 性平均 (24.4) よ

り も 華奢で あ る と 言 え る 。 上腕骨 の大胸筋付着部 は 明 瞭で， 三角筋粗面 の レ リ ー フ も 明瞭 で あ る 。 た

だ， 三 角 筋粗面 の 隆起 は 弱 い 。 外側上顆の骨稜は不明瞭で あ る 。 肘頭商 の外側壁 に 関節面延長 は 無 く ，

椀骨商 も 認め ら れ な い 。 滑車上孔が存在す る 。 撓骨 の撓骨粗面 は 明 瞭で， 骨 間縁の発達 は 弱 い 。 円 回

内筋粗面 の レ リ ー フ は 明瞭 で あ る 。 尺骨 の撓骨切痕 は 骨 間縁 と 連続 し ， 骨 間縁の発達 は 中程度で あ る 。

左大腿骨 の 最大 長 は 402.2 mm で あ り ， 小 竹 貝 塚男 性平均 （右 4 1 9 .6 mm , 左 4 1 8 .2 mm ) や 中 後 晩

期 男 性平均 (41 6.9 mm) よ り 小 さ い 。 骨体 中 央周 も 8 1 .0 mm と 小竹 貝 塚男 性平均 (86.4 mm) や 中 後

晩期男 性平均 (89.2 mm) よ り 小 さ い値 を 示 す 。 頑丈示 数 は 20. 1 と 中 後晩期男 性 の 平均 (21 .4) よ り

も 小 さ い 。 大腿骨 の殿筋粗面 は 陥 凹 し て い る 。 骨体後面 の粗線は 中程度 に 突 出 し て お り ， 骨体中 央示

数 も 116.3 と や や柱状性 を 示 す 。 骨体上 断面示数 は 77.0

右大腿骨 の 骨体 中 央固 は 85.0 mm と 小竹 貝 塚男 性平均 (85.9 mm) と ほ ぼ 同 程度 で あ り ， 中 後晩期

男 性平均 (89.2 mm) よ り も 小 さ い 。 骨体後面 の粗線 は 中 程度 に 突 出 し て お り ， 骨体 中 央示数は 1 10.7

と い う 値 を 示 し ． や や柱状性 を 示 す 。 「67_1」 と は粗線の 太 さ が異 な る 。 ま た ， 大腿骨骨幹表面 に は

血管溝が認め ら れ る が， こ れ も 「67_1 」 と は 異 な る 。
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68 号人骨

こ の 人骨 は脚 を左側 に倒 し た仰臥屈葬状態 で 出 士 し

た 。 左右肩 関節， 左右肘関節， 腰椎部が関節状態 を 維

持 し て い る 。 従 っ て 解剖 学的位置 を 保 っ た ま ま 埋葬

さ れた 一 次埋葬 で あ り ， 充填環境で埋葬 さ れた と 推定

さ れ る 。 た だ， 頭蓋骨がか な り 広範囲 に 散乱 し て お り ，

「67_1」 と 同 じ く こ の 個体 も 右大腿骨 が残存 し て お ら

ず 抜 き 取 ら れ た よ う な 印 象 を 受 け る 。 よ っ て ，

埋葬後 に攪乱 を 受 け た 可能性があ る 。 埋葬時期 と し て

は I 期 に 分類 さ れて い る 。
・ 「68_1」 （ 図版 62)

右大腿骨 を 除 く 全身骨が残存 し て お り ， 色調 は黄褐

色 で ， 白 い色調 は混 ざ ら な い 。

大坐骨切痕 は男性的であ る 。 頭骨 の眉 弓 は 中 間 的 で

「68_ 1 」 の保存状況 あ る が， 乳様突起は男性的であ る 。 従っ て ， 性別 は 「男

性」 と 判 断 し た 。 本個体の大腿骨頭裔 は phase 5 で耳

状面 も phase 5 で あ る 。 ま た ， 四肢骨 の骨端線 は残存 し て お ら ず， 第 3 大臼 歯 は 萌 出 し て い る 。 以上

の こ と か ら ， 死亡時年齢群 は 「老年」 と 判 断 し た 。 右上腕骨最大長の み か ら 計算 さ れた推定身長は藤

井式で 153.7 cm , 長谷川 式で 164.1 cmで あ り ， 総合的 な 平均推定身長 は 158.9 cmで あ る 。

頭骨 の 矢状縫合 は 部分的 に 消 失 し ， 左右頭頂骨が癒合 し て い る 。 後頭顆 は 湾 曲 が強 く ， 隆起 し て い

る が， 関節延長 は な い 。 外耳孔 は 楕 円形で， 長軸が斜め で あ る 。 乳様突起 は発達 し ， 尖端 は 内側 に 向

く 。 乳突上陵 は 明 瞭 で あ る 。 側頭線は頭頂骨 で は不明瞭であ る が， 前頭骨 で は発達 し て い る 。 下顎商

は 深 く 狭 い 。 頬骨 の縁結節 は 弱 く 隆起す る 。 前頭骨 の 頬骨突起 は外側 に張 り 出す。 眼商上縁は厚 く 直

線的であ る 。 眼商天井 に ク リ ブ ラ ・ オ ル ビ タ リ ア がわずか に認め ら れる 。 ま た ， ブ レ グ マ 部 に 骨 の肥厚

も 認 め ら れ る 。 右頭頂骨 に 楕 円 形 の 骨 欠損が認め ら れ， 欠損 は 外板か ら 内板 に か け て 広 が っ て い る

（図版 80) 。 こ れは 人為 的 な 穿孔 に よ る も の で あ る 可能性があ る 。 頭蓋骨が断片化 し て い る こ と と 何等

か の 関係性があ る か も し れ な い 。 下顎骨 の上面観で は ， オ ト ガ イ の 突 出 は あ る が， 放物線形で あ る 。

角 前切痕 は 認め ら れ な い 。 下顎枝 は 高 く 細 い 。 ま た ， 筋突起 は厚 く 前方 に 突 出 す る た め ， 下顎枝の前

縁 は 湾 曲 す る 。

歯の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。

m II II 
7 5 4 

8 7 ⑥p 5 

m IV w IV 

m 

I 
w 
1 

m II II II II 
3 3 4 5 6 7 

⑥p 
IV 

数字は残存する 歯を 示 し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ペット は嗣蝕とその場所を意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 I」 ， 隣接面 「 c ( 顧歯が存在する 側に表記） 」 ， 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

歯種同 定不能の 遊離歯が 3 本あ る 。 エ ナ メ ル 質減形成があ る 。 下顎右側 の 第 2 小 臼歯か ら 第 3 大臼歯

に か け て傾斜咬耗が認め れ ら る （図版 80) 。 こ れ は い わ ゆ る 鞍状咬耗で あ る 。 ま た ， 下顎骨 の左第 1

大臼歯か ら 第 3 大臼歯 に か け て の歯槽部で歯槽膿漏が見 ら れ る 。

体幹骨 は 断片 的 で あ り ， 環椎， 第 3 - 5 腰椎が同定可 能 で あ っ た 。 腰椎 の椎休 に は リ ッ ピ ン グが認
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5 形態分析

め ら れ て い る （ 図版 8 1 ) 。 同 定不 能 で あ る が， 肋 骨 の 表面 に 骨増殖が認め ら れ （ 図版 8 1 ) . 骨膜炎

と 推測 さ れ る 。

鎖骨骨幹の ほ ぽ 中 央部 に 浅 く 細 い溝状の 陥 凹 が認 め ら れ る （ 図版 81 ) 。 原 因 は不 明 で あ る 。 ま た ，

右肩 甲 骨 の 関節商後縁 に は細 く 隆起 し た 骨増殖が認め ら れ る （ 図 版 81) 。 恐 ら く 剥離骨折後 に 治癒 し

た も の と 推測 さ れ る 。 左上腕骨 の 最大長 は 285.7 mm と ， 小竹貝 塚男 性平均 (289. 1 mm) や 中 後晩期

男 性平均 ( 29 1 . 1 mm ) よ り も 小 さ い 。 中 央周 は 右 6 1 .5 mm , 左 60 .0 mm で あ り ， 小 竹 貝 塚男 性平均

（左右 と も 62.9 mm) や 中 後晩期男 性平均 (7 1 .0 mm) よ り も 小 さ い 。 長厚示 数 は 19.4 と や は り 小 さ

い値 を 示 し ， 中 後晩期男 性平均 (24.4) よ り も 華奢 で あ る 。 上腕骨 の 大胸筋付着部 は 強 く 隆起 し て お

り ， 三 角 筋粗面 の レ リ ー フ も 明瞭で， 隆起 も 強 い 。 外側上顆の骨稜 も 明 瞭 で あ る 。 肘頭裔 の外側壁 に

関節面延長があ り ， 滑車上方 に 明瞭 な 椀骨尚が認め ら れ る 。 撓骨 の撓骨粗面 は 明瞭 で あ り ， 骨 間縁の

発達 は 中程度で あ る 。 撓骨頭 の 関節環状面 は全周 に わ た っ て 認め ら れ る 。 円 回 内筋粗面 の レ リ ー フ は

不 明 瞭 で あ る 。 尺骨 の撓骨切痕 は 骨 間縁 と 連続 し な い 。 骨 間縁の発達 は 中程度であ る 。 右尺骨 の 骨 間

部 に 強度 の 骨肥厚が認め ら れ る （ 図版 81) 。 尺骨 の骨軸 自 体 は正常で あ る こ と か ら ， 骨髄炎で あ る と

推測 さ れ る 。

左大腿骨 の 骨体 中 央周 は 82.5 mm と 小竹 貝 塚男 性平均 (86.4 mm ) や 中 後晩期男 性平均 (89.2 mm ) 

よ り も 小 さ い 。 殿筋粗面 は 強 く 隆起 し て い る 。 骨体後面 の粗線は 中程度 に 突 出 し て お り 骨体中 央示

数 も 1 19.7 と 前後径が横径 に 比 し て 大 き い 。 従 っ て や や柱状性 を 示す大腿骨 で あ る 。 骨体上断面示数

は 76. 1 で あ り ． 上 部 骨体 は 扁 平 で あ る 。 胚骨 の 栄養孔位周 は 右 85.5 mm , 左 82.5 mm と ， 小竹貝 塚

男 性平均 （右 88.6 mm , 左 88.8 mm) よ り も 小 さ い 。 腔骨前縁 は 鈍 く ， そ の 軌 道 は や や 湾 曲 し て い る 。

腔骨後面 の ヒ ラ メ 筋線は不明瞭で， 鉛直線が認め ら れ る 。 腔示数は右 64.4. 左 65.9 と い う 値 を 示 し ，

や や扁平の傾向があ る 。 腔骨遠位端 の前下窟 は 明 瞭 で あ り ， 距骨頸 の骨隆起， 内果関節面の延長が認

め ら れ る 。 滑車関節面の前方延長 は認め ら れ な い も の の ， 跨据姿勢 を 習慣的 に行 っ て い た と 考 え ら れ

る 。 第 1 中足骨 の 背面 に 脆座小面があ る こ と か ら ， 中足指節 関節 を 強 く 背屈 さ せ る 習慣があ っ た個体

と 推測 さ れ る 。

「70_ 1 」 の保存状況
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70 号人骨

こ の 人骨 は脚 を 右側 に倒 し た仰臥屈葬状態 で 出 土 し

た 。 顎関節， 左右肩 関節 左右肘関節， 左右股関節，

左膝関節が関節状態 を 維持 し て い る 。 従 っ て ， 解剖学

的位置 を 保 っ た ま ま 埋葬 さ れた 一 次埋葬 で あ り ， 充填

環境で埋葬 さ れた と 推定 さ れ る 。 た だ， 頭蓋冠部が全

く 残 っ て お ら ず， 右下肢が部分的 で ， 右大腿骨骨幹中

央部以 降の骨が残 っ て い な い 。 そ の た め ， 攪乱 を 受 け

た 可 能性が あ る 。 埋 葬 時期 と し て は 皿 期 に 分類 さ れ

て い る 。

・ 「70_1」 （ 図版 63)

頭蓋冠部お よ び右下肢骨 を 除 く 全身骨が残存 し て お
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り ， 色調 は茶褐色 で， 白 い色調が混 じ る 。

大坐骨切痕は男性的で あ る 。 ま た ， 四肢骨形態 も 男性的 で あ る た め ， 性別 は 「男性」 と 判 断 し た 。

ま た ， 大腿骨頭裔 は phase 5, 耳状面 は phase 4 で あ り ， 鎖骨胸骨端 は癒合完了 し て お り ， 第 3 大臼歯

が萌 出 し て い る 。 以上 の こ と か ら ， 死亡時年齢群 は 「老年」 と 判 断 し た 。 左撓骨最大長， 左尺骨最大

長か ら 計算 さ れた平均 身 長 は 藤井式で 161 .3 cmで あ る 。 長谷川 式 で は 前腕骨長か ら の 推定式が無 い た

め ， 総合的 な 平均推定身長 は 161 .3 cm と な る 。

下顎骨 の上面観 は オ ト ガ イ が突 出 し 三 角 形 で あ る 。 角 前切痕が認め ら れ る 。 下顎枝 は 高 く 細 い 。 筋

突起 は 薄 く ， 下顎枝前縁 は 直線的 で あ る 。

歯の保存状況 は 以下 の 通 り で あ る 。

II m m II II m m m 皿 II II II m m I 

8 7 6 5 4 3 2 1 3 4 5 6 7 8 

8 7 6 5 4 3 1 1 2 3 4 5 6 7 

I II II II II II m m II II II II II II 
数字は残存する歯を示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ペットは麒蝕とその場所を意味する （咬合面「o 」 ， 頬側面
「b」 ． 舌側面「 l」 ． 隣接面「c (顧歯が存在する側に表記） 」 ． 歯槽膿漏「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブロ カ の咬耗度を示す 。

エ ナ メ ル質減形成が認め ら れ る 。 一部黒色化 し て い る 。 上顎左側切歯の歯槽が吸収 さ れて い る 。

体幹骨 は 断片 的 で あ り ， 環椎， 軸椎 の み 同 定可能 で あ っ た 。 破損 し て い る た め 同 定は不能で あ る が，

腰椎 の椎体 に リ ッ ピ ン グが認め ら れ る 。

左鎖骨最大長 は 143.9 mm で ． 小竹貝 塚男 性平均 ( 146.5 mm) や 中 後晩期男 性平均 ( 149.4 mm) よ り

小 さ い 。 上腕骨 の 中 央周 は 左右 と も 6 1 .0 mm で ， 小竹貝 塚男 性平均 （左右 と も 62.9 mm ) や 中 後晩

期男 性平均 (71 .0 mm) よ り も 小 さ い 。 大胸筋付着部 は 強 く 隆起 し て い る が， 三 角 筋粗面 の レ リ ー フ

は不明瞭で． 隆起 も 弱 い 。 外側上顆の 骨稜 は外側 に 強 く 張 り 出 す 。 肘頭商 の外側壁 に 関節面延長 は認

め ら れ な い 。 滑車上孔が存在す る 。 撓骨 の撓骨粗面 は 明 瞭 で あ る が． 骨 間縁の発達 は 弱 い 。 円 回 内筋

粗面 の レ リ ー フ は 明瞭 で あ る 。 尺骨 の撓骨切痕 は 骨 間縁 と 連続 し ， 骨 間縁の発達 も 中程度であ る 。

右大腿骨 の 骨体 中 央周 は 87.0 mm と 小竹 貝 塚男 性平均 (85.9 mm) よ り も 大 き < . 中 後晩期男 性平

均 (89.2 mm) よ り も 小 さ い 。 殿筋粗面 は 陥 凹 し て い る 。 骨体後面 の粗線 は 強 く 突 出 し ， 骨体 中 央示

数 は 1 26.3 と 高 い 値 を 示す た め ， 柱状大腿骨 と 言 え る 。 骨体上 断面示数 は 右 89.2 . 左 86.2 と 扁 平 で

は な い 。 左大腿骨 は骨幹の や や 遠位部で変形性治癒骨折が認め ら れ る （ 図版 81) 。 大腿骨 の 遠位部が

骨折部 よ り 外側へ転位 し た状態で癒合 し て い る 。 右大腿骨 の骨幹近位部の表面は多孔質化 し て お り （図

版 8 1 ) , 骨 膜 炎 が疑 わ れ る 。 左腔骨 の 栄養孔位周 は 89.5 mm と 小 竹貝 塚男 性平均 （左 88.8 mm ) よ

り も 太い 。 腔骨前縁 は 直線的 で鈍 < . 後面 の ヒ ラ メ 筋線 は 明 瞭 で ． 鉛直線が認 め ら れ る 。 た だ ，

腔示数は 73.4 と 非常 に大 き い値 を 示 し ， 扁平胚骨 で は な い 。 左脚 は大腿骨が骨折 し て い る た め ． そ の

影響 で腔骨骨幹の形状が変化 し た も の と 推測 さ れ る 。 典味深い こ と に ， 左腔骨 お よ び排骨 の骨幹中央

部が帯状 に 陥 凹 し て お り ， 胚骨で は そ の領域の上縁 と 下縁 に 浅い溝が認め ら れ る （ 図版 81 ) 。 こ れ も

大腿骨骨折 の 影響 と 考 え ら れ る が， 人為 的所作 の 影響が疑 わ れ る 。 例 え ば， 骨折 し た 脚 の 下腿 を 固定

す る た め に 帯状の 固 定具 で強 く 縛 り 付 け て い た よ う な こ と が想定 さ れ る 。 ま た ， 左足の 舟状骨 の底面

に 骨 隆起が認め ら れ る （図版 81 ) 。 こ れ も 骨折 に 伴 っ て 生 じ た 可能性があ る が． い わ ゆ る 「外腔骨」

で あ る 可能性 も あ る 。
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71 号人骨

こ の人骨 は散乱状態で出士 した。 右股関節のみ 関節状況 を 維持 し ているが， 骨の断片化が著 しいた

め元々 の姿勢 を 推定する こ とは 出 来 ない。 ま た， 左尺骨近位部が骨盤付近 ま で移動 し ているこ とから，

一次埋葬後に攪乱 を 受けた可能性がある。 埋葬時期とし て は II 期に分類されている。 重複部位と色調

から主体である 「71_1」 と 「71_2」 に分けた。

「71 _ 1: 」 の保存状況

・ 「71_1」（図版 64)

椎骨 を 除 く ほ ぼ全身骨が部分的に残存 し ている。 椎

骨 は破片すらも 残 っ ていなかっ た。 色調 は茶褐色で，

白い色調 は混 ざらない。

大坐骨切痕 は女性的で， 恥骨前面に腹側 弓 も 認め ら

れる。 耳状面前溝 も 深 く 明瞭である。 ま た， 頭骨の眉

弓と乳様突起 も 女性的である。 従 っ で性別 は 「女性」

と判 断 した。 本個体の恥骨結合面 は phase 6 ,  大腿骨

頭窟 は phase 5 である。 ま た， 四肢骨の骨端線 は 消 失

し てお り， 第 3 大臼歯が萌 出 し ている。 以上の こ とか

ら， 死亡時年齢群 は 「老年」 と判 断 した。

頭 蓋 最 大 長 は 1 7 8 . 9 mmで， 小 竹貝塚 女 性 平 均

( 1 76 . 9  mm ) や 中 後 晩 期 女 性 平 均 ( 1 7 6 . 6 mm ) よ り

大 き い。 ま た， 頭蓋最大幅 は 144.5 mmで， 小竹貝塚

女性平均 ( 145. 1 mm) よ り 小さ く， 中 後晩期 女性平均 ( 140.6 mm) よ り 大 き い。 長幅示 数 は 80.7 で，

小竹女性平均 (81 .8) よ り 小さいが， や は り 短頭である。 上面観では， 頭頂結節の発達が中程度で楕

円形の輪郭 を示す。 側面観 は， 脳頭蓋が比較的低 く 前後が長い楕 円形である。 外後頭隆起の発達 は痕

跡的である。 外耳孔 は 楕 円形で， 長軸が垂直に近い。 乳様突起の発達 は 弱 < . 尖端 は 内側に向 く 。 側

頭線は頭頂骨では不明 瞭であるが， 前頭骨で は 明 瞭である。 下顎裔 は深 く 狭い。 眼裔上縁 は 薄 く 直線

的である。 頬骨の縁結節 は 弱い。 前頭骨の頬骨突起 は外側に張 り 出 す 。 ブ レ グマ部に骨の肥厚が認め

られる。 下顎骨の上面観では， オ ト ガイが突 出 し三角形である。 角 前切 痕 は な く， 切痕部位が凸状に

なる 「 ロ ッ カ ー ジ ョ ー 」 である。 下顎枝は低 く 広い。 筋突起 は厚 く， 下顎枝の前縁 は 直線的である。

歯の保存状況 は 以下の通 り である。

II 皿

⑧ C C⑦c 
m
3

 

m II

8

 

m

7

 5

W

 数字は残存する 歯を 示し． 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は鍋蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o J , 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 麟歯が存在す る 側に表記） 」 ， 歯櫓膿漏 「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

こ れら以外に も 歯種同定不能の遊離歯が 10 本ある。 上顎右第 2 お よ び第 3 大臼歯に鯖蝕がある。 下顎

右第 2 小臼歯には斜めにす り 減 っ た面が見られる。 ま た， 輿味深いことに 上顎左第 3 大臼歯には遠心
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面に摩耗 し た平坦な面があ る 。 下顎右第 1 - 3 大臼歯部の歯槽は吸収さ れてい る が， こ れは歯槽膿漏 に よ る

も の考え ら れる 。 ま た下顎左第 1 - 2 大臼歯部の歯槽 も 吸収さ れてい る が， こ れは生前脱落に よ る 吸収であ る 。

左肩 甲 骨 の 関節裔後方 に 陥 凹 があ り ， 関節商 の辺縁に骨隆起が認め ら れ る （図版 81) 。 左上腕骨 の 中

央周 は 56.5 mm で ， 小竹貝 塚女性平均 (55.9 mm) よ り 大 き い が， 中 後晩期 女性平均 (60.7 mm) よ り 小

さ い 。 大胸筋付着部 は 強 く 隆起 し て お り ， 三 角 筋粗面 の レ リ ー フ は 明 瞭で， 隆起 も 強 い 。 撓骨 の撓骨

粗面 は 明 瞭 で あ る 。 尺骨 の撓骨切痕 は 骨 間縁 と 連続す る 。 左撓骨 の 遠位関節面 は 多孔質化が見 ら れ，

重度 に 変形 し て い る （ 図版 81) 。 ま た ， 左尺骨 の肘頭 に も 関節面 の変形が認め ら れ る 。 こ れ ら はすべて

変形性関節症 で あ る が， 左側 の 肩 関節， 肘関節， 手首 関節すべ て に 関節症が認め ら れて い る こ と に な

る 。 特定の運動 に よ る 可能性があ る が， 老化 に よ る も の で あ る 可能性が高 い 。

大腿骨 の 骨体 中 央周 は右 83.0 mm , 左 82.5 mm と ， 小竹貝 塚女性平均 （右 76.3 mm , 左 74.7 mm) や 中

後晩期女性平均 (79.8 mm) よ り も 大 き い 。 大腿骨 の殿筋粗面 は 強 く 隆起 し て い る 。 骨体後面で は粗線の

「72_ 1 」 の保存状況

み がや や 突 出 し て お り ， 骨体 中 央示数 も 右 104.6 , 左

106.6 と 低い値 を 示 す 。 従 っ て柱状大腿骨 で は な い 。

骨体上 断面示 数 は右 80.5 , 左 76.7 と 比較 的小 さ い 値

を 示 し ． 上部骨体 は 扁 平 で あ る と 言 え る 。 大腿骨骨幹

に は血管溝が認め ら れ る 。 膝蓋骨 は正常 な 逆三角形で

は な く ， 広 筋 切 痕が見 ら れ る 。 胚骨 の 前縁付 近 に 血

管 溝 が 認 め ら れ る 。 胚骨遠位端 の 前 下 謀 は 明 瞭 で あ

り ， 距 骨 頸 の 骨 隆 起 ， 滑 車 関 節 面 の 前 方 延 長 ， そ

し て 内果関節面の延長が認め ら れ る こ と か ら ， 躁据姿

勢 を 習慣的 に行 っ て い た と 推測 さ れ る 。 右第 5 中足骨

の背面 に 脆座小而があ る こ と か ら （ 図版 82) , 中足指

節 関節 を 強 く 背屈 さ せ る 習慣 も あ っ た と 推測 さ れ る 。

・ 「71_2」 （ 図版 64)

左右肩 甲 骨 と 左大腿骨 の 一部 の み が属 す る 。 「71_1」

と は重複 し て お り ， よ り 大 き い 印象 を 受 け る 。 色調 は

暗褐色 で， 白 い色調が混 ざ る 。

性 • 死亡時年齢 を 推定す る 根拠が残存 し な い た め ，

性別 は 「不 明 」 ， 死亡時年齢は 「不明 (lo 代後半～老

年） 」 と し た 。

特記事項 は な い 。

72 号人骨

こ の人骨は仰臥屈葬状態で出土 した。 左右肩関節 左肘関

節 左右股関節 左右膝関節 左右足関節が関節状態を維持

してい る 。 左右の股関節 を 外転 さ せた状態 で あ る た め ，

胡坐の よ う な状態に見え る 。 従っ て， 解剖学的位置を保っ
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たまま埋葬された一次埋非であるが， 股関節の外転は空隙環境での埋葬の可能性を示唆している。 埋

葬時期としては I 期に分類されている。

・「 72 _1 」（図版6 5 )

ほぽ全身が残存しており， 色調は黄掲色で， 白い色調が混じる。

歯の萌出状態から， 死亡時年齢群は 「 5 歳前後」 とした。この個体が小竹貝塚における「 5 歳前後」

の基準である。 性別は 「不明」である。

永久歯の保存状況は以下の通りである。

0 0 0 0 0 0 0 0 0 

l Q Q ! � 2.  1 1 1 2. 
Q Q ! � 2.  
0 0 0 0 0 

0

7-

0

6-

6

 

J
o

 

0

5-

0

4-

0

3-

数字は残存す る 歯を 示し． 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ペット は麟蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「oJ , 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 「 c ( 顧歯が存在する 側 に 表記） 」 ． 歯梧膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

また， 乳歯の保存状況は以下の通りである。

ー ー II
 

II
 

11

2

 

II

3

 

I

5

 

5 4 

5

I

 

4

I

 

3

11

 

2

11

 

1

11
 

—
 

1

11
 

2

11

 

3

11

 

4

I

 

5

I

 

73 号人骨

この人骨は後述の 「78 号人骨」 の直上にあり， 右側を下にした側臥屈葬状態で出土した。 下顎関節，

椎骨， 左右股関節， 左右膝関節， 左右足関節が関節状態を維持している。 従って， 解剖学的位置を保

ったまま埋葬された一次埋葬であり， 充填環境で埋葬されたものと推定される。 埋葬時期としては I

期に分類されている。この人骨には焼成を受けた骨片が含まれるが， 獣骨の可能性もある（図版82 )。

・「 73_1 」（図版66 )

右前腕骨を除 く ほぼ全身の骨が残存しており， 色調は黄褐色で， 白い色調は混 ざらない。

大坐骨切痕は女性的である。 恥骨前面に腹側弓が認められる。 また， 耳状面前溝も深 く 明瞭である。

また， 頭骨の眉 弓や乳様突起も女性的である。 従って， 性別は「 女性」 と判断した。本個体の恥骨結

合面は ph as e 3, 大腿骨頭商は ph as e 4, そして耳状面は ph as e 4 である。 また， 鎖骨の胸骨端は癒合

完了し， 第3大臼歯は萌出している。 以上のことから， 死亡時年齢群は 「中年」と判断した。 左上腕

骨最大長， 左撓骨最大長， 左右大腿骨最大長， 左右大腿骨自然位長から計算された平均身長は藤井式

で14 7.3 cm, 長谷川式で1 52 . 5 cmであり， 総合的な平均推定身長は149 .1 cmである。
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頭 蓋 最 大 長 は 1 7 5 . 9 mm で ， 小 竹 貝 塚 女 性 平 均

(1 7 6 . 9  mm ) や 中 後 晩期女性平均 (1 7 6 . 6 mm ) よ り

小さい。 頭薔最大幅は1 39.7 mmで， 小竹貝塚女性平

均 (1 45 .1 mm ) や 中 後 晩期女性平均 (1 40 .6 mm ) よ

り小さい値を示す。 長幅示数は 79.4 で， 中頭に分類さ

れる。 また． バ ジ オ ン ・ ブ レ グ マ 裔は1 33.6 であり．

中 後晩期女性平均 (1 37.4 mm) よりもかなり低い。 頭

蓋 モ ズ ル ス は1 49.7 と 中 後晩期女性平均 (1 51 .5) よ

りも 小さい。 従って， 本個体の頭骨は全体的に 小さい。

上面観では頭頂結節の発達が中程度で楕 円形の輪郭を

示す。 後面観の輪郭 ば 頭頂結節から側壁が垂直に下

がる家型を示す。 側面観は脳頭蓋が比較的高 く ， 前後

が比較的短い円形である。 外後頭隆起は痕跡的である。

「73_1 」 の保存状況 後頭顆は湾 曲が強 く ， 関節面は延長している。 外耳孔

は楕 円形で． 長軸が斜めである。 外耳道骨腫が左右とも認められる（図版 82) 。 乳様突起は発達し，

尖端は内側に向 く 。 乳突上陵は明 瞭である。 側頭線は頭頂骨では不明瞭であるが． 前頭骨では明瞭で

ある。 下顎裔は深 く 狭い。 頬骨の縁結節は無い。 前頭骨の頬骨突起は外側に張り出す。 眼裔上縁は直

線的で薄い。 上顎骨に犬歯腐は無い。 梨状口下縁は鋭 く ， 上顎骨間縫合部は平坦である。 下顎骨の上

面観は オ ト ガ イ の突出はあるが， 放物線形である。 角 前切痕が認められる。 下顎枝は高 く 細い。 筋突

起は厚 く ． 下顎枝前縁は直線的である。

歯の保存状況は以下の通りである。

II II II II II 

� I  
II II II II II m 

⑥b 5 4 3 2 1 2 3 4 5 6 

7 ⑥b 5 4 3 1 2 3 4 5 6 7 ⑧b 
II II II IV II m m II II II II II II I 

数字は残存する 歯を 示 し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧蝕とその場所を 意味する （ 咬合面「o」 ． 頬側面

「 b」 、 舌側面 「 l」 ． 隣接面 「 c ( 顧歯が存在す る 側に表記） 」 ． 歯槽膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

上顎左側切歯が矮 小歯である。 下顎右第1 大臼歯， 下顎左第 3 大臼歯， 上顎右第1 大臼歯の頬側面に

小さな鯖蝕がある（囮版 82) 。 また， 下顎右第1 小 臼歯の歯冠がな く なり， 歯根部が臼状になる。 上

顎右弟 l 小 臼歯～第1 大臼歯にかけて頬側面に歯石がある。 上顎右第 2 � 3 大臼 歯の歯槽部が吸収さ

れているが， これは歯槽膿漏によるものである。 下顎左右 Ml の舌側近心の角にエ ナ メ ル質の欠損が

あるが（図版 82) , これは鯖蝕によるものではな く 生前の破損であると推測される。 下顎右第 3 大臼

歯および上顎左第 3 大臼 歯が萌出していない。

椎骨は第4� 5 頸椎以外は残存している。 第 3 胸椎と第4胸椎が癒合しており， 胸椎癒合症である

（図版 82) 。 また， 腰椎の椎体に骨棘が形成されている。

右鎖骨最大長は1 42.9 mmで， 中 後晩期女性平均 (1 31 .9 mm) よりもかなり長い。「1 4_1 」 や「58_2」

と同 じ く 右鎖骨の肩 峰端が下垂している（ 図 版 82) 。 左上腕骨の最大長は 250.2 mmと， 小竹貝塚女
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性平均(26 5 .1 mm)や中後晩期女性平均(2 72 .0 mm)よりも小さい。 中央周は右 59 . 5 mm, 左 5 7.0 mm 

であり． 小竹貝塚女性平均 （ 右 56 .0 mm, 左 5 5 .9 mm)より大きく ， 中 後 晩期女性平均(60 .7 mm) 

より小さい。 また， 左右差が大きく， 右の方が太い。 左の長厚示数は21 .2 であり， 中後晩期女性平均

(22 .2 )よりやや小さい。 大胸筋付着部は強く隆起している。 三角 筋粗面の レリーフは不明瞭である

が． 隆起は非常に強く， 前面観では骨体が 「く」 の字に 曲がって見える。 外側上顆の骨稜は不明瞭で

ある。 肘頭窟の外側壁に関節面延長が認められる。 滑車上方の撓骨商は明瞭ではない。 滑車上孔が存

在する。 撓骨の撓骨粗面は明瞭で， 骨間縁の発達は強い。 撓骨頭の関節環状面は全周にわたって認め

られる。 円回内筋粗面の レリーフは不明瞭である。 尺骨の撓骨切痕は骨間縁と連続し， 骨間縁の発達

は強い。

大腿骨最大長は右 391 .3 mm, 左 401 .1 mmであり， 小竹貝塚女性平均 （右 38 5 .7 mm, 左 389 .4 mm) 

より大きく， 中後晩期女性平均( 392 . 5 mm)とほぽ同程度である。 骨体中央周は右 74 . 5 mm, 左 79 .0 mm 

で， 小竹貝塚女性平均 （右 76 .3 mm . 左 74 .7 mm)や中後晩期女性平均( 79 .8 mm)と比較すると， 右

は小さく左は大きい。 頑丈示数は右19 .0, 左19 .7 と中後晩期男性の平均(21 .4 )よりもやや小さい

値を示す。 殿筋粗面は 陥 凹 している。 骨体後面の粗線は中程度に突出しており， 骨体中央示数も右

114 .1, 左114 .6 であるため， やや柱状性が認められる大腿骨と言 える。 骨体上断面示数は右 77. l,

左 7 5 . 5 であり， 上部骨体は扁 平と言 える。 腔骨の栄養孔位周は右 79 .0 mm, 左82 .0 mmと， 小竹貝

塚女性平均 （右 76 .3 mm, 左 76 .4 mm)よりも大きく， 大腿骨と同様に左右差が強い。 腔骨前縁は鈍

く， その軌道はやや湾 曲している。 腟骨後面の ヒラ メ 筋線は明瞭で， 鉛直線が認められない。 腔示数

は右 71 .3, 左66 .9 という値を示すことから， 扁 平腔骨とは言 えない。 腔骨遠位端の前下裔は明瞭で

あり， 距骨頸の骨隆起， そして内果関節面の延長が認められることから， 躁据姿勢を習慣的に行って

いたと推測できる。 この個体は鎖骨の下垂とそれに伴うと推測される上肢の左右差， さらには下肢の

左右差が認められた。

「74_ 1 」 の保存状況
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74 号人骨

この人骨は散乱状態で出土した。 いずれの骨も関節

状態を維持していない。 埋葬時期は I 期に分類されて

いる。

・ 「74 _1 」 （図版6 7)

四肢骨が部分的に残存している。 色調は黄褐色で，

白い色調が混 ざらない。

骨幹のサ イ ズから， 死亡時年齢群は 「1 歳前後」， 性

別は「不明」 とした。

頭骨の眼裔天井にクリブ ラ ・ オル ビタ リアが認めら

れる。 左撓骨の骨幹部に骨肥厚が認められ， 骨髄腔が

すべて海綿 質で覆われている （図版82 )。 従って，

骨髄炎と推測される。



「75_ 11 」 の保存状況
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75 号人骨

この人骨 は頭骨と断片点な 四肢骨が出士 し， 関節状況

は不明である。 埋葬時期 は m 期 に 分類されている。 重

複部位および骨形態 そ し て色調から 「75_1」 , 「75_2」 ,

「75_3」 に分けた。

・ 「75_1」（図版 68)

部分的な 頭骨と四肢骨が残存 し ている。 こ れらの骨

の同一個体性 は不確定である。 色調 は 暗褐色で白い色

調が混 ざらない。

大坐骨切痕は男性的である。 頭骨の眉 弓 および乳様

突起 も 男性的である。 従 っ て ， 性別 は 「男 性」 と判 断

した。 四肢骨の骨端線は消失 し て お り ， 第 3 大臼歯が

萌 出 し ているこ とから， 死亡時年齢群 は 「成人（年齢

不 明）」 と判 断 した。

頭骨の上面観 は頭頂結節の発達が中程度で楕 円形の輪郭 を 示す 。 外後頭隆起 は 強 く 発達する。 外耳

孔 は 円 形 に 近い。 乳様突起 は発達 し ， 尖端 は下方 に 向 く 。 乳突上 陵 は 明 瞭である。 側頭線は頭頂骨で

は不明瞭であるが， 前頭骨で は 明 瞭である。 下顎甜 は深 く 狭い。 頬骨の縁結節 は認められない。 眼裔

上縁 は厚 く 直線的である。 ブ レ グ マ 部 に 骨の肥厚が認め られる。

歯の保存状況 は 以下の通 り である。

II

⑦
 

c
 

8

m

 数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ベット は顧蝕とその場所を意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「b」 ， 舌側面「 l」 ， 隣接面 「 c ( 顧歯が存在する側に表記） 」 ， 歯栖膿漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

上顎左第 2 大臼 歯 に 鵬蝕がある。

体幹骨 は 断片的であ り ， 環椎， 軸椎のみ同定可能であ っ た。

左上腕骨の中 央周 は 68.0 mmで あ り ， 小竹貝 塚男 性平均 (62.9 mm) よ り 大 き く ， 縄文 中 後晩期男

性平均 (71 .0 mm) よ り 小さい。 上腕骨の大胸筋付着部 は 強 く 隆起 し ， 三角 筋粗面の レリ ー フ は 明 瞭

で， 隆起 も 強い。 肘頭商の外側壁 に 関節面延長が認 め られる。 尺骨骨 間縁の発達 は 中 程度である。
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「75_2」 の保存状況 「75_3」 の保存状況

・ 「75_2」 （固版 68)

左右膝蓋骨と左腔骨の断片で． 「75_1」 と重複 し， よ り 細い骨を こ こ に分けた。 同 一個体性 は不確

定である。 色調 は 暗褐色で， 白 い色調 は 混 ざらな い 。

性 • 死亡時年齢 を 推定する根拠 は な いため 。 性別 は 「不明 」 ． 死亡時年齢群 は 「不 明 ( lo 代後半～

老年）」 である。

特記事項 は な い 。

・ 「75_3」 （ 図版 68)

右大腿骨のみ が こ の個体 に 属 する。 色調 は 黄褐色で， 白 い色調が混 じる。

性・死亡時年齢 を 推定する根拠 は な いため 。 性別 は 「不明」， 死亡時年齢群 は 「不 明 ( lo 代後半～

老年）」 である。

骨の表面が磨滅 し て お り， 灰色の物質が固着 し て いる。

76 号人骨

こ の人骨は左側 を 下 に した側 臥屈葬状態で出土 した。 顎関節， 左右肩 関節， 左右肘関節， 左右股関

節， 左右膝関節， 左右足関節 は 関節状態 を 維持 し て いる。 従 っ て， 解剖学的位置 を 保 っ たま ま 埋葬さ

れた一 次埋葬であ り， 充填環境で埋葬されたと推定される。 埋葬時期 は I 期 に 分類されて いる。 骨形

態から， 主体である 「76_1」 と 「76_2」 に分けた
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・ 「76_1」 （ 図版 69)

ほ ぼ全身骨が残存 し て お り ， 色調 は茶褐色 で 白 い色

調 は混 ざ ら な い 。

大坐骨切痕 は男性的で， 頭骨 の眉 弓 や乳様突起 も 男

性 的 で あ る 。 従 っ て ， 性別 は 「男性」 と し た 。 本個体

の恥骨結合面 は phase 3, 大腿骨頭裔 は phase 3 ,  そ し

て 耳状面 は phase 4 で あ る 。 ま た ， 鎖 骨 の胸骨端が癒

合 し て お り ， 第 3 大臼歯が萌 出 し て い る 。 以上 の こ と

か ら ， 死亡時年齢群 は 「 中 年」 と し た 。 左椀骨最大長，

左尺骨最大長， 左右大腿骨最大長， 左大腿骨 自 然位長，

左右胚骨最大長， 右誹骨最大長か ら 計算 さ れた平均 身

長 は 藤井式で 165.2 cm, 長谷川 式 で 173.2 cmで あ り ，

総合的 な 平均推定身長 は 167.9 cmで あ り 縄文時代人

と し て は 高 身長の個体で あ る 。

頭蓋最大長 は 176.7 mm で ， 小竹貝 塚男 性平均 ( 1 80.2 mm) や 中 後晩期男 性乎均 ( 1 82.8 mm) よ り

小 さ い 。 頭蓋最大幅 は 145.5 mm で ， 小竹貝 塚男 性平均 ( 146. 1 mm) や 中 後晩期男 性平均 ( 145. 1 mm) 

と ほ ぼ同 じ で あ る 。 従 っ て ， 長幅示数は 82.3 で． 短頭 に 分類 さ れ る 。 前頭縫合が残存 し て い る 。 上面

観 は 頭頂結節 の発達が 中程度で楕 円形の輪郭 を 示 す 。 後面観の輪郭 は ， 頭頂結節 か ら 側壁が垂直 に 下

が る 家型 を 示す 。 側面観は脳頭蓋が比較的低 く ． 前後が長い楕円形で あ る 。 外後頭隆起の発達 は 痕跡

的 で あ る 。 外耳孔 は 円形 に 近 い 。 乳様突起 は発達 し ， 尖端 は下方 に 向 く 。 乳突上 陵 は 明瞭であ る 。 側

頭線は頭頂骨 で は不明瞭であ る が， 前頭骨 で は 明 瞭 で あ る 。 下顎裔 ば深 く 狭い 。 頬骨 の縁結節 は 弱 い 。

前頭骨 の 頬骨突起 は外側 に 張 り 出 す 。 眼腐 は上下 に狭 く 四角 形で あ る 。 ま た ． 眼窟上縁 は原 く 直線的

で あ る 。 上顎骨 の犬歯寓 は 無 い 。 梨状 口 下縁 は 二重 に な る 。 上額骨 間縫合部 は平坦で あ る 。 下顎骨 の

上面観 は オ ト ガ イ が突 出 し 三 角 形 で あ る 。 角 前切痕 は認め ら れ な い 。 下顎枝は低 く 広 い 。 筋突起 は厚

く ， 前方 に 突 出 す る た め ， 下顎枝前縁 は 湾 曲 す る 。

歯の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。

I n n II II II n II II II II II I 

8 7 4 3 1 2 3 4 5 c⑥ 7 8 

8 7 6 5 4 2 1 2 3 4 5 6 7 

I II II II II II II II II II II II II 

数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ペット は麟蝕とその場所を意味する （ 咬合面「O」 ． 頬側面

「b」 ， 舌側面 「 l」 ． 隣接面「c (麒歯が存在す る 側に表記） 」 ， 歯槽膿漏 「p」 ) 。 ロ ーマ数字はプ ロ カ の咬耗度を 示す。

上顎左第 1 大臼歯 に麟蝕があ る 。

体幹骨 は 第 1 � 7 頸椎， 第 1 � 4 腰椎が同定可能 で あ っ た 。

上腕骨 の 中 央周 は右 65.0 mm , 左 64.5 mm と ， 小竹貝 塚男 性平均 （左右 と も 62.9 mm) よ り 大 き く ，

中 後晩期男 性平均 (71 .0 mm) よ り も 小 さ い 。 大胸筋付着部 は 強 く 隆起 し て お り ， 三 角 筋粗面 の レ リ

ー フ は 明 瞭 で あ る が， 隆起 は 弱 い 。 外側上顆の骨稜は外側 に 強 く 張 り 出 す 。 肘頭商 の外側壁 に 関節面
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5 形態分析

延長が認められる。 撓骨の椀骨粗面は明瞭で， 骨間縁の発達は強い。 撓骨頭の関節環状面は全周にわ

たって認められる。 円回内筋粗面の レリーフも明瞭である。 尺骨の撓骨切痕は骨間縁と連続し， 骨間

縁の発達は中程度である。

大 腿骨最大長は右 4 52 .0 mm, 左 4 54 . 5 mmと， 小竹貝塚男 性 平 均 （右 419 .6 mm, 左 418 .2 mm) 

や中後 晩 期 男 性 平 均(416 .9 mm)よりもかなり大きい。 骨体中央周は右84 .0 mm, 左84 . 5 mmと，

小竹貝塚男性平均（右8 5 .9 mm, 左86 .4 mm)や中後 晩期男性平均(89 .2 mm)よりも小さい。 従っ

て， 頑丈示数は右18 .6, 左18 .6 と低い値を示し， 極めて華奢であると言 える。 殿筋粗面は陥 凹して

いる。 骨体後面の粗線は中程度に突出し， 骨体中央示数も右11 3.4, 左114 .9 と前後径が横径に比し

てやや大きく， やや柱状性を示している。 骨体上断面示数は右84 .2, 左 7 5 .4 と扁 平であることを示

すが， 左右差があり， 左側がかなり扁 乎である。 大腿骨骨幹後面の遠位雖に線維性骨皮質欠損が認め

られる。 腔骨最大長は右 362 .4 mm, 左 364 .9 mmであり， 小竹貝塚男性平均（右 349 . 5 mm, 左 342 .8 mm) 

よりも大きい値を示す。 栄養孔位周は右92 . 5 mm, 左9 3 .0 mmと小竹貝塚男性平均（右88 .6 mm, 左

88 .8 mm)より大きい。 腔骨前縁は鈍 < . その軌遁はやや湾 曲 している。 腔骨後面の ヒラ メ 筋線は明

「76_2」 の保存状況

77 号人骨

瞭で， 鉛直線が認められる。 腔示数は右68 .3, 左66 .2

という値を示すことから， 扁平腔骨ではない。 腔骨の

前縁付近に血管溝が認められる。 腟骨遠位端の前下商

は明瞭であり， 距骨頸の骨隆起， 滑車関節面の前方延

長， そして内果関節面の延長が認められることから，

跡据姿勢を習慣的に行っていた個体であると推測でき

る。 右足の第1 基節骨と末節骨との関節面に変形が認

められる（図版82 )。 また， 左第 5 中足骨の関節面が

後方に延長し， 立方骨との関節面が正常と異なる形態

を示している（図版82 )。

・「76 _2 」（図版69 )

右大腿骨骨幹部のみ残存しており， 色調は黄褐色で， 白

い色調が混じる。

大腿骨のサ イ ズから， 死亡時年齢群は 「周産期」， 性

別は 「不明」 である。特記事項はない。

この人骨は， 顔と脚を左側に倒した仰臥屈葬状態で出土した。 腹部に礫が置かれた 「抱石葬」 で

ある。 顎関節， 左右肩関節， 左右肘関節， 左右手関節， 左右股関節， 左右膝関節， 左右足関節は関節

状態を維持している。 従って， 解剖学的位置を保ったまま埋非された一次埋非であり， 充填環境で埋

葬されたと推定される。 埋葬時期は I 期に分類されている。
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「77_ 1 」 の保存状況
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・ 「77_1」 （ 図版 70)

全身骨が部分的に残存 し ている。 色調 は 黄褐色 で，

白い色調が混 ざ ら ない。

大坐骨切痕は男性的である。 頭骨の眉 弓 は 中 間的で

ある。 従 っ て ， 性別 は 「男性」 と判 断 した。 本個体の

大腿骨頭窟 は phase 3, 耳状面 も phase 3 である。 ま た，

四肢骨の骨端線は消失 し ている。 以上の こ とから ， 死

亡時年齢群 は 「 中 年」 と 判 断 した。 左撓骨最大長， 左

大腿骨最大長， 左大腿骨 自 然位長， 左腔骨最大長から

計算された平均 身長 は藤井式で 158.6 cm , 長谷川 式で

166. 1 cm であ り ， 総合的な 平均推定身長 は 161 . 1 cm で

ある。

後頭骨の外後頭隆起 は痕跡的である。 外耳孔 は楕 円

形で， 長軸が斜め である。 乳様突起の発達 は 弱 く ， 尖

端 は 内側に向 く 。 乳突上 陵 は 明瞭である。 下顎商 は深 く 狭い。 頬骨の縁結 節 は 無い。 下顎骨の上面観

は オ ト ガイの突 出 はあるが， 放物線形である。 角 前切痕 は 認 め ら れる。 オ ト ガイ部の斜め上方に歯槽

下溝が認め ら れる。 下顎枝 は 高 く 細い。 筋突起 は 薄 く 前方に突 出 するため ， 下顎枝前縁 は 湾 曲 する。

歯の保存状況 は 以下の通 り である。

m m 
7 6 

7 6 5 
m m m 

II II II II II m m 
3 2 3 4 6 7 

3 5 6 
m II m 

数字は残存する 歯を 示し， 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ペット は馘蝕とその場所を意味する （ 咬合面「o」 ， 頬側面

「 b」 ． 舌側面 「 IJ . 隣接面 「 c (麟歯が存在する制に表記） 」 ． 歯槽饂漏「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

エ ナ メ ル質減形成が認め ら れる。 下顎骨の左右第 1 小 臼歯が生前脱落 し ている （図版 82) 。 ま た， 上

顎骨の左右が部分的に残 っ ているが， 上顎左右第 2 小 臼歯 も 生前脱落 し ているように見 える （ 図版 83) 。

上顎左第 1 小 臼 歯の近心には強度の隣接面咬耗が見 ら れるが， 遠心には 隣接面咬耗が確認で き ないこ

とから ． 上顎左第 1 小 臼 歯 は 生前脱落と推定される。 従 っ て風習的な 抜歯 である可能性が高い。

体幹骨 は 断片的であ り ， 環椎， 軸椎のみ 同 定可能であっ た。 同 定不能であるが， 頸椎の関節面に多

孔質状の変性が認め ら れ， 変形性頸椎症が疑われる （図版 83) 。

鎖骨の円錐靭帯圧痕部 は 隆起 し ている。 肩鎖関節の関節面 は 変性 し ， 肩 甲 骨の関節商には堤防状の

骨増殖が認め ら れる （ 図版 83) 。 従 っ て ， 変形性肩 関節症に罹患 し ていた可能性がある。 上腕骨の中

央周 は 右 60.0 mm , 左 59.5 mm であ り ， 小竹貝 塚男 性平均 （左右と も 62.9 mm) や 中 後晩期男 性平均

(71 .0 mm) よ り も 小さい。 大胸筋付着部 は 強 く 隆起 し ， 三角 筋粗面の レリ ー フ も 明 瞭 で ， 隆起 も 強

い。 外側上顆の骨稜は不明瞭である。 上腕骨骨頭には堤防状の骨増殖が認め ら れ， や は り 肩 関節における

関節症に罹患 し ていた可能性 を 示す 。 肘頭窟の外側壁に関節面延長が認め ら れる。 撓骨の撓骨粗面 は

明瞭で， 骨 間縁の発達 は 強い。 椀骨頭の関節環状而 は全周にわたっ て認め ら れる。 円 回 内筋粗而のレ
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5 形態分析

リーフは明瞭である。 尺骨の撓骨切 痕は骨間縁と連続しない。 尺骨骨間縁の発達も強 度である。

左大腿骨最大長は40 7.7 mmであり， 小竹貝塚男性平均(418 .2 mm)や中後晩期男性平均(416 .9 mm) 

より小さい。 骨体中央周は右81 . 5 mm, 左82 .0 mmと小竹貝塚男性平均 （右8 5 .9 mm, 左86 .4 mm) 

や中後晩期男性平均(89 .2 mm)よりも小さい。 左の頑丈示数は20 .1 と中後晩期男性の平均(21 .4 )

よりもやや小さい値を示す。 殿筋粗面は強く隆起している。 骨体後面の粗線は強く突出しており， 骨

体中央示数も右124 . 5, 左1 38 .1 と高い値を示している。 従って柱状大腿骨と言 える。 骨体上断面示

数は右 79 . 5, 左81 .9 であり， 上部骨体も扁 平である。 大腿骨骨幹表面には血管溝が認められる。 大

腿骨頸部にア レ ン頸裔が見られる。 左大腿骨骨幹後面に線維性骨皮質欠損が弱く認められる。 左腔骨

最大長は 3 5 3 .8 mmであり， 小竹貝塚男性平均( 342 .8 mm)や中後 晩期男性の平均( 3 51 .6 mm)より

も大きい。 栄 養 孔 位 固 は右81 . 5 mm, 左82 .0 mmと小竹貝塚男性 平 均 （右88 .6 mm, 左88 .8 mm)よ

りも小さい。 腔骨前縁は鋭く直線的である。 左腔骨の骨幹中央部に骨性の隆起が認められ， 骨腫瘍と

推測される。 胚骨後面の ヒラ メ 筋線は明瞭で， 鉛直線が認められる。 腟示数は右 59 .2, 左 5 7 .1 とい

う値を示すことから， 扁平腔骨と言える。 腔骨の前縁付近に血管溝が認められる。 腔骨遠位端の前下

商は明瞭であり， 距骨頸の骨隆起， 滑車関節面の前方延長， そして内果関節面の延長が認められるこ

とから， 跨鋸姿勢を習慣的に行っていたと推測される。 第1 中足骨の背面に脆座小面があることから，

中足指節関節を強く背屈させる習慣があったと推測される。

78 号人骨

この人骨は「 73 号人骨」の直下にあり， 脚を左側に倒した仰臥屈葬状態で出土した。 左股関節，

左膝関節， 左足関節は関節状態を維持している。 上肢骨と体幹部は移動されている。 従って， 一次埋

葬後に攪乱を受けたと推測される。 「73 号人骨」 を埋葬する際に動かされたと考えられる。 埋葬時期

は I 期に分類されている。 重複部位および骨形態， そして色調から， 主体である「 78 _1 」 と「78 _2 」

に分けた。

「78_ 1 」 の保存状況
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・「 78 _1 」（図版 71 )

上肢長管骨以外ほぼ全身が残存しており， 色調は黄

褐色で． 白い色調が混じる。

大坐骨切痕は女性的である。 頭骨の眉 弓や乳様突起

も女性的である。 また， 妊娠経験を示すと考えられて

いる耳状面前溝も強く認められる。従って， 性別は 「女

性」と判断した。 本個体の大腿骨頭窟は ph as e 2, 耳

状面は ph as e 1 である。 鎖骨の胸骨端は癒合中であり．

第3大臼歯は萌出していることから， 死亡時年齢群は

「青年」 と判断した。 左腔骨最大長のみから計算され

た推定身長は藤井式で14 3.4 cm, 長谷川式で149 .6 cmで

あり， 総合的な平均推定身長は146 . 5 cmである。

頭 蓋 最 大 長 は1 74 .4 mm で ． 小 竹 貝 塚 女 性 平 均

(1 76 .9 mm)や中 後 晩期 女 性 平 均(1 76 .6 mm )より
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小 さ い 。 頭蓋最大幅 は 146.2 mm で ， 小竹貝 塚女性平均 ( 145. 1 mm) や 中 後晩期 女性平均 ( 140.6 mm) 

よ り 大 き い 。 従 っ て 長幅示数は 83.9 と ， 小竹女性平均 (81.8) よ り 大 き く ， 短頭 で あ る こ と を 示 す 。

上面観 は頭頂結節 の発達が強 く 卵型 の 輪郭 を 示 す 。 後面観の輪郭 は ， 頭頂結節 か ら 緩や か に膨 ら み を

持 っ て乳様突起 に 至 る 気球型 を 示す 。 側面観で は ， 脳頭蓋が比較的高 く 前後が短い 円形であ る 。 外後

頭隆起の発達 は 痕跡 的 で あ る 。 後頭顆 は 湾 曲 が強 く ， 高 く 隆起 し て い る が， 関節延長 は な い 。 外耳孔

は楕円形で， 長軸が垂直 に 近 い 。 乳様突起の発達 は 弱 く ， 尖端 は 内側 に 向 く 。 乳突上 陵 は 明 瞭で あ る 。

側頭線は全域で明瞭で， 頭頂結節 の 下方 を 通 り ， 人字縫合 に接 さ な い 。 下額裔 は深 く 狭い 。 頬骨の縁

結節 は認め ら れ な い 。 前頭骨 の 頬骨突起 は 下垂す る 。 眼商上縁 は 薄 く 直線状であ る 。 上顎骨 に 犬歯商

は認め ら れ な い 。 梨状口下縁は鋭 < . 上顎骨 間縫合 は 平坦で あ る 。 上顎洞 に は膜状の骨増殖が多数認

め ら れ る こ と か ら ， 上顎洞 炎 に 罹患 し て い た と 考 え ら れ る （図版 83) 。 下顎骨 の上面観 は オ ト ガ イ が

突 出 し 三 角 形 で あ る 。 角 前切痕 は 認め ら れ る 。 オ ト ガ イ 部の斜め上方 に 歯槽下溝が認め ら れ る 。 下顎

枝 は 高 く 細 い 。 筋突起 は厚 < . 下顎枝前縁 は 直線的 で あ る 。 前頭骨 か ら 左右頭頂骨 の 外板 に は線条痕

が複数認め ら れ る （ 図版 83) 。 こ れ ら は 人為 的損傷 の可能性が高 い 。

曲の保存状況 は 以 下 の 通 り で あ る 。
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 数字は残存する 歯を 示し 下線は形成途上を 意味する 。 丸数字とアルファ ペット は顧蝕とその場所を 意味する （ 咬合面 「 o 」 ， 頬側面

「 b」 ， 舌側面「 l」 ， 隣授面 「 c ( 麒歯が存在す る 側に表記） 」 ， 菌槽膿漏「p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す ．

体幹骨 は 断片 的 で あ り ， 第 1 - 4 頸椎 と 第 1 胸椎 の み 同 定可能であ っ た 。

大腿骨 の 骨体 中 央周 は左右 と も 7 1 .0 mm と ， 小竹貝 塚女性平均 （右 76.3 mm , 左 74.7 mm ) や 中 後

晩期女性平均 (79.8 mm) よ り も 小 さ い 。 殿筋粗面 は 陥 凹 し て い る 。 骨体後面 は粗線の み がや や 突 出

し て お り ， 骨体 中 央示 数 も 右 1 14.9 , 左 109.0 と や や

小 さ く ， 柱状性 は 認 め ら れ な い 。 ま た ， 左右差 も 顕著

であ る 。 骨体上断面示数は右 80.9, 左 76.7 であ り ， 上部

骨体 は 扁 平 で あ り ， こ こ で も 左右差が認め ら れ る 。 左

腔骨最大長は 297.8 mmであ り ， 小竹貝塚女性平均 (318.8

mm ) や 中 後 晩 期 女 性 平 均 ( 3 2 3 . 5 mm ) よ り も 小 さ

い 。 栄養孔位周 は 右 76.0 mm , 左 7 1 . 5 mm と 小 竹貝 塚

女性平均 （右 76 .3 mm , 左 76 .4 mm ) よ り も 小 さ い 。

腔骨前縁 は 直線状で鋭い 。 胚骨後面 の ヒ ラ メ 筋線は不

明 瞭 で あ る が， 鉛直線は認め ら れ る 。 胚示数は右 62.8 ,

左 66.7 と い う 値 を 示す こ と か ら ， や や 扁 平 な 腔骨 と 言

え る 。 ま た ， 大腿骨 の骨幹形状 と 同 じ く ， 左右差が大

き い 。 従 っ て ， 下肢骨 に お い て左右差が大 き い個体で

あ る 。 腔骨 の前縁付近 に 血管溝が認め ら れ る 。 腔骨遠

位端 の前下裔 は 明瞭で あ る こ と か ら ， 跨据姿勢 を 習慣
「78_2」 の保存状況
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5 形態分析

的 に行 っ て い た 可能性があ る 。 右大腿骨 の前面 に 線条痕が複数認め ら れ る （ 図版 83) 。 こ れ ら 人為 的

損傷で あ る 可能性が高 い 。

・ 「78_2」 （図版 71)

右鎖骨お よ び肩 甲 骨 ， 右寛骨 の み が こ の個体 に 属 す る 。 同 一個体性 は不確定で あ る 。 色調 は 暗褐色

で 白 い色調 は混 ざ ら な い 。

大坐骨切痕 は男性的 で あ る こ と か ら ， 性別 は 「男性」 と 判 断 し た 。 ま た ， 耳状面 は phase 5 で あ る こ

「79_ 1 」 の保存状況

と か ら ， 死亡時年齢群 は 「老年」 と 判 断 し た 。

肩 甲 骨 の 関節商 に は堤防状骨増殖が認め ら れ る た め ，

変形性肩 関節症で あ っ た可能性があ る 。

79 号人骨

こ の 人骨 は 「26 号人骨」 と 隣接 し ， 散乱状態 で 出

土 し て い る 。 関節状況 は すべ て 維持 さ れて い な い 。 下

顎骨が頭骨片 に接 し な が ら も 底面 を 上 に 向 け て お り ．

肋骨片 や下肢長管骨が並 ん で い る よ う に 見 え る 。 従 っ

て 一 次埋葬後 に攪乱 を 受 け た と 考 え ら れ る 。 埋葬時期

は W期 に 分類 さ れて い る 。

・ 「79_1 」 （ 図版 72)

全身の骨が残存 し て お り ， 色調 は茶褐色 で， 白 い色

調 は混 ざ ら な い 。

歯の形成状況か ら ， 死亡時年齢群 は 「10 歳前後」 と 推定 さ れ た 。 若年個体で あ る た め ， 性別 は 「不

明」 で あ る 。

永久歯 の保存状況 は 以下 の 通 り で あ る 。

゜ ゜ ゜ ゜
l 6 � ! 
7 6 _g_ 1 � 1 � ゜ I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

数字は残存する 歯を 示し． 下線は形成途上を意味する 。 丸数字とアルファ ペット は嗣蝕とその場所を 怠味する （ 咬合面「o」 、 頬側面

「 b」 ， 舌側面 「 l」 ， 隣接面 『 c ( 甑歯が存在す る 側に表記） 」 ． 歯槽屡漏「 p」 ) 。 ロ ーマ数字はブ ロ カ の咬耗度を 示す。

ま た ， 乳歯 の保存状況 は 以下 の 通 り で あ る 。

4 

I 

歯 の 咬耗 は 全体的 に極め て 弱 い 。
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1 号士器棺人骨 （図版 72)

この人骨は福浦下層式の士器内に収納されていた。 画

像で判 断で き る限りでは．

埋葬時期は 皿期に分類されている。

白 い色調は全身骨が残存しており， 色調は黄褐色で，

混 ざらない。

歯の形成状況から， 死亡時年齢群は「1 歳前後」 とし

た。 幼年であるため， 性別は「不明」 である。

乳歯の保存状態は以下の通りである。
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「 1 号士器棺人 骨」 の保存状況
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2 号土器棺人骨 （図版 72)

この人骨も福浦下層式の土器内に収納されていた。

画像で判 断で き る限りでは， 関節状態は維持されてい

ない。 埋葬時期はm期に分類されている。

全身骨が残存しており． 色調は黄褐色で． 白 い色調

は混 ざらない。

歯の形成状況から， 死亡時年齢群は「1 歳前後」と

した。 幼年であるため， 性別は「不明」である。

乳歯の保存状態は以下の通りである。

0

5-

0

4-

四肢骨は 「 1 号士器棺人骨」よりもやや 小さい。

0

2-

。し1い 。

0

ー＿

3 号土器棺人骨 （図版 72)

この人骨は福浦下層式の土器内に収納されていた。 画像で判 断で き る 限りでは， 関節状態は維持さ

れていない。 埋葬時期は 皿期に分類されている。

全身骨が残存しており， 色調は茶褐色で， 白 い色調は混 ざらない。

歯の形成状況では 1 歳前後と推定されるため， 死亡時年齢群は「 1 歳前後」とした。 幼年であるた

め， 性別は「不 明」である。

乳歯の保存状態は以下の通りである。
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後頭骨の内板に多孔質状の骨が形成されており， クリ

ブ ラ ・ ク ラ ニイ と推定される（図版 83) 。 また， 他の幼

年骨ではよ く 保存されている腟骨が左右とも存在してい

ない。 理由は不明である。

2010 年度調査小竹貝塚出土人骨 の形態 的特徴

「4号士器棺人骨」 の保存状況

• 個体数

本遺跡出士人骨の総個体数は確定しに く い。 前述のよ う に， 各号における最 小個体数を算出しなが

ら個体分けをおこなったところ ， 1 61 個体に分けられた。 ただし， この中 で埋葬主体と判 断で き る個

体は 47 個体 (29.2 % ) のみで， 残りは散乱であり埋葬主体が判 然としない。 また， 離れた場所で出

土した人骨片が接合した例 (「4号人骨」に含まれていた骨片が 「7_2」号に接合， 「1 8 号人骨」に含まれ

ていた骨片が「63_1 」号に接合など）があることから， 主体以外の人骨が離れた場所から移動して き

た可能性もある。 そのため， 1 61 個体に分けられた人骨の中には同一個体由 来のものも含まれている

可能性がある。 よって， 遺跡全体の最 小個体数として1 61 個体とい う 数字の信頼性は低い。 最も重複

部位が多い左大腿骨骨幹近位部を数えたとこ ろ ， 土器棺を除 く と 77 個体分確認で き た。 従って， 土

器棺を4個体分として加 えた計 81 個体が 「人骨番号」 が振られた集団の最 小個体数として考 え られ

4 号土器棺人骨 （図版 72)

この人骨は福浦下層式の土器内に収納されていた。 人

骨の土器内の状況は不 明である。 埋葬時期は III期に分

類されている。「1 2 号人骨」や 「1 3 号人骨」と隣接して

出土しているため， 本人骨と重複部位がない 「1 3_3」

と同一個体由来である可能性がある。 ただし， 根拠がな

いため， この報告書では別個体にしている。

上肢骨が部分的に残存している。 色調は暗褐色で， 白

い色調 ば混 ざらない。

四肢骨のサイ ズから， 「周 産期」と判 断した。 また，

幼年であるため， 性別は 「不明」 である。

特記事項はない。
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る。 2011 年10 月以降に追加として搬入された人骨の中では， 10 個体分の左大腿骨骨幹近位部が存在

するため， 遺跡全体としては91 個体が最小個体数と考えられる。

・埋葬状況

本遺跡における埋葬状況は様々 なものが認められる（表6 )。 一次埋葬以外の埋葬（一次埋葬後に

攪乱を受けた例や散乱状態になっている例） が非常に多く， 全体の半分以上を占めている。 また， 本

遺跡出土人骨で， 人為的損傷の可能性がある事例は1 5 例存在する（表 7 )。 このうち， 一次埋葬後攪

乱( 5 例） や散乱( 6 例） の例が多く， 仰臥屈葬例が2例， 側臥屈葬例が2例見られる。 中でも確実

に人為的損傷と考えられるものは一次埋葬後攪乱に3例， 散乱に3例見られている。 従って， これら

の人為的損傷は人体を意図版的に損傷するために付けられたものというよりも， 新たな墓城を掘る際

にもともと埋葬されていた人骨を掘りだす際にできたものと推測される。

また， 「1 3 号人骨」 · 「16 号人骨」， 「3 5 号人骨」 · 「4 7 号人骨」， 「61 号人骨」 · 「6 3 号人骨」 などでは，

攪乱または散乱した状態であるが， 長管骨が整列して出土しており， 人為的な所作が強く疑われる。

さらに 「 1 2 号人骨」 と「 1 3 号人骨」· 「 73 号人骨」 と「78 号人骨」のように一見合葬のように見える

が， 片方が解剖学的位置を維持していない場合もある。特に 「78 号人骨」 は 「73 号人骨」 に乗られる

ような状態で出土しているが， 「78 号人骨」 にのみ人為的損傷が認められる。

以上のことから， 本遺跡の領域が墓域として利用され続け， 誰かが埋葬されていた場所に新たに埋

葬されることも少なくなかったこと， 埋葬されていた人骨を掘り当てた場合にある程度の処置が行わ

れたことが示唆された。

本遺跡出土人骨のうち， 確実に抱石葬と言えるのは 9 例(「l_l」. 「1 2_1 」,「14 _1 」,「30 _1 」 . 「 41 _1 」,

「4 2_1 」 . 「48 _1 」 . 「64 _1 」 . 「77_1 」） で， いずれも男性であった。 よって小竹貝塚においては， 性と抱

石葬との関係性が強いと推測される。

また， 出土した土器棺の 4 個のうち， 3個体は「1歳前後」であったことから， 土器棺墓と埋葬対

象の死亡時年齢との間に何らかの関係性があったと考えられる。

・人口構成

25 

20  

15  

10  

: :o J_[ D 」 」 』

へt��·,.,.�·.,.�:.�·�ぶ 奪名 終 芯

1 '6 1 個体 に よる 小 竹 貝塚 出 土 人 骨 の 人 口 構 成

D 不明

口 女性

男 性

本遺跡人骨におけ

る人口構成は表 8 に示

す。 「女性？」を 「女性」

に， 「 男性？」 を「男性」

に入れると， 女 性 28

個体， 男性6 2 個体と

男性の方がかなり多い。

「成人」 および 「不明」

を除いた年齢群 ごとの

傾 向を見ると， 「青年」

が最も多く 20 個体，

次に多いのが 「周産期」

と「中年」 で14 個体，
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「 老 年 」 は 少 な く10 個体となった。この結果は161 個体から算出しているが， 最小個体数を割り出

した81 個体（年齢 ・ 性別が推定できないため追加分は含めない） で算出しても， 青年が最も多く固

産期も多いという傾 向は認められた。 周産期に死亡率が高いことは理解できるが， 青年期の死亡率が

男女ともに最も高いことは興味深い。また， 妊娠経験を示す耳状面前溝の出現頻度を見る と 観察可能

であった 30 個体（男性18, 女性12 )のうち， 全ての女性個体に耳状面前溝が認められた。 これは，

女性の妊娠経験率が高いことを意味しており． 「 周産期」 個体の多さと共に， 小竹貝塚人の生殖活動は

非常に活発であることを示している。 また， 小竹貝塚の平均余命はかなり低いと推測される。

• 身長

本遺跡出土人骨で身長が推定できた男性は22 個体存在するが， その内6 個体は16 5 cm以上の推定

身長である。 ただ， 非常に低身長な個体(1 54 cm ・「 12 _1 」 号） も存在する。 平均 身長は162 cm ( 藤

井式では1 59 cm)であり， 藤井式による縄文時代人男性の平均推定身長は1 58 cmであることを考えれ

ば 男性では総じて身長の高い集団であると言える。 女性で身長を推定可能であったのは 7 個体であ

り， 平均身長は1 50 cm ( 藤井式では148 cm)である。 この値は藤井式による縄文時代人女性の平均身

長(1 48 cm)とほぽ同じであり， 男性で見られたような高身長の個体は女性では見られていない。池田( lffi5)

は， 縄文時代初期の中には長身の個体も含まれ， 一概に小柄であるとは言えないことを指摘しており，

本遺跡においてもその傾 向が確認されたと言える。 ただし， ー遺跡内で高身長を示した個体が多数存

在した例はないため， 高身長が偶発的なものではなく， 本遺跡または縄文時代前期の特異性， 例えば

栄養状況や生育環境など， に起因する可能性が考えられる。

• 頭蓋形態

本遺跡出士人骨の頭蓋は保存状態が良くないが， 幾つか特徴も認められた。 まず， 短頭に分類され

た個体が9 個体， 中頭が10 個体， 長頭が1 個体と比較的短頭の個体が多く， 長幅示数も男性平均81 .1,

女性平均81 .8 と早前期平均（男性 78 .3, 女性 77.3)や中後晩期平均（男性 79 . 5, 女性 79 . 5 )よりも

大きい値を示し， 総じて短頭であると言 える。 また， 埋葬時期における頭型の出現頻度を見ると， I

からW期にかけて短頭化しているようにも見える。 ただ， サ ン プル サ イ ズが小さいため， 偶然の可能

性は否定できない。
6 

また， 外後頭隆起の発達が弱い個

体が多く， 観察可能な42 個体中， 5 

痕跡的または弱い個体は 31 個体

( 73.8 % )である。

次に， 前頭骨と側頭筋稜におけ

る側頭筋線は明瞭だが， 頭頂骨に

—]
 

4

.
3

 

2
 

長 頭

口 中 頭

〇 短頭

おける側頭筋線が非常にかすかで

あることが特徴的である。 また，

側頭筋線の領域が陥凹していない ° 
ため， 後面観における輪郭線が緩

n
 

m IV 

小竹貝塚 出 土 人 骨内 にお ける頭裂の 時期 変 化
やかに凸状で気球型である。 概し

て縄文時代人は側頭筋線が明瞭で， 後面観も家型であることが多い。 小竹貝塚人のこの特徴がなぜ見
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られたのかは不 明 である が， 他の縄文 時代人で良 く 見られ る ， 歯が歯根部 ま で咬耗す る よ う な極度 な

咬耗があま り 見られていないこ とな どから， 側頭筋 の発達が弱かっ た こ とに起 因 す る のかも し れ ない。

頭蓋底部が破損 し ている 個体が多いため 計測値とし て は 表れていないが， 側面観で は頭蓋 の 高さが

低い傾 向 がある よ う である 。 本遺跡人骨 で側面観 を 観察で き た 21 個体の 内 , 15 個体が低い印象 を 受

けた (71.4 % ) 。 顔面頭蓋の保存状態 も 良好で ないため ． 計測値から言 え る 特徴は少 ない。 ただ． 男性

の場合は上顔幅や 中頻幅といっ た顔 の 幅径が小片 (1981 ) の早前期人や 中 後晩期 人よ り も かな り 小さ

く ， 上顔高 も 中後晩期 人よ り 小さいこ とから， 顔が小さい傾 向 にあっ たと言 え る 。

下顎骨 の特徴とし て は ． 角 前切痕が認められ ない こ とが指摘され る 。 角 前切痕の有無が確認で き る

36 個体 中 ， 27 個体 (75.0 % ) に切痕が認 め られず， そ の 内 の 4 個体 ( l l . l%) は切痕部が凸 に な る ．

「 ロ ッ カ ー ジ ョ ー 」 という 形態 を 示 し ている 。 こ の形態 は現代 の ポリ ネ シ ア 諸 島住民 に 多 く 認められ，

集団特異性を示す形態と考 え られている (Weisler and Swindler 2002) 。 本遺跡 ほ ど高頻度で認め られた

日本の古人骨集 団 は類例 を 見 ない。 そ の 形態的な 意味 も 含め て ， 今後の検討が必要である 。

小竹貝塚出上人骨 の 歯 の 咬耗 は 局所的に 強度の個体 も ある が， 歯列全体が歯根 ま で咬耗 し ている 個

体 は 存在 し ない こ とから． 縄文 時代人と し て は 歯 の 咬耗 は や や軽度である と言 え る 。 ま た， 「42_1」

号 「61_1」 号 「64_1」 号のよう に ， 平坦で は な く 斜め に咬耗す る 「傾斜咬耗」 が一部認められ． 「68_1」

号 のよ う に 「鞍状咬耗」 が認 め られ る 個体 も 存在す る 。 興味深い こ とに こ れらの 個体 は すべ て I 期

( 「42_1 」 . 「64_1 」 . 「68_1 」 ) かII 期 ( 「61_1 」 ） に属 し ている 。 坂上と馬場 (2010) によれ ば こ れら

の特殊咬耗の 出現頻度 に は 時期差があ り ， 早期から前期 にかけ て 激減 し ている 。 こ のよ う な 時期差が

小竹貝塚の 中 で 認 め られ る こ とは そ の 成 因 を 考 え る 上 で も 重要 な 知 見 である と言 えよ う 。 ま た．

「28_1」 号 で は左右上顎側切歯が生前 に 抜歯されてお り ． 「77_1」 号 は 上顎左右 第 2 小臼歯と下顎左

右第 1 小臼歯が生前 に抜歯されている 。 こ れら2 例 は風習的な抜歯である 可能性が高い。 ま た， 「45_1」

小 竹 貝塚 出 土 の 頭 骨と他辿跡出 土 の 頭骨 と の 比 較
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号は上顎左側切歯が生前抜歯 さ れて い る 。 こ れ も 風習 的 な抜歯 に よ る 可能性があ る 。 中橋 • 岡崎 (2009)

に よ る と ， 縄文早期 の愛媛県上黒岩遺跡 出 士人骨 （ ヤ ナ セ ー A) の下顎左右 中切歯 も 風習 的 な 抜歯が

疑 わ れ る が 明確 な風習 的抜歯例 と 見 な し難い と 報告 し て い る 。 今回 の小竹貝 塚出土人骨 の場合 は ．

死亡時年齢群 は 「青年」 ． ま た は 「 中年」 で あ り ． 左右の 同種歯が抜歯 さ れて い る ， そ し て複数個体で

認め ら れ る こ と か ら ， 小竹貝 塚で は風習 的 な抜歯が行 わ れて い た ． と よ り 積極的 に 考 え ら れ る の で は

な い だ ろ う か。

小竹貝 塚出土人骨 で顔面頭蓋が残存 し て い る 個体 は 少 な い 。 た だ． 他の遺跡 か ら 出土 し て い る 縄文

早前期 人 と 似て い る 個体が見受け ら れた 。 例 え ば 「28_1 」 号や 「76_1 」 号 は顔が低 く 下顎が細 い 印象

を 受 け る が， 長野県栃原岩 陰遺跡 出土人骨 の KAl や群馬県妙音寺洞 窟 出 土人骨 と よ く 似 て い る 。 ま

た ． 「 12_1」 号が低い顔 と 下顎 の 幅 が広 い 印象 を 受 け る が， 埼至県小谷場貝 塚出土人骨 と 似 て い る 印

象 を 受 け る 。 ま た ， 最 も 保存状態が良好で あ る 「42_1」 号 は 面長な 点が埼玉県水子貝 塚出土人骨 と や

や似て い る 印象 を 受 け る 。

以上 の こ と か ら ， 小竹貝 塚出土人骨 の頭蓋形態 は幾つ か の 点 で個性的 で あ る が， 全体的 な 傾 向 と し

て他の縄文早前期 人 と 似 て い る と 言 え る 。 ま た ． 早期 か ら 前期 に お け る 頭蓋の 多様性が， 小竹貝 塚の

ー遺跡 で見 ら れ る こ と は興味深い。

• 四肢骨形態

中後晩期人 と 比較す る と ， 本遺跡出士人骨 の 四肢骨 は男女共 に 明 ら か に細 く ， 小片 (1981) や 中橋 ・

岡 崎 (2009) が指摘 し て い る 「早前期 の 華奢 さ 」 が本遺跡 出土人骨 で も 確認 さ れた 。 本遺跡人骨 の 四

肢骨形態 と し て ． 上腕骨 の大胸筋付着部が強 く 隆起 ま た は 強 く 陥 凹 し て い る 個体が多 く ， 観察可 能 な

40 個体の 内 34 個体 (85.0 % ) と 非常 に 高 い頻度で認め ら れた の に対 し て ， 上腕骨 の 三角 筋粗面 の 隆

起 は や や 弱 い個体が多 く ， 観察可能 な 50 個体の 内 25 個体 (50.0 % ) の 三 角 筋粗面 の 隆起 は 弱 い 。 ま

た ， 上腕骨肘頭商の外側壁 に 滑車後面 の延長が認め ら れ る 個体 も 多 く ． 観察可能 な 42 個体の 内 29 個

体 (69.0 % ) に 認 め ら れた 。 ま た ， 尺骨 の撓骨切痕の 後縁が骨 間縁 と 骨稜 と し て 連続 し て い る 個体 も

多 く ， 観察可能 な 54 個体の 内 43 個体 (76.9 % ) に 認 め ら れ た 。 他集 団 で の分析がな い た め こ れ ら の

頻度の意味づ け は 難 し い が， 肩 関節周辺の筋 肉 ， 特 に 大胸筋 と 三角 筋 ， の使い 方や肘関節廻 り の 運動

性が独特で あ っ た可能性があ る 。

膝蓋骨 の外側 上 方 の 角 が欠損 し て い る よ う に 見 え る 個体 は 36 個体中 8 個体 (22.2 % ) に 認 め ら れ

る 。 こ の広筋切痕 (vastus notch) は ， 縄文時代早期 の上黒岩遺跡 出土人骨 に お い て 高頻度 （右 71 .4 % .

左 80.0 % ) に 認 め ら れ る 。 こ の 形態 の 機能 的 な 意味 は不 明 で あ る が， 縄文時代早前期 に は比較的多 く

見 ら れ る 傾向 に あ る の か も し れ な い 。 縄文時代後晩期 人で良 く 認め ら れ る 太 く 肥厚 し た 「樋状」 排骨

は本遺跡人骨 で は確認で き な か っ た 。 ま た ． 腔骨下端 の前下商や距骨 の 関節面延長 な どが観察可能 な

個体の ほ ぽすべて で認め ら れた た め ． 本遺跡人骨 は い わ ゆ る 「躁据姿勢」 を 習慣的 に行 っ て い た 集 団

で あ る と 言 え る 。 第 1 中 足骨 の 脆座小面 に 関 し て は 観察可 能 な 1 5 個 体 中 9 個体 (60.0 % ) に 認 め

ら れ て い る 。 縄文時代後晩期 人 に お い て は 1 13 個 体 中 7 個体 (6.2 % ) に し か見 ら れ な い (Sakaue

2006) こ と を 考 え る と ， 本遺跡人骨 は 脆座 も 多用 し て い た 集 団 と 考 え ら れ る 。

• 疾患

本遺跡 出土人骨 で は ， 変形性治癒骨折が 5 個体 ( 「10_1」 , 「34_1」 , 「61_1 」 , 「64_1」 , 「70_1 」 ） に 認
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め ら れた 。 ま た ， 骨折が疑 わ れ る 例 は 4 個体 ( 「29_1 」 . 「38_1 」 . 「42_1 」 . 「68_1 」 ） で あ る 。 受傷部

位 は 「70_1」 以外の個体 は 上肢 ま た は体幹で あ る 。 ま た ． 「70_1」 で は左大腿骨 の骨折 に対す る 何 ら

か の 人為 的処置が疑 わ れ る ， 非常 に興味深い事例 で あ る 。 縄文時代後晩期 の 三貫地貝塚出土人骨 で は

50 例 中 5 個体 ( 10 % ) に お い て 変形性治癒骨折が認 め ら れ て い る （鈴木 1988) 。 本遺跡 出 土人骨 に

お け る 成 人 の 最小個体数 を 61 個体 と し て 計算す る と ， 8.2% (疑 わ れ る も の も 含め る と 14.8%) で あ

る た め ， 三貰地貝塚出 土人骨 と 同程度の 頻度で骨折が見 ら れた と 言 え る 。

本遺跡人骨 で な ん ら か の 関節症が疑 わ れ る の は 17 個体 （ 成人最小個体数 61 に対 し て 27.9 % ) で あ

る 。 部位別 に み る と ， 頸椎 に 認 め ら れた個体は 5 個体． 腰椎 は 1 個体， 膝関節 は 6 個体， 肩 関節 は 4

個体． 肘関節 は 2 個体 と な り ． 頸椎 と 膝関節 に 多 く 認め ら れた 。 特 に 「42_1」 は頸椎が強度 に 変性 し

て お り ． 椎体骨棘が腕神経叢 を 圧迫す る 頸腕症 に 罹患 し て い た可能性があ る 。

鉄欠乏性貧血 と の 関係性が指摘 さ れて い る ク リ ブ ラ ・ オ ル ビ タ リ ア が認め ら れ る 本遺跡 出 土人骨 は

7 個体 で あ り ， 本遺跡 出 土人骨 の 最小個体数 を 81 個体 と す る と 8.6 % と な る 。 こ れ は 鈴木 (1988)

の 15 % や平 田 ( 1995) の縄文時代後晩期 人 9 % と 大 き な 差 は な い 。 ま た ， 3 号士器棺人骨 に は ク リ

ブ ラ ・ ク ラ ニ イ が疑 わ れ る 変化が認め ら れ る 。

本遺跡人骨 で い ず れ か の 犬歯が残存 し て い る 35 個体 中 ． 上顎 ま た は 下顎犬歯 に 線状の エ ナ メ ル 質

減形成 が認め ら れた も の は 13 個体 (37. 1 % ) で あ る 。 エ ナ メ ル 質減形成 の 分析方法 は研究者 に よ っ

て異な る た め単純 に比較は で き な い が， 山本 (1988) に よ れば縄文時代人下顎犬歯の 出現頻度 は 48.1 % 

で あ る た め ， 本遺跡人骨 は ほ ぼ同程度かやや少 な い と 思 わ れ る 。

本遺跡 出土人骨 で歯の観察が可 能 で あ っ た個体 (62 個体） の う ち ， 鵬蝕が認め ら れた個体は 24 個

体 (38.7 % ) で あ っ た 。 ま た ． 観測可能 で あ っ た 歯 668 本の う ち . 45 本 (6.7 % ) に 薗屑蝕が認め ら れ

た 。 Fujita(1995) は縄文時代人の平均鯖蝕率 を 8.2 % と 報告 し て い る が， 本遺跡 出土人骨 も ほ ぼ同程度

の比率で鯖蝕が見 ら れて い る 。

こ れ ら 以外 に も 線維性骨皮質欠損 ( 5 個体） ． 骨腫 （腟骨 に 4 個体． 外耳逍 に 2 個体） ． 骨膜炎 ( 4

個体） ． 骨髄炎 ( 2 個体） ， 上顎洞炎 ( 1 個体） ， 指節癒合症 ( 1 個体） ， 胸椎癒合症 ( 2 個体） な どの

症状が疑 わ れ る 事例が存在す る 。

総括

1 .  小竹貝 塚 2010 年度調査で 出 土 し た 人骨 は最小個体数で 91 個体存在す る 。 性別 は男性の方が女性

の 2 倍程多 く ， 死亡時年齢は青年が最 も 多 い 。 ま た周 産期 の 個体 も 多 い 。

2 . 埋葬様式 は他の縄文時代人集 団 と あ ま り 差 は な い が， 独特で前例 を 見 な い改葬方法 を 行 っ て い た

可能性があ る 。

3 . 男 性の推定身長 は縄文時代人 と し て は極め て ま れ な 高 身長 を 示す個体が複数見 ら れ る 。 ま た 同 時

に 非常 に低身長の個体 も 存在す る 。 女性で は 高 身長の個体 は 見 い だせ な か っ た 。

4 . 縄文時代人 と 比較す る と 小竹貝 塚の頭骨 は全体的 に小 さ く ， 短頭 の傾向が強 い 。 ま た側頭筋 の発

達が弱い傾向 に あ っ た よ う で あ る 。 ま た ， ロ ッ カ ー ジ ョ ー の 下顎骨 を 持つ個体や ， 抜歯風習 を 強

く 示唆す る 個体 も 見 ら れた 。 顔面形態 は他遺跡の様々 な 縄文早前期 人 に似 て い る 傾向 に あ り ， 多

様で あ る と 言 え る 。

5 . 縄文時代早前期 の他遺跡 で述べ ら れて い る の と 同 様 に ， 小竹貝 塚の 四肢骨 は華奢 な 傾 向 が見 え る 。
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大腿骨 の柱状性はや や強い傾向 に あ る が， 早期人の よ う に 強度で は な い。 上肢骨の筋付着部や 関節

構造 に 集 団 と し て の傾 向 が認め ら れ る 。

6 .  骨折や 関節症， 鯖蝕率や ク リ ブ ラ ・ オ ル ビ タ リ ア ， エ ナ メ ル 質減形成 の 出現頻度 を 見 る 限 り ． 他

の縄文時代人集 団 と 大 き く 異 な る 点 は な い 。 青年や 周 産期 の死亡率が高 い こ と も 合わ せ る と ， か

な り 厳 し い環境 の 中 で生活 し て い た と 推測 さ れ る 。

7 .  小竹貝 塚出土人骨 は ， 他の縄文時代人集 団 と あ る 程度の 関係性 を 示 し つ つ も ， 様々 な 点 に お い て

多様性 を 示 し て い る 。 こ れ は ， 単純 に個体数が多 い た め で あ る 可能性 も 否定で き な い が， 小竹貝

塚が他地域か ら 人が集合離散す る 場所 で あ っ た可能性や ． 縄文前期 と い う 時代 の特徴で あ る 可能

性 も あ る 。

8 .  頭蓋の 長幅示数や特殊咬耗 に小竹貝塚内 で の 時期差が見 ら れ る 傾 向 があ る 。 た だ， 個体数が少 な

い た め ， 今後の 資料増 が望 ま れ る 。 （坂上和 弘． 河野礼子， 茂原信生， 溝 口優司）
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表 1 - 1 頭蓋計測値

泰濡中羊小竹1_1 小竹V ,, ヽ 竹3_1 小竹,., 小竹J_I 小竹'-' 小竹'-' 小竹12_1 小竹13_1 小竹1-4_1 小竹15_1 小竹15_2 小竹19_1 小竹21_1 小竹22..1 小竹24_1 小竹25_1 小竹26_1 小竹28_1 小竹29_1 小竹30_1 小竹"-' ヽIヽ竹33_1 小竹35_1 小竹37_1 小竹38..1 ヽIヽ竹"-' 小竹"-' 小竹42_1 小竹43_1 小竹45_1
男性 男性 女性 男性 男性 女性 女性 男性 男性 男性 男性 不明 男性 不明 女性 男性 女性 男性 男性 女性 男性 男性 ？ 男性 女性？ 女性 男性 女性 男性 男性 男性 男性
斉年 成人 膏年 成人 斉年 中年 咸人 中年 中年 成人 成人 不明 斉年 者年 不明 斉年 斉年 膏年 者年 成人 斉年 成人 成人 成人 老年 中年 成人 成人 老年 成人 吝年

1 最大只 187.7 178.2 1776 1 7 1 .9 '"·' 174.9 1 87' 174.4 18,0 1 77.7 180.8 
8 最大燻 "'·' "'' '"'·' 1493 138.7 "'·' 1432 '"·' "'゜ 1479 143.3 139.5 
8/1 長帽示敷 79.6 88.1 79.3 "·' 817 82.1 ,., 83.1 81.0 80.7 77.2 
1 7 パジ

オ
ンブレグマ冨 134.7 130.1 1248 133.1 

1 7/1 長寓示数 19.4 74.4 68.3 73、
17/8 帽高示数 97.1 90.6 .... 95.4 
9 最小蒻頭幅 96.6 95.7 98.5 92.3 95.9 92.1 1061 "' "·' 99.7 1013 91 .7  929 
10 最大動顛幅 123.4 1 26.4 1 2 1 .5 1 1 1  2 123.2 1 1 4.0 "'·' 
9/1 78.J , .. 83.0 77.B '3.0 83.9 ， 64.6 .... "·' 66.5 88.8 ... , ● ,., 81.4 70.7 65.7 
5 100.3 97.1 99.5 103.8 
I I 詞且輻 1 28.1 1 25.8 127.5 1 1 6.7 12 1  7 ,,., 122.2 
1 2 最大後頭幅 1 0,., 108.1 1 1 5.2 109.1 1 1 3.B 1 1 1 .9 1 108 1 10, 108.0 103.9 
8/1 141 .6 130.3 129.5 1 '7.1 1 26.2 132.6 Iぬ�． "'' 132.7 134.3 
13 �.�� 虹向虐 "·' 992 '°'' 93.9 104.5 102.0 1008 100.6 102.7 
40 鎖長 "·' 97.7 982 "·' 
40/5 繭長示融 92.6 100.6 "' 86.0 
1 4 頭蓋最Ip幅 65.9 ... , 
7 大複蕗孔長 34.2 31 .8 33.4 
1 6 大縫頭孔幅 31.0 30.0 
1 sn 大後顕孔長幅ホ数 904 "' 
2J 水平周 534.0 51 8.0 函O 489.0 514.0 匹0 525.0 518.0 
" 横彊長 320.0 3 1 1 .0 301.0 312.0 3090 316.0 
26 iE中繭頭弧長 128.5 1 29. ゚ 1 27.0 124.0 1 2 1 .0 1 1 5.0 1 1 3.8 1匹.0 1 2 1 .0 13 1 .0 125.0 138.0 
27 正中薗頂弧長 '"·' '"゜ 1 1 9.0 125.0 1 1 3.0 127.0 1 1 5.0 123.0 131 .0 1 1 5.0 122.0 
28 正中後頭m.:& 1 1 9.0 1 1 9.0 1125 1 1 2.0 1 2 1 .0 

言"埠'"几 厩笠Tべ""

353.0 361.0 "'' 368.0 381.0 "·' "' 937 1008 93.4 1 10.4 95゜ 939 104.8 "·' "·' "'·' 85.9 "·' 87.7 
1 1 2., 1 1 5.1 1 1 20 108.2 108.3 1018 1 1 1 .8 1 07. ・ 1 1 4.9 109.1 1 1 7.8 
1 1 3.1 1 1 4.8 1073 109.7 100.7 1 14.1 1 25. ゚ 102.8 1 1 1 .0 1 1 2.8 105.4 1 1 0.1 

102.2 100.7 99.1 98.2 98.0 
87.6 882 .... 87.2 89.5 88.5 86.7 .... 87.7 87.3 85.2 
89.4 , ,. 叩 . I 87.8 89.1 89.8 ,,.. 90.2 86.1 91 .6 90.2 

85.9 84.6 88.1 87.7 81 .0 
147.7 149.5 1 5 1 .8 1 5 11  

" 上顔帽 99.4 107.0 107.4 
“ 祠眼窯ほ 925 1002 986 
45 頬骨弓憧 132.8 136.9 
.. 中顔帽 88.4 "·' "' 
48 上績日マルチン 63.5 腿.I "' 65.0 
48H ..I:. 編冨ハウエルズ "·' 64.1 617 64.0 
4邸 策骨最,Jヽ富 "·' 2 12  2 1 .5 22.1 
43/8 頭上績II示数 717 74.S 77.0 
46/45 顧幅不散 66.5 70.7 
48/45 コルマン上顔ホ数 47.8 49.8 
48/46 ウィルヒョウ上顔示数 71.8 70.4 69.1 
9/45 前頭頬弓ホ数 69.5 70.0 
45/8 頬弓頭頂不数 95.8 95.3 
51 順富幅 40.9 38.7 
52 順寓高 31.4 
52/51 眼寓示数 811 
“ 鼻幅 25.2 
お 鼻口 46.1 46.2 ... , 
勺 鼻骨最,1ヽ幅 1 2.5 
57(4) 鼻1t平坦示散 0.4 
62 口蓋長
63 口蓋帽
63/62 口蓋長幅示数
邸 下顎角福 1 1 2.3 100.1 104.0 87B 85.7 '" "·' 101 9 99.2 97.9 
68 下頑骨長 72.8 88.8 m m 70.2 75.3 75.6 68.7 69.6 70.0 
65 下顎閏節突起幅 , ,.. 128.7 120.0 130.4 1 28.1 123.9 
68/65 下顎長幅示数 邸4 649 "' 580 536 '" 
瞑1) 下顎筋突起幅 95.7 1 1 2.9 10 1 .6 
87 前下コ櫂 "' m 50.8 45.B 46.2 印.. "' 43.5 49.2 53.2 46.1 緯J
"

オ
ト

ガ
イ

高 "·' 29.5 ZB.5 31 .4 339 ZB.J 256 34.1 
⑲ (1 ) 下震体石 27.0 27.6 32.7 "·' 282 Z7.1 318 28.0 312 ,0.7 27.7 271 311 32.2 ,,., 30.5 "' ,.. 27.B "·' 30.7 30.7 "·' ,.., 
69(2) 下嘱体寓 22.5 27.3 "·' 28.7 27. ゚ "·' 28.8 252 "·' 27.5 28.2 23.9 25.3 29.7 "·' '" 27.1 23.5 "" 24.4 25.1 25.9 27.5 28.7 22.2 25.8 
09(3) 下嘱体豆 14.0 1 1 .6 13.7 1 5.5 1 2.3 13.5 1 1 3  13.7 14.1 10.8 1 2.7 12.4 "·' 13. ゜ 1 19 1 19 14.2 131 1 5.5 "·' 1 2.8 1 2.9 1 1 .2 1 2.7 13.0 
69b 下頃体厚 18.9 13.9 1 8.2 1 1.3 "・ "·' "·' 1 8.7 "' "·' 13.7 1 5.2 "·' "' 1 8.5 1 6.2 1 0.7 1 7.7 175 1 8.8 18.4 1 5.9 1 6.7 12.3 "·' 1 8.5 
69(3)/69(1) 下頑体ホ敷 ,,. "' 42.1 "·' m 49.7 35.5 491 451 35.2 46.0 45.6 43.3 40.5 44.6 39.1 49.8 48● 44.2 印., 41 .9 36.4 47.1 45.4 
69b/匹） 下顎体示数 84. ゚ 50.9 67.2 60.2 .,, 68.4 57.7 邸2 "" 60.3 ... , 63.4 63.8 56.4 57.7 "·' 616 75.2 m 76.5 73.1 " ·' 60.6 43.0 64.9 64.1 
70 下顎枝高 81 .8 60.6 65.5 64.3 碑., 57.9 ● ,., "·' "·' '" 63.6 55.9 
71 下頑枝ほ "·' 342 34.6 35.B "' 36.7 39.7 37.3 37.5 33.5 "·' 38.1 35.5 386 36.2 32.7 33.6 33.6 37.9 30.6 34.5 
1 1no 下顎枝ホ数 54.0 57.1 54.7 60> 62.4 57.9 "·' 63.7 67.8 ... , 伐J 617 
7 1 (1 ) 下顎切蘊ほ "·' 36.2 36.1 疎9 34.3 "·' 33.8 ,,. 
79 下顎枝角 1 1 7.5 "" 125.4 1 1 6.7 1 1 2.7 1 1 2.2 1 1 7.6 108.0 1 1 5.2 1 1 2.4 1 2 1 .8 1 20.0 
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頭蓋計測値
小竹46_1 小竹"-' 小竹50_1 小竹51_1 小竹,u ,, ヽ 竹,.,_, 小竹55_1 小竹56_1 小竹58_1 小竹61_1 小竹64_1 小竹68_1 小竹70_1 小竹71_1 小竹73_1 小竹76_1 ヽIヽ竹77_1 小竹78_1

男性 男性 男性 男性 不明 男竹 つ 女性つ 男性 女性 女性 男性 男性 男tt 女性 女性 男性 男tt 女性
成人 中年 青年 中年 成人 咸人 肯年 中年 成人 成人 肯年 老年 老年 老年 中年 中年 中年 肯年

1 最大長 1 87.9 "●1 188.3 182.7 178.9 1 75.9 1 76.7 174.4 
8 最大幅 147.8 ..... 1 5 1 .9 ＂ふ8 144.5 139.7 145.5 146.2 
8/1 長蝠示敵 78.7 8ヽ6 80.7 80.3 80.7 79.4 82.3 83.B 
1 1 バジ

オ
ンブレグマ高 '"·' 

1 7/1 長蘊示数 75.9 
17/8 幅

ロ

示叡 95.6 
9 最/Jヽ約頭幅 942 "' 912 960 '" 980 9 12 
10 最大前頭ほ 1 14.9 120.2 1 1 8.B 1 14.4 
9/10 横前頭示数 81.7 75.8 82.8 79.7 
9/8 横蔚頭頭頂ホ数 63.J 62.8 60.0 66.0 70.1 62.4 
5 頭蓋底長 97.1 
1 1 祠耳幅 1 28.6 , ,,. 1 23.7 1 1 8.8 

8

心

1 2

13
/12

最
乳

羅

横様
大

長

後
緩
突起

頭
頭糧頭間

幅
頂示数

1 1 7.9 1 1 1 .2 1 1 4.0 103.2 
125.4 132.1 1 27.7 14 17 

104.7 90.5 

心/5 韻長示数
14 頭蓋最,1荘 83.0 
？ 大螢濠孔長
1 6 大後頭孔ほ 29.7 
1 sn 大後頭孔長帽示数
23 水平同 532.0 51 7.0 510.0 504.0 
24 横鵡長 323.0 321.0 31 2.0 31 2.0 
26 正中前顕弧長 1 290 1120 13 1 .0 1305 131 .5 1 19 0  1200 12 1 .0 
27 正中頭頂弧長 136.0 1工O 129.0 133.0 124.0 124.0 1 1 7.0 129.0 
28 正中後頭弧長 1 1 5.0 1 14.0 
25 正中矢状弧長 358.0 364.0 
21/26 頃不数 105.4 ''°·' "·' 101 .9 94.3 104.2 97.5 106.6 
""● "·' 94.2 
29 正 1 1 2.3 102.0 1 1 8.0 1 1 5.4 1 1 3.2 108.3 105.0 106.6 
30 正 1 1 8.3 1 1 1 .3 1 1 4.4 1 1 6.5 107.4 1 1 1 1  1044 1 1 18 
,1 正 97.1 "·' 
29/26 B7.1 911 90.1 88.4 86.1 89.3 87.5 BB.2 
ぬ127 87.0 82.4 886 61.6 "·' 89.8 ●9ユ 86.7 
31/28 84.4 88.3 
(t-te-tm/3 ルス 149.7 
43 上顧幅 105.4 104.8 105.2 105.2 108.9 100.7 
“ 両疇葛燻 '"'' 
45 頬骨弓幅
46 中顔饂 97.2 
“ 上顧ごマルチン 67.3 68.9 
位H ..I: 顕寓ハウエルズ ,,, "' 
知 頬貴最小高 22.5 "·' 
43/8 肇上虹ほ示敷 713 70.0 7'.8 77.9 "·' 
46/4' 顧幅示散
48/45 コルマン上顧示数
48/46 ウィルヒョウ上顛示数 692 
9/45 釦頬弓示敷
45/8 頬弓頭頂示数
51 眼寓ほ 41.0 
5:Z 眼窟裏 32.1 "' 
5V51 馘猛不敷 81.8 
“ 鼻幅 26.0 23.6 
" 鼻冨 "'' 5●1 
51 鼻賃最11ヽ帽
57(4) 鼻骨平坦示敷
紐 口量長 40.B 
63 口董輻 38.7 
63/62 口 蓋長幅示鮫 95.0 
ee 下類角暢 97.5 106.0 98.7 1 1 4.7 102.8 89.1 104.1 106.5 92.0 
68 """f顎骨長 725 72.1 68.8 75.5 67.4 74.1 74.0 66.3 72.5 
65 下顎閲節突起幅 1 264 1 1 11 
68/応 下顎伝帽示数 65.2 
65(1 ) 下コ筋突起櫂 97.8 97.5 ... , "迅9 103.0 102.5 89.1 
67 前下額幅 50.4 48.1 45.0 51.2 49.6 49.3 47.2 49.7 47.8 祁�， 47.0 
69

紐
·
·

"

�
�

(

'

2)"

1オ)

下

ト下
下
下
ガ

嘱

コ
顎

顎
イ

体

体
体
体

ロ

厚

庫

寓
富

326 "·' 31 .0 36.2 29.B 
直O 29.4 30.1 28.0 ,,, 250 "·' 28.8 , .. 28.9 J II  303 ,., 28.3 
27.7 315 23.9 278 埠● 24.3 27.2 257 24.1 "·' ,,, 29.8 259 "゜ 23.2 "' 1 4.0 16.4 14.3 10.3 I I .  ゚ 10.0 1 5.8 12 . 1  ,,. 1 2. 1  14 .4 13.9 IO.O 1 19 "·' 1 5.7 1 8.2 17.1 "・ 1 7.4 "·' "·' 13.7 1 7.8 1 5.6 "·' "·' 1 7.0 13.7 1'.7 

69(3)/69(1 ) 下顎体示数 42.0 47., 47.4 36.8 377 "·' 59.8 41 .9 44.6 41.9 46.3 45.9 m 42.0 
69b/69(2) 下顎体示数 57.3 49.9 76.2 62.0 588 7 1 .5 50.6 53.5 73.7 66.5 69.6 55.5 65.J 85.1 67.8 
70 下頑枝為 "'' 89.8 61 .2  53.6 63.9 60.5 56.5 59.7 58.4 59.J 52.8 
71 下頑枝幅 33.4 36.6 34.8 37.6 37.3 32.9 34.8 34.0 29.5 37.3 36.6 37.1 "'·' 32.0 
nno 下顎枝ホ数 52.9 52.5 56.9 "·' "·' 56.2 "·' "·' 62.7 62.2 60.7 
7 1 (1 ) 下顎切底帽 3'.0 37.6 32.2 35.9 33.2 311 37.5 317 "·' 29.4 
79 下頑枝角 1 1 ,0 1 1 6. 1  1 2 1 .5 1 1 5.0 , ,., 1 1 3.2 124.5 1 1 7.5 
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表 2 - 1 上肢骨計測値
小竹1_1 小竹2_1 小竹3_1 小竹3_2 小竹4_1 小竹5_1 小竹5_2 小竹7_1 小竹7_2 小竹8_1 小竹8_2 小竹9_1 小竹9_2 小竹9_3 小竹10_1 小竹1 0_2 小竹1 1_1 小竹1 1 _2 小竹12_1

男性 男性 女性 男性 男性 女性 ？ 男 性 男 性 男性 ？ 男性 女性 女性 女性 不明 男性 ？ 女性 ？ 女性 ？ 男性 ？ 男性

青年 成人 青年 成人 中年 成人 成人 青年 不明 中 年 青年 中年 成人 不明 成人 不明 老年 不 明 中 年

r I r I ' I ' I ' I r I ' I ' I ' I r I r ＇ ' I ' I ' I r I r I r I ' I r I 

鎖骨 1 鎖骨最大長

5 中 央矢状径 1 1 7  1 1 9  9.9 96 1 33 1 3.0 

4 中央垂直径 8.7 85 8.6 8.1 97 1 0.0 

6 中央周 32.5 33.0 3 1 .0 28.5 385 39.0 

6/1 鎖骨長厚ホ数

5/4 中央断面ホ数 1 35.3 1 408 1 1 4.7 1 1 8.5 1 372 1 308 

閂 甲 骨 1 2  関節嵩長 355 35.4 

13 関節嵩幅 265 

1 3/ 12  関節窯長幅示数 74 7 

上腕骨 1 上院骨最大長 3255 3253 280.0 2620 2654 

3 ..t端幅 477 468 40.6 425 41 8 

4 下端幅 573 572 576 53.4 521 53.9 520 60B 51 3 5 1 .2 50.7 50.0 51 7 51 8 

滑車I)ヽ碩幅 451 446 40.0 383 42.5 395 465 37 6 37.2 436 397 392 

5 中 央最大径 226 21 6 21 9 21 5 1 9.0 1 79 1 92 205 2 1 .6 20.4 20.4 1 8.8 1 9.2 238 21 2 2 1 .0 

6 中 央最小径 1 86 1 8 1  1 7.4 1 7  6 1 5 1  1 49 1 58 1 57 1 7.2 1 5.4 1 4.9 1 4.7 1 4.6 1 6 1  1 59 1 57 

7 骨幹最ヽJヽ周 630 590 620 62.0 56.0 53.0 590 560 560 59.0 55.0 55.0 ぷl.O 61 .0 50.5 580 560 

SA 中央周 685 665 66.0 64.0 60.0 55.0 190 600 66.0 6 1 .0 6 1 .0 57.0 ⑱ .0 66.0 605 60.0 

7/1 長厚示数 1 94 1 8 1  1 96 221 2 1 1  

6/5 骨体断面示数 822 837 79.4 81 5 79.5 831 823 763 79.4 75.8 72.8 78.2 76.0 67 6 752 74 7 

撓骨 l 撓骨最大長 2559 2004 2 1 4  0 

3 骨体最小周 450 470 41 .0 37.0 36.0 395 38.0 38.0 395 390 39.0 

骨頭最大径 1 7  9 1 8.3 208 

骨頭最小径 1 96 

4 骨体横径 1 68 1 68 1 5.4 1 5.5 1 5.5 1 57 1 58 1 3.9 1 4.8 1 56 1 3.5 1 35 140 1 42 

5 骨体矢状径 1 37 1 35 1 1  7 1 2.6 97 1 1  0 107  1 0.2 97 1 1  5 1 0.2 97 1 1  3 1 1 .4 

5 (6) 下靖幅 258 26.0 274 

5/4 骨体断面ホ数 81 5 799 76.0 81 .3  62.7 697 678 73.2 65.1 738 75.6 72.0 806 802 

尺骨 l 尺骨最大長 241 1 

3 骨体最小周 3B.O 33.0 33.5 345 345 

6 肘頭幅 236 23.6 22.2 21 8 2 1 2  220 233 2 1 .0 20.4 231 221 

11 骨体矢状径 1 3 1  1 3 1  1 3.4 1 2.4 1 21 1 2.9 1 4.8 1 34 1 32 1 3.4 1 3. 1  1 2.8 1 25 1 23 

12 骨体横径 170 1 45 1 4.4 1 4.5 1 4  7 1 5.4 1 53 1 5 1  1 48 1 5.3 1 5.2 1 37 1 35 1 4 1  

1 1 a  頭矢状怪 1 7  5 

1 2. 頭横径 1 3.4 

6(1 ) 上靖幅 1 63 253 24.3 2 1 .5 2 1  9 230 20.2 21 9 21 9 

J 肘頭深 226 235 24.5 222 233 231 22.9 22 7 208 203 

9● 撓骨切痕幅 177 1 82 1 7.8 1 93 1 6.2 1 93 1 7  6 1 8.3 1 80 1 7 1  

1 1 / 12  骨体断面示数 766 90.4 92.7 85.5 82.4 83.9 968 888 892 877 86.2 93 I 922 872 

中手骨 第 1 中手骨長 44.2 

第2中手骨長 6 1 .8 

第3中手骨長 58.8 

゜

泰濡中羊
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上肢骨計測値
小竹1 3_1 小竹14_1 小竹1 4_2 小竹1 5_1 小竹16_1 小竹1 6_2 小竹1 8_1 小竹1 8_2 小竹1 9_1 小竹20_1 小竹21_1 小竹21_2 小竹24_1 小竹24_2 小竹25_1 小竹26_1 小竹26_2 小竹27_ 1 小竹27_2 小竹28_1

男性 男性 男性 ？ 男性 女性 ？ 不 明 男 性 不 明 男 性 女性 ？ 不 明 男性 ？ 男 性 ？ 女性 女性 男性 男性 ？ 女性 不 明 男性

中 年 成人 不 明 成 人 成人 不 明 老年 1 0代前半 青年 成人 青年 成人 青年 成人 青年 青年 青年 青年 1 0歳前後 青年

' I ' I ' I ' I ， I ' I ' I ' I ' I ' I ' I ' I ' I ， I ' I ' I ' I ' I ' I ' I 

鎖骨 1 鎖骨最大長 1 54.0 m.o 1 49.8 1 488 

5 中 央矢状径 1 4 1  1 3.5 1 5.2 1 4 1  1 55 1 0.2 1 3. 1  131  1 2.9 1 26 

4 中央垂直径 9.4 1 0. 1  1 0.1 98 1 0. 1  6.6 8.7 9.8 8.5 88 

6 中央周 39.0 38.5 40.0 4 1 .0 26.0 36.0 37.0 35.0 350 

6/1 鎖骨長厚示数 266 25.2 23.4 235 

5/4 中央断面示数 1 5 1 .0 1 34.0 1 49.9 1 44.0 1 534 1 54.5 1 50.9 1 33 7 1 52.2 1 434 

肩 甲 骨 12 関節嵩長 366 35.7 34.4 381 36.8 368 

13 関節窯幅 25.3 273 26.1 262 26.3 261 262 

1 3/ 12  関節窓長幅示数 691 73.2 76.3 68.9 7 1 .0 71 2 

上腕骨 1 上腕骨最大長 31 6.4 290.5 283.2 281 6 

3 上靖II 45.0 47 I 46.6 459 

4 下端幅 52.4 58.9 53.2 57.3 545 54.1 54.7 58.2 57 5 

滑車小頭幅 4 1 .4 4 1 .2 4 1 1  411 

5 中 央最大径 1 98 21 3 24.0 21 7 222 223 2 1 .0 206 1 91 1 8.0 2 1 1  21  7 1 83 1 97 1 8  7 

6 中 央最小径 175 1 7  3 1 7  5 1 7.9 1 60 1 63 1 5.9 1 49 1 4.0 1 3.7 1 6.7 1 6.3 1 39 1 67 1 7  0 

7 骨幹最小周 600 60.0 65.0 63.0 580 58.0 555 55.0 5 1 .0 535 50.0 60.0 60.5 505 56.0 550 

BA 中央周 64.0 64.5 69.0 66.0 625 630 60.0 59.0 55.0 53.0 62.5 63.0 540 58.0 560 

7/1 長厚示数 1 75 20.7 1 9.8 1 95 

6/5 骨体断面示数 888 8 1 1  72.8 82 7 723 732 75.8 72.0 73.4 76.t 79.3 75.4 757 84.6 90.5 

撓骨 1 撓骨最大長 239.4 2473 226.8 225.0 

3 骨体最小周 385 4 1 .5 41 .0 39.5 395 41 0 395 32.0 4 1 .0 42.0 37.5 390 

骨頭丑大径 22.3 2 1 1  20.9 

骨頭最小径 20.4 204 

4 骨体横径 1 4.0 1 4.3 1 6 1  1 5.4 1 6.3 1 53 1 4.8 1 6 1  1 4.3 1 5.2 1 5  7 1 4.5 14. 7 

5 骨体矢状径 1 1  6 1 1  2 1 2. 1  1 2.4 1 1 .6 103 1 0.2 1 1  5 8.5 1 1  5 1 1 6  1 1 1  1 1 1  

5(6)  下端幅 3 1 .9 286 292 30.8 

5/4 骨体断面示数 828 78.6 75.0 80.5 70.9 669 66.5 71 4 59.5 76.1 74.0 76.2 755 

尺骨 1 尺骨最大長 279 5 249.0 

3 骨体最小周 37.0 40.0 33.0 34.0 26.5 33.0 

6 肘頭幅 24.4 24.4 23.7 25.3 22.5 22.4 231 25.4 25.4 24.3 

1 1  骨体矢状径 1 5.3 1 5.8 1 3.3 1 3 1  1 09 1 1 .4 1 2.0 1 24 1 0.2 1 4.2 1 3 1  1 2  7 

12 骨体横径 1 7.3 1 8.8 1 4.9 1 3.8 1 46 1 3.8 1 38 1 53 1 2.5 1 5.0 1 4.8 1 55 

1 1 a  頭矢状径 1 9.6 1 7.0 1 9 1  

1 2a 頭横径 1 55 1 27 1 5.9 

6(1 ) 上端幅 24.4 23.8 22.1 26.3 24.4 242 22 7 22.9 236 

7 肘頭深 235 24.6 23 7 24.0 23.9 22.6 21 2 233 24.6 24.8 25 7 

9● 撓骨切痕幅 1 7.8 1 81 1 7.9 20.6 1 7.4 1 7. 1  1 71 1 93 1 84 22 7 1 6.4 1 85 

1 1 / 12  骨体断面示数 88.3 84.0 89.6 94.9 749 82.7 873 81 3 8 1 .9 94.5 88.8 822 

中手骨 第 1 中手骨長 477 455 42.8 

第2中手骨長 72.0 65.3 64 7 650 62.6 62.2 

第3中手骨長 67.6 622 

表 2 - 2

1
5
7
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表 2 - 3 上肢骨計測値 ゜

小竹29_1 小竹29_2 小竹29_3 小竹30_1 小竹30_2 小竹31_1 小竹32_1 小竹33_1 小竹34_1 小竹35_1 小竹36_1 小竹36_2 小竹37_1 小竹38_1 小竹39_1 小竹39_2 小竹40_1 小竹40_2 小竹41_1 小竹42_1

女性 不明 不明 男性 女性 ？ 不明 男性？ 男性 男性 女性 ？ 男性 女性 女性 男性 女性 男 性 ？ 不明 女性 ？ 男性 男性

成人 成人 不明 奇年 成人 成人 成人 成人 成人 成人 成人 老年 老年 中年 成人 成人 成人 不明 成人 老年

' I ' I ' I ， I ' I 『 I ' I ' I ， I ' I ' I ' I ' I ， I ' I 『 I ' I ， I ' I ' I 

鎮骨 1 鎮骨最大長 1465 146.4 149.8 

5 中 央矢状径 1 32 1 4.4 12 1  1 0.0 1 28 1 2.4 1 1  9 1 36 1 25 

4 中央垂直径 89 1 1 .0 98 74 99 9.0 95 1 1 5  1 07 

6 中 央周 360 40.0 335 290 37.0 36.0 350 390 370 

6/1 鎮骨長厚示数 273 253 24.0 

5/4 中 央断面示数 1484 1 3 1 .0 1 235 1 352 1296 137.3 1 250 1 1 86 1 1 75 

肩 甲 骨 12 関節窓長 37.7 366 393 

13 関節腐幅 26.2 262 265 270 

1 3/12  蘭節腐長幅示数 69.6 7 1 8  673 

上腕骨 1 上腕骨最大長 296.0 291 9 

3 上端幅 47.1 462 

4 下端幅 58.4 607 603 57.3 57.4 584 

滑車小頭幅 423 434 439 41 .8 400 412 423 442 

5 中 央最大径 1 76 189 2 1 .0 211 1 8.9 2 12 207 1 77 228 21 7 22.3 1 89 21 3 1 8.6 22.4 22.4 234 

6 中 央最小径 1 37 1 6.0 1 60 1 4.0 1 4.5 1 49 1 5.9 1 69 1 73 1 6.3 1 46 1 5.0 1 3.8 1 5.5 1 57 1 64 

7 骨幹最小周 48.0 51 0 580 590 51 .5 545 54.0 6 1 .0 61 0 6 1 .5 550 560 6 1 .0 585 a1 a 

SA 中 央周 570 620 620 54.0 585 595 55.0 650 660 65.5 560 605 邸5 65.0 640 665 

7/1 長厚示数 20.8 209 

6/5 骨体断面示数 728 762 757 74.0 68.6 721 89.6 74.0 795 73.0 773 70.7 74.0 69.3 702 701 

撓骨 1 撓骨最大長

3 骨体最小周 420 39.0 42.0 400 43.5 450 

骨頭忌大径 220 

骨頭最小径 21 6 

4 骨体横径 1 60 141  1 52 15 1  1 7.5 1 4.8 141  1 6. 1  1 50 1 6.0 1 66 1 52 1 66 1 63 170 

5 骨体矢状径 121  1 1 1  1 1  2 1 03 l t .6 1 0.0 92 1 1 1  99 101  1 33 1 25 1 1 9  1 09 1 1  6 

5 (6) 下端幅 29.9 

5/4 • 骨体断面示数 761 782 738 681 662 676 648 88.8 658 627 80.2 82.4 7 1 . 7  672 681 

尺骨 1 尺骨最大長

3 骨体最小周 350 265 400 380 380 

6 肘頭幅 24.8 22.8 22.5 251 229 

11 骨体矢状径 1 26 1 1  9 1 35 1 25 1 2.6 1 38 141  1 3.3 1 1  6 1 1 7  1 4.6 1 5.0 1 33 1 40 

12 骨体横径 1 60 1 1  6 186 1 33 1 3.3 1 62 1 54 1 6. 1  1 32 1 4  8 173 1 6.2 1 5.4 1 56 

1 1 a  頭矢状径

12a 頭横径

6(1 ) ..t靖幅 1 95 254 253 22.3 261 

7 肘賊深 24.5 239 238 23.1 209 22.8 22.6 236 243 

Sa 撓骨切痕幅 1 84 1 79 1 93 1 96 1 65 1 6.4 1 8.9 21 4 

1 1 /12  骨体断面不数 789 1022 727 942 95.1 849 921 82.7 875 79.2 84.1 92.3 861 895 

中手骨 第1 中手骨長 44.9 

第2中手骨長 64.0 

第3中手骨長 651 

泰濡中羊
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上肢骨計測値
小竹43_1 小竹43_2 小竹44_1 小竹45_1 小竹47_1 小竹48_1 小竹48_3 小竹50_1 小竹50_2 小竹51_1 小竹51_2 小竹52_1 小竹52_2 小竹52_3 小竹52_4 小竹53_1 小竹55_1 小竹56_1 小竹58_1 小竹59_1

男性 不明 不明 男性 男性 ？ 男性 不 明 男性 不 明 男 性 男性 ？ 不 明 不 明 男性 ？ 不 明 男性 ？ 女性 ？ 男 性 女性 ？ 女性

成人 不明 1 0歳前後 青年 成人 中 年 中 年 青 年 不 明 中 年 成 人 1 0歳前後 成人 成人 不明 成人 青年 中年 成人 老年

' I ' I ' I ' I ， I ' I ' I ， I ' I ' I ' I ' I ' I ' I ' I ， I ' I ， I ' I ' I 

鎖骨 1 鎖骨最大長 1 36.0 1 462 1 48.4 

5 中 央矢状径 1 0.8 1 1  6 1 1  B 1 1 .8 90 1 1  2 1 1 5  1 2.0 

4 中央垂直径 9.2 87 82 8.2 67 81 8.2 8.5 

6 中央周 34.0 335 34.0 34.0 24.0 31 0 31 5 33.0 

6/1 鎖骨長厚示数 25.0 229 229 

5/4 中央断面示数 1 1 6.5 1 330 1 433 144.4 1 34.5 1 382 1 4 1 1  1 4 1 .9 

肩 甲 骨 12 関節臨長 36.6 355 371 399 34.8 

13 関節腐幅 23.3 250 24.2 272 

1 3/ 12  関節窓長幅示数 63 7 70.5 65.1 683 

上腕骨 1 上腕骨最大長 284.8 284.8 3000 

3 上靖II 457 45.3 478 

4 下端幅 56.4 54.4 56.0 56.9 604 594 

滑車小頭幅 42.0 44.0 433 43.5 437 442 43.9 

5 中 央最大径 207 20.6 1 25 20.2 1 97 21 5 20.9 238 222 229 227 1 96 228 209 2 1 .3 1 7.4 1 8.4 1 95 

6 中 央最小径 1 65 1 7.5 87 1 5.5 1 57 1 6.0 1 5.6 1 87 1 89 1 69 1 66 1 56 1 6.9 1 55 1 4.9 1 2.4 1 4.3 1 36 

7 骨幹最小周 580 60.0 340 55.5 560 57 5 56.5 64.0 61 5 59.5 61 0 62.0 45.5 535 61 .5 6 1 .0 59.0 590 580 58.0 480 50.0 505 

BA 中央周 62.0 62.0 36.0 60.5 580 62.0 61 5 695 660 660 65.0 580 67.0 61 0 6 1 .0 50.0 55.0 555 

7/1 長厚示数 1 97 1 9.8 205 

6/5 骨体断面示数 795 84.9 69.8 76.5 BO. ゚ 745 74.7 788 853 740 732 796 742 740 69.9 7 1 3  77 7 699 

撓骨 1 撓骨最大長 228.0 

3 骨体最小周 37.0 370 37.0 37.0 420 430 380 

骨頭最大径 21 2 2 1 1  21  7 

骨頭最小径 1 99 20.4 202 

4 骨体横径 86 1 6.5 173  1 4.4 1 4.9 1 66 1 58 1 54 1 38 1 52 1 3.9 1 4.6 1 53 1 5.2 1 32 1 24 

5 骨体矢状径 66 1 0.8 1 1  6 103 1 0.4 1 25 1 26 1 1  6 1 1  8 1 1 .9 1 0.6 108 1 1  0 1 0.7 89 96 

5(6) 下端幅 326 31 .8  

5/4 骨体断面示数 77.1 65.4 671 7 1 3  69.3 753 795 755 855 78.3 76.4 739 71 5 70.2 67 5 77 5 

尺骨 1 尺骨最大長 2470 244.3 

3 骨体最小周 33.0 330 360 36.0 370 355 305 

6 肘頭幅 24.4 24.5 239 238 23.9 262 24.7 250 23.0 20.4 20.4 

11 骨体矢状径 1 35 1 2  7 1 1  4 1 1 7  1 1 6  1 4.2 1 32 1 3 1  1 38 1 4.0 1 3.3 1 1  7 1 24 1 2.6 1 1 1  1 1 .8 1 28 

12 骨体横径 1 42 1 4  7 1 55 142 1 4.8 1 4.6 1 64 1 58 1 6 1  1 73 1 6.5 1 53 1 70 1 5.2 1 36 1 5.2 1 59 

1 1 a  頭矢状径 1 69 1 8.6 1 6.9 1 69 

1 2a 頭横径 1 58 1 4.3 1 4.2 1 39 

6(1 ) 上端幅 2 1 .6 225 23.4 23.8 24.1 24.8 249 21 6 

7 肘頭深 236 22.6 24.0 24.3 23.8 258 252 265 239 208 

9a  撓骨切痕幅 1 8.2 1 87 1 83 1 8.2 1 6.3 1 83 1 86 1 73 1 70 1 69 

1 1 / 12  骨体断面示数 955 86.8 736 82 7 78.9 977 809 825 856 807 81 .0 766 730 829 81 7 77.2 802 

中手骨 第 1 中手骨長

第2中手骨長

第3中手骨長 62.6 

表 2 - 4
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表 2 - 5 上肢骨計測値 ゜

小竹59_2 小竹61_1 小竹63_1 小竹64_1 小竹64_2 小竹67_1 小竹67_2 小竹68_1 小竹70_1 小竹71_1 小竹73_1 小竹75_1 小竹75_2 小竹76_1 小竹77_1 小竹78_1

不明 女性 男性 男性 男性 ？ 男性 男性 ？ 男性 男性 女性 女性 男性 不 明 男性 男性 女性

青年 成人 中年 青年 成人 青年 不明 老年 老年 老年 中 年 成人 不 明 中 年 中 年 青 年

' I 『 I 『 I ， I 『 I ' I ' I ' I 『 I ' I ' I ' I ， I ' I ' I ， I 

鎖骨 I 鎖骨最大長 1 439 1 42.9 

5 中 央矢状径 107 107 1 21 1 2.9 1 4.7 1 3 1  1 3.2 1 2.4 1 0.5 1 1 .6 1 4.9 1 5 1  1 23 1 27 

4 中央垂直径 81 90 87 8.7 9.6 88 79 8.8 8.5 8.6 9.5 86 92 97 

6 中央周 290 330 33.5 36.0 39.0 380 37.0 36.5 30.5 3 1 .0 41 .0 41 0 350 355 

6/1 鎖骨長厚示数 264 2 1 .3 

5/4 中央断面示数 131  3 1 1 8  3 1 39 7 1 48.4 1 53 1 1 491 1 66.9 1 4 1 .3 1 24.1 1 35.1 1 56.0 1 763 1 33 6 1 306 

屑 甲 骨 12 関節窯長 357 34.5 31 4 37.3 381 363 

13 関節窟幅 26.4 228 27.0 277 268 

1 3/ 1 2  関節萬長幅示数 76 5 126 72.4 728 740 

上腕骨 1 上腕骨最大長 2874 283 7 2826 285.7 250.2 

3 上端幅 427 451 44.9 45.1 40.3 

4 下端幅 50.8 592 53 7 53 7 55.3 56.2 570 50.9 50.6 57.6 582 570 

滑車小頭幅 36.1 437 39.8 40.1 397 39 5 42 1 41 0 34.7 34.4 448 45.8 434 430 

5 中 央最大径 1 80 1 7.0 230 2 1 8  1 8.4 20.6 195  208 1 9.4 1 9.8 20.0 1 9.6 20.5 20.7 241 22.9 225 2 1 1  1 99 

6 中央最ヽJヽ径 1 26 1 3. 1  1 64 1 61 1 3.4 1 5.8 1 57 1 59 1 5.9 1 7.2 1 7  2 1 4.2 1 3  7 1 3. 1  1 81 1 6.5 1 57 1 55 1 52 

7 骨幹最小周 490 49.0 620 620 5 1 .0 56.0 560 580 55.5 56.0 565 53.5 54.0 56.0 ぷl.O 64.0 59.5 595 550 550 

BA 中央周 51 0 50.0 650 650 54.0 60.0 605 6 1 5  60.0 6 1 .0 61 0 56.5 59 5 57.0 680 65.0 645 600 595 

7/1 長厚示数 1 70 1 97 1 98 1 9.4 21 2 

6/5 骨体断iili示数 699 77.4 71  2 73 7 73.0 76.6 80.5 76.4 82.2 88.8 861 72.5 66.9 63.1 752 72.0 70.0 735 764 

撓骨 1 撓骨最大長 2351 1 88.5 2493 2368 

3 骨体最小周 300 30.0 4 1 5  38.0 35.0 35.5 370 36.5 37.0 42.0 435 395 400 

骨頭忌大径 212 1 7.4 231 

骨頭最小径 20.8 1 7.3 225 

4 骨体横径 1 27 1 1 .8 1 4  7 1 4.0 1 4.6 1 39 1 4.6 1 3.9 1 3  7 1 3.9 1 5.9 1 63 1 56 1 60 

5 骨体矢状径 90 9.1 1 1 8  1 0.7 97 108 1 0.4 1 0.9 1 0.4 9.0 1 1 .9 1 24 105 107  

5 (6) 下端帽 30.8 294 27 3 27.2 30.3 305 31 9 

5/4 骨体断iili示数 703 77.0 805 761 667 77 9 7 1 .4 78.2 75 7 64.6 75.2 760 673 671 

尺骨 1 尺骨最大長 2449 2539 2700 

3 骨体最小周 305 380 355 35.0 31 0 38.5 360 350 350 

6 肘頭幅 200 22.1 262 238 23.4 22.4 25.0 248 1 9.0 23.2 234 238 

1 1  骨体矢状径 109 1 1 1  1 4.0 1 2 1  1 2.7 1 2.0 1 32 1 1  3 1 29 1 2  7 1 24 1 29 1 29 

12 骨体横径 1 26 1 2.6 1 75 1 6 1  1 5.8 1 4.5 1 4.6 1 5.7 1 6.0 1 5.0 1 53 1 60 1 4 1  

1 1 a  頭矢状径 1 7  5 21 2 

1 2a 頭横径 1 52 1 67 

6(1 ) 上端帽 222 250 220 223 2 12  24.1 24.2 1 9.3 24.5 233 

7 肘頭深 21 8 211 284 24.0 235 22.5 22.2 234 22.9 22.0 25.5 232 246 

9a 撓骨切痕幅 1 59 1 7.5 1 9.4 1 78 1 8 1  1 69 1 4.9 1 66 1 8.7 1 5.6 1 82 1 74 

1 1 / 1 2  骨体断面ホ数 868 87.9 801 74.9 80.3 82.4 905 7 1 .8 806 84.5 809 808 909 

中手骨 第 1 中手骨長 431 448 452 44 7 

第2中手骨長 65.1 633 646 64 7 

第3中手骨長 638 64 7 635 621 

泰濡中羊
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下肢骨計測値
小竹1_1 小竹2_1 小竹3_1 1)ヽ竹3_2 小竹4_1 11ヽ竹5_1 小竹5_2 小竹7_1 小竹7_2 小竹8_1 小竹8_2 小竹9_1 小竹9J. ヽlヽ竹9_3 小竹1 0_1 小竹1 0_2 小竹1 1_1

男性 男性 女性 男性 男性 女性 ？ 男性 男性 男性 ？ 男性 女性 女性 女性 不明 男性 ？ 女性 ？ 女性 ？

青年 成人 青年 成人 中年 成人 成人 青年 不明 中年 百年 中年 成人 不明 成人 不明 老年
' I ' I ' I 『 I ' I ' I ' I ' I ' I ' I ， I ' I ' I ' I ' I ， I ' I 

頁骨 1 骨盤高 21 7.4 

9 臓骨高 97.8 

1 2  謁骨幅 1 48.1 

" 坐骨高 ,S.8 

" 霞骨臼最大径

大腿骨 1 大腿骨最大長 460.5 4334 

2 大腿骨 自 然位全長 457.2 4320 

6 大腿骨骨体中央矢状径 32.0 3 1 .9 3 1 1  30.1 25.4 24.7 3 1 6  3 1 8  2 1 .3 28.0 277 322 32.1 27.5 29.1 28.4 29.5 25.3 25.0 24.0 31 0 307 293 22.1 251 24.5 

7 大腿骨骨体横径 25.2 25.5 27.0 264 235 237 229 232 23.3 257 257 24.4 24.3 25.2 26.4 271 24.4 23.7 24.0 25.2 25.9 25.8 253 1 9.0 227 22.3 

8 骨体中央周 90.0 90.0 900 90.0 775 770 88.0 885 70.0 84.0 84.0 90.0 90.5 87.0 89.0 90.0 821 78.5 78.0 78.5 91 0 90.0 895 67.5 74.0 74.0 

1 0 骨体上矢状径 26.9 26.1 232 235 228 233 23.0 23.4 250 269 24.7 25.7 255 246 23.0 227 224 225 242 20.2 20.5 2 1 .2 

9 骨体上横径 32.4 325 3 1 5  323 287 "1 292 279 30.0 294 28.7 29.9 309 259 30.0 29.9 273 27.3 3 1 .4 24 7 288 25.1 

1 6 頸矢状径 28.7 26.7 265 261 25.2 236 250 26.9 26.4 '" 22.6 227 

1 5 頸垂薩系 32.9 30.9 267 262 30.7 285 30.0 29.7 3 1 .5 305 26.8 26.3 

" 頭垂直径 45.1 45.8 393 4 18  42.J 44.0 44.4 40.0 

1 9 頭矢状径 45.5 460 403 40.4 422 42.8 44.4 442 39.4 39.8 

21 上顆幅 79.4 62.5 

" 外債顆最大長 61 .0 49.9 60.4 47.9 

24 内償顆最大長 6 1 5  49.6 580 

28 捻転角 1 9.0 80 

29 頸体角 1 29.6 1 25.5 1 27.0 1 2a 9 1 2'.2 1 34.1 1 34.4 1 26.8 1 29.0 

30 頴体角 99.7 985 

8/2 長口示数 1 9.7 20.8 

8/1 頑丈示数 1 9.5 20.8 

6/7 骨体中央示数 1 27.2 1 252 1 1 51 1 1 3  8 1 079 1 04.4 1 38 2 1 37.0 9 1 2  1 089 1 077 1 32 1 1 32.4 1 09.0 1 1 0.3 1 04 7 1 2 1 1  1 06.7 1 041 95.4 1 1 9  7 1 1 8.8 1 1 5  7 1 1 6.0 1 1 0.6 1 1 0.0 

1 0/9 骨体上断面示数 82.9 80.2 736 727 796 80.0 789 839 B3.4 9 1 4  85.8 86.0 825 95.1 76.7 76.0 82.0 82.4 771 8 1 7  7 1 1  84.7 

1 6/15 頸断面示数 871 86.3 992 998 82.1 82.8 834 90.6 83.7 875 84.4 86.5 

膝盃骨 1 膝盃骨最大哀 4 1 2  371 355 40.9 34.9 

2 膝盃骨最大幅 454 '" 390 44.0 37.4 

1 /2 膝蓋骨高幅示数 908 986 911 931 93.2 

題骨 la II!! 骨最大長 3365 

3 最大上蟷II 72.5 70.1 

6 腔骨下幅 44.9 

8 中 央最大矢状径 34.2 

9 中 央横径 1 7  7 

BA 栄養孔位丑大径 35.5 35.7 34.4 3 19  289 26.5 29.8 28.0 373 36.5 26.0 273 28.0 

9A 栄養孔位横径 24.J 25.5 2 1 6  2 1 8  1 9  7 1 5.8 207 2 1 .4 1 92 1 8.9 1 9.2 1 82 1 9.2 

1 0 骨体中央周 830 

I OA 栄簑孔位周 97.0 97.0 90.0 895 80.0 69.0 82.0 825 '" 92.0 73.5 735 78.0 

9/8 中 央横断示数 5 1 8  

9a/8a . 匿示数 69.5 7 1 .3 629 663 681 59.4 69.5 76.4 5 1 4  5 1 .8 73.9 666 68.8 

誹骨 1 誹骨最大長
2 中 央最大径
3 中 央最小径
4 中央周

3/2 中央断面示数

距骨 1 距骨長 462 55.0 495 559 53.8 52.8 

2 距骨幅 412 449 455 451 44.4 43.9 

lll骨 1 ・ 踵骨最大長 695 74.8 771 761 72.4 

2 踵昏塁大幅 381 391 41 .9 

中足骨 1 第 1 中足骨長 572 62.4 55.2 

1 第2中足骨長

表 3 - 1
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表 3 - 2 下肢骨計測値 ゜

小竹1 1 _2 小竹1 2_1 小竹1 3_1 小竹14_1 小竹1 4_2 小竹1 5_1 小竹1 6_1 小竹1 6_2 小竹18_1 小竹1 8_2 小竹1 9_1 小竹20_1 小竹21_1 小竹21_2 小竹24_1 小竹24_2 小竹25_1

男性 ？ 男性 男性 男性 男性 ？ 男性 女性？ 不明 男性 不明 男性 女性 ？ 不明 男性？ 男性 ？ 女性 女性

不明 中年 中年 成人 不明 成人 成人 不明 老年 1 0代前半 責年 成人 青年 成人 責年 成人 青年
' I ' I ' I ， I ' I ' I ' I ' I ， I ' I 『 I ， I ' I ， I ' I ' I ， I 

冗骨 1 骨盤寓 1 8 1 .3 201 0 

9 1 1骨富 96.0 

1 2 騒骨幅 1 33.8 

1 5 坐骨冨
22 寛骨 臼塁大径 503 

大腿骨 1 大腿骨最大長 潤1 .9 381.3 4517 3885 377.2 377 6 

2 大腿骨 自 然位全長 蕊.0 3781 4481 3873 

6 大腿骨骨体中央矢状径 28.1 27.8 30.1 30.2 35.5 325 320 30.0 280 30.0 30.6 271 2 18 27.3 24.9 277 229 22.5 22.2 228 

1 大腿骨骨体横径 22.4 23.6 26.0 26.5 26.9 262 266 237 226 22.7 26.4 250 1 93 24.2 232 24.1 21 .9  22.3 2 1 .9 22.0 

8 .  骨体中央周 80.0 B 1 .0 87.0 90.0 97.0 94.0 94.0 88.0 84.0 84.5 89.5 83.0 660 82.0 78.0 84.0 73.0 7 1 .0 70.0 7 1 .0 

10 骨体上矢状径 22.2 22.0 23.9 24.3 27.2 27.0 267 25.4 230 23.9 22.4 22.4 23.7 225 20.4 1 9.4 20.9 2 1 .4 

9 骨体上横径 29.5 29.5 30.8 30.4 30.5 3 1 .0 298 285 289 27.2 292 306 30.6 29.4 26.5 26.7 257 26.4 

1 6 類矢状径 22.4 22.4 23.3 26.8 27.4 237 25.8 26.0 23.6 2 1 .2 2 1 8  

1 5 頸垂直系 28.0 28.0 30.6 32.4 306 266 297 306 26.6 24.3 246 

1 8 頭垂直径 39.3 37.9 41 .8 389 437 44.0 40.0 36.3 

1 9 頭矢状径 38.5 377 386 44.1 39.7 37.6 375 

21 上顆幅 68.5 

23 外側顆最大長 55.9 531 60.0 

24 内冑顆最大長 54.3 54.8 627 52.4 

28 捻転角 1 5.0 1 2.8 
29 . 蒙体角 1 22.0 1 23.4 1 28.8 1 1 4.0 1 29.0 1 32.7 1 34.9 

30 顆体角 97.5 990 9 12  

8/2 長厚ホ数 211  2 1 .4 2 1 .0 2 17  

8/ 1  頑丈示数 20.9 2 1 .2 20.8 2 16  1 8.6 1 88 

6/7 骨体中央示数 1 25.1 1 1 7.6 1 1 6.1 1 1 3.8 1 31 .9 1 23 8 1 20.3 1 26 7 1 23 9 1 32.0 1 1 5  7 1 083 1 1 2  7 1 1 3.1 1 072 1 1 4.8 1 04.9 1 0 11  10 1  7 1 03 5 

1 0/9 骨体上断面示数 75.3 74.5 77.5 79.9 89.2 872 893 889 795 87.9 76.8 733 77.3 767 76.9 72.9 8 1 .3 8 1 3  

1 6/15 頸断面不数 80.0 79.9 76.4 82.6 896 888 866 85.0 邸.7 871 88.4 

膝蓋骨 1 籐蓋骨最大高 40.2 39.6 39.4 37.8 4 1 .8 435 32.8 353 

2 .  籐蓋骨最大幅 43.5 43.0 41 .0 40.6 45.3 452 39.2 386 

1/2 陳塁骨高幅示数 92.6 92.0 96.2 93.0 92.2 963 83.8 9 1 3  

腔 骨 " I !!  骨景大長 3 1 4.5 31 4.0 

3 忌大上端幅 66.1 

6 腔骨下幅 39.3 40.0 

8 中央最大矢状径 27.8 28.0 

9 中央横径 1 9.0 187 

BA 栄養孔位最大径 3 1 6  3 1 .0 30.5 3 1 .6 34.1 349 324 32.1 34.5 260 35.5 28.5 27.5 275 

9A 栄養孔位横径 223 1 9.1 1 9.3 2 1 .3 20.J 1 9 1  1 89 1 9.4 1 9.2 1 8.4 2 1 .0 1 7.8 1 7.8 1 76 
10 骨体中央周 76.5 75.5 

I OA 栄養孔位周 90.5 82.0 B2.5 84.0 86.0 89. ゚ 850 85.0 88.0 720 93.0 72.S 73.0 73.0 

9/8 中央横断示数 68.4 66.6 

9a/8a 腔ホ数 70.4 6 1 .8 63.3 67.5 60.8 54 7 582 60.6 55.6 70.6 591 62.6 64 7 641 

誹骨 1 餞骨丑大長
2 中央最大径
3 中央最小径
4 中央周

3/2 中央断面示数

距骨 1 距骨長 477 48.6 48.8 473 47.4 496 5 11  48.6 49.3 

2 距骨帽 401 42.0 44.0 40.2 37.8 45.4 45.1 

踵骨 1 踵骨丑大長 70.4 70.9 68.4 76.4 75.4 75.2 761 

2 踵骨最大幅 40.9 368 36.8 42.0 39.5 38.3 

中足骨 1 第 1 中足骨長 54.2 58.0 58.0 55.8 57.2 

1 第2中足骨長 64.0 72.0 

泰濡中羊
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下肢骨計測値
11ヽ竹26_1 小竹26_2 小竹27_1 ヽlヽ竹27_2 小竹28_1 小竹29」 小竹29_2 小竹29_3 小竹30_1 11ヽ竹30_2 小竹31_1 小竹32_1 小竹33_1 小竹34_1 小竹35_1 小竹36_1 小竹36_2

男性 男性 ？ 女性 不明 男性 女性 不明 不明 男性 女性 ？ 不 明 男性 ？ 男性 男性 女性？ 男性 女性

青年 斉年 青年 1 0謙前後 青年 成人 成人 不明 青年 成人 成人 成人 成人 成人 成人 成人 老年
' I ' I ' I ＇ I ' I ' I ' I ' I ， I ' I ， I ' I ， I ' I ' I ' I ' I 

寛骨 1 骨霊高 1 94.3 

9 虞骨高 901 

1 2 隣骨幅 1 405 

" 坐骨高
" 寛骨臼最大径 53.8 5 1 8  

大腿骨 1 大腿骨最大長 41 1 .4 3996 3971 397 3 

2 大腿骨 自 然位全長 41 0.4 3971 394.4 394.5 

6 大腿骨骨体中央矢状径 26.2 26.0 268 2 1 7  25.8 255 251 25.8 253 27.8 267 24.2 27.1 266 27.4 30.7 308 

7 大腿骨骨体横径 24.7 25.7 239 1 9.4 23.3 237 2 1 8  22.2 241 24.5 24.3 2 1 1  23.7 239 23.4 26.3 259 

8 骨体中央周 82.0 82.S 8 1 5  68.0 78.0 785 '" 75.0 78.0 83.5 80.0 725 80.0 800 80.0 90.0 935 

1 0 骨体上矢状径 23.4 250 238 1 98 23.4 235 23.2 25゜ 23.9 230 23.7 21 0 22.0 228 26.7 266 

9 骨体上積径 29.4 295 296 28.0 28.2 283 23.8 292 29.9 30.5 30.2 295 28.2 293 30.1 282 

1 6 頸矢状径 25.9 274 2 1 1  207 256 
1 5 頸垂直系 28.3 327 261 297 3 1 .0 

1 8 頭垂直径 41 .9 425 367 4 1 7  427 

1 9 頭矢状径 43.8 4 19  367 42.2 42.0 
21  上顆幅 776 67.3 

" 外潤顆最大長 57.2 570 569 559 邸.4

24 内償顆最大長 56.9 561 563 

28 捻転角 20.8 1 2  8 

29 頸体角 1 26.3 1 27 8 1 2 1  5 1 35.0 1 38.0 

30 頴体角 97.8 983 98.0 982 

8/2 長ロ示数 20.0 20.5 1 9.8 1 99 
8/1 頑丈示数 1 9.9 20.4 1 96 1 98 

6/7 骨体中央示数 1 06.0 1 0 1 2  1 1 2  1 1 1 2  1 1 1 0.5 1 072 1 1 5  3 1 1 5.9 1 05.0 1 1 3.5 1 096 1 1 4.4 1 1 4.4 1 1 1  2 1 1 6.8 1 1 6.4 1 1  B 6 

1 0/9 骨体上断面示数 79.9 84.7 80.6 70.6 831 831 975 85.7 79.9 756 78.5 7 1 2  777 779 88.5 941 

1 6/15 頸断面示数 9 1 .4 838 00.7 899 825 

膝盃骨 1 膝盃骨最大裏 36.9 39.3 404 34.0 42.B 43.3 

2 膝盃骨最大幅 41 .7 4 1 .2 33.4 425 32.7 碑.6 43.2 

1 /2 膝蓋骨高幅示数 88.5 95.4 95.0 1 03.9 1 1 0.9 100.3 

題骨 , ,  II!! 骨最大長 339.2 3396 3450 337.0 

3 最大上端幅 69.9 731 703 

6 匪骨下幅 42.4 45.0 祁1 叩3 40.7 

8 中 央最大矢状径 29.9 30.1 3 1 6  271 

9 中 央横径 22.7 21 .7  1 9  5 1 9  6 

BA 栄養孔位云大径 3 1 .7 32.9 331 288 3 1 .0 3 1 2  33.0 32.2 30.5 301 3 12  29.4 34.3 355 

9A 栄投孔位横径 22.6 22.4 205 1 6.0 23.3 2 1 5  1 9.9 1 9.7 1 92 1 6 1  1 8  5 1 8.4 224 

1 0 骨体中央周 80.5 79.5 B05 74.0 

I OA 栄簑孔位周 86.0 90.0 88.0 755 87.5 84.0 87.0 860 78.0 81 D 78.0 92. ゚

9/8 中 央横断示数 76.1 72. ゚ 6 1 6  723 
9a/8a • 匿示数 7 1 .4 邸.1 621 55.4 75.2 69.0 60� 61 .2 630 53.4 592 627 85.4 

誹骨 1 誹骨最大長 323.7 

2 中 央棗大径 1 3.6 

3 中 央贔小径 1 2.7 

4 中央周 45.0 

3/2 中央断面示数 93.2 

距骨 1 距骨長 53.5 .... 5 1 5  53.8 

2 距骨幅 471 ••• 427 449 44.2 

踵骨 1 ・ 踵骨最大長 7 1 .2 739 729 

2 踵骨忌大幅 胡.4 395 39.3 

中足骨 1 第 1 中 足骨長 57.6 55.2 

1 第2中足骨長 67.2 

表 3 - 3
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表 3 - 4 下肢骨計測値 ゜

小竹37_1 小竹38_1 小竹39_1 小竹39_2 小竹40_1 小竹40_2 小竹41_1 小竹42_1 小竹43_1 小竹43_2 小竹44_1 小竹45_1 小竹47_1 小竹48_1 小竹48_3 小竹50_1 小竹50_2

女性 男性 女性 男性 ？ 不明 女性？ 男性 男性 男性 不明 不明 男性 男性 ？ 男性 不明 男性 不明
老年 中年 成人 成人 成人 不明 成人 老年 成人 不明 1 0歳前後 青年 成人 中年 中年 青年 不明

' I ' I ' I ， I ' I ' I ' I ， I ' I ' I ， I ' I ' I ' I ' I ， I ' I 

寛骨 I 骨盤寓
9 . II骨寓

1 2 紐骨幅
1 5 坐骨猛 733 

22 寛骨 臼塁大径 521 

大腿骨 1 大腿骨丑大長 425.3 41 9.3 247.2 2446 395 9 408.0 

2 大腿骨 自 然位全長 420.4 4149 

6 大腿骨骨体中央矢状径 273 28.3 26.9 3 1 .2 335 329 33.2 29.4 297 32.0 1 3.S 1 4.0 24.6 3 1 .4 3 1 .4 277 28.4 27.4 29.8 

1 大腿骨骨体横径 24.1 24.7 25.3 24.8 288 238 23.1 246 243 252 1 4.9 155 22.4 24.2 23.7 250 25.3 25.1 236 
8 骨体中央周 785 83.0 82.0 88.0 990 90.0 90.0 660 855 895 47.0 47.0 74.5 87.5 88.0 83.0 84.0 83.0 87.0 

1 0 . 骨体上矢状径 22.0 2 12  23.6 23.6 27.7 278 269 26.7 249 24.9 245 1 4.8 1 4.8 227 25.2 25.1 242 26.1 25.7 22.3 

9 骨体上横径 278 28.0 28.5 28.6 29.5 321 273 29.1 3 11  29.0 293 1 8.3 1 89 275 28.1 288 303 31 .8  3 1 .8 29.2 

1 6 頸矢状径 25.7 22.7 253 25.4 1 5.6 1 7 1  223 2BB 23.9 29.8 

1 5 類垂直系 28.7 28.5 299 297 1 9.0 201 296 333 28.4 30.0 

1 8 頭垂直径 40.8 40.5 40.5 43.3 431 435 41 .0 

1 9 頭矢状径 41 .8 40.5 4 14  431 429 430 422 

21 上顕幅
23 外劃顆最大長 55.9 569 572 62.8 

24 内劃顆最大長 57.8 586 

28 捻転角 25.5 25.0 

29 . 聾体角 1 25.5 1 29.7 1 28.0 120.0 1 2 1 .0 

30 顆体角 96.3 997 

8/2 長厚ホ数 1 9.7 207 

8/1 頑丈示数 1 9.5 205 1 9.0 1 92 2 1 .0 20.3 

6/7 骨体中央示数 1 1 3  2 1 1 4.7 1 06.3 1 25.5 1 1 6  2 1 38.1 1 43.4 1 1 9.5 1 22.4 126 7 90.6 905 1 095 1 29.8 1 322 1 1 1 .0 1 1 2 .4 1 09.1 1 26.4 

1 0/9 骨体上断面示数 791 75.8 83.0 82.4 93.9 866 98.5 9 1 .8 80.0 861 83.4 80.8 78.4 82.4 89.7 86.9 798 822 80.7 76.4 

1 6/ 15 頸断面不数 89.3 79.6 84.8 85.4 82.1 85.4 752 865 84.3 99.3 

膝蓋骨 I 膝蓋骨最大高 40.1 39.4 454 44.9 38.6 45.5 

2 .  籟蓋骨最大幅 42.4 427 42.1 41 .0 40.1 35.2 45.3 

1 /2 練塁骨冨幅示散 94.7 921 1 1 0  7 1 1 1  9 1 097 1 00.3 

歴骨 " 麗骨最大長 348.8 3422 

3 最大上端幅
6 匠骨下幅 417 452 451 

8 中央最大矢状径 31 .3 324 

9 中央横径 22.7 1 9  5 

BA 栄養孔位最大径 36.1 28.0 34.2 32.8 33.8 340 1 7.4 1 7  7 30.1 33.2 352 33.6 3 1 .8 

9A 栄養孔位横径 22.1 20.3 229 22.4 22.0 20.6 1 3.7 143 1 9  7 2 11  2 12 24.3 24.3 

10 骨体中央周 84.0 81 0 

1 0A . 栄養孔位周 91 .0 76.5 89.0 89.0 89.0 88.0 5 1 .5 52.0 84.0 86.S 91 .0 92.5 9 1 .0 

9/8 · 中央横断示数 72.7 60.2 

9a/8a 腔ホ数 61 .2 72.3 669 68.3 650 605 79.0 81 2 655 63.6 60.2 72.3 76.4 

誹骨 1 膳骨丑大長 339.7 330.0 

2 中央最大径 1 4.7 1 5  3 

3 中央最小径 1 0.4 99 

4 中央周 42.5 42.0 

3/2 中央断面示数 70.7 64.7 

距骨 I 距骨長 48.0 48.2 47.7 50.1 50.1 527 5 1 9  5 18  53.7 53.2 

2 距骨帽 426 43.5 42.8 435 45.0 481 47.3 46.0 

踵骨 1 踵骨只大長 673 723 79.5 77.6 

2 踵骨品大幅 383 427 44.0 44.6 

中足骨 1 第 1 中足骨長 596 52.0 561 563 60.6 

1 第2中足骨長 72.9 

泰濡中羊
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下肢骨計測値
小竹51_1 小竹51_2 小竹52_1 小竹52_2 小竹52_3 小竹5:t_4 小竹53_1 小竹55_1 ヽlヽ竹56_1 小竹58_1 小竹59_1 小竹59_2 小竹61_1 小竹63_1 小竹64_1 小竹64_2 小竹67_1

男性 男性 ？ 不明 不明 男性 ？ 不明 男性 ？ 女性？ 男性 女性？ 女性 不明 女性 男性 男性 男性 ？ 男性
中 年 成 人 1 0歳前後 成人 成人 不明 成人 百年 中年 成人 老年 胃年 成人 中年 斉年 成人 青年

' I ' I ' I 『 I ' I ' I ' I ' I ， I ' I ， I ' I ' I ' I ' I 『 I ' I 

寛骨 1 骨霊高
9 脇骨高

1 2 隣骨幅
" 坐骨高
22 l '1 骨 臼 最大径

大腿骨 1 大腿骨最大長 422.9 4572 4022 

2 大腿骨 自 然位全長 41 8.6 4556 3958 

6 大腿骨骨体中央矢状径 30.0 29.2 309 207 2 1 .0 25.0 30.7 303 27.5 24.7 24.0 235 22.4 23.4 27.5 30.5 308 329 279 

7 大腿骨骨体横径 24.2 25.3 24 7 1 9.0 , a  a 23.9 25.0 251 24.1 1 9.7 23.1 222 22.0 20.6 24.9 267 278 261 24.0 

8 骨体中央周 85.5 850 88.0 63.0 63.0 78.0 89.0 89.0 的.0 7 1 .5 730 730 7 1 .0 69.5 85.0 92.0 925 940 81 0 

10 骨体上矢状径 23.5 22.8 1 8.4 191  23.8 22.3 24.7 257 24.5 1 9.4 209 211  22.0 1 92 1 83 24.2 24.8 248 234 

9 骨体上横径 30.8 32.4 23.0 22.0 28.4 26.2 30.1 285 28.1 26.9 282 292 29.1 289 27.6 28.4 3 1 .2 326 30.4 

1 6 頸矢状径 24.9 28.4 2 1 .9 24.9 250 24.6 
1 5 頸垂直系 30.6 3 15  25.6 28.8 323 295 

1 8 頭垂直径 43.7 42.2 469 4 1 1  

1 9 頭矢状径 442 42.0 469 423 

21 上顆幅 85.7 80.4 

23 外測顆最大長 52.7 653 558 

24 内償顆最大長 571 56.4 50.0 62.4 560 

28 捻転角 1 6.0 28.6 

29 頸体角 1 22.0 1 24.0 1 30.0 123 5 1 28.7 

30 籟体角 99.7 99.5 981 1 00.4 

8/2 長口示数 20.3 203 20.5 

8/1 頑丈示数 20.1 202 20.1 

6/7 骨体中央示敷 1 23.9 1 1 5.4 1 25.4 1 08.8 1 1 1 .4 104.5 1 23.0 1 20 5 1 1 4.3 1 25.4 1 03 8 1 063 10 1  6 1 1 3.2 1 1 0.5 1 1 4.2 1 1 1  I 1 25 9 1 1 6  3 

1 0/9 骨体上断面示数 76.2 70.5 80.0 868 839 85.0 82.1 903 87.4 72.3 741 723 75.7 66.5 66.2 85.1 79.6 759 77 0 

1 6/ 15 顆断面示数 8 1 2  901 85.3 86.5 793 834 

膝盃骨 1 膝盃骨最大高 44.0 43.7 450 40.8 38.3 386 46.0 393 40.3 

2 膝盃骨最大幅 42.4 43.3 395 507 435 428 

1 /2 膝蓋骨高幅示数 1 03.7 94.3 96.9 90.9 90.5 94.2 

履骨 1, . 匿骨最大長 339.8 348.4 

3 最大上端幅 70.2 71 0 

6 I !!  骨下幅 41 .2 

8 中 央最大矢状径 25.8 30.4 

9 中 央横径 1 7.2 22.9 

BA 栄妥孔位丑大径 34.7 344 33.0 33.3 282 28.5 269 26.6 34.2 37.3 367 335 

9A 栄菱孔位横径 1 9.5 1 9.5 23.8 22.8 1 69 1 8.4 1 8.2 1 7.0 23.7 1 9  7 20.0 20.6 

10 骨体中央同 68.0 85.0 

I OA 栄衰孔位周 90.0 89.0 925 88.0 74.D 76.0 74.0 73. ゚ 93.5 9 1 .5 940 90.0 

9/8 中 央横断示数 66.7 75.1 

9a/8a • 匿示数 56.3 56.7 72.0 68.6 60.1 64.3 677 64.0 69.3 527 54.4 6 1 6  

誹骨 I Jill骨最大長
2 中 央棗大径
3 中 央最小径
4 中央周

3/2 中央断面示数

距骨 I 距骨長 53.1 541 49.9 529 48.1 487 54.3 567 5 1 4  

2 距 骨 幅 43.2 45.4 43.0 423 44.2 503 43.0 44.0 

踵骨 1 ・ 踵骨最大長 741 75.9 72.4 74.1 77.2 72.0 7 1 2  

2 踵骨最大幅 36.5 38.4 35.8 421 391 393 

中足骨 1 第 1 中足骨長 536 556 

1 第2中足骨長

表 3 - 5

1
6
5
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表 3 - 6 下肢骨計測値
小竹67_2 小竹68_1 小竹70_1 小竹71_1 小竹73_1 小竹,._, 小竹75_2 小竹76_1 小竹77_1 小竹78_1

男性 つ 男性 男性 女性 女性 男性 不明 男性 男性 女性

不明 老年 老年 老年 中年 成人 不明 中 年 中 年 青 年
' I ' I ' I ' I ' I ' I ' I ' I ' I ' I 

口骨 I 骨盤高
9 : Ii骨高

1 2 ・ 鵠骨嘔
1 5 坐骨品
22 寛骨臼呆大径

大腿骨 1 大腿骨最大長 391.3 401 1  452.0 454.5 4077 

2 大腿骨 自然位全長 387.3 394.4 4452 4043 

6 大腿骨骨体中央矢状径 272 286 307 26.2 262 25.1 267 285 ,aa 286 30.2 238 23.3 

7 大腿骨骨体横径 24.5 239 24.3 25.0 24.6 22.0 23.3 251 251 229 2 1 9  20.7 2 1 .4 

8 .  骨体中央Jil 850 825 87.0 83.0 8�5 74.5 79.0 84.0 84.5 81 .5 82.0 71 0 7 1 .0 

1 0 ・ 骨体上矢状径 226 261 245 24.4 22.8 2 1 .4 2 1 .4 255 234 23.4 235 20.1 1 9.9 

9 骨体上横径 296 29.3 28.4 30.3 297 27.8 28.3 303 31 0 295 287 24.9 25.9 

1 6 頸矢状径 24.2 263 22.4 23.1 22.0 329 30.1 25.7 262 

1 5 頸垂直系 31 .4 3 17  26.9 25.9 267 34.0 320 3 1 1  293 

1 8 頭垂直径 417 441 40.6 38.4 38.3 443 427 374 35.6 

1 9 頭矢状径 426 431 40.8 38.6 375 45.0 45.2 43.0 369 35.9 
21 上顆幅 69.2 7 1 1  75.4 655 63.8 

23 外樹顆最大長 54.4 559 606 597 498 49.4 

24 内鯖顆最大長 54.6 546 558 5 19 52.1 

28 捻転角 44.5 22.0 350 2 11  

29 ・ 頸体角 1 24.9 1 22.0 1 26.3 1 28.0 1 23.0 1 23.0 1 1 88 

30 顆体角 99.5 1 0 1 .0 1 020 1 00.0 98.7 

8/2 長厚ホ数 19.2 20.0 1 90 20.3 

8/1 頑丈示数 19.0 1 9  7 1 8  6 1 8.6 20.1 

6/7 骨体中央ホ数 1 1 0.7 1 1 9  7 1 26.3 104.6 1 066 1 1 4.1 1 1 4  6 1 1 3.4 1 1 4.9 1 24.5 1 381 1 1 4.9 109.0 

1 0/9 骨体上断面示数 761 89.2 862 80.5 76 7 77.1 755 842 754 79 5 8 19  80.9 76.7 

1 6/1 5 頸断面不数 76.9 83.0 83.1 89.1 82.3 968 939 824 89.4 

膝蓋骨 1 ,  膝蓋骨最大高 41.9 42.8 435 35.4 36.0 452 44.9 38.0 38.9 38.2 

2 .  籐菱骨最大幅 40.7 43.0 42.0 461 46.4 44.2 363 

1 /2 ・ 籐憂骨富幅示数 102.8 99.4 1 035 979 966 1 072 

腔骨 1, I!! 骨丑大長 362.4 364.9 353 8 297.8 

3 丑大上端幅 63.9 657 67.4 

6 II! 骨下幅 469 448 456 40.8 

8 中央最大矢状径 299 '" 28.4 23.3 

9 中央横径 205 "4 1 7  2 1 77 

BA 栄養孔位最大径 30.8 30.0 3 1 3  28.0 287 329 34.3 3�5 323 292 26.9 

9A 栄養孔位横径 1 9  9 1 9  7 23.0 20.0 1 9.2 225 227 1 92 1 8  5 1 8.3 1 7.9 

10 骨体中央周 78.0 ao.o 725 65.0 

1 0A 栄養孔位周 855 825 895 79.0 820 925 930 8 1 5  820 760 7 1 .5 

9/8 中 央横断ホ数 685 678 60.5 75.8 

9,/8, II! ホ数 64.4 659 73.4 7 1 .3 669 683 662 592 571 628 66.7 

誹骨 1 膝骨最大長 353 5 

2 中央最大径 1 69 

3 中央最小径 1 2  2 

4 中央周 51 .0 

3/2 中央断面示数 722 

距骨 I 距骨長 503 48.4 482 43.9 427 559 564 

2 距骨幅 427 45.4 43.3 40.8 50.2 

踵骨 1 踵骨最大長 73.2 72.0 70.2 681 761 777 65.5 

2 踵骨最大幅 42.4 438 391 40.7 37.5 

中足骨 1 第 1 中足骨長 56.3 566 559 579 575 

1 第2中足骨長 701 

゜
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表 4 頭蓋計測項 目 の基礎統計量

小竹男性

n Mean 

1 最大長 1 3  1 802 

8 最大幅 1 3  1 46. 1  

8/1 長幅示数 1 3  8 1 1  

1 7 バジオン ・ ブレグマ 高 4 1 30 7 

1 7/1 長高示数 4 73 9 

1 7/8 幅忘示数 4 9 1  9 

9 最小前頭幅 1 4  95 6 

1 0 最大前頭幅 8 1 1 9 1  

9/1 0 横前頭示数 7 805 

9/8 横前頭頭頂示数 1 1  65 3 

5 頭蓋底長 4 1 002 

1 1 両耳幅 6 1 245 

1 2 最大後頭幅 ， 1 1 04 

8/1 2 横後頭頭頂示数 ， 1 3 

1 3 乳様突起間 幅 6 1 002 

40 顔長(ba-Pr) 4 94 5 

40/5 顔長示数 4 94 5 

1 4 頭蓋最小幅 2 67 0 

7 大後頭孔長 3 331 

1 6 大後頭孔幅 2 305 

1 6/7 大後頭孔長幡示数 2 90 1 

23 J)(平周 7 5 1 6  7 

24 横弧長 6 3 1 3  5 

26 正 中 即 頭弧長 1 3  1 242 

27 正 中 頭頂弧長 1 3  1 242 

28 正 中 後頭弧長 5 1 1 6  7 

25 正 中 矢状弧長 5 365 9 

27/26 矢状前頭頭頂ホ数 1 2  1 003 

28/26 矢状後頭前頭示数 5 93 0 

29 正 中 前頭弦長 1 2  1 1 04 

30 正： 中 頭頂弦長 1 4  1 1 1  3 

3 1 正 中 後頭弦長 5 99 6 

29/26 矢状前頭冑 曲 示数 1 2  883 

30/27 矢状頭頂彎 曲 示数 1 3  888 

3 1 /28 矢状後頭彎 曲 示数 5 854 

(1 +8+1 7)/3 頭蓋モズルス 4 1 500 

43 上 6 1 048 

44 両眼寓幅 4 97 9 

45 頬骨 弓 幅 2 1 349 

46 中顔幅 4 94 6 

48 ..t顔高マルチン 6 66 5 

48H 上顔扁ハウエルズ 6 63 4 

48d 頬骨最小高 6 226 

43/8 頭上顛帽示数 5 72 9 

46/45 顔幅示数 2 68 6 

48/45 コ ルマン上顔示数 2 488 

48/46 ウィル ヒ ョ ウ 上顔示数 4 70 1 

9/45 前頭頬 弓 示数 2 69 7 

45/8 頬 弓 頭頂示数 2 95 6 

5 1 眼高幅(mf-ek) 3 402 

52 眼 禽 愚 3 323 

52/5 1 眼窯示数 2 81  4 

54 品幅 2 256 

55 兵高 5 484 

57 鼻骨最小帽 1 1 25 

57(4) 品 骨平坦示数 1 400 

62 口 蓋 長

63 口 蓋幅

63/62 口 蓋長幅示数

66 下顎角幅 1 5  1 01 9 

68 下顎骨長 1 5  723 

65 下顎関節突起幅 5 1 27 8 

68/65 下顎長幅示数 5 57 8 

65(1 ) 下顎筋突起幅 7 1 020 

67 前下顎幅 1 7  486 

69 オ トガイ高 ， 306 

69(1 ) 下顎体高 27 291 

69(2) 下顎体悪 29 262 

69(3) 下顎体厚 27 1 29 

69b 下顎体厚 29 1 63 

69(3)/69(1 ) 下顎体示数 27 446 

69b/69(2) 下顎体示数 29 62 7 

70 下顎枝高 1 6  a2 a 

7 1 下顎枝幅 22 353 

7 1 /70 下顎枝示数 1 6  566 

7 1 ( 1 ) 下顎切痕幅 1 2  33 7 

79 下顎枝角 1 5  1 17 2 

「早前期 」 「 中後晩期」 は小片 ( 1 98 1 ) より抜粋

SD. 

61 

45 

28 

44 

45 

57 

42 

52 

31 

28 

28 

5 1 

44 

52 

37 

42 

66 

1 5  

1 2  

07 

04 

1 59 

80 

78 

76 

4 1  

1 03 

88 

76 

56 

64 

1 8  

1 6  

25 

28 

1 8  

29 

37 

29 

42 

20 

30 

1 6  

28 

30 

1 4  

1 3  

04 

03 

1 3  

1 0  

03 

05 

23 

66 

43 

24 

42 

60 

24 

39 

20 

26 

1 4  

1 5  

59 

88 

37 

26 

44 

27 

53 

早前期

n Mean 

5 1 836 

5 1 43.4 

5 78 3 

5 1 0 1 4  

5 1 27 6 

5 79 4 

4 70 7 

4 1 348 

2 5090 

4 3 1 9  8 

1 3880 

4 1 1 03 

4 1 023 

4 1 425 

4 1 023 

4 648 

4 7 1  8 

4 63 5 

4 7 1  3 

3 423 

4 33 3 

3 770 

4 27 0 

3 450 

2 445 

2 36 0 

2 8 1  2 

5 1 000 

4 66 0 

4 1 27 0 

4 521 

5 99 B 

5 50 6 

7 29 9 

7 28 3 

7 1 2  9 

7 458 

6 571  

7 343 

6 60 7 

5 340 

5 1 2 1 6 

中 後晩期

n Mean n 

40 1 828 6 

40 1 45 1  7 

40 79 5 6 

22 1 384 1 

22 75 5 1 

22 95 6 1 

36 980 6 

36 1 22 2 3 

35 8 1  5 3 

35 674 5 

1 

35 1 27 7 5 

5 

5 

5 

1 7  1 020 

1 

1 

30 5231 5 

34 3 1 8  2 4 

7 

6 

2 

20 371  9 2 

6 

2 

7 

6 

2 

7 

6 

2 

22 1 55 2 1 

34 1 1 04 3 

26 1 006 

3 1  1 404 

29 1 02 2 

27 68 5 

3 

28 730 

24 67 3 

30 704 

26 41  9 

28 330 

26 78 6 

26 260 1 

25 488 

1 1  463 1 

1 1  394 1 

1 1  85 3 1 

37 1 032 4 

39 74 5 4 

35 1 25 2 3 

34 59 9 2 

38 1 02.8 3 

42 494 6 

46 330 4 

49 3 1 2  1 1  

1 0  

49 1 3  7 1 2  

1 1  

49 440 1 1  

1 0  

32 61 9 7 

43 362 1 0  

32 581 7 

30 368 6 

39 1 2 1 6 5 

第 VI 章 人骨の理化学的分析 • 形態分析

小竹女性

Mean SD 

1 76 9 3.8 

1 45 . 1  3.6 

81 8 3.0 

1 33 6 

75 9 

95 6 

95 3 2.8 

1 1 82 3.5 

804 2.0 

66 5 2.9 

971  

1 23 7 3.3 

1 09 9 4.5 

1 33 2 4.9 

1 004 6.0 

630 

29 7 

5 1 0 6  5.8 

3 1 40 4.7 

1 26 0 4.8 

1 25 7 4.8 

1 1 45 0.7 

361  a 4.2 

1 006 4.8 

954 1 .7 

1 1 06 3.5 

1 1 06 3.4 

97 7 1 .0 

87 8 1 . 1 

881 1 .5 

854 1 .4 

1 49 7 

1 049 4.1 

73 2 4.5 

23 6 

408 

38 7 

950 

90 9 4.6 

7 1 4  2.3 

1 1 9  2 7.7 

61 9 4.8 

93 9 7.9 

47.1  1 .6 

29 8 0.9 

28 2 1 .6 

25 6 1 .9 

1 25 1 .5 

1 60 1 .9 

431 3.0 

64.1 8.6 

56 8 3.6 

342 1 .8 

6 1 0  4.3 

33 5 2.9 

1 1 7  2 3.0 

早前期

n Mean 

8 1 77 . 1  

8 1 36.8 

8 77.3 

4 1 3 1 .5 

4 75.0 

4 96.1  

7 9 1 .3 

7 1 1 5.7 

7 78.8 

7 66.5 

7 1 1 8.4 

3 94.7 

6 502.3 

6 304.7 

4 359.0 

4 1 47.9 

8 1 03.1 

5 93.0 

5 1 30.0 

6 99.2 

6 59.5 

4 77.3 

6 59.9 

5 70.4 

6 40.7 

6 3 1 .3 

6 77.3 

6 24.2 

6 43.0 

3 41 .3 

3 38.3 

3 92.8 

6 9 1 .3 

6 64.2 

5 1 1 8.8 

5 54.3 

5 96.6 

8 46.8 

8 27.8 

8 26.6 

8 1 2. 1  

8 46.6 

5 52.8 

6 3 1 .5 

5 59.2 

5 30.6 

5 1 20.4 

中 後晩期

n Mean 

33 1 76 6 

35 1 40.6 

33 79 5 

1 9  1 374 

1 9  780 

1 9  97 7 

34 96 6 

35 1 1 85 

33 8 1  5 

32 69 0 

3 1  1 234 

1 7  1 00 1  

2 7  5074 

30 3088 

25 362 6 

1 9  1 51 5 

32 1 06 7 

23 99 2 

25 1 342 

26 97 9 

24 640 

23 73 2 

24 65 5 

24 725 

27 393 

26 331 

25 841 

26 253 

24 464 

1 3  432 

1 3  358 

1 3  831 

35 97 5 

36 700 

33 1 1 9  7 

33 589 

34 97 4 

37 488 

37 304 

38 285 

38 1 26 

38 444 

37 55 7 

36 344 

36 6 1  7 

33 356 

36 1 21 9 

167 
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第 VI 章 人骨の理化学的分析 • 形態分析

表 6 埋葬状況

例数 ％ 

仰 臥屈葬 1 8  23.7 

側 臥屈葬 ， 1 1 .8 

伸展葬 1 1 .3 

土器棺 4 5.3 

一次埋葬後攪乱 1 9  25.0 

散乱 23 30.3 

その他 2 2.6 

計 76 1 00.0 

表 7 人為 的損傷 の可能性 が あ る 個体 リ ス ト

個体番号 人為 的損傷か ？ 埋葬状態
3_1 可能性あ り 仰 臥屈葬
4_1 穿孔の可能性あ り 一次埋葬後攪乱
4_2 可能性あ り 一次埋葬後攪乱
5_5 確定 一次埋葬後攪乱
8_1 可能性あ り 散乱
1 1 _3 可能性あ り 一次埋葬後攪乱
1 3_2 確定 整理された散乱
1 8_1  可能性あ り 散乱
35_1 確定 散乱
39_4 確定 側 臥屈葬、 攪乱あ り
45_1 可能性あ り 仰 臥屈葬
52_2 確定 散乱
55_1 可能性あ り 散乱
68_1  穿孔の可能性あ り 仰 臥屈葬、 攪乱あ り か ？
78 1 確定 一次埋葬後攪乱

表 8 人 口 構成

男性 女性 不 明 全体

胎児 ゜ ゜ 5( 1 ) 5( 1 ) 

周 産期 ゜ ゜ 1 4(7) 1 4(7) 

1 歳前後 ゜ ゜ 5(4) 5(4) 
3歳前後 ゜ ゜ 4(2) 4(2) 

5歳前後 ゜ ゜ 3(2) 3(2) 

1 0歳前後 ゜ ゜ 7(3) 7(3) 

1 0代前半 ゜ ゜ 3( 1 ) 3( 1 ) 

青年 1 2 ( 1 1 ) 6(4) 2( 1 ) 20( 1 6) 

中 年 1 1  (8) 2(2) 1 (0) 1 4( 1 0) 

老年 5(4) 5(4) ゜ 1 0(8) 

成人 23( 1 1 ) 1 1 (8) 8(2) 42(2 1 ) 

不 明 1 0( 1 ) 4(0) 20(5) 34(6) 

全体 61  (35) 28( 1 8) 72(28) 1 6 1 (8 1 ) 

括弧内 の数字 は最小個体数を算出 できたサンプルでの数を示す
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5 形態分析

表 9 - 1 追加分人骨 リ ス ト
通し番号 追攘� 層位 I頭蓋 骨 阻 I体幹骨 I-"註骨 I下肢骨 I手 ・ 足の骨 Iその他

1 245 不 明
2 245 ll b- fil a  
3 245 D b- m ,,  
4 245 貝39--28

0 • 
24
, ., 

0 貝
,,

39
,,

-
_

34
,, ’

::

”·· ’ ·
:

·
: 
●上●● ー ト心●.. ., ・ �-賣 ヒ ト·畢·· E: f:::::: 

7 245 員39.... 3下B 上●會 重冒 襴.......,, 舅,.. 

8 1 38-140 Jl39 
9 1 35-140 貝39--9下A
10 335 貝39-37
1 1  336 貝39-9下A
12 ぷ5 不明
13 335 貝3下A-C 1-"l"tt這泣囀<alt} _,., 

14 334 貝39-37 -· 月． ．剛輯•Jt -鵬董青 -· 

15 335 貝39-9下A 甕の● 1-<1"•• 疇.JI囀 虹量...ft •. ••• _ 臼.. !Ii. 
16 337 貝3下A-C ... ., ●窪 ●董 償）*" ●』彙..験骨It(養臀）

1 7  336 貝39-37 1-'-"l"!.lt?)玲 I
18 336 D b- m a  I 

... . .  頁

1 9  337 貝39ー37
20 :J:J6 只39-9下A
21 336 員39-37
22 336 D b- m a  
23 337 貝39-37 下●●... -. ·"'· a '" 11 . .... _ .. a It 戸●● 欝●11 i-"••11•• 

24 337 D b- m a  
匹
沼蠣

壼
骨

心. ...... ． 左.奮-,.漏II彎.，
. 懲-.-....... .I ...... .. .. _ -.- - . .  ... � い..... � ●， 枷........隕 , _n, 亭 …●●● o;,. ......... 菫.......,, r!tit鱒

·"'の畳一膏
囀

切
靡
●

!l
●

/1
， …

1 鵬青膏囀． 宝霞.... .,. .. � 書重骨， 左●骨

25 439 貝J9-37 匹..,.., .,,.. ● 欝●,.., ● 汽' � 冒疇l

26 439 貝J9-J7
27 3叫 D b- m a ,U,lll)tl IHI片,

I rutt, 

28 1 34 貝39-37 左鼻,... .. ,.11, 

29 334 貝3下A-C �....
. 

30 334 只3下A-C ・......蟷囀）

31 234 貝3下A-..c
32 234 員39
JJ 235 不明
34 235 員39..... 9下A
35 231:1 Jl3"'FA 
36 236 D b- m a  I 

.. .  ""' 

37 235 貝39-9下A ..... 鴫,..... .. .... 

39 236 D b- m a  ...... ,. .. , .... 膏It言〇 下軍膏宜●●● に尺It臀孵●7 心It温愴輝閥富面,.. ,.,●轟膏 ...... 

40 235 D b- m a  ·蠅蠅疇喜 中鬱＇骨●

41 1 34 貝3下A-C キ■＇奮骨

42 1 32- 1 35 貝39-9下A I 
.,,., 

43 1 3 6 貝39 I 
44 1 3 6 貝39-9下A ......'*輝（抽) I"''"'"' 

45 1 3 6  D b- m a  ...... ? 

46 1 3 6  不 明 � ·  遍...

47 135  貝39-9下A i-- -- � 置ヱ員...? 

48 1 :15 只:JB-9下A ... 置:• 鋼畢●,. .. 一 � " 

49 135 員3下A-C 竃●m ● ... r町.... I●鸞●9

50 1 33 - 1 35 頁39-9下A 員L璽●門·11, 貫虞●""'· 墓, "'●●弓) _,.. 軍 置●●

!11 322 ma 
52 423 m. r 尾 など冨

53 423 貝39 宣厚＇

54 421 貝39 上ぷ掌""ヨ●

55 421 貝3下A I 
j"'· 

57 422 貝39 に尺臀臀●●

58 322 貝39-3下A
59 322 貝39 JUI ..... 

60 421 貝37 上富,...,_.,

61 421 貝37 c�-

62 422 ma . ........ .. .. 日" r-.. ,., " 
I r-· I●冥●9

63 445 員39-28 ...... 置,.

114 3411 員37 声上鯛● 量漕●●

65 346 貝37-3下A 上● II●膏斥 匹遷’汽·,. 彎 ,.
,
, .. 冑1 � 項量●●位 葦●

88 345 貝J9-28 ... ,.,r,; 中' .. 序マ 匹ltlt曹

67 345 貝.39-37 _,. 片.. ...1t1 :I!--. •• 見 .....警頓ぷ 肩疇鱒l遍;.. ..... It亀 ●●●骨亭
r 

66 345 D b- m a  -Y.te . .  , 鳳 臼 下aeaot• 心ltltl!UO) ? 骨片 F■骨片 i-··-!t副•ど

69 346 貝37-28 戸
＇

70 345 貝37-28 匹冠片' ..... I"'·· i-••1t• 

71 345 不明 ... ,a,,..:,-賓蝉 賓.... M ..
.... と層.,_,

I 
戸...,... 

72 346 D b- ma 頂冠片● i-" ,. 

73 449 頁 1 9-28 JI; 璽 l鼠 ●嬬""'

74 449 貫 1 9-28 ...... , -·� 

75 449 Jl9下A
78 442 貝37 霞贄9鵡 1 I'"疇雷尺i

1 
.... .. ,., 心臀1,

77 342 貝37 .... ,., I r -. u I 1--·' 

78 442 只37
79 442 貝3下A-C
80 442 貝3下A-C
81 341 貝37
82 343 貝37-38
83 343 貝.37-38
84 343 貝" I匹恥

�
-●1 ●●●9 ●●9 

85 343 貝.37 凰 鼠●看'· 鼠量lt'

86 441 D b- m a  
8 7  332 貝3下A-C
BB 331 員39-3下C

:� ::: �
3こ�;.

c
:::: 

I 
91 332 貫39-37
92 332 貝3下A-C 宣●� ●胃雫貴

93 331 頁39-3下C
94 231 貝39-3下C
95 231 貝39-3下C I

匹..H-, 
� 

●1乳切●, "l"IIIIZ . ..... Mぽ＂出) ... 省●, ..... 

96 239 D b- m a  
9 7  239 貝3下A-C
98 239 貝39-37 匹辺I 冠片.. .....臀........... ... _量
99 237 D b- ma r·-

1 00 238 D b- m a  ,,. ..,,. , ●)9 ド右●"'"'*· .lcO: ●1翼"' r ...... . ,., 
1 0 1  238 貝39ー37 ........ , ·- 綸, � ●, w, . .... ..  .,.. .. .... ... ..,,..... ,. .. 胄

1 02 237 員3下A-C I I I I I 
.... , ... ., 

1 03 238 員3下A-C JUI濤,.,

1 04 239 員39-37 1'11111'1'. ●皇り”
’

1 05 2JB 貝J9-37 ... ,,, 畑霞鄭9

1 0 6  238 54号人骨付近
... llltl, "JU ""flll .. Z,f .. 8""f 費

i"
' 下竃Pl, M1 M● r ,t, 1- I I'" 

.. , ....... 
l
" .. m 

1 07 242 貝39-38 コ只片1

1 08 242 貝39-38 匹冠片'· 匹胃'71

109  243 貝39
1 1 0  243 貝39
1 1 1  243 貝39-38 m冠片1

!"-
... ,.,, ....... , 

1 
.... ,,., 

1 1 2  243 貝39 I I 「息●1

1 1 3  243 頁39-38 --·· よ●

1 1 4  243 員39
.... ••耀•＇片111'櫨(ll畿

顎
l

,. • .... ● . It '· ●●賓●

, 1s 243 Jl39 
．下●

會，
●

●●● 
.. ●.● .. ● .. 弓"'●，虞鴫,、＇.鵡.. ●置..... .-.a. ,.. 一 心●●帽" ...... 麟....

�
. .. ....... , ... 真警●"''し 惚I r-●1 學囀 1 i-

...... .. 

1 1 6  244 貝39 I I"臀II撃層

1 1 7  244 貝39
1 1 8  244 貝39
1 1 9  244 貝39-..3下c
1 20 244 貝39
121 244 貝39-38 四●片'

�

●●●●● 

し K::: ::: ::::::: :: こ·-片' .... ........ ·:.·:::: 

1 70 



表 9 - 2
通し番号 追楕

124 431 
125  339 
126 1 44 
127 435 
128 444 
129 433 
130 432 
131 249 '" '" 
134 437 
135 4J5 
136 444 
137 248 
138 247 
139 323 
140 445 
141 445 
142 434 
143 1 40 
144 436 
145 431 "' 1 心
147 447 
148 448 
149 443 
150 445 
15 1  137 
152  35ラ

イ
ン

153 447 
1 54 "" 
155  141 -441 "' 137 
158 339 
169 447 
1 00 44' 
16 1  435 
162  "' 
163 4'6 
1 64 432 
165  434 
166 432 
167 437 
166  433 
169 441 
1 70 447 
1 7 1  1 43 
172  , .. 
173 "' 
1 74 447 
175  442 
176 445 
177  1 40 
178  1 心
179 140-440 
1 80 40ラ

イ
ン璧

181 1 43 
182 1 43 
183 136 
1 84 140-44(1 "' , ., 
1 88 445 
187 444 
188 347 
1 89 435 
190 344 
19 1  1 44 
192 448 
193 448 
194 432 
195 .... 
196 434 
197 "' 
198 '" 
1 99 , .. 
200 136-140 
201 438 
202 447 
203 448 
204 447 
205 435 
206 434 
207 448 
208 431 
209 136 
2 10  438 
2 1 1  340 
2 1 2  "' 
2 13  1 43 
2 14  1 43 
2 1 5  1 43 
2 1 0  1 44 
2 1 7  1 3 5  
2 1 8  1 43 
2 19  423 
220 139 
221 141 
222 323 
223 1 45 
224 ' '° 
225 135 
220 137 
227 , .. 
228 1 44 
229 1 45 
230 4'7 
231 437 
232 435 
233 445 
234 446 
235 "' "' 338 
237 "' 
23B 449 
239 449 
240 339 

追加分人骨 リ ス ト
貝39唇..... 

位
3下C 1"'頭"'●

蓋
骨國

骨
襴｀璽l憂冠,.. 

貝39
II b一皿a
D b-皿a
員37-38

貝3下A-C
D b-ma " ●9 

D b-ma 
貫3"FA-C

D b-ma 
貝J9-J下c ●●●●m

●
● 富鶴●9●9

貝3下A-C ●●マ青1

貝3下A-B ●●マ青1 ●
●

●●鱒鰊.
,

貝37-28 ●● "'"●●●グヲ9」9●"' 

m. 

filb- Il b  
filb- Il b  

IDb ．． 

貝9下A
員⑲-3下C
貝3下A-C
員3!1-!I下A ●● .. ●9冑9

貝3下A
貝37-28 ... 血9

貝3下A--C
皿b- ll b
D b-皿a

不明
貝26

貝3下A-C
貝39-38

貝J9-3下c
員39..... 3下C

員28
貫39-3"'FA ●●置月

貴39-37
貝3下A-C """"' 

貝39
貝39 璽 ● ●9 

貝39 下● ●嶋

貝39-3下C
!l b-皿a

不明
貝39-39
D b-m● 

員⑲.... 3下C
D b-ma ●●●m 

員39-37 ●●● "' 

員J7
貝39-38 ●●胃冑' ●

●
●● ●● '● "●●● 

filb- li b  
貝.39-3下C
貝.39--3下C

illb 
不明
不明

只39ー9下C
D b-ma 

m, 
D b-ma 
員,,_,,

員3下A-B

D b-ma 
D b-皿●

貝37
貝3下A

貝.J
貝
下

2
A
6
-C I ●●迂

D b-ma 
D b-ma 
O bーma
只39-28
頁3下A

D b-皿1l
頁37-28
貝37-28

貝26
D b-ma 
貝9下A

貝37-28 ●●胃青』

貝39-3下c
D b-m亀

員39-9下A
員37 ●●胃町

員9下A
D b-ma 

貝沢 ●●胃"'

貝39-9下A
D b-皿a
D b-ma 

不明
貝3下A

貝3下A-C
貝9下A
貝3下A

貝37
不明

貝39-9下A
D b-m1 ●●濾賣1●

D b-ma ,u, ●● ●●● ●●● 

貝J9
貝39-28 ●●マ青'·"●● ●●●� ●9 

D b-田a .... 
貝39..... 9下A ... 廿"' ''""●●●（還

貝39
貝34-3下A 璽欄ll遍●, --.-l●, 左--. .. · .s ..... 峯右..... .....配ヰ｀

貝3下A ●肇""●" 

貝37-28 ●●● 

11.39 ．．． " ●●霞"'

貫9下A ●●電員

n b  
●●鵞"

員9下A
241 1 3 1 - 1 35 貝39-9下A
242 322 
243 441 
244 445 
245 '" 
246 "' 
247 442 

IDb 
IV 

直b- Il b
貝9下A

貝3下A-C
貝38 l郭鵡骨頃l z右11.. 11-, 船9
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お
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5 形態分析

表 9 - 3 追加分人骨 リ ス ト
通 し番号 遺繊

248 1 44 
249 337 
250 344 

251 343 
252 343 
253 , .. 
254 344 "' "' "' "' 
257 432 
258 454 
259 434 
260 33' 
261 445 
262 33' 
263 434 
264 349 
265 443 
266 349 
267 248 "' 348 
269 443 
270 '" 
271 '" 
272 447 
273 348 
274 "' 
275 432 
276 347 
277 347 
278 349 
279 347 
280 348 
281 348 
282 338 
283 346 
284 346 
285 347 
286 347 
287 349 
288 34' 
289 349 
290 349 
291 431 
292 348 
293 348 
294 '"' 
1 001 2 1 7  
1002 4 1 9  
1003 351 -451 
1004 464 
1005 440 
1006 355 
1007 361 -363 
1008 141 
1009 '" 
10 10  303 
101 1 307 
1 0 1 2  464 
1 0 1 3  362 
10 14  459 
1 0 1 5  '" 
1 0 1 6  4'2 
1 0 1 7  450 
1 0 1 8  459 
1 0 1 9  "' 
1020 356 
1 021 361 -365 
1 022 141  
1 023 249 
1024 353 
1 025 1 49 
1 026 ' "' 
1 027 1 48 
1 028 140-440 
1 029 320 
1 030 465 
1 031 1 54 
1 032 285 
1 033 "' 
1 034 , .. 
1 035 344 
1 036 450 
1 037 1 33 
1 038 300 
1 03● 304 
1040 4印
1 041 1 3 1  
1042 '" 
1043 "' 
1044 356-359 
1045 351 
1046 413 
1047 1 40 
1048 320 
1049 1 60 
1 050 141  
1 051 1 65 
1 052 1 49 
1 053 1 1 9  
1 054 1 心
1 055 249 
1 056 205 
1 057 1 40 
1 058 147 
1 059 1 48 
1 060 1 40 
1061 1 48 
1 062 1 49 
1 063 1 48 
1 064 1 49 
1 065 451-452 
1 000 1 00 
1 007 1 5 1  
1 066 359 
1 069 364 
1 070 221 
1071 361-363 
1 072 358 

1 72 

層位 I頭蓋骨 1111 
貝9下A-28
貝.39-3下C
貝39-3下B
貝.3下A-C
貝.3下A-C

.ll39 
ll39 ●●胃冑9● ●●● · "'● "'"●● 

ll39 -· 冑1

D b- m a  ... ,...1 .. 噸田隆鴛翻電 .. � 鼠 ●●囀貴9 m●● , ,  

貝39-9下A
貝4 ●●●冑1

貝39-9下A
田b

不明
貝39 ..... 下●直●● ,., 不●｛上●

貝39-9下A ..... 下●直●●

貝1 .... ● 

貝39-JS
貫3..l:.-下A

員39 ·胃冑●

員39 . 竃●冑., 1,0.9• .. ., 電畏-(●〉

員39
D: b- il e  ●●遍’胄'1', 1'●●鷺疇瓢●● ド�<>•�

貝39
貝37-28

貝37-3下A
貝9下A

貝39 l軍匹片1 匹.......1'... ft'量,... ●●庫I I上庄9

D b- m a  
貝37

貝 1 9 -28
貝34-3下A

n ,
n ,

-
-

m
m

, 
, 

1“-●
.

● 
..

.. 
-· ···-·· 

D b- m ●  
貝J7-28
貝3下A

D b- m a  
D b- m a  

ll b  
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Il b  
Il b  

D b- m a  

員
貝；

m
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, 

" 
. .  

::

..
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• 
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,
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し.

•

.
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= 
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_
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●吐�" 
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貝2
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貝38
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貝 1 4

D b- m a  
m b  

貝22-1 1 ..t
n ,  

員22 - 1 8上
n s  
n s  
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Il b  
貝？
Il b  
Il b  

貝 1 1 中 - 1
不 明
貝39
Il b  
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• •

不
-
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"" ●●"冑1 ド如·-
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D b- m a  

貝39
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貝37
ll b  

貝22 - 1 6上
貝39

貝.9上-28
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貝39
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貝37
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第 VI 章 人骨の理化学的分析 • 形態分析

表 9 - 4 追加分人骨 リ ス ト
通し番号 遣構 層位 I頭蓋骨 l歯 I体怜骨 I上肢骨 I下肢骨 l手 ・足の骨 Iその他

1 073 357 不明
1 074 464 貝22
1 075 462 II b 
1 076 449 貝28
1 011 457 n b  
1 078 4的 mb
1 079 151 ー1 52 員2
1080 "' ll1 9-28 戸
"" "' n .-m, 匹●" .. , .. 汽●

1
01 0

8
8

2 
3 

2
1 6

1 9
4 

貝
貝

3
1
9 S111

...
11
軍

•
1.. •• 

..
.. U11) .., 

1084 220 貝39-3下A
1085 1 祁 貝1
1 086 249 貝1
1 087 321 Ji b-ma 
1088 3 16  貝39-J下A I"麟骨m

1089 12 1 貝37 童●片9●● " 
I 

1090 1 1 9 貝39 a:,112 . .. .. 書"'

1 091 4� II b  IIIJI露 , I"'"."' 

1 092 420 Jl37 j ＇會 ....... 富む）

1093 140 h 鵡鵞●冑><•11鵡,.... ".' 

1094 221 mb ...... <l!CII彙' ..,霧●9

1095 1 48 ll bーm. ...冒汽● I
"'"."' 

1 096 221 貝3下A i-•- ●●青1

1 097 419 貝37
1098 360 貝1
1099 50ラ

イ
ン壁 不明

1 100 2 1 9 皿a
1 101 262 貝22
1 102 240 R b-m疇
1 103 465 田b
1 104 2 1 7 貝3下A
1 105 221 員37

1 100 21a m, 

1 107 12 1 貫39-3下A
1 108 1 1 11 皿b
1 109 3 14  fil b  
1 1 1 0  1 20 貝3下A
1 1 1 1  421 貝39-3下A
1 1 1 2  1 2 1  Ji b-ma 
1 1 1 3  2 15 貝39-3下A
1 1 1 4  3 1 7 貝3下A
1 1 1 5  261 貝1
1 1 1 6  418 貝37
1 1 1 1  220 m轟 I 霞璽)11

1 1 1 S  3 14 員37
1 1 1 9  3 19 員39
1 1 20 4 17 員37
1 1 21 3 16  fil b  
1 1 22 321 貝37
1 1 23 1 20 ma 
1 1 24 232 H b-m .. |匹al'!o:m::旦”言む, ... ""'.. I丘●●骨轟 賓●骨" I"·""' 
1 1 25 1 1 9  fil b  
1 1 26 321 貝37
1 1 27 350 貝4
1 1 28 12 1 田b
1 1 29 139 貝3下A-C
1 1 30 418 只3下A
1 1 31 1 45 貫37-3下• こ·:·

� � 1 1 32 247 n > •  :""'' • :: ●' :--· 

1 1 33 410 mo 鵡：·蜻 ）11 )0 1 

1 1 34 1 1 8  Jl.39 
1 1 35 31!!  皿b

1 1 36 2 1 6  不明

1 1 37 419 皿a
1 1 38 264 皿b
1 1 39 4 17 貝3下A
1 140 264 皿b
1 141 1 48 貝1 9-28
1 142 221 町蘊
1 143 2 1 9 訂b
1 144 1 20 員37
1 145 260 員16..1:.-1
1 146 1 1 5 員3"'FA
1 147 2 1 6 員3下A
1 148 254 ll b  
1 149 247 貝37
1 1 50 241 貝39
1 1 51 250 貝7
1 1 52 259 filb 
1 1 53 241 只39
1 1 54 260 II b  

1 1 55 250 Il b  

1 1 56 1 1 8 皿b
1 1 57 240 只39
1 1 58 233 貝39
1 1 59 258 n b  

1
1

1
1 e
6

o 
1 

2
2

4
8

0 
4 

n: b
貝

-
22

m, 絨」..,.,
, ..1: 曇'""'創情9

1 .. i.!111'-- 1 .. l<.!111'岬

1 1 e2 :i21 mb 
1 1 63 260 ll b  
1 1 64 3 18 皿b
1 1 65 4 17 皿b
1 1 66 315 貝3下A
1 1 67 2 1 7 艮37
1 1 68 418 艮39
1 1 69 241 H b-ID11 
1 1 70 247 I1 b-ID11 
1n1 259 mb 
1 1 72 3 18 員3下A
1 1 73 2 15  Wb  
1 1 74 1 1 9 貝39-3下A
1 1 75 251 貝9上.-28
1 1 76 247 貝37-3下B
1 1 77 257 II b  
1 1 78 320 貝37
1 1 79 220 只39
1 1 80 250 貝1 9-28
1 1 8 1  419 只.39
1 1 82 240 貝39
1 1 83 420 貝.39
1 1 84 3 18 貝39
1 1 85 221 貝39
1 1 88 1 1 7 貝3下A
1 1 87 420 員3"'FA
1 1 88 245 頁39-28
1 1 89 1 1 6 頁39-3下A 1 1 1 1 r• 11'·.,,.11' 

1 1 90 2印 貝1 9-28 U"1片●， 左●●"-"· .... ,,...,? 
I I I 

r ...... 字"·"�'"""'··"'"' l"舷 片
,
, .,./11

1 1 9 1  2印 貝1 9-9上 匹口片1
I I I 

1 1 92 136 貝39-3下A I I
"
骨
-'-
It
•• 骨虹鱒お..t.Jt111t111•攀鳳お尺··-··I-骨骨岬紐蘇，··�"'· 匹··"'"""'

1 1 93 345 貝39 I I I 禽大●●這位嶋

1 1 94 223 II b  
1 1 95 136 貝39-9下A 下墓...

1 73 



5 形態分析

表 9 - 5
通し番号 遺機

1 1 96 1 48 
1 1 97 331 
1 1 99 333-337 
1 1 99 340 
1 200 135 
1 20 1  1 1 7  
1 202 320 
1 203 321 
1 204 123 
1 205 222 
1 206 3 1 9  
1 207 414 
1 208 418 
1 209 420 
1 2 1 0  3 1 5  
1 2 1 1  1 2 1  
1 2 1 2  321 
1 2 1 3  423 
1 2 1 4  1 2 1  
1 2 1 5  440 
1 2 1 8  447 
1 2 1 7  438 
1 2 1 8  221 
1 2 1 9  442 
1 220 453-455 
1 221 453-455 
1 222 450 
1 223 436 
1 224 3 1 8  
1 225 453-455 
1 226 464 
1 227 231 
1 228 '" 
1 229 "' 
1 230 237 
1 231  134 
1 232 1 48 
1 233 241 
1 234 1 46 
1 235 263 
1 236 337 
1 237 236 
1 238 246 
1 239 132 
1 240 331 
1 241 138 
1 242 336 
1 243 240 
1244 322 
1 245 不明
1 246 1 48 
1 247 1 48 
1 248 147 
1 249 146 
1 250 149 
1 25 1  1 42 
1 252 1 46 "" 145 
1 254 1 48 "" 147 "" 147 
1 257 1 44 
1 258 1 44 
1 259 146 
1 260 1 43 
1 26 1  14 1  
1 262 1 40 
1 263 "' 
1 264 1 40 
1 265  1 40 
1 266 139  
1 267 139  "" 139 
1 209 SK1 005 
1 270 138 
1 27 1  1 3 2  
1 272 137  
1 273 1 3 6  
1 274 133 
1 27 5  1 3 4  
1 276 137  
1 277  232 
1 278  234 
1 279 235 
1 280 2お
1 281  236 
1 282 236 
1 283 237 
1 284 237 
1 285 238 
1 286 239 
1 287 239 
1 288 240 
1 289 240 
1 290 241 
1 29 1  241 
1 292 242 "" 242 
1 294 '" "" 248 
1 296 247 
1 297 246 
1 298 250 
1 299 249 
1 300 248 
1 30 1  260  
1 302 264 
1 303 245 
1 304 243 
1 305 244 
1 306 244 
' 307 244 
' 308 266 
1 309 245 
1 3 1 0  245 
1 3 1 1  245 
1 3 1 2  332 
1 3 1 3  335 
1 3 1 4  338 
1 3 1 5  338 
1 3 1 6  339 
1 3 1 7  340 

1 74 

追加分人骨 リ ス ト
層位 I頭蓋骨

貝.3上～下A
!l b- m a  

貝39-9下A
!l b- m a  
11 b- m 11.  

m ,  
貝3下A

貝37
U b- m騎 lU●濯＇月1

貝37
ll b- m a  

m s  

1
·· .. 貝3下A

m, "●罹"

m ,  
貝3下A

!l b- m a  
1 2 ・ 1 3号人骨付近

顧● 1 

n b- m a  
I - m e.  

貝39-28
頁39-9下A

貝3下A
1 9号人骨付近

貝1
貝 1 9 - 1

貝 2 m● "" 

ll b- m  .. 
貝37

貝4-9上
貝22

貝39-3下C
員37.... 3下A

U b- M •  
ll b- m. 
ll b- m  .. 
ll b- m a  

貝37-3下A
貝14

ll b- m a  
貝39

ll h - m  .. 
員3下A-C

員39
員39-9下A

ff b- M 11  
illb 

良37
貝37-28

不明
貝_37-..3下A

Il b  
貝3下A-C

貝37
11 b- m 11.  
R b- m e  

• •
員

-
37

m, 

.

.

.

.
.. .. ， •• 

員39 111● 11, 

ll b - m a  
貝39

ll b - m a  
貝39

貝39-9下A
貝39
貝39

!l b- m a  ●肇只片●

貝39-9下A ... 肩1

員3下A-C .. 肩●

II b- m e  ●●胄1

3塁人骨付近
●● " 

1I b- m 1  ●● " 

貝39-9下A ●●● " 

m s  
ll b - m a  
ll b - m a  
ll b - m a  
ll b - m a  

貝39
ll b - m a  
1I b- m 11.  

11.39 
ll b - m a  

ll37 

:,i,_;
、
/_� 1::::

貝3下A-C
ll b - m a  

貝39
ll b - m a  

貝.3下A-C
rr b- m  .. 

貝39
U b-.. fil 11  

貝39
員37
員37
不明

ll b -- m。 I闘l●逼,,.,

員 7
不 明

li b- m a  
貝. 1 6下 -.. 1

貝22
貝39

貝39._9下A
!l b- m a  

貝39 I•• 置か

只39-9下C
員1

員悶ご:.;A 1::::: 
貝39-2B
U b- m 霞
U b- m 霞
li b- m a  

貝39
li b- m a  
!l b- m a  

|宮 麻幹骨 I上肢骨 I下肢骨 I手 足 の 骨 Iその他

I I 
9●●● 9 

戸． ．

戸凰貴胃

由尺●●

が●●
戸●●●●n..... 

I I I I I 
I'"'彎.. 

I I I I I 
r"'"" 

I I I I I I 
I I I I I r"'"" 
I I I I I r-·� 



第 VI 章 人骨の理化学的分析 • 形態分析

表 9 - 6 追加分人骨 リ ス ト
通し番号 遺構 層位 I頭翌骨 l菌 I体幹脅 I上肢骨 I下肢骨 I手 ・ 足の骨 Iその他

1318  341 ll b-ma 
1319 341 貝39
1 320 341 貝39-26
1321 342 貝39
1 322 344 n b-ma 
1 323 3<4-4 員3下A-C
1 324 344 Jl39 
1 325 341 貝39
1 32!1 345 Ji b-ma 
1 327 345 只39
1 328 345 貝39-28

:::: ::: .��;. 『
し

1 331 347 貝3下A ＂董冠/1'1

1 332 348 Ji b-ma 冦片9

1 333 "' 貝37 ＂書... '零鶴

1334 350 Il b  
1 335 3叩 貝3下A
1
1 3
1 3

336 
37
38 

3
'

3

51 
"

5'
員19

ll

ll b
-
b 

28 
〇
:

●

:

肩·●
· 

�

●●●

. 

冑9

1 339 431 n b  /1"● 

1340 431 貝39-3下C 脅片●●償!I':亀9

1 341 431 貝39
1 342 432 江 b-ma
1343 432 貝3下A-C
1344 432 貝39-9下A
1 345 433 Ji b-m直
1 346 433 貝39
1 347 435 n b-m塵 10 .. 11"1  

1348 437 貝39

"""" 
'
," ,. 

n s
n s

-
-

m
m

, 
。 鵡.. 

頑

霧胄.

9 

9 

1351 439 貝39 加

1 352 440 li b- ID。 遭 9

1 353 4心 不明
1 354 441 ll b-ma 
1 355 442 ll b-ma 
1 356 442 貝39
1 351 443 n b-m .. 
135""8 44

'" 3 貝
rrs

39-
-

9
m
下

.
C 

匹●：

肩

' ..... 

1 360 445 R b-ma 匹冠膚9 脅

1361 445 貝39-28 ＂董霧 ●

1 382 4-45 貝3下A
1 363 445 Ilb- IT b  
1 364 446 ll b-ID• 
1 365 446 貫37-26
1 366 446 只3下A
1 367 447 貝37
1 368 447 貝.37-28
1 369 448 Ji b-m羅 I..., 直が

1 370 448 貝1
1371  448 貝.2
1 372 448 不明
1 373 449 Il b  
1
1
3
3

7
7
4 
5 

4
4

叩
叩 員1 n9-

b
28 I

匹

匹か●肩， 1 .. 慶11,.,

131e 451 mb 
1 377 465 員22
1 378 不明 不明
1 379 不明 me 
1 380 不明 田c
1 381  不明 不明
1 382 5号貝層 甫東
1 383 7号貝層 南セク

1 384 5号貝層 中 央南

1 385 不明 皿c

1 366 不明 mb 

1 387 不明 mb 
1 388 不明 me: 
1 389 不明 m。

1
139
39

0 
1 不

34

明

1 5号
犬

只
骨

1
付近

I� "
"
'出”-ギ””’ ●●9 、 .. � m I., 直 >P• ••• � 珊m

●
-r

・
；

層
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